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We look into  your  eye s ,  lend a n  ea r  to  you,  a nd engage  w it h  you.

中野　計雄 氏　福岡地下街開発 株式会社　代表取締役社長
前田　佳良子 氏　セブンフーズ 株式会社　代表取締役
梶原　正雄 氏　株式会社 新長崎製作所　代表取締役社長

あなたは天神ビッグバンをご存知ですか？



親和銀行
唐津支店

S e a s o n’s  G r e e t i n g季節の便り
　佐賀県唐津市呼子町は東松浦半島の突端に位置し、
昔から天然の良港として栄えた全国に知られるイカの
町です。
　呼子名物の一つが日本三大朝市の一つに数えら
れる朝市です。呼子の朝市は元日を除いて、朝7時
30分から12時まで毎日開催されています。呼子港の
東側の約200ｍの朝市通りには、50軒近くの店が
並び、イカの一夜干しをはじめ近海でとれた魚介類や
野菜や果物などの農産物が販売されています。

今回は、親和銀行 唐津支店からの秋の便りです。
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豊後森

久留島武彦記念館

久留島武彦
研究所

387

大分自動車道

久大本線

玖珠川
玖珠町役場 ●

陸上自衛隊
玖珠駐屯地
●

玖珠IC

平成29年4月オープン予定

浜
の
教
会
で
始
め
た「
お
話
し
の
会
」は
豊
か
な
人
脈・知
性
と
の
交

わ
り
を
土
壌
に
し
た
第
一
歩
。「
お
話
し
は
子
ど
も
の
命
の
か
て糧
」の
信

念
を
深
め
、野
村
徳
七（
野
村
証
券
の
創
業
者
）の
支
援
で
創
設
し
た

東
京・青
山
の
さ
わ
ら
び

早
蕨
幼
稚
園
を
拠
点
に
全
国
を
め
ぐ
っ
て
車
座
の
子

ど
も
た
ち
に
話
し
聴
か
せ
る
童
話
に
全
霊
を
注
い
だ
。

　「桃
太
郎
」の
正
義
と
勇
気
を
子
ど
も
の
心
に
育
て
た
い・・・そ
の

た
め
に
は
声
に
命
を
込
め
て
伝
え
る〝
語
り
〞で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。「
身
動
か
ざ
る
者
は
心
働
か
ず
」を
、八
十
六
歳
の
死
の
直
前
ま

で
全
う
し
た
。前
記
の
青
年
町
長
、現
衆
院
議
員
の
衛
藤
征
士
郎
氏

が
若
き
日
に
記
し
て
い
る
。「
先
生
の
温
か
い
血
が
め
ぐ
り
、温
か
さ

求
め
て
人
が
訪
ね
く
る
童
話
の
里
に
な
る
こ
と
を
願
う
」。熊
本
地

震
で
中
止
と
な
っ
た
こ
と
し
の
日
本
童
話
祭
。思
い
と
熱
情
は
来
年

の「
こ
ど
も
の
日
」に
六
十
八
回
目
と
し
て
引
き
継
が
れ
る
。

（
文
・
山
﨑  

潔
）

　東
経
一
三
一
度
は
山
口
県
下
関
市
の
油
谷
湾
か
ら
九
州
に
入
り
、

英
彦
山
―
阿
蘇
―
霧
島
を
経
て
種
子
島
に
い
た
る
。大
分
県
玖
珠
町

を
訪
ね
た
の
は
九
州
　せ
き
り
ょ
う
　

の
脊
梁
山
地
を
走
る
経
線
　し
る
べ
　

を
標
に
人
々
の
暮

ら
し
を
追
う
連
載
企
画
の
取
材
。四
十
年
ほ
ど
前
、新
聞
社
の
社
会

部
記
者
で
あ
っ
た
。童
話
の
里
づ
く
り
を
目
指
し
、日
本
童
話
祭
を

創
設
し
て
二
十
七
年
目
の
久
留
島
武
彦
の
古
里
は
翁
の
口
演
童
話

が
忘
れ
ら
れ
な
い
青
年
町
長
の
も
と
で
新
た
な
夢
を
模
索
し
て
い

た
。夢
は
ふ
く
ら
み
、こ
と
し
六
十
七
回
目
の
年
で
あ
っ
た
。

　近
代
日
本
に
童
話
文
化
を
根
付
か
せ
た
先
駆
者
。想
像
し
難
い
が

瀬
戸
内
海
を
制
し
た
水
軍
の
一
族
で
久
留
島
の
姓
は
西
瀬
戸
の
難

所・来
島
に
由
来
す
る
。関
ケ
原
で
敗
れ
、海
と
は
無
縁
の
こ
の
地
に

小
領
を
得
た
藩
主
の
家
系
。牧
畜
に
夢
を
託
す
明
治
の
少
年
は
中
学

校
で
出
会
い
、関
西
学
院
に
転
じ
た
米
人
教
師
を
追
っ
て
十
四
歳
で

洗
礼
を
受
け
る
。「
牛
や
豚
よ
り
人
を
牧
す
る
人
間
に
な
り
な
さ
い
」

と
い
う
師
の
導
き
を
胆
に
銘
じ
て
子
ど
も
に
お
と
ぎ伽
話
を
話
し
聴
か

せ
る
口
演
童
話
を
使
命
と
し
て
生
涯
の
運
命
と
し
た
。

　徴
兵
さ
れ
た
日
清
戦
争
。戦
場
か
ら
投
稿
し
た
新
兵
の
体
験
記
が

少
年
雑
誌
で
評
判
と
な
り
、尾
崎
紅
葉
や 

い
わ
や 

さ
ざ
な
み

巌
谷
小
波
ら
の
知
遇
を
得

る
。巌
谷
は
昔
話
を
集
大
成
し
た
児
童
文
学
の
開
拓
者
で
あ
る
。横

1874年～1960年
（満86歳没）

童
話
ヲ
語
リ
行
脚
ノ
生
涯
。

久
留
島 

武
彦

九
州
を
知
る
！ 

マ
ン
ス
リ
ー
コ
ラ
ム
…
60

Monthly
Column

2016.10 OCT VOL.95

昭和31年 学校における講演の様子（82歳）

※写真提供：玖珠町 久留島武彦研究所

大
分
県
玖
珠
町
出
身

所在地：久留島武彦記念館…大分県玖珠郡玖珠町大字森855番地
玖珠町久留島武彦研究所…大分県玖珠郡玖珠町大字岩室24番地の1

玖珠
●
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最新情報を携帯からも
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【バックナンバーのお知らせ】 「FFG 調査月報」のバックナンバーは、ふくおかフィナンシャルグループのホームページにてご覧いただけます。
http://www.fukuoka-fg.com/

C O N T E N T S

今
月
の
一
枚  

「
第
1
回
熊
本
銀
行
キ
ッ
ズ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

大群で泳ぐ習性のある秋刀魚は秋になると太
平洋の北海道沖から産卵の為、南下をはじめ
ます。この時期の秋刀魚は脂が乗っていて、炭火
で焼くのが一番で、煙の中から香ばしい香りが
立ち上ります。焼いた秋刀魚にカボスやスダチ
の搾り汁や醤油をかけ、大根おろしを添えれば、
日本の「秋の味覚」の出来上がりです。

今 月 の 表 紙

秋の味覚　秋刀魚

2

トップに聞く！

62 18121

九州を知る！ マンスリーコラム

童話ヲ語リ行脚ノ生涯。  久留島 武彦
60

7674

29

おかげさまで開業40周年。
福岡・天神の地下に展開する
欧州の薫り漂う都市空間。

福岡地下街開発 株式会社　中野 計雄 氏

優れた金属加工技術を通して
高品質・低価格の製品を提供するのが
我が社の使命です。

株式会社 新長崎製作所　梶原 正雄 氏

環境保全と食品リサイクル、
動物愛護的飼育の取り組みを柱に
先進的な資源循環型農業を展開。

セブンフーズ 株式会社　前田 佳良子 氏

6

12

18

※写真提供：玖珠町 久留島武彦研究所

29 3630

「第1回熊本銀行キッズバレーボール大会」に参加した子どもたち

　今
月
の
一
枚
は
、9
月

17
日（
土
）に
開
催
さ
れ
た

「
第
1
回
熊
本
銀
行
キ
ッ

ズ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

の
集
合
写
真
で
す
。

　キ
ッ
ズ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
裾
野

拡
大
を
目
的
に
熊
本
か
ら

始
め
ら
れ
た
競
技
で
、熊

本
銀
行
は
協
賛
企
業
と
し

て
大
会
運
営
を
支
援
し
ま

し
た
。当
日
は
、熊
本
県
内

外
か
ら
参
加
し
た
4
歳
か

ら
小
学
3
年
生
ま
で
の
24

チ
ー
ム
、約
1
3
0
人
の

子
ど
も
た
ち
が
熱
戦
を
繰

り
広
げ
、保
護
者
の
方
た

ち
の
熱
心
な
応
援
も
あ
っ

て
、会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　F
F
G
で
は
、地
域
の

活
性
化
に
向
け
て
こ
れ
か

ら
も
様
々
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

「世界の偉人」を知る　ルネ・デカルト

※写真提供：佐賀県観光連盟

あなたは天神ビッグバンをご存知ですか？
国際ヨットレース
ルイ・ヴィトン・アメリカズカップ・ワールドシリーズ

30
34

36 九州の逸品　太良 竹崎かに

76 リオ オリンピック ラグビー
日本代表キャプテン

48
50

DATA in 九州　今月の注目データ
経済動向・経済指標

74 見つけたアジア

中華料理の代表的な秋の逸品 上海蟹

72 FFGニュース

38 寄稿　〈三菱総合研究所〉 MONTHLY REVIEW

九州の達人　　　　　　　　　　　　桑水流 裕策
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日本の「秋の味覚」の出来上がりです。

今 月 の 表 紙

秋の味覚　秋刀魚

2

トップに聞く！

62 18121

九州を知る！ マンスリーコラム

童話ヲ語リ行脚ノ生涯。  久留島 武彦
60

7674

29

おかげさまで開業40周年。
福岡・天神の地下に展開する
欧州の薫り漂う都市空間。

福岡地下街開発 株式会社　中野 計雄 氏

優れた金属加工技術を通して
高品質・低価格の製品を提供するのが
我が社の使命です。

株式会社 新長崎製作所　梶原 正雄 氏

環境保全と食品リサイクル、
動物愛護的飼育の取り組みを柱に
先進的な資源循環型農業を展開。

セブンフーズ 株式会社　前田 佳良子 氏

6

12

18

※写真提供：玖珠町 久留島武彦研究所

29 3630

「第1回熊本銀行キッズバレーボール大会」に参加した子どもたち

　今
月
の
一
枚
は
、9
月

17
日（
土
）に
開
催
さ
れ
た

「
第
1
回
熊
本
銀
行
キ
ッ

ズ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

の
集
合
写
真
で
す
。

　キ
ッ
ズ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
裾
野

拡
大
を
目
的
に
熊
本
か
ら

始
め
ら
れ
た
競
技
で
、熊

本
銀
行
は
協
賛
企
業
と
し

て
大
会
運
営
を
支
援
し
ま

し
た
。当
日
は
、熊
本
県
内

外
か
ら
参
加
し
た
4
歳
か

ら
小
学
3
年
生
ま
で
の
24

チ
ー
ム
、約
1
3
0
人
の

子
ど
も
た
ち
が
熱
戦
を
繰

り
広
げ
、保
護
者
の
方
た

ち
の
熱
心
な
応
援
も
あ
っ

て
、会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　F
F
G
で
は
、地
域
の

活
性
化
に
向
け
て
こ
れ
か

ら
も
様
々
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

「世界の偉人」を知る　ルネ・デカルト

※写真提供：佐賀県観光連盟

あなたは天神ビッグバンをご存知ですか？
国際ヨットレース
ルイ・ヴィトン・アメリカズカップ・ワールドシリーズ

30
34

36 九州の逸品　太良 竹崎かに

76 リオ オリンピック ラグビー
日本代表キャプテン

48
50

DATA in 九州　今月の注目データ
経済動向・経済指標

74 見つけたアジア

中華料理の代表的な秋の逸品 上海蟹

72 FFGニュース

38 寄稿　〈三菱総合研究所〉 MONTHLY REVIEW

九州の達人　　　　　　　　　　　　桑水流 裕策
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▲天神地下街 東3番街 石だたみの通路にて（左から中野社長、柴戸頭取）

福岡地下街開発 株式会社

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

お
か
げ
さ
ま
で
開
業
40
周
年
。

福
岡・天
神
の
地
下
に
展
開
す
る

欧
州
の
薫
り
漂
う
都
市
空
間
。

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

本
店
営
業
部

福
岡
地
下
街
開
発 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

中
野 

か
ず

 

お

計
雄
氏
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設
す
る
と
と
も
に
、歩
行
者
を
そ
の
地

下
道
に
誘
導
す
る
た
め
に
、魅
力
あ
る

地
下
商
店
街
を
つ
く
る
と
い
う「
地
下

街
構
想
案
」を
発
案
。そ
の
後
、開
業

に
至
る
ま
で
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が

伴
い
ま
し
た
が
、地
下
街
構
想
発
案
か

ら
18
年
後
の
1
9
7
6
年（
昭
和
51

年
）9
月
10
日
、「
天
神
地
下
街
」と

し
て
開
業
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
開
業
後
の
地
下
街
は
、魅
力
あ
る
商

品
を
揃
え
た
シ
ョ
ッ
プ
や
美
し
い
街

路
、そ
し
て
天
神
地
区
の
ほ
と
ん
ど
の

商
業
ビ
ル
と
直
結
し
た
利
便
性
に
加

え
、1
9
8
1
年（
昭
和
56
年
）に
開

業
し
た
福
岡
市
営
地
下
鉄
１
号
線

（
現・空
港
線
）の
天
神
駅
と
直
結
し
た

こ
と
で
、連
日
多
く
の
人
で
賑
わ
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
2
0
0
5

年（
平
成
17
年
）、地
下
鉄
3
号
線

（
現・七
隈
線
）の
開
通
に
合
わ
せ
て
地

下
街
を
延
伸
。こ
れ
に
よ
り「
天
神
地

下
街
」は
地
下
鉄
空
港
線
天
神
駅
と

地
下
鉄
七
隈
線
天
神
南
駅
を
連
絡
す

る
役
割
も
担
い
、利
用
者
が
さ
ら
に
増

天
神
地
区
の
交
通
混
雑
を

解
消
す
る
た
め
に
誕
生

　「
天
神
地
下
街
」は
九
州
最
大
の

繁
華
街
で
あ
る
福
岡
市
中
央
区
天
神

を
南
北
に
貫
く
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

「
渡
辺
通
り
」の
直
下
に
位
置
し
、約

5
9
0
m
の
間
に
1
5
0
件
以
上
も

の
シ
ョッ
プ
が
立
ち
並
ぶ
九
州
最
大
の

地
下
街
で
、今
年
で
開
業
40
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。我
が
社
は
こ
の「
天
神

地
下
街
」の
管
理
・
運
営
を
担
う
た
め

に
、1
9
7
2
年（
昭
和
47
年
）に
地

元
財
界
と
福
岡
市
の
出
資
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
企
業
で
す
。

　「
天
神
地
下
街
」誕
生
の
き
っ
か
け

は
、1
9
5
8
年（
昭
和
33
年
）に
遡

り
ま
す
。当
時
、天
神
地
区
は
歩
行
者

と
自
家
用
車
、路
面
電
車
の
往

来
で
混
雑
を
極
め
て
い
ま

し
た
。そ
こ
で
、地
元
財

界
人
が
集
ま
っ
て
、歩
行

者
が
安
全
に
往
来
で
き
る

よ
う
、天
神
に
地
下
道
を
建

い
た
だ
け
る
よ
う
来
年
2
月
の
完
成

に
向
け
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、地
下
街
で
は
誰
も
が
快

適
に
お
買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、今
年
７
月
に
は
全
部
で

４
箇
所
あ
る
化
粧
室
や
授
乳
室
を

「T
EN
C
H
IK
A
 D
R
A
M
A
T
IC
 

T
R
IP R

O
O
M

」を
テ
ー
マ
に
全
面

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
な
ど
、お
客
様

に
く
つ
ろ
ぎ
の
空
間
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

に
現
在
66
店
舗
あ
る
免
税
取
扱
店
の

売
り
上
げ
も
増
加
し
て
い
ま
す
。今
後

も
、国
内
は
も
と
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
国

か
ら
や
っ
て
来
る
観
光
客
の
方
々
に
も

「
ま
た
来
た
い
施
設
」と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、接
客
研
修
を
は
じ
め
、「
指

差
し
会
話
集
」の
作
成
、W
i
―

F
i

環
境
の
整
備
、外
貨
両
替
機
の
設
置

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
天
神
は
今
、大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。2
0
2
0
年
に
は
地
下

た
大
人
の
街
の
雰
囲
気
を
演
出
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
な
る
特
徴
が
、開
業
か
ら
40
年

を
経
た
今
で
も
古
さ
を
感
じ
さ
せ
な

い
街
並
み
の
デ
ザ
イ
ン
で
す
。「
19
世

紀
の
欧
州
」を
テ
ー
マ
に
、随
所
に
ち

り
ば
め
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
唐
草
模

様
の
天
井
、石
畳
や
レ
ン
ガ
敷
の
通
路

な
ど
、細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
街
づ

く
り
が
、多
く
の
方
に
愛
さ
れ
る
理
由

で
す
。

駐
車
場
や
化
粧
室
な
ど

各
種
設
備・サ
ー
ビ
ス
が
充
実

　「
天
神
地
下
街
」は
デ
ザ
イ
ン
に
こ

だ
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、設
備
や
サ
ー

ビ
ス
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。そ
の

一
つ
が
地
下
2
階
に
設
け
て
い
る「
天

神
地
下
街
駐
車
場
」で
す
。安
全
で
便

利
な
自
走
式
駐
車
場（
総
駐
車
台
数

4
2
1
台
）を
、地
下
鉄
空
港
線
天

神
駅
の
北
側
と
南
側
の
２
箇
所
に
分

け
て
設
け
、お
客
様
が
快
適
に
ご
利
用

加
し
ま
し
た
。現
在
で

は
１
日
約
20
〜
30
万
人

も
の
人
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

地
下
街
全
体
の
デ
ザ
イ
ン
は

19
世
紀
の
欧
州
が
テ
ー
マ

　「
天
神
地
下
街
」は「
訪
れ
る
人
に

と
っ
て
夢
の
あ
る
場
所
に
な
る
よ
う

に
。時
を
経
て
も
愛
さ
れ
続
け
る
場
所

で
あ
る
よ
う
に
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。実
際
に
地

下
街
を
歩
い
て
み
る
と
、通
路
の
照
明

が
少
し
暗
い
と
感
じ
ま
す
が
、こ
れ
は

地
下
街
を「
劇
場
」に
見
立
て
て
デ
ザ

イ
ン
し
て
い
る
た
め
で
す
。地
下
街
の

通
路
が
客
席
、各
シ
ョ
ッ
プ
が
舞
台
、

シ
ョッ
プ
に
並
ぶ
商
品
と
店
員
が
脇
役

の
俳
優
、そ
し
て
主
役
は
お
客
様
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、ほ
の
暗
い
通

路
と
、華
や
か
な
ラ
イ
ト
で
照
ら
さ
れ

た
シ
ョッ
プ
と
の
光
と
影
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
に
よ
り
、地
下
街
全
体
で
落
ち
着
い

関
連
の
商
品
・サ
ー
ビ
ス
を
取
り
扱
う

シ
ョッ
プ
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ど
ん
な
に
い
い
シ
ョ
ッ
プ
が

揃
っ
て
い
て
も
、お
客
様
に
知
っ
て
い
た

だ
け
な
け
れ
ば
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け

な
い
た
め
、各
シ
ョッ
プ
の
情
報
や
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
情
報
等
の
発
信
に
も
注

力
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、現
在

で
は
九
州
初
、西
日
本
初
の
シ
ョ
ッ
プ

も
多
く
出
店
し
て
い
ま
す
。今
後
も

「
天
神
地
下
街
」の
特
性
を
活
か
し
、

お
客
様
に
よ
ろ
こ
ん
で
い
た
だ
け
る
魅

力
的
な
シ
ョッ
プ
を
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

訪
日
外
国
人
客
や

地
下
鉄
七
隈
線
延
伸
に
対
応
し
た

魅
力
づ
く
り

　
近
年
、天
神
で
は
多
く
の
訪
日
外
国

人
客
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
天
神
地
下
街
」で
も
外
国
人
来

街
客
数
が
毎
年
伸
び
て
お
り
、地
下
街

鉄
七
隈
線
が
博
多
駅

ま
で
延
伸
開
業
す
る

予
定
で
あ
り
、J
R

博
多
駅
と
地
下
鉄
天

神
南
駅
の
間
に
天
神

と
博
多
エ
リ
ア
の
新

た
な
回
遊
の
動
線
が

生
ま
れ
ま
す
。ま
た
、

福
岡
市
が
現
在
進
め

て
い
る
天
神
地
区
の

再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
天
神
ビ
ッ
グ
バ

ン
」に
よ
り
、天
神
地

区
の
さ
ら
な
る
活
性

化
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、天

神
地
区
の
人
と
駅
と

ビ
ル
を
つ
な
ぐ
地
下
の
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
の
役
割
を
担
い
つ
つ
、「
天
神
地
下

街
」自
体
の
魅
力
も
高
め
る
こ
と
で
、

天
神
・
福
岡
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

テ
ナ
ン
ト
の
幅
を
広
げ
、

情
報
の
発
信
に
注
力

　「
天
神
地
下
街
」で
は
、連
絡
す
る

商
業
ビ
ル
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら

も
、時
代
の
変
化
と
と
も
に
移
り
変
わ

る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

を
い
ち
早
く
感
じ
と

り
、そ
の
時
代
・ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
テ
ナ
ン
ト

の
誘
致
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。そ
の
た
め
、

入
居
す
る
シ
ョッ
プ
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
さ

ま
ざ
ま
で
す
。こ
れ
ま

で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分

野
の
シ
ョ
ッ
プ
が
中

心
で
し
た
が
、最
近

は
幅
広
い
層
の
お
客

様
に
地
下
街
で
の
買

い
物
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、雑

貨
や
食
品
等
、生
活

福岡地下街開発 株式会社

▲柴戸頭取中野社長▲

⑥3番街インフォメーション広場　⑦1981年。5周年でインフォメーションにステンドグラスを設置　⑧天神地下街オープン記念パレード①見学風景　②10番街中庭広場　③1980年の天神地下街　④1976年9月10日 地下街開業 テープカットの様子　⑤現在の天神地下街

① ② ③ ④

⑥⑤ ⑧⑦

魅力あふれる１５０余りの
ショップがお客様へ
豊かなライフスタイルを
発信しております。

天神地下街は、
福岡市民の生活に
欠かせない空間ですね。
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下
街
を
延
伸
。こ
れ
に
よ
り「
天
神
地

下
街
」は
地
下
鉄
空
港
線
天
神
駅
と

地
下
鉄
七
隈
線
天
神
南
駅
を
連
絡
す

る
役
割
も
担
い
、利
用
者
が
さ
ら
に
増

天
神
地
区
の
交
通
混
雑
を

解
消
す
る
た
め
に
誕
生

　「
天
神
地
下
街
」は
九
州
最
大
の

繁
華
街
で
あ
る
福
岡
市
中
央
区
天
神

を
南
北
に
貫
く
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

「
渡
辺
通
り
」の
直
下
に
位
置
し
、約

5
9
0
m
の
間
に
1
5
0
件
以
上
も

の
シ
ョッ
プ
が
立
ち
並
ぶ
九
州
最
大
の

地
下
街
で
、今
年
で
開
業
40
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。我
が
社
は
こ
の「
天
神

地
下
街
」の
管
理
・
運
営
を
担
う
た
め

に
、1
9
7
2
年（
昭
和
47
年
）に
地

元
財
界
と
福
岡
市
の
出
資
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
企
業
で
す
。

　「
天
神
地
下
街
」誕
生
の
き
っ
か
け

は
、1
9
5
8
年（
昭
和
33
年
）に
遡

り
ま
す
。当
時
、天
神
地
区
は
歩
行
者

と
自
家
用
車
、路
面
電
車
の
往

来
で
混
雑
を
極
め
て
い
ま

し
た
。そ
こ
で
、地
元
財

界
人
が
集
ま
っ
て
、歩
行

者
が
安
全
に
往
来
で
き
る

よ
う
、天
神
に
地
下
道
を
建

い
た
だ
け
る
よ
う
来
年
2
月
の
完
成

に
向
け
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、地
下
街
で
は
誰
も
が
快

適
に
お
買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、今
年
７
月
に
は
全
部
で

４
箇
所
あ
る
化
粧
室
や
授
乳
室
を

「T
EN
C
H
IK
A
 D
R
A
M
A
T
IC
 

T
R
IP R

O
O
M

」を
テ
ー
マ
に
全
面

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
な
ど
、お
客
様

に
く
つ
ろ
ぎ
の
空
間
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

に
現
在
66
店
舗
あ
る
免
税
取
扱
店
の

売
り
上
げ
も
増
加
し
て
い
ま
す
。今
後

も
、国
内
は
も
と
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
国

か
ら
や
っ
て
来
る
観
光
客
の
方
々
に
も

「
ま
た
来
た
い
施
設
」と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、接
客
研
修
を
は
じ
め
、「
指

差
し
会
話
集
」の
作
成
、W
i
―

F
i

環
境
の
整
備
、外
貨
両
替
機
の
設
置

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
天
神
は
今
、大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。2
0
2
0
年
に
は
地
下

た
大
人
の
街
の
雰
囲
気
を
演
出
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
な
る
特
徴
が
、開
業
か
ら
40
年

を
経
た
今
で
も
古
さ
を
感
じ
さ
せ
な

い
街
並
み
の
デ
ザ
イ
ン
で
す
。「
19
世

紀
の
欧
州
」を
テ
ー
マ
に
、随
所
に
ち

り
ば
め
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
唐
草
模

様
の
天
井
、石
畳
や
レ
ン
ガ
敷
の
通
路

な
ど
、細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
街
づ

く
り
が
、多
く
の
方
に
愛
さ
れ
る
理
由

で
す
。

駐
車
場
や
化
粧
室
な
ど

各
種
設
備・サ
ー
ビ
ス
が
充
実

　「
天
神
地
下
街
」は
デ
ザ
イ
ン
に
こ

だ
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、設
備
や
サ
ー

ビ
ス
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。そ
の

一
つ
が
地
下
2
階
に
設
け
て
い
る「
天

神
地
下
街
駐
車
場
」で
す
。安
全
で
便

利
な
自
走
式
駐
車
場（
総
駐
車
台
数

4
2
1
台
）を
、地
下
鉄
空
港
線
天

神
駅
の
北
側
と
南
側
の
２
箇
所
に
分

け
て
設
け
、お
客
様
が
快
適
に
ご
利
用

加
し
ま
し
た
。現
在
で

は
１
日
約
20
〜
30
万
人

も
の
人
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

地
下
街
全
体
の
デ
ザ
イ
ン
は

19
世
紀
の
欧
州
が
テ
ー
マ

　「
天
神
地
下
街
」は「
訪
れ
る
人
に

と
っ
て
夢
の
あ
る
場
所
に
な
る
よ
う

に
。時
を
経
て
も
愛
さ
れ
続
け
る
場
所

で
あ
る
よ
う
に
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。実
際
に
地

下
街
を
歩
い
て
み
る
と
、通
路
の
照
明

が
少
し
暗
い
と
感
じ
ま
す
が
、こ
れ
は

地
下
街
を「
劇
場
」に
見
立
て
て
デ
ザ

イ
ン
し
て
い
る
た
め
で
す
。地
下
街
の

通
路
が
客
席
、各
シ
ョ
ッ
プ
が
舞
台
、

シ
ョッ
プ
に
並
ぶ
商
品
と
店
員
が
脇
役

の
俳
優
、そ
し
て
主
役
は
お
客
様
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、ほ
の
暗
い
通

路
と
、華
や
か
な
ラ
イ
ト
で
照
ら
さ
れ

た
シ
ョッ
プ
と
の
光
と
影
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
に
よ
り
、地
下
街
全
体
で
落
ち
着
い

関
連
の
商
品
・サ
ー
ビ
ス
を
取
り
扱
う

シ
ョッ
プ
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ど
ん
な
に
い
い
シ
ョ
ッ
プ
が

揃
っ
て
い
て
も
、お
客
様
に
知
っ
て
い
た

だ
け
な
け
れ
ば
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け

な
い
た
め
、各
シ
ョッ
プ
の
情
報
や
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
情
報
等
の
発
信
に
も
注

力
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、現
在

で
は
九
州
初
、西
日
本
初
の
シ
ョ
ッ
プ

も
多
く
出
店
し
て
い
ま
す
。今
後
も

「
天
神
地
下
街
」の
特
性
を
活
か
し
、

お
客
様
に
よ
ろ
こ
ん
で
い
た
だ
け
る
魅

力
的
な
シ
ョッ
プ
を
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

訪
日
外
国
人
客
や

地
下
鉄
七
隈
線
延
伸
に
対
応
し
た

魅
力
づ
く
り

　
近
年
、天
神
で
は
多
く
の
訪
日
外
国

人
客
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
天
神
地
下
街
」で
も
外
国
人
来

街
客
数
が
毎
年
伸
び
て
お
り
、地
下
街

鉄
七
隈
線
が
博
多
駅

ま
で
延
伸
開
業
す
る

予
定
で
あ
り
、J
R

博
多
駅
と
地
下
鉄
天

神
南
駅
の
間
に
天
神

と
博
多
エ
リ
ア
の
新

た
な
回
遊
の
動
線
が

生
ま
れ
ま
す
。ま
た
、

福
岡
市
が
現
在
進
め

て
い
る
天
神
地
区
の

再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
天
神
ビ
ッ
グ
バ

ン
」に
よ
り
、天
神
地

区
の
さ
ら
な
る
活
性

化
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、天

神
地
区
の
人
と
駅
と

ビ
ル
を
つ
な
ぐ
地
下
の
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
の
役
割
を
担
い
つ
つ
、「
天
神
地
下

街
」自
体
の
魅
力
も
高
め
る
こ
と
で
、

天
神
・
福
岡
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

テ
ナ
ン
ト
の
幅
を
広
げ
、

情
報
の
発
信
に
注
力

　「
天
神
地
下
街
」で
は
、連
絡
す
る

商
業
ビ
ル
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら

も
、時
代
の
変
化
と
と
も
に
移
り
変
わ

る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

を
い
ち
早
く
感
じ
と

り
、そ
の
時
代
・ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
テ
ナ
ン
ト

の
誘
致
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。そ
の
た
め
、

入
居
す
る
シ
ョッ
プ
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
さ

ま
ざ
ま
で
す
。こ
れ
ま

で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分

野
の
シ
ョ
ッ
プ
が
中

心
で
し
た
が
、最
近

は
幅
広
い
層
の
お
客

様
に
地
下
街
で
の
買

い
物
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、雑

貨
や
食
品
等
、生
活

福岡地下街開発 株式会社

▲柴戸頭取中野社長▲

⑥3番街インフォメーション広場　⑦1981年。5周年でインフォメーションにステンドグラスを設置　⑧天神地下街オープン記念パレード①見学風景　②10番街中庭広場　③1980年の天神地下街　④1976年9月10日 地下街開業 テープカットの様子　⑤現在の天神地下街

① ② ③ ④

⑥⑤ ⑧⑦

魅力あふれる１５０余りの
ショップがお客様へ
豊かなライフスタイルを
発信しております。

天神地下街は、
福岡市民の生活に
欠かせない空間ですね。
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設
す
る
と
と
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に
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地
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商
店
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下

街
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、開
業
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迎
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岡
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面
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の
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で
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を
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き
る
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。地
下
街
の

通
路
が
客
席
、各
シ
ョ
ッ
プ
が
舞
台
、

シ
ョッ
プ
に
並
ぶ
商
品
と
店
員
が
脇
役

の
俳
優
、そ
し
て
主
役
は
お
客
様
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、ほ
の
暗
い
通

路
と
、華
や
か
な
ラ
イ
ト
で
照
ら
さ
れ

た
シ
ョッ
プ
と
の
光
と
影
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
に
よ
り
、地
下
街
全
体
で
落
ち
着
い

関
連
の
商
品
・サ
ー
ビ
ス
を
取
り
扱
う

シ
ョッ
プ
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ど
ん
な
に
い
い
シ
ョ
ッ
プ
が

揃
っ
て
い
て
も
、お
客
様
に
知
っ
て
い
た

だ
け
な
け
れ
ば
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け

な
い
た
め
、各
シ
ョッ
プ
の
情
報
や
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
情
報
等
の
発
信
に
も
注

力
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、現
在

で
は
九
州
初
、西
日
本
初
の
シ
ョ
ッ
プ

も
多
く
出
店
し
て
い
ま
す
。今
後
も

「
天
神
地
下
街
」の
特
性
を
活
か
し
、

お
客
様
に
よ
ろ
こ
ん
で
い
た
だ
け
る
魅

力
的
な
シ
ョッ
プ
を
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

訪
日
外
国
人
客
や

地
下
鉄
七
隈
線
延
伸
に
対
応
し
た

魅
力
づ
く
り

　
近
年
、天
神
で
は
多
く
の
訪
日
外
国

人
客
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
天
神
地
下
街
」で
も
外
国
人
来

街
客
数
が
毎
年
伸
び
て
お
り
、地
下
街

鉄
七
隈
線
が
博
多
駅

ま
で
延
伸
開
業
す
る

予
定
で
あ
り
、J
R

博
多
駅
と
地
下
鉄
天

神
南
駅
の
間
に
天
神

と
博
多
エ
リ
ア
の
新

た
な
回
遊
の
動
線
が

生
ま
れ
ま
す
。ま
た
、

福
岡
市
が
現
在
進
め

て
い
る
天
神
地
区
の

再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
天
神
ビ
ッ
グ
バ

ン
」に
よ
り
、天
神
地

区
の
さ
ら
な
る
活
性

化
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、天

神
地
区
の
人
と
駅
と

ビ
ル
を
つ
な
ぐ
地
下
の
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
の
役
割
を
担
い
つ
つ
、「
天
神
地
下

街
」自
体
の
魅
力
も
高
め
る
こ
と
で
、

天
神
・
福
岡
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲8番街石積みの広場 開業40周年記念モニュメント「Relier（ルリエ）」前にて
　（前列左から進藤監査役、深水常務、中野社長、柴戸頭取、立花本店営業部長（福岡銀行）、久光常務）

テ
ナ
ン
ト
の
幅
を
広
げ
、

情
報
の
発
信
に
注
力

　「
天
神
地
下
街
」で
は
、連
絡
す
る

商
業
ビ
ル
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら

も
、時
代
の
変
化
と
と
も
に
移
り
変
わ

る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

を
い
ち
早
く
感
じ
と

り
、そ
の
時
代
・ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
テ
ナ
ン
ト

の
誘
致
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。そ
の
た
め
、

入
居
す
る
シ
ョッ
プ
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
さ

ま
ざ
ま
で
す
。こ
れ
ま

で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分

野
の
シ
ョ
ッ
プ
が
中

心
で
し
た
が
、最
近

は
幅
広
い
層
の
お
客

様
に
地
下
街
で
の
買

い
物
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、雑

貨
や
食
品
等
、生
活

◎インタビューを終えて

　天神地下街の開業から40年、天神地区の発展は天神地下街が「縁の下」で
支えてこられました。
　中世の欧州をイメージした癒される空間が広がる天神地下街には、行列が
できる人気ショップも多く、駅やバスの利用にも便利で、買い物を楽しむ人、
通路を歩く人、それぞれにとって快適で魅力的なエリアです。
　これからも天神地下街の魅力を磨き続け、やすらぎと活気に満ち溢れた地下
空間を創造されることを期待しています。

福岡銀行
取締役頭取 柴戸 　成

福岡地下街開発 株式会社
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設
す
る
と
と
も
に
、歩
行
者
を
そ
の
地

下
道
に
誘
導
す
る
た
め
に
、魅
力
あ
る

地
下
商
店
街
を
つ
く
る
と
い
う「
地
下

街
構
想
案
」を
発
案
。そ
の
後
、開
業

に
至
る
ま
で
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が

伴
い
ま
し
た
が
、地
下
街
構
想
発
案
か

ら
18
年
後
の
1
9
7
6
年（
昭
和
51

年
）9
月
10
日
、「
天
神
地
下
街
」と

し
て
開
業
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
開
業
後
の
地
下
街
は
、魅
力
あ
る
商

品
を
揃
え
た
シ
ョ
ッ
プ
や
美
し
い
街

路
、そ
し
て
天
神
地
区
の
ほ
と
ん
ど
の

商
業
ビ
ル
と
直
結
し
た
利
便
性
に
加

え
、1
9
8
1
年（
昭
和
56
年
）に
開

業
し
た
福
岡
市
営
地
下
鉄
１
号
線

（
現・空
港
線
）の
天
神
駅
と
直
結
し
た

こ
と
で
、連
日
多
く
の
人
で
賑
わ
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
2
0
0
5

年（
平
成
17
年
）、地
下
鉄
3
号
線

（
現・七
隈
線
）の
開
通
に
合
わ
せ
て
地

下
街
を
延
伸
。こ
れ
に
よ
り「
天
神
地

下
街
」は
地
下
鉄
空
港
線
天
神
駅
と

地
下
鉄
七
隈
線
天
神
南
駅
を
連
絡
す

る
役
割
も
担
い
、利
用
者
が
さ
ら
に
増

天
神
地
区
の
交
通
混
雑
を

解
消
す
る
た
め
に
誕
生

　「
天
神
地
下
街
」は
九
州
最
大
の

繁
華
街
で
あ
る
福
岡
市
中
央
区
天
神

を
南
北
に
貫
く
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

「
渡
辺
通
り
」の
直
下
に
位
置
し
、約

5
9
0
m
の
間
に
1
5
0
件
以
上
も

の
シ
ョッ
プ
が
立
ち
並
ぶ
九
州
最
大
の

地
下
街
で
、今
年
で
開
業
40
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。我
が
社
は
こ
の「
天
神

地
下
街
」の
管
理
・
運
営
を
担
う
た
め

に
、1
9
7
2
年（
昭
和
47
年
）に
地

元
財
界
と
福
岡
市
の
出
資
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
企
業
で
す
。

　「
天
神
地
下
街
」誕
生
の
き
っ
か
け

は
、1
9
5
8
年（
昭
和
33
年
）に
遡

り
ま
す
。当
時
、天
神
地
区
は
歩
行
者

と
自
家
用
車
、路
面
電
車
の
往

来
で
混
雑
を
極
め
て
い
ま

し
た
。そ
こ
で
、地
元
財

界
人
が
集
ま
っ
て
、歩
行

者
が
安
全
に
往
来
で
き
る

よ
う
、天
神
に
地
下
道
を
建

い
た
だ
け
る
よ
う
来
年
2
月
の
完
成

に
向
け
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、地
下
街
で
は
誰
も
が
快

適
に
お
買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、今
年
７
月
に
は
全
部
で

４
箇
所
あ
る
化
粧
室
や
授
乳
室
を

「T
EN
C
H
IK
A
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R
A
M
A
T
IC
 

T
R
IP R

O
O
M

」を
テ
ー
マ
に
全
面

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
な
ど
、お
客
様

に
く
つ
ろ
ぎ
の
空
間
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

に
現
在
66
店
舗
あ
る
免
税
取
扱
店
の

売
り
上
げ
も
増
加
し
て
い
ま
す
。今
後

も
、国
内
は
も
と
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
国

か
ら
や
っ
て
来
る
観
光
客
の
方
々
に
も

「
ま
た
来
た
い
施
設
」と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、接
客
研
修
を
は
じ
め
、「
指

差
し
会
話
集
」の
作
成
、W
i
―

F
i

環
境
の
整
備
、外
貨
両
替
機
の
設
置

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
天
神
は
今
、大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。2
0
2
0
年
に
は
地
下

た
大
人
の
街
の
雰
囲
気
を
演
出
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
な
る
特
徴
が
、開
業
か
ら
40
年

を
経
た
今
で
も
古
さ
を
感
じ
さ
せ
な

い
街
並
み
の
デ
ザ
イ
ン
で
す
。「
19
世

紀
の
欧
州
」を
テ
ー
マ
に
、随
所
に
ち

り
ば
め
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
唐
草
模

様
の
天
井
、石
畳
や
レ
ン
ガ
敷
の
通
路

な
ど
、細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
街
づ

く
り
が
、多
く
の
方
に
愛
さ
れ
る
理
由

で
す
。

駐
車
場
や
化
粧
室
な
ど

各
種
設
備・サ
ー
ビ
ス
が
充
実

　「
天
神
地
下
街
」は
デ
ザ
イ
ン
に
こ

だ
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、設
備
や
サ
ー

ビ
ス
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。そ
の

一
つ
が
地
下
2
階
に
設
け
て
い
る「
天

神
地
下
街
駐
車
場
」で
す
。安
全
で
便

利
な
自
走
式
駐
車
場（
総
駐
車
台
数

4
2
1
台
）を
、地
下
鉄
空
港
線
天

神
駅
の
北
側
と
南
側
の
２
箇
所
に
分

け
て
設
け
、お
客
様
が
快
適
に
ご
利
用

加
し
ま
し
た
。現
在
で

は
１
日
約
20
〜
30
万
人

も
の
人
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

地
下
街
全
体
の
デ
ザ
イ
ン
は

19
世
紀
の
欧
州
が
テ
ー
マ
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れ
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が
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地
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て
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デ
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イ
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し
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で
す
。地
下
街
の

通
路
が
客
席
、各
シ
ョ
ッ
プ
が
舞
台
、

シ
ョッ
プ
に
並
ぶ
商
品
と
店
員
が
脇
役

の
俳
優
、そ
し
て
主
役
は
お
客
様
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、ほ
の
暗
い
通

路
と
、華
や
か
な
ラ
イ
ト
で
照
ら
さ
れ

た
シ
ョッ
プ
と
の
光
と
影
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
に
よ
り
、地
下
街
全
体
で
落
ち
着
い

関
連
の
商
品
・サ
ー
ビ
ス
を
取
り
扱
う

シ
ョッ
プ
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ど
ん
な
に
い
い
シ
ョ
ッ
プ
が

揃
っ
て
い
て
も
、お
客
様
に
知
っ
て
い
た

だ
け
な
け
れ
ば
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け

な
い
た
め
、各
シ
ョッ
プ
の
情
報
や
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
情
報
等
の
発
信
に
も
注

力
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、現
在

で
は
九
州
初
、西
日
本
初
の
シ
ョ
ッ
プ

も
多
く
出
店
し
て
い
ま
す
。今
後
も

「
天
神
地
下
街
」の
特
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を
活
か
し
、

お
客
様
に
よ
ろ
こ
ん
で
い
た
だ
け
る
魅

力
的
な
シ
ョッ
プ
を
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

訪
日
外
国
人
客
や

地
下
鉄
七
隈
線
延
伸
に
対
応
し
た

魅
力
づ
く
り

　
近
年
、天
神
で
は
多
く
の
訪
日
外
国

人
客
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
天
神
地
下
街
」で
も
外
国
人
来

街
客
数
が
毎
年
伸
び
て
お
り
、地
下
街

鉄
七
隈
線
が
博
多
駅

ま
で
延
伸
開
業
す
る

予
定
で
あ
り
、J
R

博
多
駅
と
地
下
鉄
天

神
南
駅
の
間
に
天
神

と
博
多
エ
リ
ア
の
新

た
な
回
遊
の
動
線
が

生
ま
れ
ま
す
。ま
た
、

福
岡
市
が
現
在
進
め

て
い
る
天
神
地
区
の

再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
天
神
ビ
ッ
グ
バ

ン
」に
よ
り
、天
神
地

区
の
さ
ら
な
る
活
性

化
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、天

神
地
区
の
人
と
駅
と

ビ
ル
を
つ
な
ぐ
地
下
の
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
の
役
割
を
担
い
つ
つ
、「
天
神
地
下

街
」自
体
の
魅
力
も
高
め
る
こ
と
で
、

天
神
・
福
岡
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
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ま
す
。
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テ
ナ
ン
ト
の
幅
を
広
げ
、

情
報
の
発
信
に
注
力

　「
天
神
地
下
街
」で
は
、連
絡
す
る

商
業
ビ
ル
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら

も
、時
代
の
変
化
と
と
も
に
移
り
変
わ

る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

を
い
ち
早
く
感
じ
と

り
、そ
の
時
代
・ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
テ
ナ
ン
ト

の
誘
致
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。そ
の
た
め
、

入
居
す
る
シ
ョッ
プ
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
さ

ま
ざ
ま
で
す
。こ
れ
ま

で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分

野
の
シ
ョ
ッ
プ
が
中

心
で
し
た
が
、最
近

は
幅
広
い
層
の
お
客

様
に
地
下
街
で
の
買

い
物
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、雑

貨
や
食
品
等
、生
活

◎インタビューを終えて

　天神地下街の開業から40年、天神地区の発展は天神地下街が「縁の下」で
支えてこられました。
　中世の欧州をイメージした癒される空間が広がる天神地下街には、行列が
できる人気ショップも多く、駅やバスの利用にも便利で、買い物を楽しむ人、
通路を歩く人、それぞれにとって快適で魅力的なエリアです。
　これからも天神地下街の魅力を磨き続け、やすらぎと活気に満ち溢れた地下
空間を創造されることを期待しています。
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り
、3
0
0
頭
の
豚
の
飼
育
を
始
め
ま

し
た
。

　
創
業
後
は
豚
肉
の
消
費
需
要
の
拡

大
に
合
わ
せ
て
、我
が
社
の
事
業
も
順

調
に
推
移
し
て
い
き
、人
手
が
足
り
な

く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、大
手
ス
ー

パ
ー
の
レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
で
栄
養
士
と

し
て
勤
務
し
て
い
た
私
も
、1
9
8
4

年（
昭
和
59
年
）に
我
が
社
に
入
社
。

1
9
9
2
年（
平
成
４
年
）に
は「
セ

ブ
ン
フ
ー
ズ
株
式
会
社
」へ
法
人
化
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、2
0
0
5
年（
平
成
17

年
）に
死
去
し
た
父
の
後
を
継
ぎ
、

弟・文
利
と
二
人
三
脚
で
我
が
社
の
経

営
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
私
は
、更
な

る
事
業
規
模
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

2
0
0
8
年（
平
成
20
年
）か
ら
の
5

年
間
で
新
た
に
５
ヵ
所
の
農
場
を
開
設

し
ま
し
た
。現
在
で
は
熊
本
県
内
の

６
ヵ
所
の
農
場
で
常
時
2
5
，0
0
0

頭
の
豚
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

お
父
様
の
後
を
継
い
で
、養

豚
業
界
に
飛
び
込
ま
れ
た
そ

う
で
す
ね
。

我
が
社
は
1
9
7
0
年（
昭

和
 　45
年
）、私
の
父・
こ
う
し
合
志
一
也

が
34
歳
の
時
に
養
豚
業
を
行
う「
合

志
畜
産
」を
創
業
し
た
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。そ
れ
ま
で
父
は
農
業
を
営

む
傍
ら
、自
宅
の
庭
先
で
数
頭
の
豚

を
飼
っ
て
い
た
の
で
す
が
、「
合
志
畜

産
」の
創
業
に
合
わ
せ
て
、自
宅
近
く

に
農
場（

す
ぎ
み
ず

杉
水
農
場
）を
新
た
に
造

理
す
る
の
で
す
が
、我
が
社
で
は
、母
豚

に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
装
着
し
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
個
体
を
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ

て「
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル（
柵
が
な
い
状

態
）」を
実
現
し
て
い
ま
す
。こ
の
自
由

に
活
動
で
き
る
環
境
が
、母
豚
の
ス
ト

レ
ス
軽
減
、更
に
は
免
疫
力
の
高
い
子

豚
の
出
産
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、分
娩
舎
内
で
は
、胎
教
に

良
い
音
楽
を
流
し
て
、母
豚
の
精
神
的

な
安
定
も
図
っ
て
い
る
ほ
か
、昇
降
式

分
娩
ゲ
ー
ジ「
バ
リ・プ
ラ
ス
」も
導
入

し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
分
娩
舎
で
時
折

発
生
し
て
し
ま
う「
圧
死（
子
豚
が
母

豚
の
下
敷
き
に
な
っ
て
死
ん
で
し
ま
う

こ
と
）」を
防
止
す
る
た
め
に
導
入
し

た
も
の
で
、母
豚
が
立
ち
上
が
る
と
床

が
30
㎝
ほ
ど
せ
り
上
が
っ
て
子
豚
が
母

豚
に
近
づ
け
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
に
よ
っ
て
子
豚
た
ち
が
よ
り

安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
環
境

で
、愛
情
を
注
が
れ
な
が
ら
す
く
す
く

　「ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」と
い
う

考
え
に
基
づ
い
た
飼
育
を
行
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
ね
。

　
「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」と
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
等
で
広
く
普
及
し
て
い
る

動
物
保
護
の
概
念
で
、「
快
適
性
に
配

慮
し
た
家
畜
の
飼
養
管
理
」と
定
義
さ

れ
て
い
ま
す
。我
が
社
で
は
、こ
の
概
念

に
沿
っ
て
、豚
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
の
た
め

の
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
行
っ
て
い
る
飼
育
方
法
の

一
つ
に
、「
オ
ー
ト
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス

テ
ム（
自
動
体
重
測
定
選
別
機
）」の

導
入
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
の
機
械
の

上
を
豚
が
通
過
す
る
と
、自
動
的
に
体

重
が
測
定
さ
れ
、出
荷
可
能
な
豚
と
そ

う
で
な
い
豚
と
が
選
別
さ
れ
る
仕
組
み

に
な
っ
て
お
り
、選
別
の
た
め
に
豚
を
追

い
回
す
こ
と
が
な
く
な
る
こ
と
で
、豚

の
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
一
般
的
な
農
場
で
は
、妊
娠
中

の
母
豚
は
分
娩
用
の
豚
舎
で
１
頭
ご
と

ス
ト
ー
ル（
柵
）の
中
に
閉
じ
込
め
て
管

の
主
力
農
場
で
あ
る

き
ょ
く
し

旭
志
農
場
の
豚

の
飼
料
貯
蔵
用
タ
ン
ク
が
倒
れ
た
ほ

か
、餌
の
自
動

き
ゅ
う
じ

給
餌
ラ
イ
ン
も
分
断
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。途
方
に
く
れ
る

ほ
ど
の
大
き
な
被
害
で
し
た
が
、社
員

　熊
本
地
震
で
は
大
き
な
被
害
を
受

け
た
も
の
の
、豚
の
出
荷
は
続
け
ら

れ
た
そ
う
で
す
ね
。

　
熊
本
地
震
の
発
生
に
よ
り
、我
が
社

は
、食
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
出
る
ご
は
ん
、

麺
、パ
ン
、牛
乳
、豆
乳
、ヨ
ー
グ
ル
ト
、

キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
等
で
作
っ
た
飼
料
で
豚

を
育
て
る
と
と
も
に
、そ
の
豚
の
排
泄

物
や
、飼
料
に
適
さ
な
い
未
利
用
資
源

を
原
料
に
製
造
し
た
有
機
肥
料
を
利

用
し
て
、我
が
社
で
キ
ャ
ベ
ツ
も
生
産

し
、そ
れ
を
契
約
し
て
い
る
食
品
メ
ー

カ
ー
へ
納
品
し
、製
造
時
に
出
る
キ
ャ

ベ
ツ
の
葉
な
ど
を
飼
料
化
す
る
、と
い

う
循
環
型
の
仕
組
み
で
、今
後
更
に
拡

大
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
耕
畜
連
携
」を
活
か
し
た

循
環
型
農
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。熊
本・福
岡・大
分
の
契

約
農
家
28
軒
の
水
田
を
活
用
し
て
栽

培
し
た「
飼
料
用
米
」を
我
が
社
の
豚

に
与
え
る
と
と
も
に
、そ
の
飼
料
で
育

て
た
豚
の
排
泄
物
等
を
原
料
に
有
機

肥
料
を
製
造
し
、契
約
農
家
へ
提
供
し

て
い
ま
す
。契
約
農
家
さ
ん
が
水
田
を

守
り
続
け
る
こ
と
で
、地
域
農
業
の
活

性
化
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
育
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
豚「
肥
後
あ
そ
び

と
ん豚
」「
未
来
村
と
ん
」は
、味
も
抜
群

で
、多
く
の
お
客
様
か
ら
ご
好
評
を
頂

い
て
い
ま
す
。

　「資
源
循
環
型
農
業
」に
も
注
力
さ

れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　「
資
源
循
環
型
農
業
」の
実
現
に
向

け
て
最
も
注
力
し
て
い
る
の
が「
食
品

リ
サ
イ
ク
ル
」で
す
。我
が
社
で
は
食

品
メ
ー
カ
ー
か
ら
発
生
す
る
食
品
廃

棄
物
等
の
未
利
用
資
源
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
、自
社
内
で
飼
料
化
し
、豚

の
飼
料
と
し
て
再
利
用
し
て
い
ま
す
。

我
が
社
の
取
り
組
み
は
、食
品
廃
棄
物

の
有
効
利
用
を
考
え
て
い
る
多
く
の

食
品
関
連
企
業
か
ら
高
い
評
価
を
頂

い
て
お
り
、2
0
1
5
年（
平
成
27

年
）に
は
、大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
等
約

60
社
と
契
約
し
、年
間
1
4
，0
0
0

ト
ン
余
り
の
未
利
用
資
源
を
受
け
入

れ
る「
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
プ
」を

構
築
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ

▲大津第二農場（左から前田社長、竹下頭取）

セブンフーズ 株式会社

竹下頭取

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

前田社長

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

大
津
支
店

　
　
　
　福
岡
銀
行 

熊
本
営
業
部

セ
ブ
ン
フ
ー
ズ 

株
式
会
社

代
表
取
締
役

前
田 

佳
良
子
氏

環
境
保
全
と
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
、

動
物
愛
護
的
飼
育
の
取
り
組
み
を
柱
に

先
進
的
な
資
源
循
環
型
農
業
を
展
開
。

全
員
が
献
身
的
に
頑
張
っ
て
、手
作
業

で
約
1
0
，0
0
0
頭
の
豚
に
飼
料
を

与
え
続
け
た
結
果
、無
事
出
荷
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。加
え
て
嬉
し
い

こ
と
に
、地
元
の
高
校
生
た
ち
18
人
が

応
援
に
来
て
く
れ

て
、社
員
た
ち
も

大
変
励
ま
さ
れ
、

皆
の
心
と
体
が
と

て
も
元
気
に
な
り

ま
し
た
。地
震
の

被
害
は
大
き
か
っ

た
も
の
の
、こ
う

し
た
体
験
を
通
し

て
、社
員
の
結
束

は
一
層
強
固
な
も

の
と
な
り
、地
域

と
の
交
流
も
よ
り

深
ま
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　今
後
の
展
望

を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
私
の
目
標
は
、男
性
社
会
で
あ
る
養

豚
業
界
で
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
企
業
の

実
現
で
す
。女
性
社
員
が
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
進
め
、女
性
社
員
の
比

率
を
現
在
の
約
10
％
か
ら
30
％
ま
で

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、女
性
幹
部
の

登
用
も
積
極
的
に
進
め
て
い
く
つ
も
り

で
す
。そ
の
目
標
実
現
に
向
け
、作
業

の
効
率
化・省
力
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、子
ど
も
が
何
ら
か
の
事
情
で
保
育

園
に
預
け
ら
れ
な

い
場
合
等
に
子
ど

も
も
一
緒
に
出
勤

で
き
る「
子
ど
も

同
伴
出
勤
」制
度

を
導
入
す
る
な

ど
、ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
関
連

の
施
策
導
入
に
も

積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、生
産

規
模
の
更
な
る
拡

大
や
六
次
産
業

化
、ま
た
自
社
ブ

ラ
ン
ド
豚
の
付
加

価
値
向
上
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、

地
元
で
作
る
飼

料
用
米
の
使
用
量
を
増
や
す
こ
と
で
、

地
域
農
業
の
活
性
化
に
も
寄
与
し
、

地
域
一
体
と
な
っ
て
日
本
の「
食
」を

守
り
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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り
、3
0
0
頭
の
豚
の
飼
育
を
始
め
ま

し
た
。

　
創
業
後
は
豚
肉
の
消
費
需
要
の
拡

大
に
合
わ
せ
て
、我
が
社
の
事
業
も
順

調
に
推
移
し
て
い
き
、人
手
が
足
り
な

く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、大
手
ス
ー

パ
ー
の
レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
で
栄
養
士
と

し
て
勤
務
し
て
い
た
私
も
、1
9
8
4

年（
昭
和
59
年
）に
我
が
社
に
入
社
。

1
9
9
2
年（
平
成
４
年
）に
は「
セ

ブ
ン
フ
ー
ズ
株
式
会
社
」へ
法
人
化
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、2
0
0
5
年（
平
成
17

年
）に
死
去
し
た
父
の
後
を
継
ぎ
、

弟・文
利
と
二
人
三
脚
で
我
が
社
の
経

営
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
私
は
、更
な

る
事
業
規
模
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

2
0
0
8
年（
平
成
20
年
）か
ら
の
5

年
間
で
新
た
に
５
ヵ
所
の
農
場
を
開
設

し
ま
し
た
。現
在
で
は
熊
本
県
内
の

６
ヵ
所
の
農
場
で
常
時
2
5
，0
0
0

頭
の
豚
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

お
父
様
の
後
を
継
い
で
、養

豚
業
界
に
飛
び
込
ま
れ
た
そ

う
で
す
ね
。

我
が
社
は
1
9
7
0
年（
昭

和
 　45
年
）、私
の
父・
こ
う
し
合
志
一
也

が
34
歳
の
時
に
養
豚
業
を
行
う「
合

志
畜
産
」を
創
業
し
た
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。そ
れ
ま
で
父
は
農
業
を
営

む
傍
ら
、自
宅
の
庭
先
で
数
頭
の
豚

を
飼
っ
て
い
た
の
で
す
が
、「
合
志
畜

産
」の
創
業
に
合
わ
せ
て
、自
宅
近
く

に
農
場（

す
ぎ
み
ず

杉
水
農
場
）を
新
た
に
造

理
す
る
の
で
す
が
、我
が
社
で
は
、母
豚

に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
装
着
し
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
個
体
を
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ

て「
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル（
柵
が
な
い
状

態
）」を
実
現
し
て
い
ま
す
。こ
の
自
由

に
活
動
で
き
る
環
境
が
、母
豚
の
ス
ト

レ
ス
軽
減
、更
に
は
免
疫
力
の
高
い
子

豚
の
出
産
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、分
娩
舎
内
で
は
、胎
教
に

良
い
音
楽
を
流
し
て
、母
豚
の
精
神
的

な
安
定
も
図
っ
て
い
る
ほ
か
、昇
降
式

分
娩
ゲ
ー
ジ「
バ
リ・プ
ラ
ス
」も
導
入

し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
分
娩
舎
で
時
折

発
生
し
て
し
ま
う「
圧
死（
子
豚
が
母

豚
の
下
敷
き
に
な
っ
て
死
ん
で
し
ま
う

こ
と
）」を
防
止
す
る
た
め
に
導
入
し

た
も
の
で
、母
豚
が
立
ち
上
が
る
と
床

が
30
㎝
ほ
ど
せ
り
上
が
っ
て
子
豚
が
母

豚
に
近
づ
け
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
に
よ
っ
て
子
豚
た
ち
が
よ
り

安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
環
境

で
、愛
情
を
注
が
れ
な
が
ら
す
く
す
く

　「ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」と
い
う

考
え
に
基
づ
い
た
飼
育
を
行
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
ね
。

　
「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」と
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
等
で
広
く
普
及
し
て
い
る

動
物
保
護
の
概
念
で
、「
快
適
性
に
配

慮
し
た
家
畜
の
飼
養
管
理
」と
定
義
さ

れ
て
い
ま
す
。我
が
社
で
は
、こ
の
概
念

に
沿
っ
て
、豚
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
の
た
め

の
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
行
っ
て
い
る
飼
育
方
法
の

一
つ
に
、「
オ
ー
ト
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス

テ
ム（
自
動
体
重
測
定
選
別
機
）」の

導
入
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
の
機
械
の

上
を
豚
が
通
過
す
る
と
、自
動
的
に
体

重
が
測
定
さ
れ
、出
荷
可
能
な
豚
と
そ

う
で
な
い
豚
と
が
選
別
さ
れ
る
仕
組
み

に
な
っ
て
お
り
、選
別
の
た
め
に
豚
を
追

い
回
す
こ
と
が
な
く
な
る
こ
と
で
、豚

の
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
一
般
的
な
農
場
で
は
、妊
娠
中

の
母
豚
は
分
娩
用
の
豚
舎
で
１
頭
ご
と

ス
ト
ー
ル（
柵
）の
中
に
閉
じ
込
め
て
管

の
主
力
農
場
で
あ
る

き
ょ
く
し

旭
志
農
場
の
豚

の
飼
料
貯
蔵
用
タ
ン
ク
が
倒
れ
た
ほ

か
、餌
の
自
動

き
ゅ
う
じ

給
餌
ラ
イ
ン
も
分
断
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。途
方
に
く
れ
る

ほ
ど
の
大
き
な
被
害
で
し
た
が
、社
員

　熊
本
地
震
で
は
大
き
な
被
害
を
受

け
た
も
の
の
、豚
の
出
荷
は
続
け
ら

れ
た
そ
う
で
す
ね
。

　
熊
本
地
震
の
発
生
に
よ
り
、我
が
社

は
、食
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
出
る
ご
は
ん
、

麺
、パ
ン
、牛
乳
、豆
乳
、ヨ
ー
グ
ル
ト
、

キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
等
で
作
っ
た
飼
料
で
豚

を
育
て
る
と
と
も
に
、そ
の
豚
の
排
泄

物
や
、飼
料
に
適
さ
な
い
未
利
用
資
源

を
原
料
に
製
造
し
た
有
機
肥
料
を
利

用
し
て
、我
が
社
で
キ
ャ
ベ
ツ
も
生
産

し
、そ
れ
を
契
約
し
て
い
る
食
品
メ
ー

カ
ー
へ
納
品
し
、製
造
時
に
出
る
キ
ャ

ベ
ツ
の
葉
な
ど
を
飼
料
化
す
る
、と
い

う
循
環
型
の
仕
組
み
で
、今
後
更
に
拡

大
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
耕
畜
連
携
」を
活
か
し
た

循
環
型
農
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。熊
本・福
岡・大
分
の
契

約
農
家
28
軒
の
水
田
を
活
用
し
て
栽

培
し
た「
飼
料
用
米
」を
我
が
社
の
豚

に
与
え
る
と
と
も
に
、そ
の
飼
料
で
育

て
た
豚
の
排
泄
物
等
を
原
料
に
有
機

肥
料
を
製
造
し
、契
約
農
家
へ
提
供
し

て
い
ま
す
。契
約
農
家
さ
ん
が
水
田
を

守
り
続
け
る
こ
と
で
、地
域
農
業
の
活

性
化
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
育
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
豚「
肥
後
あ
そ
び

と
ん豚
」「
未
来
村
と
ん
」は
、味
も
抜
群

で
、多
く
の
お
客
様
か
ら
ご
好
評
を
頂

い
て
い
ま
す
。

　「資
源
循
環
型
農
業
」に
も
注
力
さ

れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　「
資
源
循
環
型
農
業
」の
実
現
に
向

け
て
最
も
注
力
し
て
い
る
の
が「
食
品

リ
サ
イ
ク
ル
」で
す
。我
が
社
で
は
食

品
メ
ー
カ
ー
か
ら
発
生
す
る
食
品
廃

棄
物
等
の
未
利
用
資
源
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
、自
社
内
で
飼
料
化
し
、豚

の
飼
料
と
し
て
再
利
用
し
て
い
ま
す
。

我
が
社
の
取
り
組
み
は
、食
品
廃
棄
物

の
有
効
利
用
を
考
え
て
い
る
多
く
の

食
品
関
連
企
業
か
ら
高
い
評
価
を
頂

い
て
お
り
、2
0
1
5
年（
平
成
27

年
）に
は
、大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
等
約

60
社
と
契
約
し
、年
間
1
4
，0
0
0

ト
ン
余
り
の
未
利
用
資
源
を
受
け
入

れ
る「
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
プ
」を

構
築
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ

▲大津第二農場（左から前田社長、竹下頭取）

セブンフーズ 株式会社

竹下頭取

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

前田社長

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

大
津
支
店

　
　
　
　福
岡
銀
行 

熊
本
営
業
部

セ
ブ
ン
フ
ー
ズ 

株
式
会
社

代
表
取
締
役

前
田 

佳
良
子
氏

環
境
保
全
と
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
、

動
物
愛
護
的
飼
育
の
取
り
組
み
を
柱
に

先
進
的
な
資
源
循
環
型
農
業
を
展
開
。

全
員
が
献
身
的
に
頑
張
っ
て
、手
作
業

で
約
1
0
，0
0
0
頭
の
豚
に
飼
料
を

与
え
続
け
た
結
果
、無
事
出
荷
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。加
え
て
嬉
し
い

こ
と
に
、地
元
の
高
校
生
た
ち
18
人
が

応
援
に
来
て
く
れ

て
、社
員
た
ち
も

大
変
励
ま
さ
れ
、

皆
の
心
と
体
が
と

て
も
元
気
に
な
り

ま
し
た
。地
震
の

被
害
は
大
き
か
っ

た
も
の
の
、こ
う

し
た
体
験
を
通
し

て
、社
員
の
結
束

は
一
層
強
固
な
も

の
と
な
り
、地
域

と
の
交
流
も
よ
り

深
ま
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　今
後
の
展
望

を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
私
の
目
標
は
、男
性
社
会
で
あ
る
養

豚
業
界
で
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
企
業
の

実
現
で
す
。女
性
社
員
が
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
進
め
、女
性
社
員
の
比

率
を
現
在
の
約
10
％
か
ら
30
％
ま
で

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、女
性
幹
部
の

登
用
も
積
極
的
に
進
め
て
い
く
つ
も
り

で
す
。そ
の
目
標
実
現
に
向
け
、作
業

の
効
率
化・省
力
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、子
ど
も
が
何
ら
か
の
事
情
で
保
育

園
に
預
け
ら
れ
な

い
場
合
等
に
子
ど

も
も
一
緒
に
出
勤

で
き
る「
子
ど
も

同
伴
出
勤
」制
度

を
導
入
す
る
な

ど
、ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
関
連

の
施
策
導
入
に
も

積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、生
産

規
模
の
更
な
る
拡

大
や
六
次
産
業

化
、ま
た
自
社
ブ

ラ
ン
ド
豚
の
付
加

価
値
向
上
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、

地
元
で
作
る
飼

料
用
米
の
使
用
量
を
増
や
す
こ
と
で
、

地
域
農
業
の
活
性
化
に
も
寄
与
し
、

地
域
一
体
と
な
っ
て
日
本
の「
食
」を

守
り
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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循 環 型 農 業

り
、3
0
0
頭
の
豚
の
飼
育
を
始
め
ま

し
た
。

　
創
業
後
は
豚
肉
の
消
費
需
要
の
拡

大
に
合
わ
せ
て
、我
が
社
の
事
業
も
順

調
に
推
移
し
て
い
き
、人
手
が
足
り
な

く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、大
手
ス
ー

パ
ー
の
レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
で
栄
養
士
と

し
て
勤
務
し
て
い
た
私
も
、1
9
8
4

年（
昭
和
59
年
）に
我
が
社
に
入
社
。

1
9
9
2
年（
平
成
４
年
）に
は「
セ

ブ
ン
フ
ー
ズ
株
式
会
社
」へ
法
人
化
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、2
0
0
5
年（
平
成
17

年
）に
死
去
し
た
父
の
後
を
継
ぎ
、

弟・文
利
と
二
人
三
脚
で
我
が
社
の
経

営
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
私
は
、更
な

る
事
業
規
模
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

2
0
0
8
年（
平
成
20
年
）か
ら
の
5

年
間
で
新
た
に
５
ヵ
所
の
農
場
を
開
設

し
ま
し
た
。現
在
で
は
熊
本
県
内
の

６
ヵ
所
の
農
場
で
常
時
2
5
，0
0
0

頭
の
豚
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

お
父
様
の
後
を
継
い
で
、養

豚
業
界
に
飛
び
込
ま
れ
た
そ

う
で
す
ね
。

我
が
社
は
1
9
7
0
年（
昭

和
 　45
年
）、私
の
父・
こ
う
し
合
志
一
也

が
34
歳
の
時
に
養
豚
業
を
行
う「
合

志
畜
産
」を
創
業
し
た
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。そ
れ
ま
で
父
は
農
業
を
営

む
傍
ら
、自
宅
の
庭
先
で
数
頭
の
豚

を
飼
っ
て
い
た
の
で
す
が
、「
合
志
畜

産
」の
創
業
に
合
わ
せ
て
、自
宅
近
く

に
農
場（

す
ぎ
み
ず

杉
水
農
場
）を
新
た
に
造

理
す
る
の
で
す
が
、我
が
社
で
は
、母
豚

に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
装
着
し
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
個
体
を
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ

て「
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル（
柵
が
な
い
状

態
）」を
実
現
し
て
い
ま
す
。こ
の
自
由

に
活
動
で
き
る
環
境
が
、母
豚
の
ス
ト

レ
ス
軽
減
、更
に
は
免
疫
力
の
高
い
子

豚
の
出
産
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、分
娩
舎
内
で
は
、胎
教
に

良
い
音
楽
を
流
し
て
、母
豚
の
精
神
的

な
安
定
も
図
っ
て
い
る
ほ
か
、昇
降
式

分
娩
ゲ
ー
ジ「
バ
リ・プ
ラ
ス
」も
導
入

し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
分
娩
舎
で
時
折

発
生
し
て
し
ま
う「
圧
死（
子
豚
が
母

豚
の
下
敷
き
に
な
っ
て
死
ん
で
し
ま
う

こ
と
）」を
防
止
す
る
た
め
に
導
入
し

た
も
の
で
、母
豚
が
立
ち
上
が
る
と
床

が
30
㎝
ほ
ど
せ
り
上
が
っ
て
子
豚
が
母

豚
に
近
づ
け
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
に
よ
っ
て
子
豚
た
ち
が
よ
り

安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
環
境

で
、愛
情
を
注
が
れ
な
が
ら
す
く
す
く

　「ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」と
い
う

考
え
に
基
づ
い
た
飼
育
を
行
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
ね
。

　
「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」と
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
等
で
広
く
普
及
し
て
い
る

動
物
保
護
の
概
念
で
、「
快
適
性
に
配

慮
し
た
家
畜
の
飼
養
管
理
」と
定
義
さ

れ
て
い
ま
す
。我
が
社
で
は
、こ
の
概
念

に
沿
っ
て
、豚
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
の
た
め

の
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
行
っ
て
い
る
飼
育
方
法
の

一
つ
に
、「
オ
ー
ト
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス

テ
ム（
自
動
体
重
測
定
選
別
機
）」の

導
入
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
の
機
械
の

上
を
豚
が
通
過
す
る
と
、自
動
的
に
体

重
が
測
定
さ
れ
、出
荷
可
能
な
豚
と
そ

う
で
な
い
豚
と
が
選
別
さ
れ
る
仕
組
み

に
な
っ
て
お
り
、選
別
の
た
め
に
豚
を
追

い
回
す
こ
と
が
な
く
な
る
こ
と
で
、豚

の
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
一
般
的
な
農
場
で
は
、妊
娠
中

の
母
豚
は
分
娩
用
の
豚
舎
で
１
頭
ご
と

ス
ト
ー
ル（
柵
）の
中
に
閉
じ
込
め
て
管

の
主
力
農
場
で
あ
る
き
ょ
く
し

旭
志
農
場
の
豚

の
飼
料
貯
蔵
用
タ
ン
ク
が
倒
れ
た
ほ

か
、餌
の
自
動

き
ゅ
う
じ

給
餌
ラ
イ
ン
も
分
断
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。途
方
に
く
れ
る

ほ
ど
の
大
き
な
被
害
で
し
た
が
、社
員

　熊
本
地
震
で
は
大
き
な
被
害
を
受

け
た
も
の
の
、豚
の
出
荷
は
続
け
ら

れ
た
そ
う
で
す
ね
。

　
熊
本
地
震
の
発
生
に
よ
り
、我
が
社

は
、食
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
出
る
ご
は
ん
、

麺
、パ
ン
、牛
乳
、豆
乳
、ヨ
ー
グ
ル
ト
、

キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
等
で
作
っ
た
飼
料
で
豚

を
育
て
る
と
と
も
に
、そ
の
豚
の
排
泄

物
や
、飼
料
に
適
さ
な
い
未
利
用
資
源

を
原
料
に
製
造
し
た
有
機
肥
料
を
利

用
し
て
、我
が
社
で
キ
ャ
ベ
ツ
も
生
産

し
、そ
れ
を
契
約
し
て
い
る
食
品
メ
ー

カ
ー
へ
納
品
し
、製
造
時
に
出
る
キ
ャ

ベ
ツ
の
葉
な
ど
を
飼
料
化
す
る
、と
い

う
循
環
型
の
仕
組
み
で
、今
後
更
に
拡

大
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
耕
畜
連
携
」を
活
か
し
た

循
環
型
農
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。熊
本・福
岡・大
分
の
契

約
農
家
28
軒
の
水
田
を
活
用
し
て
栽

培
し
た「
飼
料
用
米
」を
我
が
社
の
豚

に
与
え
る
と
と
も
に
、そ
の
飼
料
で
育

て
た
豚
の
排
泄
物
等
を
原
料
に
有
機

肥
料
を
製
造
し
、契
約
農
家
へ
提
供
し

て
い
ま
す
。契
約
農
家
さ
ん
が
水
田
を

守
り
続
け
る
こ
と
で
、地
域
農
業
の
活

性
化
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
育
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
豚「
肥
後
あ
そ
び

と
ん豚
」「
未
来
村
と
ん
」は
、味
も
抜
群

で
、多
く
の
お
客
様
か
ら
ご
好
評
を
頂

い
て
い
ま
す
。

　「資
源
循
環
型
農
業
」に
も
注
力
さ

れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　「
資
源
循
環
型
農
業
」の
実
現
に
向

け
て
最
も
注
力
し
て
い
る
の
が「
食
品

リ
サ
イ
ク
ル
」で
す
。我
が
社
で
は
食

品
メ
ー
カ
ー
か
ら
発
生
す
る
食
品
廃

棄
物
等
の
未
利
用
資
源
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
、自
社
内
で
飼
料
化
し
、豚

の
飼
料
と
し
て
再
利
用
し
て
い
ま
す
。

我
が
社
の
取
り
組
み
は
、食
品
廃
棄
物

の
有
効
利
用
を
考
え
て
い
る
多
く
の

食
品
関
連
企
業
か
ら
高
い
評
価
を
頂

い
て
お
り
、2
0
1
5
年（
平
成
27

年
）に
は
、大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
等
約

60
社
と
契
約
し
、年
間
1
4
，0
0
0

ト
ン
余
り
の
未
利
用
資
源
を
受
け
入

れ
る「
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
プ
」を

構
築
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ

セブンフーズ 株式会社

▲見学風景

ストレスの少ない
飼育環境ですね。

竹下頭取▶◀前田社長

豚と人に優しい農場を
目指しています。

熊本県最大規模の養豚生産農業法人

杉水農場

ひかり農場
阿蘇農場

大津第一農場

大津第二農場

旭志農場

全
員
が
献
身
的
に
頑
張
っ
て
、手
作
業

で
約
1
0
，0
0
0
頭
の
豚
に
飼
料
を

与
え
続
け
た
結
果
、無
事
出
荷
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。加
え
て
嬉
し
い

こ
と
に
、地
元
の
高
校
生
た
ち
18
人
が

応
援
に
来
て
く
れ

て
、社
員
た
ち
も

大
変
励
ま
さ
れ
、

皆
の
心
と
体
が
と

て
も
元
気
に
な
り

ま
し
た
。地
震
の

被
害
は
大
き
か
っ

た
も
の
の
、こ
う

し
た
体
験
を
通
し

て
、社
員
の
結
束

は
一
層
強
固
な
も

の
と
な
り
、地
域

と
の
交
流
も
よ
り

深
ま
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　今
後
の
展
望

を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

バイオベッド（発酵床）
有機肥料製造・販売
ニオイや環境問題への取組み

有機堆肥を使用した
野菜の生産

食品メーカーより
食品残さを回収運搬

食品残さの再資源化
養豚リキッド飼料

アニマルウェルフェア
昇降式分娩ゲージ、フリーストール
オートソーティング

循環型食品ループ

　
私
の
目
標
は
、男
性
社
会
で
あ
る
養

豚
業
界
で
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
企
業
の

実
現
で
す
。女
性
社
員
が
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
進
め
、女
性
社
員
の
比

率
を
現
在
の
約
10
％
か
ら
30
％
ま
で

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、女
性
幹
部
の

登
用
も
積
極
的
に
進
め
て
い
く
つ
も
り

で
す
。そ
の
目
標
実
現
に
向
け
、作
業

の
効
率
化・省
力
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、子
ど
も
が
何
ら
か
の
事
情
で
保
育

園
に
預
け
ら
れ
な

い
場
合
等
に
子
ど

も
も
一
緒
に
出
勤

で
き
る「
子
ど
も

同
伴
出
勤
」制
度

を
導
入
す
る
な

ど
、ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
関
連

の
施
策
導
入
に
も

積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、生
産

規
模
の
更
な
る
拡

大
や
六
次
産
業

化
、ま
た
自
社
ブ

ラ
ン
ド
豚
の
付
加

価
値
向
上
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、

地
元
で
作
る
飼

料
用
米
の
使
用
量
を
増
や
す
こ
と
で
、

地
域
農
業
の
活
性
化
に
も
寄
与
し
、

地
域
一
体
と
な
っ
て
日
本
の「
食
」を

守
り
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

セブンフーズのブランド豚
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循 環 型 農 業

り
、3
0
0
頭
の
豚
の
飼
育
を
始
め
ま

し
た
。

　
創
業
後
は
豚
肉
の
消
費
需
要
の
拡

大
に
合
わ
せ
て
、我
が
社
の
事
業
も
順

調
に
推
移
し
て
い
き
、人
手
が
足
り
な

く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、大
手
ス
ー

パ
ー
の
レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
で
栄
養
士
と

し
て
勤
務
し
て
い
た
私
も
、1
9
8
4

年（
昭
和
59
年
）に
我
が
社
に
入
社
。

1
9
9
2
年（
平
成
４
年
）に
は「
セ

ブ
ン
フ
ー
ズ
株
式
会
社
」へ
法
人
化
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、2
0
0
5
年（
平
成
17

年
）に
死
去
し
た
父
の
後
を
継
ぎ
、

弟・文
利
と
二
人
三
脚
で
我
が
社
の
経

営
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
私
は
、更
な

る
事
業
規
模
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

2
0
0
8
年（
平
成
20
年
）か
ら
の
5

年
間
で
新
た
に
５
ヵ
所
の
農
場
を
開
設

し
ま
し
た
。現
在
で
は
熊
本
県
内
の

６
ヵ
所
の
農
場
で
常
時
2
5
，0
0
0

頭
の
豚
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

お
父
様
の
後
を
継
い
で
、養

豚
業
界
に
飛
び
込
ま
れ
た
そ

う
で
す
ね
。

我
が
社
は
1
9
7
0
年（
昭

和
 　45
年
）、私
の
父・
こ
う
し
合
志
一
也

が
34
歳
の
時
に
養
豚
業
を
行
う「
合

志
畜
産
」を
創
業
し
た
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。そ
れ
ま
で
父
は
農
業
を
営

む
傍
ら
、自
宅
の
庭
先
で
数
頭
の
豚

を
飼
っ
て
い
た
の
で
す
が
、「
合
志
畜

産
」の
創
業
に
合
わ
せ
て
、自
宅
近
く

に
農
場（

す
ぎ
み
ず

杉
水
農
場
）を
新
た
に
造

理
す
る
の
で
す
が
、我
が
社
で
は
、母
豚

に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
装
着
し
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
個
体
を
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ

て「
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル（
柵
が
な
い
状

態
）」を
実
現
し
て
い
ま
す
。こ
の
自
由

に
活
動
で
き
る
環
境
が
、母
豚
の
ス
ト

レ
ス
軽
減
、更
に
は
免
疫
力
の
高
い
子

豚
の
出
産
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、分
娩
舎
内
で
は
、胎
教
に

良
い
音
楽
を
流
し
て
、母
豚
の
精
神
的

な
安
定
も
図
っ
て
い
る
ほ
か
、昇
降
式

分
娩
ゲ
ー
ジ「
バ
リ・プ
ラ
ス
」も
導
入

し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
分
娩
舎
で
時
折

発
生
し
て
し
ま
う「
圧
死（
子
豚
が
母

豚
の
下
敷
き
に
な
っ
て
死
ん
で
し
ま
う

こ
と
）」を
防
止
す
る
た
め
に
導
入
し

た
も
の
で
、母
豚
が
立
ち
上
が
る
と
床

が
30
㎝
ほ
ど
せ
り
上
が
っ
て
子
豚
が
母

豚
に
近
づ
け
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
に
よ
っ
て
子
豚
た
ち
が
よ
り

安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
環
境

で
、愛
情
を
注
が
れ
な
が
ら
す
く
す
く

　「ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」と
い
う

考
え
に
基
づ
い
た
飼
育
を
行
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
ね
。

　
「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」と
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
等
で
広
く
普
及
し
て
い
る

動
物
保
護
の
概
念
で
、「
快
適
性
に
配

慮
し
た
家
畜
の
飼
養
管
理
」と
定
義
さ

れ
て
い
ま
す
。我
が
社
で
は
、こ
の
概
念

に
沿
っ
て
、豚
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
の
た
め

の
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
行
っ
て
い
る
飼
育
方
法
の

一
つ
に
、「
オ
ー
ト
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス

テ
ム（
自
動
体
重
測
定
選
別
機
）」の

導
入
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
の
機
械
の

上
を
豚
が
通
過
す
る
と
、自
動
的
に
体

重
が
測
定
さ
れ
、出
荷
可
能
な
豚
と
そ

う
で
な
い
豚
と
が
選
別
さ
れ
る
仕
組
み

に
な
っ
て
お
り
、選
別
の
た
め
に
豚
を
追

い
回
す
こ
と
が
な
く
な
る
こ
と
で
、豚

の
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
一
般
的
な
農
場
で
は
、妊
娠
中

の
母
豚
は
分
娩
用
の
豚
舎
で
１
頭
ご
と

ス
ト
ー
ル（
柵
）の
中
に
閉
じ
込
め
て
管

の
主
力
農
場
で
あ
る
き
ょ
く
し

旭
志
農
場
の
豚

の
飼
料
貯
蔵
用
タ
ン
ク
が
倒
れ
た
ほ

か
、餌
の
自
動

き
ゅ
う
じ

給
餌
ラ
イ
ン
も
分
断
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。途
方
に
く
れ
る

ほ
ど
の
大
き
な
被
害
で
し
た
が
、社
員

　熊
本
地
震
で
は
大
き
な
被
害
を
受

け
た
も
の
の
、豚
の
出
荷
は
続
け
ら

れ
た
そ
う
で
す
ね
。

　
熊
本
地
震
の
発
生
に
よ
り
、我
が
社

は
、食
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
出
る
ご
は
ん
、

麺
、パ
ン
、牛
乳
、豆
乳
、ヨ
ー
グ
ル
ト
、

キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
等
で
作
っ
た
飼
料
で
豚

を
育
て
る
と
と
も
に
、そ
の
豚
の
排
泄

物
や
、飼
料
に
適
さ
な
い
未
利
用
資
源

を
原
料
に
製
造
し
た
有
機
肥
料
を
利

用
し
て
、我
が
社
で
キ
ャ
ベ
ツ
も
生
産

し
、そ
れ
を
契
約
し
て
い
る
食
品
メ
ー

カ
ー
へ
納
品
し
、製
造
時
に
出
る
キ
ャ

ベ
ツ
の
葉
な
ど
を
飼
料
化
す
る
、と
い

う
循
環
型
の
仕
組
み
で
、今
後
更
に
拡

大
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
耕
畜
連
携
」を
活
か
し
た

循
環
型
農
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。熊
本・福
岡・大
分
の
契

約
農
家
28
軒
の
水
田
を
活
用
し
て
栽

培
し
た「
飼
料
用
米
」を
我
が
社
の
豚

に
与
え
る
と
と
も
に
、そ
の
飼
料
で
育

て
た
豚
の
排
泄
物
等
を
原
料
に
有
機

肥
料
を
製
造
し
、契
約
農
家
へ
提
供
し

て
い
ま
す
。契
約
農
家
さ
ん
が
水
田
を

守
り
続
け
る
こ
と
で
、地
域
農
業
の
活

性
化
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
育
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
豚「
肥
後
あ
そ
び

と
ん豚
」「
未
来
村
と
ん
」は
、味
も
抜
群

で
、多
く
の
お
客
様
か
ら
ご
好
評
を
頂

い
て
い
ま
す
。

　「資
源
循
環
型
農
業
」に
も
注
力
さ

れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　「
資
源
循
環
型
農
業
」の
実
現
に
向

け
て
最
も
注
力
し
て
い
る
の
が「
食
品

リ
サ
イ
ク
ル
」で
す
。我
が
社
で
は
食

品
メ
ー
カ
ー
か
ら
発
生
す
る
食
品
廃

棄
物
等
の
未
利
用
資
源
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
、自
社
内
で
飼
料
化
し
、豚

の
飼
料
と
し
て
再
利
用
し
て
い
ま
す
。

我
が
社
の
取
り
組
み
は
、食
品
廃
棄
物

の
有
効
利
用
を
考
え
て
い
る
多
く
の

食
品
関
連
企
業
か
ら
高
い
評
価
を
頂

い
て
お
り
、2
0
1
5
年（
平
成
27

年
）に
は
、大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
等
約

60
社
と
契
約
し
、年
間
1
4
，0
0
0

ト
ン
余
り
の
未
利
用
資
源
を
受
け
入

れ
る「
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
プ
」を

構
築
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ

セブンフーズ 株式会社

▲見学風景

ストレスの少ない
飼育環境ですね。

竹下頭取▶◀前田社長

豚と人に優しい農場を
目指しています。

熊本県最大規模の養豚生産農業法人

杉水農場

ひかり農場
阿蘇農場

大津第一農場

大津第二農場

旭志農場

全
員
が
献
身
的
に
頑
張
っ
て
、手
作
業

で
約
1
0
，0
0
0
頭
の
豚
に
飼
料
を

与
え
続
け
た
結
果
、無
事
出
荷
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。加
え
て
嬉
し
い

こ
と
に
、地
元
の
高
校
生
た
ち
18
人
が

応
援
に
来
て
く
れ

て
、社
員
た
ち
も

大
変
励
ま
さ
れ
、

皆
の
心
と
体
が
と

て
も
元
気
に
な
り

ま
し
た
。地
震
の

被
害
は
大
き
か
っ

た
も
の
の
、こ
う

し
た
体
験
を
通
し

て
、社
員
の
結
束

は
一
層
強
固
な
も

の
と
な
り
、地
域

と
の
交
流
も
よ
り

深
ま
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　今
後
の
展
望

を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

バイオベッド（発酵床）
有機肥料製造・販売
ニオイや環境問題への取組み

有機堆肥を使用した
野菜の生産

食品メーカーより
食品残さを回収運搬

食品残さの再資源化
養豚リキッド飼料

アニマルウェルフェア
昇降式分娩ゲージ、フリーストール
オートソーティング

循環型食品ループ

　
私
の
目
標
は
、男
性
社
会
で
あ
る
養

豚
業
界
で
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
企
業
の

実
現
で
す
。女
性
社
員
が
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
進
め
、女
性
社
員
の
比

率
を
現
在
の
約
10
％
か
ら
30
％
ま
で

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、女
性
幹
部
の

登
用
も
積
極
的
に
進
め
て
い
く
つ
も
り

で
す
。そ
の
目
標
実
現
に
向
け
、作
業

の
効
率
化・省
力
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、子
ど
も
が
何
ら
か
の
事
情
で
保
育

園
に
預
け
ら
れ
な

い
場
合
等
に
子
ど

も
も
一
緒
に
出
勤

で
き
る「
子
ど
も

同
伴
出
勤
」制
度

を
導
入
す
る
な

ど
、ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
関
連

の
施
策
導
入
に
も

積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、生
産

規
模
の
更
な
る
拡

大
や
六
次
産
業

化
、ま
た
自
社
ブ

ラ
ン
ド
豚
の
付
加

価
値
向
上
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、

地
元
で
作
る
飼

料
用
米
の
使
用
量
を
増
や
す
こ
と
で
、

地
域
農
業
の
活
性
化
に
も
寄
与
し
、

地
域
一
体
と
な
っ
て
日
本
の「
食
」を

守
り
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

セブンフーズのブランド豚
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セブンフーズの美味しい熊本県産豚肉

り
、3
0
0
頭
の
豚
の
飼
育
を
始
め
ま

し
た
。

　
創
業
後
は
豚
肉
の
消
費
需
要
の
拡

大
に
合
わ
せ
て
、我
が
社
の
事
業
も
順

調
に
推
移
し
て
い
き
、人
手
が
足
り
な

く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、大
手
ス
ー

パ
ー
の
レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
で
栄
養
士
と

し
て
勤
務
し
て
い
た
私
も
、1
9
8
4

年（
昭
和
59
年
）に
我
が
社
に
入
社
。

1
9
9
2
年（
平
成
４
年
）に
は「
セ

ブ
ン
フ
ー
ズ
株
式
会
社
」へ
法
人
化
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、2
0
0
5
年（
平
成
17

年
）に
死
去
し
た
父
の
後
を
継
ぎ
、

弟・文
利
と
二
人
三
脚
で
我
が
社
の
経

営
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
私
は
、更
な

る
事
業
規
模
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

2
0
0
8
年（
平
成
20
年
）か
ら
の
5

年
間
で
新
た
に
５
ヵ
所
の
農
場
を
開
設

し
ま
し
た
。現
在
で
は
熊
本
県
内
の

６
ヵ
所
の
農
場
で
常
時
2
5
，0
0
0

頭
の
豚
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

お
父
様
の
後
を
継
い
で
、養

豚
業
界
に
飛
び
込
ま
れ
た
そ

う
で
す
ね
。

我
が
社
は
1
9
7
0
年（
昭

和
 　45
年
）、私
の
父・
こ
う
し
合
志
一
也

が
34
歳
の
時
に
養
豚
業
を
行
う「
合

志
畜
産
」を
創
業
し
た
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。そ
れ
ま
で
父
は
農
業
を
営

む
傍
ら
、自
宅
の
庭
先
で
数
頭
の
豚

を
飼
っ
て
い
た
の
で
す
が
、「
合
志
畜

産
」の
創
業
に
合
わ
せ
て
、自
宅
近
く

に
農
場（

す
ぎ
み
ず

杉
水
農
場
）を
新
た
に
造

理
す
る
の
で
す
が
、我
が
社
で
は
、母
豚

に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
装
着
し
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
個
体
を
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ

て「
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル（
柵
が
な
い
状

態
）」を
実
現
し
て
い
ま
す
。こ
の
自
由

に
活
動
で
き
る
環
境
が
、母
豚
の
ス
ト

レ
ス
軽
減
、更
に
は
免
疫
力
の
高
い
子

豚
の
出
産
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、分
娩
舎
内
で
は
、胎
教
に

良
い
音
楽
を
流
し
て
、母
豚
の
精
神
的

な
安
定
も
図
っ
て
い
る
ほ
か
、昇
降
式

分
娩
ゲ
ー
ジ「
バ
リ・プ
ラ
ス
」も
導
入

し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
分
娩
舎
で
時
折

発
生
し
て
し
ま
う「
圧
死（
子
豚
が
母

豚
の
下
敷
き
に
な
っ
て
死
ん
で
し
ま
う

こ
と
）」を
防
止
す
る
た
め
に
導
入
し

た
も
の
で
、母
豚
が
立
ち
上
が
る
と
床

が
30
㎝
ほ
ど
せ
り
上
が
っ
て
子
豚
が
母

豚
に
近
づ
け
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
に
よ
っ
て
子
豚
た
ち
が
よ
り

安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
環
境

で
、愛
情
を
注
が
れ
な
が
ら
す
く
す
く

　「ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」と
い
う

考
え
に
基
づ
い
た
飼
育
を
行
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
ね
。

　
「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」と
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
等
で
広
く
普
及
し
て
い
る

動
物
保
護
の
概
念
で
、「
快
適
性
に
配

慮
し
た
家
畜
の
飼
養
管
理
」と
定
義
さ

れ
て
い
ま
す
。我
が
社
で
は
、こ
の
概
念

に
沿
っ
て
、豚
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
の
た
め

の
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
行
っ
て
い
る
飼
育
方
法
の

一
つ
に
、「
オ
ー
ト
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス

テ
ム（
自
動
体
重
測
定
選
別
機
）」の

導
入
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
の
機
械
の

上
を
豚
が
通
過
す
る
と
、自
動
的
に
体

重
が
測
定
さ
れ
、出
荷
可
能
な
豚
と
そ

う
で
な
い
豚
と
が
選
別
さ
れ
る
仕
組
み

に
な
っ
て
お
り
、選
別
の
た
め
に
豚
を
追

い
回
す
こ
と
が
な
く
な
る
こ
と
で
、豚

の
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
一
般
的
な
農
場
で
は
、妊
娠
中

の
母
豚
は
分
娩
用
の
豚
舎
で
１
頭
ご
と

ス
ト
ー
ル（
柵
）の
中
に
閉
じ
込
め
て
管

の
主
力
農
場
で
あ
る
き
ょ
く
し

旭
志
農
場
の
豚

の
飼
料
貯
蔵
用
タ
ン
ク
が
倒
れ
た
ほ

か
、餌
の
自
動

き
ゅ
う
じ

給
餌
ラ
イ
ン
も
分
断
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。途
方
に
く
れ
る

ほ
ど
の
大
き
な
被
害
で
し
た
が
、社
員

　熊
本
地
震
で
は
大
き
な
被
害
を
受

け
た
も
の
の
、豚
の
出
荷
は
続
け
ら

れ
た
そ
う
で
す
ね
。

　
熊
本
地
震
の
発
生
に
よ
り
、我
が
社

は
、食
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
出
る
ご
は
ん
、

麺
、パ
ン
、牛
乳
、豆
乳
、ヨ
ー
グ
ル
ト
、

キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
等
で
作
っ
た
飼
料
で
豚

を
育
て
る
と
と
も
に
、そ
の
豚
の
排
泄

物
や
、飼
料
に
適
さ
な
い
未
利
用
資
源

を
原
料
に
製
造
し
た
有
機
肥
料
を
利

用
し
て
、我
が
社
で
キ
ャ
ベ
ツ
も
生
産

し
、そ
れ
を
契
約
し
て
い
る
食
品
メ
ー

カ
ー
へ
納
品
し
、製
造
時
に
出
る
キ
ャ

ベ
ツ
の
葉
な
ど
を
飼
料
化
す
る
、と
い

う
循
環
型
の
仕
組
み
で
、今
後
更
に
拡

大
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
耕
畜
連
携
」を
活
か
し
た

循
環
型
農
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。熊
本・福
岡・大
分
の
契

約
農
家
28
軒
の
水
田
を
活
用
し
て
栽

培
し
た「
飼
料
用
米
」を
我
が
社
の
豚

に
与
え
る
と
と
も
に
、そ
の
飼
料
で
育

て
た
豚
の
排
泄
物
等
を
原
料
に
有
機

肥
料
を
製
造
し
、契
約
農
家
へ
提
供
し

て
い
ま
す
。契
約
農
家
さ
ん
が
水
田
を

守
り
続
け
る
こ
と
で
、地
域
農
業
の
活

性
化
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
育
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
豚「
肥
後
あ
そ
び

と
ん豚
」「
未
来
村
と
ん
」は
、味
も
抜
群

で
、多
く
の
お
客
様
か
ら
ご
好
評
を
頂

い
て
い
ま
す
。

　「資
源
循
環
型
農
業
」に
も
注
力
さ

れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　「
資
源
循
環
型
農
業
」の
実
現
に
向

け
て
最
も
注
力
し
て
い
る
の
が「
食
品

リ
サ
イ
ク
ル
」で
す
。我
が
社
で
は
食

品
メ
ー
カ
ー
か
ら
発
生
す
る
食
品
廃

棄
物
等
の
未
利
用
資
源
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
、自
社
内
で
飼
料
化
し
、豚

の
飼
料
と
し
て
再
利
用
し
て
い
ま
す
。

我
が
社
の
取
り
組
み
は
、食
品
廃
棄
物

の
有
効
利
用
を
考
え
て
い
る
多
く
の

食
品
関
連
企
業
か
ら
高
い
評
価
を
頂

い
て
お
り
、2
0
1
5
年（
平
成
27

年
）に
は
、大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
等
約

60
社
と
契
約
し
、年
間
1
4
，0
0
0

ト
ン
余
り
の
未
利
用
資
源
を
受
け
入

れ
る「
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
プ
」を

構
築
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
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◎インタビューを終えて

▲最前列左2番目から田嶋本部長、合志専務、前田社長、竹下頭取、浦本支店長（熊本銀行）

熊本銀行
取締役頭取 竹下　英

　ストレスの少ない環境で愛情をもって育てられた、熊本発の美味しいブランド
豚を全国に提供されています。
　熊本地震では大きな被害を受けられましたが、全従業員・地域住民と協力しな
がら、豚の安定供給に努めてこられました。
　現在注力されている「資源循環型農業」等を通して、今後も熊本の主要産業で
ある農業の活性化に貢献され続けることを期待しております。

全
員
が
献
身
的
に
頑
張
っ
て
、手
作
業

で
約
1
0
，0
0
0
頭
の
豚
に
飼
料
を

与
え
続
け
た
結
果
、無
事
出
荷
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。加
え
て
嬉
し
い

こ
と
に
、地
元
の
高
校
生
た
ち
18
人
が

応
援
に
来
て
く
れ

て
、社
員
た
ち
も

大
変
励
ま
さ
れ
、

皆
の
心
と
体
が
と

て
も
元
気
に
な
り

ま
し
た
。地
震
の

被
害
は
大
き
か
っ

た
も
の
の
、こ
う

し
た
体
験
を
通
し

て
、社
員
の
結
束

は
一
層
強
固
な
も

の
と
な
り
、地
域

と
の
交
流
も
よ
り

深
ま
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　今
後
の
展
望

を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
私
の
目
標
は
、男
性
社
会
で
あ
る
養

豚
業
界
で
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
企
業
の

実
現
で
す
。女
性
社
員
が
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
進
め
、女
性
社
員
の
比

率
を
現
在
の
約
10
％
か
ら
30
％
ま
で

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、女
性
幹
部
の

登
用
も
積
極
的
に
進
め
て
い
く
つ
も
り

で
す
。そ
の
目
標
実
現
に
向
け
、作
業

の
効
率
化・省
力
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、子
ど
も
が
何
ら
か
の
事
情
で
保
育

園
に
預
け
ら
れ
な

い
場
合
等
に
子
ど

も
も
一
緒
に
出
勤

で
き
る「
子
ど
も

同
伴
出
勤
」制
度

を
導
入
す
る
な

ど
、ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
関
連

の
施
策
導
入
に
も

積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、生
産

規
模
の
更
な
る
拡

大
や
六
次
産
業

化
、ま
た
自
社
ブ

ラ
ン
ド
豚
の
付
加

価
値
向
上
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、

地
元
で
作
る
飼

料
用
米
の
使
用
量
を
増
や
す
こ
と
で
、

地
域
農
業
の
活
性
化
に
も
寄
与
し
、

地
域
一
体
と
な
っ
て
日
本
の「
食
」を

守
り
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

焼肉も
美味しいです!
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セブンフーズの美味しい熊本県産豚肉

り
、3
0
0
頭
の
豚
の
飼
育
を
始
め
ま

し
た
。

　
創
業
後
は
豚
肉
の
消
費
需
要
の
拡

大
に
合
わ
せ
て
、我
が
社
の
事
業
も
順

調
に
推
移
し
て
い
き
、人
手
が
足
り
な

く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、大
手
ス
ー

パ
ー
の
レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
で
栄
養
士
と

し
て
勤
務
し
て
い
た
私
も
、1
9
8
4

年（
昭
和
59
年
）に
我
が
社
に
入
社
。

1
9
9
2
年（
平
成
４
年
）に
は「
セ

ブ
ン
フ
ー
ズ
株
式
会
社
」へ
法
人
化
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、2
0
0
5
年（
平
成
17

年
）に
死
去
し
た
父
の
後
を
継
ぎ
、

弟・文
利
と
二
人
三
脚
で
我
が
社
の
経

営
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
私
は
、更
な

る
事
業
規
模
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

2
0
0
8
年（
平
成
20
年
）か
ら
の
5

年
間
で
新
た
に
５
ヵ
所
の
農
場
を
開
設

し
ま
し
た
。現
在
で
は
熊
本
県
内
の

６
ヵ
所
の
農
場
で
常
時
2
5
，0
0
0

頭
の
豚
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

お
父
様
の
後
を
継
い
で
、養

豚
業
界
に
飛
び
込
ま
れ
た
そ

う
で
す
ね
。

我
が
社
は
1
9
7
0
年（
昭

和
 　45
年
）、私
の
父・
こ
う
し
合
志
一
也

が
34
歳
の
時
に
養
豚
業
を
行
う「
合

志
畜
産
」を
創
業
し
た
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。そ
れ
ま
で
父
は
農
業
を
営

む
傍
ら
、自
宅
の
庭
先
で
数
頭
の
豚

を
飼
っ
て
い
た
の
で
す
が
、「
合
志
畜

産
」の
創
業
に
合
わ
せ
て
、自
宅
近
く

に
農
場（

す
ぎ
み
ず

杉
水
農
場
）を
新
た
に
造

理
す
る
の
で
す
が
、我
が
社
で
は
、母
豚

に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
装
着
し
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
個
体
を
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ

て「
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル（
柵
が
な
い
状

態
）」を
実
現
し
て
い
ま
す
。こ
の
自
由

に
活
動
で
き
る
環
境
が
、母
豚
の
ス
ト

レ
ス
軽
減
、更
に
は
免
疫
力
の
高
い
子

豚
の
出
産
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、分
娩
舎
内
で
は
、胎
教
に

良
い
音
楽
を
流
し
て
、母
豚
の
精
神
的

な
安
定
も
図
っ
て
い
る
ほ
か
、昇
降
式

分
娩
ゲ
ー
ジ「
バ
リ・プ
ラ
ス
」も
導
入

し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
分
娩
舎
で
時
折

発
生
し
て
し
ま
う「
圧
死（
子
豚
が
母

豚
の
下
敷
き
に
な
っ
て
死
ん
で
し
ま
う

こ
と
）」を
防
止
す
る
た
め
に
導
入
し

た
も
の
で
、母
豚
が
立
ち
上
が
る
と
床

が
30
㎝
ほ
ど
せ
り
上
が
っ
て
子
豚
が
母

豚
に
近
づ
け
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
に
よ
っ
て
子
豚
た
ち
が
よ
り

安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
環
境

で
、愛
情
を
注
が
れ
な
が
ら
す
く
す
く

　「ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」と
い
う

考
え
に
基
づ
い
た
飼
育
を
行
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
ね
。

　
「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」と
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
等
で
広
く
普
及
し
て
い
る

動
物
保
護
の
概
念
で
、「
快
適
性
に
配

慮
し
た
家
畜
の
飼
養
管
理
」と
定
義
さ

れ
て
い
ま
す
。我
が
社
で
は
、こ
の
概
念

に
沿
っ
て
、豚
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
の
た
め

の
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
行
っ
て
い
る
飼
育
方
法
の

一
つ
に
、「
オ
ー
ト
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス

テ
ム（
自
動
体
重
測
定
選
別
機
）」の

導
入
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
の
機
械
の

上
を
豚
が
通
過
す
る
と
、自
動
的
に
体

重
が
測
定
さ
れ
、出
荷
可
能
な
豚
と
そ

う
で
な
い
豚
と
が
選
別
さ
れ
る
仕
組
み

に
な
っ
て
お
り
、選
別
の
た
め
に
豚
を
追

い
回
す
こ
と
が
な
く
な
る
こ
と
で
、豚

の
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
一
般
的
な
農
場
で
は
、妊
娠
中

の
母
豚
は
分
娩
用
の
豚
舎
で
１
頭
ご
と

ス
ト
ー
ル（
柵
）の
中
に
閉
じ
込
め
て
管

の
主
力
農
場
で
あ
る
き
ょ
く
し

旭
志
農
場
の
豚

の
飼
料
貯
蔵
用
タ
ン
ク
が
倒
れ
た
ほ

か
、餌
の
自
動

き
ゅ
う
じ

給
餌
ラ
イ
ン
も
分
断
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。途
方
に
く
れ
る

ほ
ど
の
大
き
な
被
害
で
し
た
が
、社
員

　熊
本
地
震
で
は
大
き
な
被
害
を
受

け
た
も
の
の
、豚
の
出
荷
は
続
け
ら

れ
た
そ
う
で
す
ね
。

　
熊
本
地
震
の
発
生
に
よ
り
、我
が
社

は
、食
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
出
る
ご
は
ん
、

麺
、パ
ン
、牛
乳
、豆
乳
、ヨ
ー
グ
ル
ト
、

キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
等
で
作
っ
た
飼
料
で
豚

を
育
て
る
と
と
も
に
、そ
の
豚
の
排
泄

物
や
、飼
料
に
適
さ
な
い
未
利
用
資
源

を
原
料
に
製
造
し
た
有
機
肥
料
を
利

用
し
て
、我
が
社
で
キ
ャ
ベ
ツ
も
生
産

し
、そ
れ
を
契
約
し
て
い
る
食
品
メ
ー

カ
ー
へ
納
品
し
、製
造
時
に
出
る
キ
ャ

ベ
ツ
の
葉
な
ど
を
飼
料
化
す
る
、と
い

う
循
環
型
の
仕
組
み
で
、今
後
更
に
拡

大
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
耕
畜
連
携
」を
活
か
し
た

循
環
型
農
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。熊
本・福
岡・大
分
の
契

約
農
家
28
軒
の
水
田
を
活
用
し
て
栽

培
し
た「
飼
料
用
米
」を
我
が
社
の
豚

に
与
え
る
と
と
も
に
、そ
の
飼
料
で
育

て
た
豚
の
排
泄
物
等
を
原
料
に
有
機

肥
料
を
製
造
し
、契
約
農
家
へ
提
供
し

て
い
ま
す
。契
約
農
家
さ
ん
が
水
田
を

守
り
続
け
る
こ
と
で
、地
域
農
業
の
活

性
化
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
育
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
豚「
肥
後
あ
そ
び

と
ん豚
」「
未
来
村
と
ん
」は
、味
も
抜
群

で
、多
く
の
お
客
様
か
ら
ご
好
評
を
頂

い
て
い
ま
す
。

　「資
源
循
環
型
農
業
」に
も
注
力
さ

れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　「
資
源
循
環
型
農
業
」の
実
現
に
向

け
て
最
も
注
力
し
て
い
る
の
が「
食
品

リ
サ
イ
ク
ル
」で
す
。我
が
社
で
は
食

品
メ
ー
カ
ー
か
ら
発
生
す
る
食
品
廃

棄
物
等
の
未
利
用
資
源
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
、自
社
内
で
飼
料
化
し
、豚

の
飼
料
と
し
て
再
利
用
し
て
い
ま
す
。

我
が
社
の
取
り
組
み
は
、食
品
廃
棄
物

の
有
効
利
用
を
考
え
て
い
る
多
く
の

食
品
関
連
企
業
か
ら
高
い
評
価
を
頂

い
て
お
り
、2
0
1
5
年（
平
成
27

年
）に
は
、大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
等
約

60
社
と
契
約
し
、年
間
1
4
，0
0
0

ト
ン
余
り
の
未
利
用
資
源
を
受
け
入

れ
る「
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
プ
」を

構
築
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
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◎インタビューを終えて

▲最前列左2番目から田嶋本部長、合志専務、前田社長、竹下頭取、浦本支店長（熊本銀行）

熊本銀行
取締役頭取 竹下　英

　ストレスの少ない環境で愛情をもって育てられた、熊本発の美味しいブランド
豚を全国に提供されています。
　熊本地震では大きな被害を受けられましたが、全従業員・地域住民と協力しな
がら、豚の安定供給に努めてこられました。
　現在注力されている「資源循環型農業」等を通して、今後も熊本の主要産業で
ある農業の活性化に貢献され続けることを期待しております。

全
員
が
献
身
的
に
頑
張
っ
て
、手
作
業

で
約
1
0
，0
0
0
頭
の
豚
に
飼
料
を

与
え
続
け
た
結
果
、無
事
出
荷
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。加
え
て
嬉
し
い

こ
と
に
、地
元
の
高
校
生
た
ち
18
人
が

応
援
に
来
て
く
れ

て
、社
員
た
ち
も

大
変
励
ま
さ
れ
、

皆
の
心
と
体
が
と

て
も
元
気
に
な
り

ま
し
た
。地
震
の

被
害
は
大
き
か
っ

た
も
の
の
、こ
う

し
た
体
験
を
通
し

て
、社
員
の
結
束

は
一
層
強
固
な
も

の
と
な
り
、地
域

と
の
交
流
も
よ
り

深
ま
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　今
後
の
展
望

を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
私
の
目
標
は
、男
性
社
会
で
あ
る
養

豚
業
界
で
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
企
業
の

実
現
で
す
。女
性
社
員
が
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
進
め
、女
性
社
員
の
比

率
を
現
在
の
約
10
％
か
ら
30
％
ま
で

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、女
性
幹
部
の

登
用
も
積
極
的
に
進
め
て
い
く
つ
も
り

で
す
。そ
の
目
標
実
現
に
向
け
、作
業

の
効
率
化・省
力
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、子
ど
も
が
何
ら
か
の
事
情
で
保
育

園
に
預
け
ら
れ
な

い
場
合
等
に
子
ど

も
も
一
緒
に
出
勤

で
き
る「
子
ど
も

同
伴
出
勤
」制
度

を
導
入
す
る
な

ど
、ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
関
連

の
施
策
導
入
に
も

積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、生
産

規
模
の
更
な
る
拡

大
や
六
次
産
業

化
、ま
た
自
社
ブ

ラ
ン
ド
豚
の
付
加

価
値
向
上
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、

地
元
で
作
る
飼

料
用
米
の
使
用
量
を
増
や
す
こ
と
で
、

地
域
農
業
の
活
性
化
に
も
寄
与
し
、

地
域
一
体
と
な
っ
て
日
本
の「
食
」を

守
り
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

焼肉も
美味しいです!
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の
製
造
コ
ス
ト
見
直
し
に
拍
車
を
掛

け
、前
述
4
社
は
経
営
統
合
に
よ
る
規

模
の
縮
小
と
生
産
効
率
化
し
か
下
請

け
と
し
て
生
き
残
る
手
段
が
な
い
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、1
9
8
8
年（
昭
和

63
年
）に
無
事
経
営
統
合
を
果
た
し
ま

し
た
。統
合
後
も
三
菱
重
工
業
殿
の

下
請
企
業
と
し
て
、発
電
プ
ラ
ン
ト
用

機
器
部
品
の
製
造
を
手
掛
け
る
な
ど
、

事
業
は
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、新
た
な
転
機
が
訪
れ
ま

し
た
。そ
れ
は
、2
0
0
0
年
代
初
頭

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
で
す
。新
興
国

の
台
頭
に
よ
り
、親
企
業
か
ら
の
工
事

量
が
少
し
ず
つ
減
少
し
始
め
た
の
で

す
。そ
こ
で
我
が
社
は
、下
請
企
業
か

ら
の
脱
却
を
図
る
べ
く
、得
意
分
野
で

あ
る
発
電
機
器
・
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

事
業
に
着
手
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、自
家
発
電
設
備
を
備

え
る
企
業
へ
の
積
極
的
な
直
接
営
業

の
展
開
で
す
。幸
い
、長
年
培
っ
て
き
た

色
々
な
加
工
技
術
を
生
か
し
、ま
た
、

創
業
の
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

我
が
社
は
三
菱
重
工
業
株
式

会
社
長
崎
造
船
所（
以
下
：

三
菱
重
工
業
）殿
の
下
請
企
業
だ
っ
た

４
社（
石
田
工
業
株
式
会
社
・
永
岩
造

船
鉄
工
株
式
会
社
・
有
限
会
社
梶
原

鉄
工
所
・
有
限
会
社
東
海
鉄
工
所
）が

1
つ
に
統
合
し
て
で
き
た
会
社
で
す
。

統
合
し
た
背
景
は
、1
9
8
0
年
代

の
急
激
な
円
高
が
原
因
で
し
た
。円
高

に
よ
る
輸
出
不
振
は
、三
菱
重
工
業
殿

久
性
が
求
め
ら
れ
る
製
品
ば
か
り
で
、

全
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
製
品
で
す
。三

菱
重
工
業
殿
の
下
請
時
代
か
ら
長
年

積
み
上
げ
て
き
た
加
工
技
術
と
様
々

な
加
工
設
備
を
駆
使
し
、炭
素
鋼
か

ら
各
種
合
金
鋼
及
び
イ
ン
コ
ネ
ル
等

ま
で
、多
種
多
様
な
金
属
の
加
工
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、2
2
，0
0
0
㎡
の
敷
地
の

中
に
12
棟
の
工
場
を
設
け
、短
納
期

の
大
量
生
産
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、多

品
種
少
量
生
産
に
も
対
応
し
、さ
ら

に
は
お
客
様
と
直
接
取
引
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
軽
く
し
、

低
価
格
で
高
品
質
の
製
品
・サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
仕
組
み
を
備
え
て
い

ま
す
。

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
と
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
早
さ
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、親
企
業
か
ら
の
工
事
量
減
少
を

徐
々
に
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　多
種
多
様
な
金
属
の
あ
ら
ゆ
る
加

工
が
で
き
る
こ
と
が
一
番
の
強
み
だ

と
か
。

　
現
在
、電
力
会
社
等
で
使
用
さ
れ

る
発
電
プ
ラ
ン
ト
の
周
辺
機
器
の
部

品
等
を
中
心
に
、液
体
や
気
体
を
貯

留
す
る
た
め
の
圧
力
容
器
や
、空
気
等

を
送
り
込
む
た
め
の
ダ
ク
ト
な
ど
、

様
々
な
プ
ラ
ン
ト
用
金
属
製
品
を
加

工
し
て
い
ま
す
。ど
の
製
品
も
高
い
耐

東
の
発
電
所
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、

首
都
圏
を
中
心
に
電
力
不
足
の
状
況

に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
こ
で
三
菱

重
工
業
殿
が
東
京
電
力
千
葉
火
力
発

電
所
の
敷
地
に
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
３
基

（
1
0
0
万
kW
を
出
力
）を
新
た
に
設

置
し
、電
力
の
供
給
を
支
援
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。実
は
、そ
の
設
置
工
事

に
お
け
る
部
品
製
作
の
一
部
を
任
さ
れ

た
の
が
我
が
社
で
す
。長
崎
県
内
の
企

業
と
連
携
を
図
り
、総
勢
24
社
5
0
0

名
が
一
丸
と
な
っ
て
、工
事
に
当
た
り

ま
し
た
。通
常
、ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
製
作

工
事
に
は
１
年
ほ
ど
か
か
る
の
で
す

が
、こ
の
工
事
は
４
ヵ
月
間
で
仕
上
げ

る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
に
、昼
夜
２
交

代
制
等
、考
え
ら
れ
る
色
々
な
手
段
を

使
い
、製
作
し
、無
事
に
納
期
ま
で
に
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。大
変
な
工

事
で
し
た
が
、震
災
復
興
の
お
役
に
立

て
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
長
崎
県
は
多
種
多
様
な
金
属
加
工

業
が
集
積
し
て
い
ま
す
。我
が
社
単
体

で
は
難
し
い
仕
事
で
あ
っ
て
も
、周
辺

の
色
々
な
技
術
を
持
っ
た
企
業
と
力
を

合
わ
せ
れ
ば
、ど
ん
な
案
件
に
も
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
こ
で
今
後

は
県
内
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡

充
し
て
、よ
り
幅
広
い
業
種
か
ら
の
仕

事
を
受
注
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
国
内
か
ら
の
受
注
の
み
で

す
が
、今
後
は
海
外
企
業
か
ら
の
受
注

も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め

に
、海
外
か
ら
の
受
注
が
増
加
し
て
も

対
応
で
き
る
よ
う
な
社
内
体
制
及
び

協
力
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
え
て

い
く
つ
も
り
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
元
長
崎
を
拠
点
に
、

県
内
の
企
業
と
力
を
合
わ
せ
て
、全

国
、そ
し
て
世
界
に
長
崎
の
総
合
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
で
、長
崎
の

活
性
化
、県
内
の
雇
用
拡
大
に
も
少
し

で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。

技
術
者
の
存
在
が
不
可
欠
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。我
が
社
が
現
在
注
力
し
て

い
る
設
備
診
断
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て

も
、お
客
様
の
設
備
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
て
お
り
、同
じ
設
備
は
一
つ
も
な
い

た
め
、技
術
者
は
そ
の
場
そ
の
場
の
状

況
に
合
っ
た
判
断
、行
動
が
求
め
ら
れ

ま
す
。そ
こ
で
、熟
練
の
技
術
者
か
ら

若
手
社
員
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
引
き
継
げ
る

よ
う
な
体
制
を
整
え
、セ
ミ
ナ
ー
の
受

講
や
、資
格
取
得
を
積
極
的
に
支
援

す
る
な
ど
し
て
社
員
の
レ
ベ
ル
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
、社
員
の
技
術
力
・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
統
率
力
、さ
ら
に
は
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
繋
が
っ
て
お
り
、次

世
代
を
担
う
社
員
の
成
長
を
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　東
日
本
大
震
災
の
時
も
活
躍
さ
れ

た
そ
う
で
す
ね
。

　
2
0
1
1
年（
平
成
23
年
）に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、東
北
や
関

電
が
停
止
す
る
だ
け
で
な
く
、そ
の
電

気
で
動
い
て
い
る
工
場
の
稼
働
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
い
ま
す
。我

が
社
の
設
備
診
断
サ
ー
ビ
ス
を
定
期

的
に
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、未
然

に
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、長

期
間
に
わ
た
っ
て
の
安
定
し
た
運
転
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
注
力
し
て
い
る
こ
と
は
な
ん

で
し
ょ
う
か
。

　
人
材
育
成
に
最
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。基
本
理
念
で
あ
る「
お
客
様
の

立
場
に
た
っ
た
物
づ
く
り
」を
実
現
す

る
た
め
に
は
、お
客
様
の
ご
要
望
に
し
っ

か
り
と
お
応
え
す
る
こ
と
の
で
き
る

　設
備
診
断
サ
ー
ビ
ス
が
お
客
様
か

ら
好
評
の
よ
う
で
す
ね
。

　
得
意
と
す
る
発
電
プ
ラ
ン
ト
用
機

器
部
品
の
製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

2
0
0
6
年（
平
成
18
年
）に「
設
備

診
断
業
務
」を
開
始
し
ま
し
た
。自
家

発
電
設
備
を
持
つ
工
場
や
製
鉄
会
社

な
ど
の
お
客
様
に
未
然
に
設
備
ト
ラ
ブ

ル
を
防
止
す
る
為
の
設
備
診
断
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
自
家
発
電
設
備
は
各
企
業
の
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
為
、厳
し
い
運
転
条

件
下
で
の
連
続
運
転
が
強
い
ら
れ
て
い

る
が
た
め
、経
年
劣
化
に
伴
う
損
傷
が

発
生
し
ま
す
。そ
し
て
万
が
一
、大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
は
、発

▲本社工場前（左から梶原社長、吉澤頭取）

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

吉澤頭取梶原社長

株式会社 新長崎製作所

取
引
店
／
親
和
銀
行 

諫
早
中
核
団
地
支
店

株
式
会
社 

新
長
崎
製
作
所

代
表
取
締
役
社
長

梶
原 

正
雄
氏

優
れ
た
金
属
加
工
技
術
を
通
し
て

高
品
質・低
価
格
の
製
品
を
提
供
す
る
の
が

我
が
社
の
使
命
で
す
。
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の
製
造
コ
ス
ト
見
直
し
に
拍
車
を
掛

け
、前
述
4
社
は
経
営
統
合
に
よ
る
規

模
の
縮
小
と
生
産
効
率
化
し
か
下
請

け
と
し
て
生
き
残
る
手
段
が
な
い
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、1
9
8
8
年（
昭
和

63
年
）に
無
事
経
営
統
合
を
果
た
し
ま

し
た
。統
合
後
も
三
菱
重
工
業
殿
の

下
請
企
業
と
し
て
、発
電
プ
ラ
ン
ト
用

機
器
部
品
の
製
造
を
手
掛
け
る
な
ど
、

事
業
は
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、新
た
な
転
機
が
訪
れ
ま

し
た
。そ
れ
は
、2
0
0
0
年
代
初
頭

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
で
す
。新
興
国

の
台
頭
に
よ
り
、親
企
業
か
ら
の
工
事

量
が
少
し
ず
つ
減
少
し
始
め
た
の
で

す
。そ
こ
で
我
が
社
は
、下
請
企
業
か

ら
の
脱
却
を
図
る
べ
く
、得
意
分
野
で

あ
る
発
電
機
器
・
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

事
業
に
着
手
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、自
家
発
電
設
備
を
備

え
る
企
業
へ
の
積
極
的
な
直
接
営
業

の
展
開
で
す
。幸
い
、長
年
培
っ
て
き
た

色
々
な
加
工
技
術
を
生
か
し
、ま
た
、

創
業
の
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

我
が
社
は
三
菱
重
工
業
株
式

会
社
長
崎
造
船
所（
以
下
：

三
菱
重
工
業
）殿
の
下
請
企
業
だ
っ
た

４
社（
石
田
工
業
株
式
会
社
・
永
岩
造

船
鉄
工
株
式
会
社
・
有
限
会
社
梶
原

鉄
工
所
・
有
限
会
社
東
海
鉄
工
所
）が

1
つ
に
統
合
し
て
で
き
た
会
社
で
す
。

統
合
し
た
背
景
は
、1
9
8
0
年
代

の
急
激
な
円
高
が
原
因
で
し
た
。円
高

に
よ
る
輸
出
不
振
は
、三
菱
重
工
業
殿

久
性
が
求
め
ら
れ
る
製
品
ば
か
り
で
、

全
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
製
品
で
す
。三

菱
重
工
業
殿
の
下
請
時
代
か
ら
長
年

積
み
上
げ
て
き
た
加
工
技
術
と
様
々

な
加
工
設
備
を
駆
使
し
、炭
素
鋼
か

ら
各
種
合
金
鋼
及
び
イ
ン
コ
ネ
ル
等

ま
で
、多
種
多
様
な
金
属
の
加
工
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、2
2
，0
0
0
㎡
の
敷
地
の

中
に
12
棟
の
工
場
を
設
け
、短
納
期

の
大
量
生
産
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、多

品
種
少
量
生
産
に
も
対
応
し
、さ
ら

に
は
お
客
様
と
直
接
取
引
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
軽
く
し
、

低
価
格
で
高
品
質
の
製
品
・サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
仕
組
み
を
備
え
て
い

ま
す
。

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
と
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
早
さ
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、親
企
業
か
ら
の
工
事
量
減
少
を

徐
々
に
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　多
種
多
様
な
金
属
の
あ
ら
ゆ
る
加

工
が
で
き
る
こ
と
が
一
番
の
強
み
だ

と
か
。

　
現
在
、電
力
会
社
等
で
使
用
さ
れ

る
発
電
プ
ラ
ン
ト
の
周
辺
機
器
の
部

品
等
を
中
心
に
、液
体
や
気
体
を
貯

留
す
る
た
め
の
圧
力
容
器
や
、空
気
等

を
送
り
込
む
た
め
の
ダ
ク
ト
な
ど
、

様
々
な
プ
ラ
ン
ト
用
金
属
製
品
を
加

工
し
て
い
ま
す
。ど
の
製
品
も
高
い
耐

東
の
発
電
所
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、

首
都
圏
を
中
心
に
電
力
不
足
の
状
況

に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
こ
で
三
菱

重
工
業
殿
が
東
京
電
力
千
葉
火
力
発

電
所
の
敷
地
に
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
３
基

（
1
0
0
万
kW
を
出
力
）を
新
た
に
設

置
し
、電
力
の
供
給
を
支
援
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。実
は
、そ
の
設
置
工
事

に
お
け
る
部
品
製
作
の
一
部
を
任
さ
れ

た
の
が
我
が
社
で
す
。長
崎
県
内
の
企

業
と
連
携
を
図
り
、総
勢
24
社
5
0
0

名
が
一
丸
と
な
っ
て
、工
事
に
当
た
り

ま
し
た
。通
常
、ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
製
作

工
事
に
は
１
年
ほ
ど
か
か
る
の
で
す

が
、こ
の
工
事
は
４
ヵ
月
間
で
仕
上
げ

る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
に
、昼
夜
２
交

代
制
等
、考
え
ら
れ
る
色
々
な
手
段
を

使
い
、製
作
し
、無
事
に
納
期
ま
で
に
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。大
変
な
工

事
で
し
た
が
、震
災
復
興
の
お
役
に
立

て
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
長
崎
県
は
多
種
多
様
な
金
属
加
工

業
が
集
積
し
て
い
ま
す
。我
が
社
単
体

で
は
難
し
い
仕
事
で
あ
っ
て
も
、周
辺

の
色
々
な
技
術
を
持
っ
た
企
業
と
力
を

合
わ
せ
れ
ば
、ど
ん
な
案
件
に
も
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
こ
で
今
後

は
県
内
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡

充
し
て
、よ
り
幅
広
い
業
種
か
ら
の
仕

事
を
受
注
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
国
内
か
ら
の
受
注
の
み
で

す
が
、今
後
は
海
外
企
業
か
ら
の
受
注

も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め

に
、海
外
か
ら
の
受
注
が
増
加
し
て
も

対
応
で
き
る
よ
う
な
社
内
体
制
及
び

協
力
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
え
て

い
く
つ
も
り
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
元
長
崎
を
拠
点
に
、

県
内
の
企
業
と
力
を
合
わ
せ
て
、全

国
、そ
し
て
世
界
に
長
崎
の
総
合
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
で
、長
崎
の

活
性
化
、県
内
の
雇
用
拡
大
に
も
少
し

で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。

技
術
者
の
存
在
が
不
可
欠
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。我
が
社
が
現
在
注
力
し
て

い
る
設
備
診
断
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て

も
、お
客
様
の
設
備
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
て
お
り
、同
じ
設
備
は
一
つ
も
な
い

た
め
、技
術
者
は
そ
の
場
そ
の
場
の
状

況
に
合
っ
た
判
断
、行
動
が
求
め
ら
れ

ま
す
。そ
こ
で
、熟
練
の
技
術
者
か
ら

若
手
社
員
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
引
き
継
げ
る

よ
う
な
体
制
を
整
え
、セ
ミ
ナ
ー
の
受

講
や
、資
格
取
得
を
積
極
的
に
支
援

す
る
な
ど
し
て
社
員
の
レ
ベ
ル
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
、社
員
の
技
術
力
・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
統
率
力
、さ
ら
に
は
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
繋
が
っ
て
お
り
、次

世
代
を
担
う
社
員
の
成
長
を
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　東
日
本
大
震
災
の
時
も
活
躍
さ
れ

た
そ
う
で
す
ね
。

　
2
0
1
1
年（
平
成
23
年
）に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、東
北
や
関

電
が
停
止
す
る
だ
け
で
な
く
、そ
の
電

気
で
動
い
て
い
る
工
場
の
稼
働
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
い
ま
す
。我

が
社
の
設
備
診
断
サ
ー
ビ
ス
を
定
期

的
に
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、未
然

に
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、長

期
間
に
わ
た
っ
て
の
安
定
し
た
運
転
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
注
力
し
て
い
る
こ
と
は
な
ん

で
し
ょ
う
か
。

　
人
材
育
成
に
最
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。基
本
理
念
で
あ
る「
お
客
様
の

立
場
に
た
っ
た
物
づ
く
り
」を
実
現
す

る
た
め
に
は
、お
客
様
の
ご
要
望
に
し
っ

か
り
と
お
応
え
す
る
こ
と
の
で
き
る

　設
備
診
断
サ
ー
ビ
ス
が
お
客
様
か

ら
好
評
の
よ
う
で
す
ね
。

　
得
意
と
す
る
発
電
プ
ラ
ン
ト
用
機

器
部
品
の
製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

2
0
0
6
年（
平
成
18
年
）に「
設
備

診
断
業
務
」を
開
始
し
ま
し
た
。自
家

発
電
設
備
を
持
つ
工
場
や
製
鉄
会
社

な
ど
の
お
客
様
に
未
然
に
設
備
ト
ラ
ブ

ル
を
防
止
す
る
為
の
設
備
診
断
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
自
家
発
電
設
備
は
各
企
業
の
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
為
、厳
し
い
運
転
条

件
下
で
の
連
続
運
転
が
強
い
ら
れ
て
い

る
が
た
め
、経
年
劣
化
に
伴
う
損
傷
が

発
生
し
ま
す
。そ
し
て
万
が
一
、大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
は
、発

▲本社工場前（左から梶原社長、吉澤頭取）

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

吉澤頭取梶原社長

株式会社 新長崎製作所

取
引
店
／
親
和
銀
行 

諫
早
中
核
団
地
支
店

株
式
会
社 

新
長
崎
製
作
所

代
表
取
締
役
社
長

梶
原 

正
雄
氏

優
れ
た
金
属
加
工
技
術
を
通
し
て

高
品
質・低
価
格
の
製
品
を
提
供
す
る
の
が

我
が
社
の
使
命
で
す
。
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社会が必要とし、
お客様に喜んでいた
だける製品、サービスを
創っていきます。

広い工場設備で、
多種多様な
金属製品を加工して
おられますね。

の
製
造
コ
ス
ト
見
直
し
に
拍
車
を
掛

け
、前
述
4
社
は
経
営
統
合
に
よ
る
規

模
の
縮
小
と
生
産
効
率
化
し
か
下
請

け
と
し
て
生
き
残
る
手
段
が
な
い
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、1
9
8
8
年（
昭
和

63
年
）に
無
事
経
営
統
合
を
果
た
し
ま

し
た
。統
合
後
も
三
菱
重
工
業
殿
の

下
請
企
業
と
し
て
、発
電
プ
ラ
ン
ト
用

機
器
部
品
の
製
造
を
手
掛
け
る
な
ど
、

事
業
は
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、新
た
な
転
機
が
訪
れ
ま

し
た
。そ
れ
は
、2
0
0
0
年
代
初
頭

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
で
す
。新
興
国

の
台
頭
に
よ
り
、親
企
業
か
ら
の
工
事

量
が
少
し
ず
つ
減
少
し
始
め
た
の
で

す
。そ
こ
で
我
が
社
は
、下
請
企
業
か

ら
の
脱
却
を
図
る
べ
く
、得
意
分
野
で

あ
る
発
電
機
器
・
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

事
業
に
着
手
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、自
家
発
電
設
備
を
備

え
る
企
業
へ
の
積
極
的
な
直
接
営
業

の
展
開
で
す
。幸
い
、長
年
培
っ
て
き
た

色
々
な
加
工
技
術
を
生
か
し
、ま
た
、

創
業
の
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

我
が
社
は
三
菱
重
工
業
株
式

会
社
長
崎
造
船
所（
以
下
：

三
菱
重
工
業
）殿
の
下
請
企
業
だ
っ
た

４
社（
石
田
工
業
株
式
会
社
・
永
岩
造

船
鉄
工
株
式
会
社
・
有
限
会
社
梶
原

鉄
工
所
・
有
限
会
社
東
海
鉄
工
所
）が

1
つ
に
統
合
し
て
で
き
た
会
社
で
す
。

統
合
し
た
背
景
は
、1
9
8
0
年
代

の
急
激
な
円
高
が
原
因
で
し
た
。円
高

に
よ
る
輸
出
不
振
は
、三
菱
重
工
業
殿

久
性
が
求
め
ら
れ
る
製
品
ば
か
り
で
、

全
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
製
品
で
す
。三

菱
重
工
業
殿
の
下
請
時
代
か
ら
長
年

積
み
上
げ
て
き
た
加
工
技
術
と
様
々

な
加
工
設
備
を
駆
使
し
、炭
素
鋼
か

ら
各
種
合
金
鋼
及
び
イ
ン
コ
ネ
ル
等

ま
で
、多
種
多
様
な
金
属
の
加
工
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、2
2
，0
0
0
㎡
の
敷
地
の

中
に
12
棟
の
工
場
を
設
け
、短
納
期

の
大
量
生
産
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、多

品
種
少
量
生
産
に
も
対
応
し
、さ
ら

に
は
お
客
様
と
直
接
取
引
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
軽
く
し
、

低
価
格
で
高
品
質
の
製
品
・サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
仕
組
み
を
備
え
て
い

ま
す
。

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
と
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
早
さ
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、親
企
業
か
ら
の
工
事
量
減
少
を

徐
々
に
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　多
種
多
様
な
金
属
の
あ
ら
ゆ
る
加

工
が
で
き
る
こ
と
が
一
番
の
強
み
だ

と
か
。

　
現
在
、電
力
会
社
等
で
使
用
さ
れ

る
発
電
プ
ラ
ン
ト
の
周
辺
機
器
の
部

品
等
を
中
心
に
、液
体
や
気
体
を
貯

留
す
る
た
め
の
圧
力
容
器
や
、空
気
等

を
送
り
込
む
た
め
の
ダ
ク
ト
な
ど
、

様
々
な
プ
ラ
ン
ト
用
金
属
製
品
を
加

工
し
て
い
ま
す
。ど
の
製
品
も
高
い
耐

東
の
発
電
所
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、

首
都
圏
を
中
心
に
電
力
不
足
の
状
況

に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
こ
で
三
菱

重
工
業
殿
が
東
京
電
力
千
葉
火
力
発

電
所
の
敷
地
に
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
３
基

（
1
0
0
万
kW
を
出
力
）を
新
た
に
設

置
し
、電
力
の
供
給
を
支
援
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。実
は
、そ
の
設
置
工
事

に
お
け
る
部
品
製
作
の
一
部
を
任
さ
れ

た
の
が
我
が
社
で
す
。長
崎
県
内
の
企

業
と
連
携
を
図
り
、総
勢
24
社
5
0
0

名
が
一
丸
と
な
っ
て
、工
事
に
当
た
り

ま
し
た
。通
常
、ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
製
作

工
事
に
は
１
年
ほ
ど
か
か
る
の
で
す

が
、こ
の
工
事
は
４
ヵ
月
間
で
仕
上
げ

る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
に
、昼
夜
２
交

代
制
等
、考
え
ら
れ
る
色
々
な
手
段
を

使
い
、製
作
し
、無
事
に
納
期
ま
で
に
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。大
変
な
工

事
で
し
た
が
、震
災
復
興
の
お
役
に
立

て
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
長
崎
県
は
多
種
多
様
な
金
属
加
工

業
が
集
積
し
て
い
ま
す
。我
が
社
単
体

で
は
難
し
い
仕
事
で
あ
っ
て
も
、周
辺

の
色
々
な
技
術
を
持
っ
た
企
業
と
力
を

合
わ
せ
れ
ば
、ど
ん
な
案
件
に
も
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
こ
で
今
後

は
県
内
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡

充
し
て
、よ
り
幅
広
い
業
種
か
ら
の
仕

事
を
受
注
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
国
内
か
ら
の
受
注
の
み
で

す
が
、今
後
は
海
外
企
業
か
ら
の
受
注

も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め

に
、海
外
か
ら
の
受
注
が
増
加
し
て
も

対
応
で
き
る
よ
う
な
社
内
体
制
及
び

協
力
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
え
て

い
く
つ
も
り
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
元
長
崎
を
拠
点
に
、

県
内
の
企
業
と
力
を
合
わ
せ
て
、全

国
、そ
し
て
世
界
に
長
崎
の
総
合
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
で
、長
崎
の

活
性
化
、県
内
の
雇
用
拡
大
に
も
少
し

で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。

技
術
者
の
存
在
が
不
可
欠
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。我
が
社
が
現
在
注
力
し
て

い
る
設
備
診
断
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て

も
、お
客
様
の
設
備
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
て
お
り
、同
じ
設
備
は
一
つ
も
な
い

た
め
、技
術
者
は
そ
の
場
そ
の
場
の
状

況
に
合
っ
た
判
断
、行
動
が
求
め
ら
れ

ま
す
。そ
こ
で
、熟
練
の
技
術
者
か
ら

若
手
社
員
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
引
き
継
げ
る

よ
う
な
体
制
を
整
え
、セ
ミ
ナ
ー
の
受

講
や
、資
格
取
得
を
積
極
的
に
支
援

す
る
な
ど
し
て
社
員
の
レ
ベ
ル
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
、社
員
の
技
術
力
・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
統
率
力
、さ
ら
に
は
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
繋
が
っ
て
お
り
、次

世
代
を
担
う
社
員
の
成
長
を
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　東
日
本
大
震
災
の
時
も
活
躍
さ
れ

た
そ
う
で
す
ね
。

　
2
0
1
1
年（
平
成
23
年
）に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、東
北
や
関

電
が
停
止
す
る
だ
け
で
な
く
、そ
の
電

気
で
動
い
て
い
る
工
場
の
稼
働
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
い
ま
す
。我

が
社
の
設
備
診
断
サ
ー
ビ
ス
を
定
期

的
に
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、未
然

に
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、長

期
間
に
わ
た
っ
て
の
安
定
し
た
運
転
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
注
力
し
て
い
る
こ
と
は
な
ん

で
し
ょ
う
か
。

　
人
材
育
成
に
最
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。基
本
理
念
で
あ
る「
お
客
様
の

立
場
に
た
っ
た
物
づ
く
り
」を
実
現
す

る
た
め
に
は
、お
客
様
の
ご
要
望
に
し
っ

か
り
と
お
応
え
す
る
こ
と
の
で
き
る

　設
備
診
断
サ
ー
ビ
ス
が
お
客
様
か

ら
好
評
の
よ
う
で
す
ね
。

　
得
意
と
す
る
発
電
プ
ラ
ン
ト
用
機

器
部
品
の
製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

2
0
0
6
年（
平
成
18
年
）に「
設
備

診
断
業
務
」を
開
始
し
ま
し
た
。自
家

発
電
設
備
を
持
つ
工
場
や
製
鉄
会
社

な
ど
の
お
客
様
に
未
然
に
設
備
ト
ラ
ブ

ル
を
防
止
す
る
為
の
設
備
診
断
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
自
家
発
電
設
備
は
各
企
業
の
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
為
、厳
し
い
運
転
条

件
下
で
の
連
続
運
転
が
強
い
ら
れ
て
い

る
が
た
め
、経
年
劣
化
に
伴
う
損
傷
が

発
生
し
ま
す
。そ
し
て
万
が
一
、大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
は
、発
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社会が必要とし、
お客様に喜んでいた
だける製品、サービスを
創っていきます。

広い工場設備で、
多種多様な
金属製品を加工して
おられますね。

の
製
造
コ
ス
ト
見
直
し
に
拍
車
を
掛

け
、前
述
4
社
は
経
営
統
合
に
よ
る
規

模
の
縮
小
と
生
産
効
率
化
し
か
下
請

け
と
し
て
生
き
残
る
手
段
が
な
い
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、1
9
8
8
年（
昭
和

63
年
）に
無
事
経
営
統
合
を
果
た
し
ま

し
た
。統
合
後
も
三
菱
重
工
業
殿
の

下
請
企
業
と
し
て
、発
電
プ
ラ
ン
ト
用

機
器
部
品
の
製
造
を
手
掛
け
る
な
ど
、

事
業
は
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、新
た
な
転
機
が
訪
れ
ま

し
た
。そ
れ
は
、2
0
0
0
年
代
初
頭

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
で
す
。新
興
国

の
台
頭
に
よ
り
、親
企
業
か
ら
の
工
事

量
が
少
し
ず
つ
減
少
し
始
め
た
の
で

す
。そ
こ
で
我
が
社
は
、下
請
企
業
か

ら
の
脱
却
を
図
る
べ
く
、得
意
分
野
で

あ
る
発
電
機
器
・
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

事
業
に
着
手
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、自
家
発
電
設
備
を
備

え
る
企
業
へ
の
積
極
的
な
直
接
営
業

の
展
開
で
す
。幸
い
、長
年
培
っ
て
き
た

色
々
な
加
工
技
術
を
生
か
し
、ま
た
、

創
業
の
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

我
が
社
は
三
菱
重
工
業
株
式

会
社
長
崎
造
船
所（
以
下
：

三
菱
重
工
業
）殿
の
下
請
企
業
だ
っ
た

４
社（
石
田
工
業
株
式
会
社
・
永
岩
造

船
鉄
工
株
式
会
社
・
有
限
会
社
梶
原

鉄
工
所
・
有
限
会
社
東
海
鉄
工
所
）が

1
つ
に
統
合
し
て
で
き
た
会
社
で
す
。

統
合
し
た
背
景
は
、1
9
8
0
年
代

の
急
激
な
円
高
が
原
因
で
し
た
。円
高

に
よ
る
輸
出
不
振
は
、三
菱
重
工
業
殿

久
性
が
求
め
ら
れ
る
製
品
ば
か
り
で
、

全
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
製
品
で
す
。三

菱
重
工
業
殿
の
下
請
時
代
か
ら
長
年

積
み
上
げ
て
き
た
加
工
技
術
と
様
々

な
加
工
設
備
を
駆
使
し
、炭
素
鋼
か

ら
各
種
合
金
鋼
及
び
イ
ン
コ
ネ
ル
等

ま
で
、多
種
多
様
な
金
属
の
加
工
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、2
2
，0
0
0
㎡
の
敷
地
の

中
に
12
棟
の
工
場
を
設
け
、短
納
期

の
大
量
生
産
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、多

品
種
少
量
生
産
に
も
対
応
し
、さ
ら

に
は
お
客
様
と
直
接
取
引
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
軽
く
し
、

低
価
格
で
高
品
質
の
製
品
・サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
仕
組
み
を
備
え
て
い

ま
す
。

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
と
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
早
さ
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、親
企
業
か
ら
の
工
事
量
減
少
を

徐
々
に
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　多
種
多
様
な
金
属
の
あ
ら
ゆ
る
加

工
が
で
き
る
こ
と
が
一
番
の
強
み
だ

と
か
。

　
現
在
、電
力
会
社
等
で
使
用
さ
れ

る
発
電
プ
ラ
ン
ト
の
周
辺
機
器
の
部

品
等
を
中
心
に
、液
体
や
気
体
を
貯

留
す
る
た
め
の
圧
力
容
器
や
、空
気
等

を
送
り
込
む
た
め
の
ダ
ク
ト
な
ど
、

様
々
な
プ
ラ
ン
ト
用
金
属
製
品
を
加

工
し
て
い
ま
す
。ど
の
製
品
も
高
い
耐

東
の
発
電
所
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、

首
都
圏
を
中
心
に
電
力
不
足
の
状
況

に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
こ
で
三
菱

重
工
業
殿
が
東
京
電
力
千
葉
火
力
発

電
所
の
敷
地
に
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
３
基

（
1
0
0
万
kW
を
出
力
）を
新
た
に
設

置
し
、電
力
の
供
給
を
支
援
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。実
は
、そ
の
設
置
工
事

に
お
け
る
部
品
製
作
の
一
部
を
任
さ
れ

た
の
が
我
が
社
で
す
。長
崎
県
内
の
企

業
と
連
携
を
図
り
、総
勢
24
社
5
0
0

名
が
一
丸
と
な
っ
て
、工
事
に
当
た
り

ま
し
た
。通
常
、ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
製
作

工
事
に
は
１
年
ほ
ど
か
か
る
の
で
す

が
、こ
の
工
事
は
４
ヵ
月
間
で
仕
上
げ

る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
に
、昼
夜
２
交

代
制
等
、考
え
ら
れ
る
色
々
な
手
段
を

使
い
、製
作
し
、無
事
に
納
期
ま
で
に
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。大
変
な
工

事
で
し
た
が
、震
災
復
興
の
お
役
に
立

て
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
長
崎
県
は
多
種
多
様
な
金
属
加
工

業
が
集
積
し
て
い
ま
す
。我
が
社
単
体

で
は
難
し
い
仕
事
で
あ
っ
て
も
、周
辺

の
色
々
な
技
術
を
持
っ
た
企
業
と
力
を

合
わ
せ
れ
ば
、ど
ん
な
案
件
に
も
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
こ
で
今
後

は
県
内
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡

充
し
て
、よ
り
幅
広
い
業
種
か
ら
の
仕

事
を
受
注
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
国
内
か
ら
の
受
注
の
み
で

す
が
、今
後
は
海
外
企
業
か
ら
の
受
注

も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め

に
、海
外
か
ら
の
受
注
が
増
加
し
て
も

対
応
で
き
る
よ
う
な
社
内
体
制
及
び

協
力
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
え
て

い
く
つ
も
り
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
元
長
崎
を
拠
点
に
、

県
内
の
企
業
と
力
を
合
わ
せ
て
、全

国
、そ
し
て
世
界
に
長
崎
の
総
合
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
で
、長
崎
の

活
性
化
、県
内
の
雇
用
拡
大
に
も
少
し

で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。

技
術
者
の
存
在
が
不
可
欠
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。我
が
社
が
現
在
注
力
し
て

い
る
設
備
診
断
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て

も
、お
客
様
の
設
備
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
て
お
り
、同
じ
設
備
は
一
つ
も
な
い

た
め
、技
術
者
は
そ
の
場
そ
の
場
の
状

況
に
合
っ
た
判
断
、行
動
が
求
め
ら
れ

ま
す
。そ
こ
で
、熟
練
の
技
術
者
か
ら

若
手
社
員
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
引
き
継
げ
る

よ
う
な
体
制
を
整
え
、セ
ミ
ナ
ー
の
受

講
や
、資
格
取
得
を
積
極
的
に
支
援

す
る
な
ど
し
て
社
員
の
レ
ベ
ル
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
、社
員
の
技
術
力
・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
統
率
力
、さ
ら
に
は
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
繋
が
っ
て
お
り
、次

世
代
を
担
う
社
員
の
成
長
を
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　東
日
本
大
震
災
の
時
も
活
躍
さ
れ

た
そ
う
で
す
ね
。

　
2
0
1
1
年（
平
成
23
年
）に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、東
北
や
関

電
が
停
止
す
る
だ
け
で
な
く
、そ
の
電

気
で
動
い
て
い
る
工
場
の
稼
働
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
い
ま
す
。我

が
社
の
設
備
診
断
サ
ー
ビ
ス
を
定
期

的
に
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、未
然

に
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、長

期
間
に
わ
た
っ
て
の
安
定
し
た
運
転
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
注
力
し
て
い
る
こ
と
は
な
ん

で
し
ょ
う
か
。

　
人
材
育
成
に
最
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。基
本
理
念
で
あ
る「
お
客
様
の

立
場
に
た
っ
た
物
づ
く
り
」を
実
現
す

る
た
め
に
は
、お
客
様
の
ご
要
望
に
し
っ

か
り
と
お
応
え
す
る
こ
と
の
で
き
る

　設
備
診
断
サ
ー
ビ
ス
が
お
客
様
か

ら
好
評
の
よ
う
で
す
ね
。

　
得
意
と
す
る
発
電
プ
ラ
ン
ト
用
機

器
部
品
の
製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

2
0
0
6
年（
平
成
18
年
）に「
設
備

診
断
業
務
」を
開
始
し
ま
し
た
。自
家

発
電
設
備
を
持
つ
工
場
や
製
鉄
会
社

な
ど
の
お
客
様
に
未
然
に
設
備
ト
ラ
ブ

ル
を
防
止
す
る
為
の
設
備
診
断
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
自
家
発
電
設
備
は
各
企
業
の
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
為
、厳
し
い
運
転
条

件
下
で
の
連
続
運
転
が
強
い
ら
れ
て
い

る
が
た
め
、経
年
劣
化
に
伴
う
損
傷
が

発
生
し
ま
す
。そ
し
て
万
が
一
、大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
は
、発

梶原社長▶ ◀吉澤頭取

株式会社 新長崎製作所

主要設備

主な自社製品見 学 風 景

ボイラ関係設備・部品

熱交換機器

ダクト

工　　作 溶　　接 曲　　げ 現図CAD 設計CAD

ガスタービン発電機器

切　　断

高度な技術と
充実の設備を駆使して、
あらゆるニーズに
お応えします。

▲宮崎副社長

敷地面積 約22,000㎡

工場全体図
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▲最前列左5番目から宮崎副社長、梶原社長、吉澤頭取、川野支店長（親和銀行）

の
製
造
コ
ス
ト
見
直
し
に
拍
車
を
掛

け
、前
述
4
社
は
経
営
統
合
に
よ
る
規

模
の
縮
小
と
生
産
効
率
化
し
か
下
請

け
と
し
て
生
き
残
る
手
段
が
な
い
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、1
9
8
8
年（
昭
和

63
年
）に
無
事
経
営
統
合
を
果
た
し
ま

し
た
。統
合
後
も
三
菱
重
工
業
殿
の

下
請
企
業
と
し
て
、発
電
プ
ラ
ン
ト
用

機
器
部
品
の
製
造
を
手
掛
け
る
な
ど
、

事
業
は
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、新
た
な
転
機
が
訪
れ
ま

し
た
。そ
れ
は
、2
0
0
0
年
代
初
頭

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
で
す
。新
興
国

の
台
頭
に
よ
り
、親
企
業
か
ら
の
工
事

量
が
少
し
ず
つ
減
少
し
始
め
た
の
で

す
。そ
こ
で
我
が
社
は
、下
請
企
業
か

ら
の
脱
却
を
図
る
べ
く
、得
意
分
野
で

あ
る
発
電
機
器
・
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

事
業
に
着
手
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、自
家
発
電
設
備
を
備

え
る
企
業
へ
の
積
極
的
な
直
接
営
業

の
展
開
で
す
。幸
い
、長
年
培
っ
て
き
た

色
々
な
加
工
技
術
を
生
か
し
、ま
た
、

創
業
の
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

我
が
社
は
三
菱
重
工
業
株
式

会
社
長
崎
造
船
所（
以
下
：

三
菱
重
工
業
）殿
の
下
請
企
業
だ
っ
た

４
社（
石
田
工
業
株
式
会
社
・
永
岩
造

船
鉄
工
株
式
会
社
・
有
限
会
社
梶
原

鉄
工
所
・
有
限
会
社
東
海
鉄
工
所
）が

1
つ
に
統
合
し
て
で
き
た
会
社
で
す
。

統
合
し
た
背
景
は
、1
9
8
0
年
代

の
急
激
な
円
高
が
原
因
で
し
た
。円
高

に
よ
る
輸
出
不
振
は
、三
菱
重
工
業
殿

◎インタビューを終えて

久
性
が
求
め
ら
れ
る
製
品
ば
か
り
で
、

全
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
製
品
で
す
。三

菱
重
工
業
殿
の
下
請
時
代
か
ら
長
年

積
み
上
げ
て
き
た
加
工
技
術
と
様
々

な
加
工
設
備
を
駆
使
し
、炭
素
鋼
か

ら
各
種
合
金
鋼
及
び
イ
ン
コ
ネ
ル
等

ま
で
、多
種
多
様
な
金
属
の
加
工
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、2
2
，0
0
0
㎡
の
敷
地
の

中
に
12
棟
の
工
場
を
設
け
、短
納
期

の
大
量
生
産
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、多

品
種
少
量
生
産
に
も
対
応
し
、さ
ら

に
は
お
客
様
と
直
接
取
引
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
軽
く
し
、

低
価
格
で
高
品
質
の
製
品
・サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
仕
組
み
を
備
え
て
い

ま
す
。

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
と
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
早
さ
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、親
企
業
か
ら
の
工
事
量
減
少
を

徐
々
に
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　多
種
多
様
な
金
属
の
あ
ら
ゆ
る
加

工
が
で
き
る
こ
と
が
一
番
の
強
み
だ

と
か
。

　
現
在
、電
力
会
社
等
で
使
用
さ
れ

る
発
電
プ
ラ
ン
ト
の
周
辺
機
器
の
部

品
等
を
中
心
に
、液
体
や
気
体
を
貯

留
す
る
た
め
の
圧
力
容
器
や
、空
気
等

を
送
り
込
む
た
め
の
ダ
ク
ト
な
ど
、

様
々
な
プ
ラ
ン
ト
用
金
属
製
品
を
加

工
し
て
い
ま
す
。ど
の
製
品
も
高
い
耐

東
の
発
電
所
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、

首
都
圏
を
中
心
に
電
力
不
足
の
状
況

に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
こ
で
三
菱

重
工
業
殿
が
東
京
電
力
千
葉
火
力
発

電
所
の
敷
地
に
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
３
基

（
1
0
0
万
kW
を
出
力
）を
新
た
に
設

置
し
、電
力
の
供
給
を
支
援
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。実
は
、そ
の
設
置
工
事

に
お
け
る
部
品
製
作
の
一
部
を
任
さ
れ

た
の
が
我
が
社
で
す
。長
崎
県
内
の
企

業
と
連
携
を
図
り
、総
勢
24
社
5
0
0

名
が
一
丸
と
な
っ
て
、工
事
に
当
た
り

ま
し
た
。通
常
、ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
製
作

工
事
に
は
１
年
ほ
ど
か
か
る
の
で
す

が
、こ
の
工
事
は
４
ヵ
月
間
で
仕
上
げ

る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
に
、昼
夜
２
交

代
制
等
、考
え
ら
れ
る
色
々
な
手
段
を

使
い
、製
作
し
、無
事
に
納
期
ま
で
に
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。大
変
な
工

事
で
し
た
が
、震
災
復
興
の
お
役
に
立

て
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
長
崎
県
は
多
種
多
様
な
金
属
加
工

業
が
集
積
し
て
い
ま
す
。我
が
社
単
体

で
は
難
し
い
仕
事
で
あ
っ
て
も
、周
辺

の
色
々
な
技
術
を
持
っ
た
企
業
と
力
を

合
わ
せ
れ
ば
、ど
ん
な
案
件
に
も
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
こ
で
今
後

は
県
内
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡

充
し
て
、よ
り
幅
広
い
業
種
か
ら
の
仕

事
を
受
注
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
国
内
か
ら
の
受
注
の
み
で

す
が
、今
後
は
海
外
企
業
か
ら
の
受
注

も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め

に
、海
外
か
ら
の
受
注
が
増
加
し
て
も

対
応
で
き
る
よ
う
な
社
内
体
制
及
び

協
力
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
え
て

い
く
つ
も
り
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
元
長
崎
を
拠
点
に
、

県
内
の
企
業
と
力
を
合
わ
せ
て
、全

国
、そ
し
て
世
界
に
長
崎
の
総
合
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
で
、長
崎
の

活
性
化
、県
内
の
雇
用
拡
大
に
も
少
し

で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。

技
術
者
の
存
在
が
不
可
欠
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。我
が
社
が
現
在
注
力
し
て

い
る
設
備
診
断
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て

も
、お
客
様
の
設
備
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
て
お
り
、同
じ
設
備
は
一
つ
も
な
い

た
め
、技
術
者
は
そ
の
場
そ
の
場
の
状

況
に
合
っ
た
判
断
、行
動
が
求
め
ら
れ

ま
す
。そ
こ
で
、熟
練
の
技
術
者
か
ら

若
手
社
員
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
引
き
継
げ
る

よ
う
な
体
制
を
整
え
、セ
ミ
ナ
ー
の
受

講
や
、資
格
取
得
を
積
極
的
に
支
援

す
る
な
ど
し
て
社
員
の
レ
ベ
ル
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
、社
員
の
技
術
力
・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
統
率
力
、さ
ら
に
は
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
繋
が
っ
て
お
り
、次

世
代
を
担
う
社
員
の
成
長
を
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　東
日
本
大
震
災
の
時
も
活
躍
さ
れ

た
そ
う
で
す
ね
。

　
2
0
1
1
年（
平
成
23
年
）に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、東
北
や
関

電
が
停
止
す
る
だ
け
で
な
く
、そ
の
電

気
で
動
い
て
い
る
工
場
の
稼
働
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
い
ま
す
。我

が
社
の
設
備
診
断
サ
ー
ビ
ス
を
定
期

的
に
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、未
然

に
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、長

期
間
に
わ
た
っ
て
の
安
定
し
た
運
転
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
注
力
し
て
い
る
こ
と
は
な
ん

で
し
ょ
う
か
。

　
人
材
育
成
に
最
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。基
本
理
念
で
あ
る「
お
客
様
の

立
場
に
た
っ
た
物
づ
く
り
」を
実
現
す

る
た
め
に
は
、お
客
様
の
ご
要
望
に
し
っ

か
り
と
お
応
え
す
る
こ
と
の
で
き
る

　設
備
診
断
サ
ー
ビ
ス
が
お
客
様
か

ら
好
評
の
よ
う
で
す
ね
。

　
得
意
と
す
る
発
電
プ
ラ
ン
ト
用
機

器
部
品
の
製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

2
0
0
6
年（
平
成
18
年
）に「
設
備

診
断
業
務
」を
開
始
し
ま
し
た
。自
家

発
電
設
備
を
持
つ
工
場
や
製
鉄
会
社

な
ど
の
お
客
様
に
未
然
に
設
備
ト
ラ
ブ

ル
を
防
止
す
る
為
の
設
備
診
断
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
自
家
発
電
設
備
は
各
企
業
の
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
為
、厳
し
い
運
転
条

件
下
で
の
連
続
運
転
が
強
い
ら
れ
て
い

る
が
た
め
、経
年
劣
化
に
伴
う
損
傷
が

発
生
し
ま
す
。そ
し
て
万
が
一
、大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
は
、発

株式会社 新長崎製作所

親和銀行
取締役頭取 吉澤 俊介

　広大な工場の中で、タービンやボイラなどの大型機械が製造されている
現場は圧巻でした。
　長年のノウハウと最新鋭の設備によって、様々な金属製品を自由自在に加工
することで、お客様の要望に応え続けてこられました。
　これからも、県内の企業と力を合わせて、長崎の総合力を日本へ、世界へと
届けていかれることを期待しています。

22FFG MONTHLY SURVEY Vol.95



▲最前列左5番目から宮崎副社長、梶原社長、吉澤頭取、川野支店長（親和銀行）

の
製
造
コ
ス
ト
見
直
し
に
拍
車
を
掛

け
、前
述
4
社
は
経
営
統
合
に
よ
る
規

模
の
縮
小
と
生
産
効
率
化
し
か
下
請

け
と
し
て
生
き
残
る
手
段
が
な
い
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、1
9
8
8
年（
昭
和

63
年
）に
無
事
経
営
統
合
を
果
た
し
ま

し
た
。統
合
後
も
三
菱
重
工
業
殿
の

下
請
企
業
と
し
て
、発
電
プ
ラ
ン
ト
用

機
器
部
品
の
製
造
を
手
掛
け
る
な
ど
、

事
業
は
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、新
た
な
転
機
が
訪
れ
ま

し
た
。そ
れ
は
、2
0
0
0
年
代
初
頭

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
で
す
。新
興
国

の
台
頭
に
よ
り
、親
企
業
か
ら
の
工
事

量
が
少
し
ず
つ
減
少
し
始
め
た
の
で

す
。そ
こ
で
我
が
社
は
、下
請
企
業
か

ら
の
脱
却
を
図
る
べ
く
、得
意
分
野
で

あ
る
発
電
機
器
・
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

事
業
に
着
手
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、自
家
発
電
設
備
を
備

え
る
企
業
へ
の
積
極
的
な
直
接
営
業

の
展
開
で
す
。幸
い
、長
年
培
っ
て
き
た

色
々
な
加
工
技
術
を
生
か
し
、ま
た
、

創
業
の
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

我
が
社
は
三
菱
重
工
業
株
式

会
社
長
崎
造
船
所（
以
下
：

三
菱
重
工
業
）殿
の
下
請
企
業
だ
っ
た

４
社（
石
田
工
業
株
式
会
社
・
永
岩
造

船
鉄
工
株
式
会
社
・
有
限
会
社
梶
原

鉄
工
所
・
有
限
会
社
東
海
鉄
工
所
）が

1
つ
に
統
合
し
て
で
き
た
会
社
で
す
。

統
合
し
た
背
景
は
、1
9
8
0
年
代

の
急
激
な
円
高
が
原
因
で
し
た
。円
高

に
よ
る
輸
出
不
振
は
、三
菱
重
工
業
殿

◎インタビューを終えて

久
性
が
求
め
ら
れ
る
製
品
ば
か
り
で
、

全
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
製
品
で
す
。三

菱
重
工
業
殿
の
下
請
時
代
か
ら
長
年

積
み
上
げ
て
き
た
加
工
技
術
と
様
々

な
加
工
設
備
を
駆
使
し
、炭
素
鋼
か

ら
各
種
合
金
鋼
及
び
イ
ン
コ
ネ
ル
等

ま
で
、多
種
多
様
な
金
属
の
加
工
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、2
2
，0
0
0
㎡
の
敷
地
の

中
に
12
棟
の
工
場
を
設
け
、短
納
期

の
大
量
生
産
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、多

品
種
少
量
生
産
に
も
対
応
し
、さ
ら

に
は
お
客
様
と
直
接
取
引
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
軽
く
し
、

低
価
格
で
高
品
質
の
製
品
・サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
仕
組
み
を
備
え
て
い

ま
す
。

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
と
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
早
さ
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、親
企
業
か
ら
の
工
事
量
減
少
を

徐
々
に
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　多
種
多
様
な
金
属
の
あ
ら
ゆ
る
加

工
が
で
き
る
こ
と
が
一
番
の
強
み
だ

と
か
。

　
現
在
、電
力
会
社
等
で
使
用
さ
れ

る
発
電
プ
ラ
ン
ト
の
周
辺
機
器
の
部

品
等
を
中
心
に
、液
体
や
気
体
を
貯

留
す
る
た
め
の
圧
力
容
器
や
、空
気
等

を
送
り
込
む
た
め
の
ダ
ク
ト
な
ど
、

様
々
な
プ
ラ
ン
ト
用
金
属
製
品
を
加

工
し
て
い
ま
す
。ど
の
製
品
も
高
い
耐

東
の
発
電
所
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、

首
都
圏
を
中
心
に
電
力
不
足
の
状
況

に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
こ
で
三
菱

重
工
業
殿
が
東
京
電
力
千
葉
火
力
発

電
所
の
敷
地
に
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
３
基

（
1
0
0
万
kW
を
出
力
）を
新
た
に
設

置
し
、電
力
の
供
給
を
支
援
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。実
は
、そ
の
設
置
工
事

に
お
け
る
部
品
製
作
の
一
部
を
任
さ
れ

た
の
が
我
が
社
で
す
。長
崎
県
内
の
企

業
と
連
携
を
図
り
、総
勢
24
社
5
0
0

名
が
一
丸
と
な
っ
て
、工
事
に
当
た
り

ま
し
た
。通
常
、ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
製
作

工
事
に
は
１
年
ほ
ど
か
か
る
の
で
す

が
、こ
の
工
事
は
４
ヵ
月
間
で
仕
上
げ

る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
に
、昼
夜
２
交

代
制
等
、考
え
ら
れ
る
色
々
な
手
段
を

使
い
、製
作
し
、無
事
に
納
期
ま
で
に
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。大
変
な
工

事
で
し
た
が
、震
災
復
興
の
お
役
に
立

て
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　最
後
に
将
来
展
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
長
崎
県
は
多
種
多
様
な
金
属
加
工

業
が
集
積
し
て
い
ま
す
。我
が
社
単
体

で
は
難
し
い
仕
事
で
あ
っ
て
も
、周
辺

の
色
々
な
技
術
を
持
っ
た
企
業
と
力
を

合
わ
せ
れ
ば
、ど
ん
な
案
件
に
も
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
こ
で
今
後

は
県
内
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡

充
し
て
、よ
り
幅
広
い
業
種
か
ら
の
仕

事
を
受
注
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
国
内
か
ら
の
受
注
の
み
で

す
が
、今
後
は
海
外
企
業
か
ら
の
受
注

も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め

に
、海
外
か
ら
の
受
注
が
増
加
し
て
も

対
応
で
き
る
よ
う
な
社
内
体
制
及
び

協
力
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
え
て

い
く
つ
も
り
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
元
長
崎
を
拠
点
に
、

県
内
の
企
業
と
力
を
合
わ
せ
て
、全

国
、そ
し
て
世
界
に
長
崎
の
総
合
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
で
、長
崎
の

活
性
化
、県
内
の
雇
用
拡
大
に
も
少
し

で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。

技
術
者
の
存
在
が
不
可
欠
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。我
が
社
が
現
在
注
力
し
て

い
る
設
備
診
断
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て

も
、お
客
様
の
設
備
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
て
お
り
、同
じ
設
備
は
一
つ
も
な
い

た
め
、技
術
者
は
そ
の
場
そ
の
場
の
状

況
に
合
っ
た
判
断
、行
動
が
求
め
ら
れ

ま
す
。そ
こ
で
、熟
練
の
技
術
者
か
ら

若
手
社
員
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
引
き
継
げ
る

よ
う
な
体
制
を
整
え
、セ
ミ
ナ
ー
の
受

講
や
、資
格
取
得
を
積
極
的
に
支
援

す
る
な
ど
し
て
社
員
の
レ
ベ
ル
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
、社
員
の
技
術
力
・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
統
率
力
、さ
ら
に
は
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
繋
が
っ
て
お
り
、次

世
代
を
担
う
社
員
の
成
長
を
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　東
日
本
大
震
災
の
時
も
活
躍
さ
れ

た
そ
う
で
す
ね
。

　
2
0
1
1
年（
平
成
23
年
）に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、東
北
や
関

電
が
停
止
す
る
だ
け
で
な
く
、そ
の
電

気
で
動
い
て
い
る
工
場
の
稼
働
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
い
ま
す
。我

が
社
の
設
備
診
断
サ
ー
ビ
ス
を
定
期

的
に
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、未
然

に
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、長

期
間
に
わ
た
っ
て
の
安
定
し
た
運
転
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
注
力
し
て
い
る
こ
と
は
な
ん

で
し
ょ
う
か
。

　
人
材
育
成
に
最
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。基
本
理
念
で
あ
る「
お
客
様
の

立
場
に
た
っ
た
物
づ
く
り
」を
実
現
す

る
た
め
に
は
、お
客
様
の
ご
要
望
に
し
っ

か
り
と
お
応
え
す
る
こ
と
の
で
き
る

　設
備
診
断
サ
ー
ビ
ス
が
お
客
様
か

ら
好
評
の
よ
う
で
す
ね
。

　
得
意
と
す
る
発
電
プ
ラ
ン
ト
用
機

器
部
品
の
製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

2
0
0
6
年（
平
成
18
年
）に「
設
備

診
断
業
務
」を
開
始
し
ま
し
た
。自
家

発
電
設
備
を
持
つ
工
場
や
製
鉄
会
社

な
ど
の
お
客
様
に
未
然
に
設
備
ト
ラ
ブ

ル
を
防
止
す
る
為
の
設
備
診
断
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
自
家
発
電
設
備
は
各
企
業
の
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
為
、厳
し
い
運
転
条

件
下
で
の
連
続
運
転
が
強
い
ら
れ
て
い

る
が
た
め
、経
年
劣
化
に
伴
う
損
傷
が

発
生
し
ま
す
。そ
し
て
万
が
一
、大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
は
、発

株式会社 新長崎製作所

親和銀行
取締役頭取 吉澤 俊介

　広大な工場の中で、タービンやボイラなどの大型機械が製造されている
現場は圧巻でした。
　長年のノウハウと最新鋭の設備によって、様々な金属製品を自由自在に加工
することで、お客様の要望に応え続けてこられました。
　これからも、県内の企業と力を合わせて、長崎の総合力を日本へ、世界へと
届けていかれることを期待しています。

23 FFG MONTHLY SURVEY Vol.95



会
社
概
要

ト
ッ
プ
に
聞
く

ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
で
は
、

ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

「
あ
な
た
の
い
ち
ば
ん
に
。」

の
実
践
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ト ッ く ！聞にプ 会 要概社

親和銀行 諫早中核団地支店

いちばん身近な
いちばん頼れる
いちばん　を行く銀行を
目指しています。
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、

ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

「
あ
な
た
の
い
ち
ば
ん
に
。」

の
実
践
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ト ッ く ！聞にプ 会 要概社

親和銀行 諫早中核団地支店

いちばん身近な
いちばん頼れる
いちばん　を行く銀行を
目指しています。



3番街インフォメーション広場

ト ッ く ！聞にプ 会 要概社

福岡地下街開発 株式会社
■ 設　　立：1972年
■ 所 在 地：福岡市中央区
■ 資 本 金：73億8,228万円
■ 従 業 員：27名
■ 事業内容：
　 地下街店舗、その他不動産の建設・
　 取得・管理・賃貸
　 駐車場業
■ 事業拠点：福岡市中央区

■ 取 引 店：
本店営業部
092-723-2131

セブンフーズ 株式会社
■ 創　　業：1970年
■ 設　　立：1992年
■ 所 在 地：熊本県菊池市
■ 資 本 金：2,200万円
■ 従 業 員：76名
■ 事業内容：畜産業（養豚）
■ 事業拠点：
　（本　社）熊本県菊池市
　（農　場）熊本県菊池市

熊本県菊池郡大津町
熊本県阿蘇市

■ 取 引 店：
大津支店
096-293-3251

熊本県内に６ヵ所の農場を保有し、25,000頭の豚を飼育しています。
「アニマルウェルフェア（快適性に配慮した家畜の飼養管理）」という動物
保護の概念に基づき、豚のストレス軽減のための様々な取り組みを行って
います。また、「資源循環型農業」の実現に向けて「食品リサイクル」や「耕畜
連携」にも注力しています。
今後も、地元で作る飼料用米を豚の飼料として活用していくことで、地域
農業の活性化にも寄与してまいります。

愛情たっぷりに育った
熊本発のブランド豚
「肥後あそび

とん

豚」
「未来村とん」を
ぜひご賞味ください!

「天神地下街」は九州最大の地下街で、地下鉄天神駅と地下鉄天神南駅とを
結ぶほか、15の商業ビルとも連結しています。おかげさまで、今年開業40
周年を迎えました。「19世紀の欧州」をテーマに、随所にちりばめられたステ
ンドグラスや唐草模様の天井、石畳やレンガ敷の通路など、細部にまでこだ
わった街づくりで、40年を経た今でも古さを感じさせない街並みです。これ
からも地下街の魅力を高め続け、天神・福岡の活性化に貢献してまいります。

天候にかかわらず常に
快適な空間になっています。
ゆっくりお買い物を
お楽しみ下さい!
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3番街インフォメーション広場

ト ッ く ！聞にプ 会 要概社

福岡地下街開発 株式会社
■ 設　　立：1972年
■ 所 在 地：福岡市中央区
■ 資 本 金：73億8,228万円
■ 従 業 員：27名
■ 事業内容：
　 地下街店舗、その他不動産の建設・
　 取得・管理・賃貸
　 駐車場業
■ 事業拠点：福岡市中央区

■ 取 引 店：
本店営業部
092-723-2131

セブンフーズ 株式会社
■ 創　　業：1970年
■ 設　　立：1992年
■ 所 在 地：熊本県菊池市
■ 資 本 金：2,200万円
■ 従 業 員：76名
■ 事業内容：畜産業（養豚）
■ 事業拠点：
　（本　社）熊本県菊池市
　（農　場）熊本県菊池市

熊本県菊池郡大津町
熊本県阿蘇市

■ 取 引 店：
大津支店
096-293-3251

熊本県内に６ヵ所の農場を保有し、25,000頭の豚を飼育しています。
「アニマルウェルフェア（快適性に配慮した家畜の飼養管理）」という動物
保護の概念に基づき、豚のストレス軽減のための様々な取り組みを行って
います。また、「資源循環型農業」の実現に向けて「食品リサイクル」や「耕畜
連携」にも注力しています。
今後も、地元で作る飼料用米を豚の飼料として活用していくことで、地域
農業の活性化にも寄与してまいります。

愛情たっぷりに育った
熊本発のブランド豚
「肥後あそび

とん

豚」
「未来村とん」を
ぜひご賞味ください!

「天神地下街」は九州最大の地下街で、地下鉄天神駅と地下鉄天神南駅とを
結ぶほか、15の商業ビルとも連結しています。おかげさまで、今年開業40
周年を迎えました。「19世紀の欧州」をテーマに、随所にちりばめられたステ
ンドグラスや唐草模様の天井、石畳やレンガ敷の通路など、細部にまでこだ
わった街づくりで、40年を経た今でも古さを感じさせない街並みです。これ
からも地下街の魅力を高め続け、天神・福岡の活性化に貢献してまいります。

天候にかかわらず常に
快適な空間になっています。
ゆっくりお買い物を
お楽しみ下さい!
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ルネ・デカルト
Rene Descartes

哲学者・数学者
1596～1650
代表作： 『方法序説』、『情念論』

profile No.6

(c)Topham Picturepoint/amanaimages

名 言

人の考えを本当に理解するには、彼らの言葉ではなく、
彼らの行動に注意を払え

ト ッ く ！聞にプ 会 要概社

▲設計

■ 取 引 店：
諫早中核団地支店
0957-26-7000

株式会社 新長崎製作所

創業以来長年積み上げてきた技術と最新鋭の設備を活かして、多種多様
の金属をお客様のご要望に合わせた加工製品に仕上げることができます。
現在は、発電プラント用機器の製造を中心に手掛けるとともに、「設備診断
グループ」を新設しメンテナンス事業にも注力しています。
これからも地元長崎を拠点に県内の企業と力を合わせて、全国、そして
世界に長崎の総合力をアピールしていきたいと思います。

■ 創　　業：1963年
■ 設　　立：1988年
■ 所 在 地：長崎県諫早市
■ 資 本 金：8,000万円
■ 従 業 員：114名
■ 事業内容：
　 発電プラント装置部品、産業機械、
　 船舶艤装機器等の設計・製造・現地
　 工事
■ 事業拠点：
　（本社・工場）長崎県諫早市

発電プラント用機器
のことであれば何でも
ご相談ください!
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Rene Descartes

哲学者・数学者
1596～1650
代表作： 『方法序説』、『情念論』

profile No.6

(c)Topham Picturepoint/amanaimages

名 言

人の考えを本当に理解するには、彼らの言葉ではなく、
彼らの行動に注意を払え

ト ッ く ！聞にプ 会 要概社

▲設計

■ 取 引 店：
諫早中核団地支店
0957-26-7000

株式会社 新長崎製作所

創業以来長年積み上げてきた技術と最新鋭の設備を活かして、多種多様
の金属をお客様のご要望に合わせた加工製品に仕上げることができます。
現在は、発電プラント用機器の製造を中心に手掛けるとともに、「設備診断
グループ」を新設しメンテナンス事業にも注力しています。
これからも地元長崎を拠点に県内の企業と力を合わせて、全国、そして
世界に長崎の総合力をアピールしていきたいと思います。

■ 創　　業：1963年
■ 設　　立：1988年
■ 所 在 地：長崎県諫早市
■ 資 本 金：8,000万円
■ 従 業 員：114名
■ 事業内容：
　 発電プラント装置部品、産業機械、
　 船舶艤装機器等の設計・製造・現地
　 工事
■ 事業拠点：
　（本社・工場）長崎県諫早市

発電プラント用機器
のことであれば何でも
ご相談ください!
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福
岡
市
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
第
3
の
矢

「
成
長
戦
略
」の
柱
の
一
つ
で
あ
る
国
家
戦

略
特
区
と
し
て
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
創
業
・
雇

用
創
出
特
区
」の
指
定
を
受
け
、こ
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、航
空
法
高
さ
制

限
の
エ
リ
ア
単
位
の
特
例
承
認
と
い
う
規

制
緩
和
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、ま
ち
づ
く
り
を

促
す
福
岡
市
の
独
自
施
策
で
あ
る
容
積
率

の
緩
和
や
立
地
交
付
金
制
度
の
見
直
し
な

ど
、ハ
ー
ド・ソ
フ
ト
両
面
に
わ
た
る
施
策

を
一
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、ア
ジ

ア
の
拠
点
都
市
と
し
て
の
機
能
を
高
め
、

新
た
な
空
間
と
雇
用
を
創
出
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が「
天
神
ビ
ッ
グ
バ
ン
」で
す
。

　「
天
神
ビ
ッ
グ
バ
ン
」で
は
2
0
2
4
年

ま
で
に
30
棟
の
ビ
ル
の
建
替
え
を
促
す
こ

と
を
目
標
と
し
て
お
り
、延
べ
床
面
積
が
現

在
の
1.7
倍
、雇
用
者
数
は
2.4
倍
に
増
え
る

と
と
も
に
、毎
年
8
，5
0
0
億
円
の
経
済

波
及
効
果
が
生
ま
れ
る
と
試
算
さ
れ
て
い

ま
す
。（
延
床
面
積
4
4
4
，0
0
0
㎡ 

↓
7
5
7
，0
0
0
㎡
、雇
用
者
3
9
，

9
0
0
人
↓
9
7
，1
0
0
人
）

　
こ
れ
に
加
え「
天
神
B
B
B（
ビ
ッ
グ
バ

ン
ボ
ー
ナ
ス
）」と
し
て
，魅
力
あ
る
デ
ザ
イ

ン
性
に
優
れ
た
ビ
ル
を「
認
定
」し
、一
層

の
容
積
率
緩
和
な
ど
追
加
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る
制
度
も
実
施
。こ
れ
に

よ
り
、ゆ
と
り
の
あ
る
街
並
み
に
生
ま
れ
変

わ
り
、ぬ
く
も
り
の
あ
る
憩
い
の
空
間
が
生

ま
れ
て
い
き
ま
す
。そ
の
東
の
ゲ
ー
ト
に
あ

た
る
の
が
、西
中
洲
の「
水
上
公
園
」で
す
。

知
っ
て
る
？

天
神
ビ
ッ
グ
バ
ン あ

な
た
は

天
神
ビ
ッ
グ
バ
ン
を

ご
存
知
で
す
か
？

“天神ビッグバン”の主なプロジェクト

航空法高さ制限 エリア単位での特例承認
（天神明治通り地区 約17ha）

スタートアップカフェ

天神1丁目南ブロック（地下通路整備）

天神地下街仮設車路の有効活用

旧大名小学校跡地まちづくり

水上公園再整備

地下鉄七隈線延伸事業

交通混雑の低減に向けた駐車場の隔地化・集約化

都心循環BRTの形成※

天神COLOR（創業支援）

OnRAMP（創業支援）

天神ビッグバンの奥座敷（西中洲）の魅力づくりに向けた道路整備
と景観誘導

春吉橋賑わい空間の創出13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

※福岡市における都心循環BRT…連節バスの導入、シンボリックなバス停整備、鉄道や
路線バスとの乗継強化などにより、従来のバスよりも、速く、時間どおりに、たくさんの人を
運ぶ、分かりやすく使いやすいシステム

2

1
3

4
5

6

7

8

9

12

13

10

11

対象範囲イメージ：天神交差点から半径約500ｍ（約80ha）

30FFG MONTHLY SURVEY Vol.95



スター
ト

アップ

カフェ

水上公
園再整

備

都
心
循
環

B
R
T

地
下
鉄
七
隈
線延

伸

天神C
OLOR

O
nRAM

P

天神1
丁目南

ブロッ
ク

地下通
路整備旧

大
名
小
学
校

跡
地ま

ちづ
く
り春吉橋

賑わい
空間の

創出
都
心
循
環

B
R
T

天神C
OLOR

O
nRAM

P

天神1
丁目南

ブロッ
ク

地下通
路整備旧

大
名
小
学
校

跡
地ま

ちづ
く
り春吉橋

賑わい
空間の

創出
スター

ト

アップ

カフェ

水上公
園再整

備

都
心
循
環

B
R
T

地
下
鉄
七
隈
線延

伸

天神ビ
ッグバ

ンの

奥座敷

天神C
OLOR

O
nRAM

P
天神1

丁目南
ブロッ

ク

地下通
路整備旧

大
名
小
学
校

跡
地ま

ちづ
く
り春吉橋

賑わい
空間の

創出
スター

ト

アップ

カフェ

水上公
園再整

備

都
心
循
環

B
R
T

地
下
鉄
七
隈
線延

伸

天神ビ
ッグバ

ンの

奥座敷

天神C
OLOR

天神1
丁目南

ブロッ
ク

地下通
路整備旧

大
名
小
学
校

跡
地ま

ちづ
く
り春吉橋

賑わい
空間の

創出

スター
ト

アップ

カフェ

水上公
園再整

備

都
心
循
環

B
R
T

地
下
鉄
七
隈
線延

伸

天神ビ
ッグバ

ンの

奥座敷

天神C
OLOR

O
nRAM

P

天神1
丁目南

ブロッ
ク

地下通
路整備旧

大
名
小
学
校

跡
地ま

ちづ
く
り春吉橋

賑わい
空間の

創出
スター

ト

アップ

カフェ

水上公
園再整

備

都
心
循
環

B
R
T

地
下
鉄
七
隈
線延

伸

天神ビ
ッグバ

ンの

奥座敷

天神C
OLOR

O
nRAM

P

天神1
丁目南

ブロッ
ク

地下通
路整備旧

大
名
小
学
校

跡
地ま

ちづ
く
り春吉橋

賑わい
空間の

創出
スター

ト

アップ

カフェ

水上公
園再整

備

都
心
循
環

B
R
T

地
下
鉄
七
隈
線延

伸

天神ビ
ッグバ

ンの

奥座敷

天神C
OLOR

O
nRAM

P

天神1
丁目南

ブロッ
ク

地下通
路整備旧

大
名
小
学
校

跡
地ま

ちづ
く
り春吉橋

賑わい
空間の

創出
スター

ト

アップ

カフェ

水上公
園再整

備

都
心
循
環

B
R
T

地
下
鉄
七
隈
線延

伸

天神ビ
ッグバ

ンの

奥座敷

天神C
OLOR

O
nRAM

P

天神1
丁目南

ブロッ
ク

地下通
路整備旧

大
名
小
学
校

跡
地ま

ちづ
く
り春吉橋

賑わい
空間の

創出 スター
ト

アップ

カフェ

都
心
循
環

B
R
T

地
下
鉄
七
隈
線延

伸

天神ビ
ッグバ

ンの

奥座敷

スター
ト

アップ

カフェ

都
心
循
環

B
R
T

地
下
鉄
七
隈
線延

伸

天神ビ
ッグバ

ンの

奥座敷

天神C
OLOR

天神1
丁目南

ブロッ
ク

地下通
路整備

　
福
岡
市
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
第
3
の
矢

「
成
長
戦
略
」の
柱
の
一
つ
で
あ
る
国
家
戦

略
特
区
と
し
て
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
創
業
・
雇

用
創
出
特
区
」の
指
定
を
受
け
、こ
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、航
空
法
高
さ
制

限
の
エ
リ
ア
単
位
の
特
例
承
認
と
い
う
規

制
緩
和
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、ま
ち
づ
く
り
を

促
す
福
岡
市
の
独
自
施
策
で
あ
る
容
積
率

の
緩
和
や
立
地
交
付
金
制
度
の
見
直
し
な

ど
、ハ
ー
ド・ソ
フ
ト
両
面
に
わ
た
る
施
策

を
一
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、ア
ジ

ア
の
拠
点
都
市
と
し
て
の
機
能
を
高
め
、

新
た
な
空
間
と
雇
用
を
創
出
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が「
天
神
ビ
ッ
グ
バ
ン
」で
す
。

　「
天
神
ビ
ッ
グ
バ
ン
」で
は
2
0
2
4
年

ま
で
に
30
棟
の
ビ
ル
の
建
替
え
を
促
す
こ

と
を
目
標
と
し
て
お
り
、延
べ
床
面
積
が
現

在
の
1.7
倍
、雇
用
者
数
は
2.4
倍
に
増
え
る

と
と
も
に
、毎
年
8
，5
0
0
億
円
の
経
済

波
及
効
果
が
生
ま
れ
る
と
試
算
さ
れ
て
い

ま
す
。（
延
床
面
積
4
4
4
，0
0
0
㎡ 

↓
7
5
7
，0
0
0
㎡
、雇
用
者
3
9
，

9
0
0
人
↓
9
7
，1
0
0
人
）

　
こ
れ
に
加
え「
天
神
B
B
B（
ビ
ッ
グ
バ

ン
ボ
ー
ナ
ス
）」と
し
て
，魅
力
あ
る
デ
ザ
イ

ン
性
に
優
れ
た
ビ
ル
を「
認
定
」し
、一
層

の
容
積
率
緩
和
な
ど
追
加
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る
制
度
も
実
施
。こ
れ
に

よ
り
、ゆ
と
り
の
あ
る
街
並
み
に
生
ま
れ
変

わ
り
、ぬ
く
も
り
の
あ
る
憩
い
の
空
間
が
生

ま
れ
て
い
き
ま
す
。そ
の
東
の
ゲ
ー
ト
に
あ

た
る
の
が
、西
中
洲
の「
水
上
公
園
」で
す
。

知
っ
て
る
？

天
神
ビ
ッ
グ
バ
ン あ

な
た
は

天
神
ビ
ッ
グ
バ
ン
を

ご
存
知
で
す
か
？

“天神ビッグバン”の主なプロジェクト

航空法高さ制限 エリア単位での特例承認
（天神明治通り地区 約17ha）

スタートアップカフェ

天神1丁目南ブロック（地下通路整備）

天神地下街仮設車路の有効活用

旧大名小学校跡地まちづくり

水上公園再整備

地下鉄七隈線延伸事業

交通混雑の低減に向けた駐車場の隔地化・集約化

都心循環BRTの形成※

天神COLOR（創業支援）

OnRAMP（創業支援）

天神ビッグバンの奥座敷（西中洲）の魅力づくりに向けた道路整備
と景観誘導

春吉橋賑わい空間の創出13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

※福岡市における都心循環BRT…連節バスの導入、シンボリックなバス停整備、鉄道や
路線バスとの乗継強化などにより、従来のバスよりも、速く、時間どおりに、たくさんの人を
運ぶ、分かりやすく使いやすいシステム

2

1
3

4
5

6

7

8

9

12

13

10

11

対象範囲イメージ：天神交差点から半径約500ｍ（約80ha）
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い
ま
す
。2
階
の「
星
期
菜 N

O
O
D
LE&

C
H
IN
O
IS

」は
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
も
フ
ォ
ー

マ
ル
に
も
使
え
る
香
港
料
理
店
。カ
ジ
ュ
ア

ル
な
麺
料
理
か
ら
フ
レ
ン
チ
の
サ
ー
ビ
ス
で

い
た
だ
く「
シ
ノ
ワ
ズ
リ（
※
）」ス
タ
イ
ル

が
あ
り
テ
ラ
ス
席
や
個
室
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。博
多
湾
か
ら
吹
き
抜
け
る
風
が

気
持
ち
い
い
屋
上
の
デ
ッ
キ
は
広
い
階
段

を
自
由
に
出
入
り
で
き
、イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー

ジ
に
も
使
え
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

夜
は
ビ
ル
の
間
を
走
る
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ

船
の
よ
う
で
す
。

※
シ
ノ
ワ
ズ
リ（
仏
語
）…
17
〜
18
世
紀
に
流
行
し
た

中
国
趣
味
の
美
術
様
式水上公園

福岡市中央区西中洲１３-１／面積2,058㎡

TEL０９２-７３３-２５５５
セイ   ケイ ツァイ

星 期 菜 NOODLE&CHINOIS

bi l ls 福岡
ビルズ

TEL０９２-７２１-０８８８

© yonemura toshinori© yonemura toshinori

　
天
神
ビ
ッ
グ
バ
ン
の「
快
適
な
公
共
空

間
の
創
出
」の
一
つ
と
し
て
、水
上
公
園
が

今
年
7
月
15
日
に
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。福
岡
市
の
街
区
公
園
の
第
一
号

と
し
て
、大
正
13
年
に
開
園
し
た
水
上
公

園
は
長
い
間
、中
洲
と
天
神
の
中
間
点
と

し
て
存
在
感
が
あ
り
ま
し
た
。今
回
の
再

開
発
は
建
物
と
公
園
の
一
体
感
が
感
じ
ら

れ
る「
水
上
の
丘
」が
コ
ン
セ
プ
ト
で
、福

岡
市
の
新
し
い
景
観
の
未
来
が
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
建
物
は「SH

IP’S G
A
RD
EN

」と
呼

ば
れ
、船
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。2
階

建
で
1
、2
階
に
は
飲
食
店
が
入
り
、屋
上

は
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
1
階
の
テ
ナ
ン
ト「bills 

福
岡
」は「
世

界
一
の
朝
食
」と
称
賛
さ
れ
、ハ
リ
ウ
ッ
ド

セ
レ
ブ
も
通
う
シ
ド
ニ
ー
発
の
オ
ー
ル
デ
ィ

カ
ジ
ュ
ア
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
、西
日
本
エ
リ

ア
一
号
店
で
す
。連
日
女
性
客
で
賑
わ
っ
て

中
洲
水
上
公
園
が

変
わ
っ
た

32FFG MONTHLY SURVEY Vol.95
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【公式サイト】ルイ・ヴィトン・アメリカズカップ・ワールドシリーズ福岡大会 公式ホームページ
http://lvacws-fukuoka.jp

【関連リンク】ソフトバンク・チーム・ジャパン特設ページ
http://www.softbank.jp/corp/special/americascup/

【関連リンク】ソフトバンク・チーム・ジャパン公式ページ
http://softbank-team-japan.americascup.com/jp/home.html

※観戦チケットの詳細は公式ホームページでご確認ください11月18日（金）～20日（日） 福岡大会

　2017年開催の第35回アメリカズカップの予選であるルイ・
ヴィトン・アメリカズカップ・ワールドシリーズの第9戦目 福岡
大会が2016年11月18日（金）から20日（日）に福岡市中央区地
行浜で開催されます。
　アジアで開催するのは、1851年から開催されているアメリカ
ズカップの歴史上初です。日本からは、ソフトバンクグループが
スポンサーとしてサポートするソフトバンク・チーム・ジャパン
が、日本のチームとしては15年ぶりとなる挑戦をしています。
　海上を最高時速60km以上で戦い「海のF1」と称される世界
最高峰の国際ヨットレース、ぜひご期待ください。

【問合せ先】福岡市役所 市民局 スポーツ推進部　国際スポーツ大会担当　TEL 092-711-4938

ワールドシリーズ
ルイ・ヴィトン・アメ リカズカップ・
国際ヨットレース

ⒸMatt Knighton/SoftBank Team Japan
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有明海で育った格別な味わい
FILE No.31

九州の「地域ブランド」をご紹介致します。

写真提供：佐賀県観光連盟

　
竹
崎
か
に
は
有
明
海
に
面
し
た
佐
賀

県
太
良
町
の
竹
崎
地
区
の
近
海
で
獲
れ

る
ワ
タ
リ
ガ
ニ
で
す
。

　
有
明
海
は
干
満
の
差
が
最
大
で
６ｍ

も
あ
り
、こ
の
干
潟
に
は
太
陽
の
光
が
直

接
降
り
注
ぎ
、竹
崎
か
に
の
エ
サ
と
な
る

滋
養
が
多
い
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
小
動
物

が
多
く
生
息
し
て
い
ま
す
。
そ
の
エ
サ
に

よ
っ
て
竹
崎
か
に
の
甘
味
も
深
く
な
り

ま
す
。

　
竹
崎
か
に
は
塩
ゆ
で
が
本
来
の
甘
み
を

引
き
出
す
調
理
法
と
言
わ
れ
格
別
な
味

わ
い
で
す
。
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米
国
大
統
領
選
挙
に
向
け
た
共
和
党
の
全
国
大
会
が
、7

月
に
オ
ハ
イ
オ
州
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
ク
イ
ッ
ケ
ン・ロ
ー
ン
ズ・

ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
。こ
の
ア
リ
ー
ナ
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル

離
れ
た
と
こ
ろ
に
不
老
不
死
の
噴
水（Fountain of Eternal 

Life

）が
あ
る
。男
が
死
か
ら
復
活
し
神
と
平
和
へ
と
向
か
う

さ
ま
を
示
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

　
古
来
よ
り
人
類
の
見
果
て
ぬ
夢
と
し
て
、「
錬
金
術
」と

「
不
老
不
死
」が
挙
げ
ら
れ
る
。錬
金
術
は
一
般
に
は
安
価
な

金
属
か
ら
高
価
な
金
を
作
り
出
す
こ
と
で
あ
り
、不
老
不
死

は
読
ん
で
字
の
ご
と
く
永
遠
に
若
さ
を
保
ち
死
な
な
い
こ
と
で

あ
る
。昔
か
ら
、こ
れ
ら
の
不
可
能
を
追
求
す
る
こ
と
の
愚
か

さ
を
多
く
の
賢
人
た
ち
が
戒
め
て
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、錬
金
術
に
関
し
て
い
え
ば
、現
代
で
は
核

分
裂
や
核
融
合
の
技
術
を
手
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、理
論
的
に

は
原
子
番
号
79
の
金
を
ほ
か
の
元
素
か
ら
作
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。例
え
ば
、原
子
番
号
80
の
水
銀
に
中
性
子
線
を
照
射

し
核
反
応
を
起
こ
す
こ
と
で
金
を
得
る
こ
と
は
で
き
る
。も
っ

と
も
、コ
ス
ト
や
時
間
の
面
か
ら
見
る
と
経
済
的
に
は
ま
っ
た

く
合
わ
な
い
の
だ
が
。

　
も
う
一
方
の
不
老
不
死
は
、長
ら
く
神
話
や
伝
承
の
世
界

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。人
間
の
よ
う
な
多
細
胞
生
物
に

は
、基
本
的
な
性
質
と
し
て
老
化
や
寿
命
が
あ
る
。一
つ
ひ
と

つ
の
個
体
は
死
を
迎
え
る
が
、人
類
は
子
孫
を
残
す
こ
と
で
生

命
を
つ
な
ぐ
と
い
う
戦
略
を
と
っ
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
が
、こ
ち
ら
の
方
も
科
学
が
新
た
な
世
界
を
拓
き
つ

つ
あ
る
。遺
伝
子
解
析
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、老
化
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
分
か
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。老
化
遺
伝
子
の
発
見
は
、ど

う
す
れ
ば
老
化
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
い
に

直
接
的
な
解
を
与
え
つ
つ
あ
る
。老
化
の
回
避
が
夢
物
語
で
な

く
な
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
人
類
の
飽
く
な
き
探
究
心
は
、従
来
あ
り
得
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
た
事
象
を
次
々
と
可
能
に
変
え
つ
つ
あ
る
。そ
こ
に

タ
ブ
ー
は
な
い
。し
か
し
、不
老
不
死
が
実
現
し
た
と
き
に
人

類
は
こ
れ
を
幸
せ
と
感
じ
る
か
ど
う
か
、こ
の
質
問
に
答
え
る

こ
と
は
難
し
い
。

錬金術と不老不死

【巻頭言】

政策・経済研究センター長　亀井 信一

ヘルスケアの新時代を拓く
【特 集】

錬金術と不老不死
【巻頭言】

大学の新たな価値提供と
産学連携の新段階

【共 創】

医療の未来をつくる
新しい番号制度

【ヘルスケア】

IoTでユーザーニーズを
引き出すものづくり

【産 業】

アジア新興国の家計債務が
投資リスクを拡大

【海 外】

事業性評価力の高め方
　　知財データの活用

【金 融】
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ヘルスケアの新時代を拓く

【特 集】

少
、医
薬
品
の
審
査
期
間
短
縮
な
ど
が
K
P
I（
重
要
業
績

評
価
指
標
）と
し
て
設
定
さ
れ
た
。こ
の
社
会
課
題
の
解
決
に

向
け
て
、産
・
官
・
学
に
よ
る
取
り
組
み
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
。

具
体
的
に
は
、P
H
R（
パ
ー
ソ
ナ
ル
ヘ
ル
ス
レ
コ
ー
ド
）の
構
築

な
ど
、省
庁・自
治
体
に
よ
る
医
療・健
康
分
野
の
デ
ー
タ
活
用

や
実
証
事
業
、大
学
・
研
究
機
関
に
よ
る
ゲ
ノ
ム
解
析
や
バ
イ

オ
バ
ン
ク
事
業
、健
康
保
険
組
合
に
よ
る
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

策
定
、民
間
企
業
に
よ
る
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
の
新
商
品
開
発

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、限
ら
れ
た
公
的
財
源
へ
の
依
存
度
が
高
く
、地
域

で
閉
じ
た
取
り
組
み
が
多
い
た
め
、全
国
展
開
に
至
る
よ
う
な

成
功
事
例
は
少
な
く
、医
療
・
介
護
費
用
の
削
減
・
適
正
化
と

い
う
目
標
に
対
し
て
十
分
成
果
を
出
し
て
い
な
い
。ま
た
、国

民
医
療
費
約
40
兆
円
の
う
ち
2
割
程
度
を
薬
剤
費
が
占
め
て

い
る
。疾
病
別
の
薬
剤
有
効
率
は
、「
が
ん
」約
25
%
、「
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
」約
30
%
、「
鎮
痛
」約
80
%
と
い
わ
れ
、必
ず
し
も

有
効
な
治
療・投
薬
が
実
施
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
健
康・医
療・介
護
分
野
に
お
い
て
、デ
ー
タ
活
用
は
サ
ー
ビ

ス
や
事
業
の
基
盤
と
な
る
が
、民
間
事
業
者
、保
険
者
、自
治

体
、医
療
機
関
な
ど
で
十
分
に
情
報
が
共
有
さ
れ
て
お
ら
ず
、

個
人
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
健
康
状
態
の
変
化
に
対
し
て
、必

要
な
デ
ー
タ
や
情
報
が
引
き
継
が
れ
な
い
と
い
う
問
題
が
発

生
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。こ
う
し
た
問
題
の
打
開
策
の

一
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
る
の
が
、個
人
属
性
に
対
応
し
た
き
め

細
か
い
予
防・医
療
対
策
で
あ
る「
個
別
化
予
防・医
療
」と
い

う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

　「
予
防
」は
、一
般
に
三
つ
の
段
階
で
整
理
さ
れ
る
。「
1
次

予
防
」は
健
常
者
に
対
し
て
病
気
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
の
予

防
措
置
、「
2
次
予
防
」は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
通
じ
て

重
症
化
を
抑
え
る
措
置
、「
3
次
予
防
」は
病
気
が
進
行
し
た

後
の
後
遺
症
治
療
・
再
発
防
止
・リ
ハ
ビ
リ・
社
会
復
帰
で
あ

る
。こ
の
う
ち
、最
も
重
要
な
対
策
は「
1
次
予
防
」に
あ
る
。

わ
が
国
で
は
、学
校
、企
業
、自
治
体
な
ど
で
必
ず
健
康
診
断

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、国
際
的
に
見
て
も
充
実
し
た
取
り
組
み

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。で
は
、な
ぜ
そ
の
取
り
組
み
が
医

療・介
護
費
用
の
削
減
に
寄
与
し
な
い
の
か
。健
康
診
断
の
受

診
率
、検
査
精
度
、検
査
結
果
の
活
用
方
法
な
ど
に
問
題
が
あ

る
こ
と
に
加
え
、あ
る
一
時
点
の
計
測
だ
け
で
健
康
状
態
を
評

価
し
て
い
る
点
、日
頃
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
検
査・指

導・治
療
が
で
き
て
い
な
い
点
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
有
効
な
の
が「
0
次
予
防

（
＝
個
別
化
予
防
）」と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。年
に
1
度

の
健
康
診
断
に
加
え
、遺
伝
的
体
質
の
把
握
、体
質
に
合
わ
せ

た
生
活
習
慣
の
改
善
と
記
録
、記
録
内
容
を
踏
ま
え
た
予
防

対
策
の
実
施
が
、中
長
期
的
な
医
療・介
護
費
用
の
削
減
を
可

能
に
す
る
。こ
れ
ま
で
は
技
術
的
な
障
壁
が
あ
っ
た
が
、ゲ
ノ
ム

解
析
技
術
や
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
装
置
の
技
術
革
新
に
よ
っ
て
、こ
の

0
次
予
防
が
実
現
さ
れ
つ
つ
あ
る
。例
え
ば
、健
康
診
断
の
検

　
少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
に
伴
い
、2
0
2
5
年
の
医
療
・

介
護
費
用
は
、現
在
の
2
倍
以
上
の
1
0
0
兆
円
に
迫
る
勢

い
に
あ
る
。今
年
6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
日
本
再
興
戦
略

2
0
1
6
」で
は「
世
界
最
先
端
の
健
康
立
国
」が
施
策
目
標

の
一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、健
康
寿
命
延
伸
、メ
タ
ボ
人
口
減

査
結
果
と
遺
伝
体
質
や
ラ
イ
フ
ロ
グ
デ
ー
タ
を
使
う
こ
と
に

よ
っ
て
、将
来
の
疾
病
発
生
を
予
測・予
見
し
、疾
病
へ
の
先
制

的
な
対
応
が
可
能
と
な
っ
て
き
た
。

　
治
療
が
困
難
な
疾
病
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
認
知
症
の
患
者

数
は
、わ
が
国
で
は
2
0
2
5
年
に
7
3
0
万
人（
厚
生
労
働

省
資
料
）、全
世
界
で
は
2
0
3
0
年
に
6
，7
5
0
万
人
、

2
0
5
0
年
に
は
1
億
1
，5
4
0
万
人（
W
H
O
推
計
値
）

に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。現
在
開
発
さ
れ
て
い
る
認
知
症
の
薬

は
、進
行
を
遅
ら
せ
る
効
果
し
か
な
く
、完
治
さ
せ
る
も
の
で

は
な
い
。こ
う
し
た
治
療
が
困
難
で
患
者
数
が
増
大
す
る
疾
病

に
は
、特
に「
先
制
的
な
対
応
」が
有
効
な
手
段
と
な
り
得
る
。

医
療
・
介
護
分
野
に
お
け
る

新
た
な
取
り
組
み
の
必
要
性

1

個
別
化
対
応
へ
の
期
待

2
個
別
化
予
防
に
よ
る
医
療
・
介
護
費
用
の
削
減

1

　
こ
れ
ま
で
の
医
療
は
、診
療
情
報（
問
診
、検
査
結
果
な
ど
）

に
基
づ
い
て
病
名
を
確
定
し
、病
名
に
応
じ
た
標
準
的
な
治
療

や
投
薬
を
提
供
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、患
者
の
遺
伝
的

体
質
な
ど
は
考
慮
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。そ
の
た
め
、治
療

や
投
薬
の
効
果
は
限
定
的
な
場
合
が
多
く
、副
作
用
も
生
じ

得
る
。こ
れ
に
対
し
て
、個
別
化
医
療
は
、個
人
の
遺
伝
子
情

報
や
健
康
状
態
、生
活
環
境
な
ど
か
ら
、最
適
な
治
療
法
を
選

択
し
、治
療
・
投
薬
の
効
果
を
最
大
限
に
高
め
る
方
法
で
あ

る
。現
在
、最
も
先
行
し
て
い
る
の
は
薬
剤
の
分
野
で
、遺
伝
子

に
適
合
し
た
医
薬
品
の
開
発（
ゲ
ノ
ム
創
薬
）に
よ
っ
て
、個
別

化
医
療
に
よ
る
治
療・投
薬
の
効
果
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　
し
か
し
、健
康・医
療・介
護
の
全
て
に
関
わ
る
社
会
的
な
コ

ス
ト
削
減
の
た
め
に
は
、個
別
化
予
防（
検
査
な
ど
）と
個
別

化
医
療（
治
療
・
投
薬
な
ど
）と
が
一
体
化
さ
れ
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
。こ
れ
ら
二
つ
を
結
び
付
け
る
た
め
に
必
要
な
も

の
が
、個
人
別
の
I
D
管
理
で
あ
る（
図
1
）。こ
れ
に
よ
り
診

療
・
介
護
情
報
の
共
有
・
相
互
運
用
、健
康
保
険
の
切
り
替
え

時
の
デ
ー
タ
連
携
・
移
行
が
容
易
に
な
り
、個
人
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
を
通
じ
た
健
康
管
理
が
可
能
と
な
る
。さ
ら
に
異
な
る

医
療
機
関
に
お
け
る
重
複
検
査
・
投
薬
も
回
避
さ
れ
る
。な

お
、地
域
医
療
連
携
用
I
D（
仮
称
。以
下
、医
療
I
D
）導
入

に
つ
い
て
は
、2
0
1
8
年
度
の
試
験
運
用
、2
0
2
0
年
度

の
本
格
運
用
を
目
指
し
て
、2
0
1
7
年
度
か
ら
シ
ス
テ
ム
開

発
が
予
定
さ
れ
て
い
る（
※
1
）。

（
※
1
）医
療
I
D
の
動
向
に
つ
い
て
は
ト
ピ
ッ
ク
ス
4
を
参
照
。

I
D
活
用
に
よ
る
予
防
と
医
療
の
一
体
化

2

し
つ
つ
あ
り
、デ
ー
タ
更
新
の
仕
組
み
や
体
制
づ
く
り
が
重
要

な
鍵
を
握
る
。

　
医
療・健
康
情
報
の
電
子
化
に
よ
る
効
率
的・効
果
的
な
医

療
に
取
り
組
ん
で
い
る
先
進
事
例
と
し
て
、エ
ス
ト
ニ
ア
の

「
e
―

H
e
a
l
t
h
」が
あ
る
。エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
、2
0
0
8

年
に
国
内
の
全
医
療
機
関
の
診
断・検
診
結
果
が
、2
0
1
0

年
に
は
処
方
箋
が
電
子
化
さ
れ
た
。そ
の
結
果
、医
師
は
担
当

患
者
の
既
往
歴
や
過
去
の
診
断
・
投
薬
履
歴
の
追
跡
が
可
能

と
な
り
、患
者
は
自
身
の
診
断・検
診
結
果
が
閲
覧
で
き
る
と

と
も
に
、I
D
カ
ー
ド
の
提
示
の
み
で
薬
の
入
手
が
可
能
と

な
っ
た
。エ
ス
ト
ニ
ア
の
仕
組
み
が
有
効
に
稼
働
し
て
い
る
の

は
、患
者
、医
療
従
事
者
の
双
方
が
e
―

H
e
a
l
t
h
の
利
便

性
を
認
識
・
理
解
し
て
お
り
、関
係
者
が
主
体
的
に
必
要
な

デ
ー
タ
を
電
子
的
に
登
録
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

　
わ
が
国
に
お
け
る
個
別
化
予
防
・
医
療
の
実
現
に
向
け
て

は
、同
一
の
デ
ー
タ
利
活
用
の
仕
組
み
を
全
国
規
模
で
普
及
促

進
す
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、患
者
や
生
活
者
、医

療
従
事
者
な
ど
の
関
係
者
が
、積
極
的
に
デ
ー
タ
提
供・更
新

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、各
立
場
に
応
じ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

（
保
険
料
負
担
の
減
免
、診
療
報
酬
上
の
加
算
な
ど
）の
付
与

に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
e
―

H
e
a
l
t
h
は
、も
と
も
と
は
確
定
申
告
の
電
子
版
、

電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
公
的
サ
ー
ビ
ス
が
基
礎
と
な
っ

て
お
り
、医
療
分
野
以
外
で
も
、運
転
免
許
証
や
E
U
域
内
で

の
パ
ス
ポ
ー
ト
、ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
店
舗
の
会
員
証
と
し
て

も
利
用
可
能
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
と
結
び

つ
い
て
い
る
。

　
個
別
化
予
防・医
療
を
持
続
的
か
つ
全
国
的
な
仕
組
み
と
し

て
い
く
た
め
に
は
、医
療
I
D
の
活
用
範
囲
を
狭
い
意
味
で
の

予
防・医
療
に
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、関
連
産
業
に
お
け
る
新

製
品・新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
が
可
能
と
な
る
よ
う
、よ
り
広
く
設

定
し
、多
様
な
生
活
関
連
産
業・事
業
者
が
容
易
に
参
入
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。医
療
I
D
を
活
用

し
た
新
製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、例
え
ば
、個
人
別
・
属

性
別
の
デ
ー
タ
と
連
動
し
た
健
康
食
品
や
化
粧
品
、遺
伝
子
情

報
・ラ
イ
フ
ロ
グ
と
連
動
し
た
保
険
商
品
開
発
や
保
健
・
生
活

指
導（
現
物
給
付
サ
ー
ビ
ス
）な
ど
が
考
え
ら
れ
る（
図
2
）。

　
医
療
I
D
を
よ
り
広
く
活
用
し
、生
活
関
連
産
業
か
ら
の

参
入
を
促
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、医
療
・
介
護
分
野
で
想
定

さ
れ
て
い
る
法
的
課
題
と
は
別
の
視
点
か
ら
の
検
討
が
必
要

と
な
る
。医
療
I
D
、個
人
情
報
保
護
法
の
改
定（
匿
名
化

デ
ー
タ
利
用
の
制
限
緩
和
）、N
D
B（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
）の
構
築・民
間
開
放
な
ど
に
お
い
て
、課
題
解
決
に
向

け
た
道
は
徐
々
に
開
き
つ
つ
あ
る
。こ
れ
を
追
い
風
に
し
て
、遺

伝
子
情
報
に
基
づ
く
商
品
・サ
ー
ビ
ス
に
関
連
し
た
訴
訟
対

応
、差
別
や
人
権
問
題
、生
命
倫
理
上
の
問
題
な
ど
、よ
り
広

範
な
視
点
か
ら
省
庁
横
断
的
に
制
度
の
見
直
し・
制
定
に
取

り
組
む
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

●医療・介護費用の削減・適正化には個別化予防・医療のアプローチが有効。

●個別化予防・医療は、ID活用を通じて社会的・経済的効果の創出に寄与。

●データ利活用のインセンティブ強化、他分野からの参入促進などが成功の鍵。

　
個
別
化
対
応
は
、患
者（
国
民
）に
対
し
て
健
康
寿
命
の
延

伸
、副
作
用
リ
ス
ク
の
減
少
、Q
O
L（
ク
オ
リ
テ
ィ・オ
ブ・ラ

イ
フ
）の
向
上
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、医
療

機
関
・
医
師
に
対
し
て
は
、適
切
か
つ
効
率
的
な
治
療
方
法
の

選
択
を
手
助
け
し
、試
行
錯
誤
に
よ
る
手
間
や
医
療
過
誤
な

ど
の
リ
ス
ク
軽
減
に
も
寄
与
す
る
。ま
た
、国
に
対
し
て
は
、社

会
コ
ス
ト
削
減
や
健
康
寿
命
延
伸
に
よ
る
労
働
生
産
性
の
向

上
と
い
っ
た
社
会
的
な
効
果
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、医
薬

品
・
医
療
機
器
の
製
品
化
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化（
コ
ス
ト
削

減
、期
間
短
縮
、成
功
確
率
向
上
な
ど
）、革
新
的
な
医
薬

品
・
医
療
機
器
の
研
究
開
発
の
促
進
、さ
ら
に
は
、他
分
野
の

産
業
へ
の
波
及
効
果
と
い
っ
た
経
済
活
性
化
へ
の
貢
献
も
期

待
さ
れ
る
。

　
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
が
完
全
解
読
さ
れ
た
2
0
0
3
年
以
降
、遺

伝
子
解
析
速
度
は
飛
躍
的
に
向
上
し
、従
来
の
1
0
0
〜

1
，0
0
0
倍
の
速
度
で
配
列
を
読
む
装
置
も
開
発
さ
れ
て
い

る
。個
別
化
予
防
・
医
療
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、解

析
技
術
な
ど
の
開
発
か
ら
I
D
管
理
や
デ
ー
タ
活
用
に
移
行

社
会
的
・
経
済
的
効
果
の
可
能
性

3
デ
ー
タ
利
活
用
の
普
及
促
進
に
向
け
た

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与

1

個
別
化
予
防
・
医
療
の
実
現
と

持
続
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り

3

［図1］個別化予防・医療の概念

出所：三菱総合研究所

治療法の選択

病気発症への先制対応

薬剤の選択

予防と医療の一体化

生活関連産業への広がり

生活者
生活改善

患者（有病者）
治療の最適化

健常者
０次予防/予測・予見

個別化対応
〈個別化予防＋医療〉

ライフスタイルなどに合う
商品・サービス選択

個
人
デ
ー
タ
（
遺
伝
子・検
査
結
果・ラ
イ
フ
ロ
グ
な
ど
）の
活
用

医
療・介
護
連
携
に
よ
る
Ｉ
Ｄ
管
理
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少
、医
薬
品
の
審
査
期
間
短
縮
な
ど
が
K
P
I（
重
要
業
績

評
価
指
標
）と
し
て
設
定
さ
れ
た
。こ
の
社
会
課
題
の
解
決
に

向
け
て
、産
・
官
・
学
に
よ
る
取
り
組
み
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
。

具
体
的
に
は
、P
H
R（
パ
ー
ソ
ナ
ル
ヘ
ル
ス
レ
コ
ー
ド
）の
構
築

な
ど
、省
庁・自
治
体
に
よ
る
医
療・健
康
分
野
の
デ
ー
タ
活
用

や
実
証
事
業
、大
学
・
研
究
機
関
に
よ
る
ゲ
ノ
ム
解
析
や
バ
イ

オ
バ
ン
ク
事
業
、健
康
保
険
組
合
に
よ
る
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

策
定
、民
間
企
業
に
よ
る
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
の
新
商
品
開
発

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、限
ら
れ
た
公
的
財
源
へ
の
依
存
度
が
高
く
、地
域

で
閉
じ
た
取
り
組
み
が
多
い
た
め
、全
国
展
開
に
至
る
よ
う
な

成
功
事
例
は
少
な
く
、医
療
・
介
護
費
用
の
削
減
・
適
正
化
と

い
う
目
標
に
対
し
て
十
分
成
果
を
出
し
て
い
な
い
。ま
た
、国

民
医
療
費
約
40
兆
円
の
う
ち
2
割
程
度
を
薬
剤
費
が
占
め
て

い
る
。疾
病
別
の
薬
剤
有
効
率
は
、「
が
ん
」約
25
%
、「
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
」約
30
%
、「
鎮
痛
」約
80
%
と
い
わ
れ
、必
ず
し
も

有
効
な
治
療・投
薬
が
実
施
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
健
康・医
療・介
護
分
野
に
お
い
て
、デ
ー
タ
活
用
は
サ
ー
ビ

ス
や
事
業
の
基
盤
と
な
る
が
、民
間
事
業
者
、保
険
者
、自
治

体
、医
療
機
関
な
ど
で
十
分
に
情
報
が
共
有
さ
れ
て
お
ら
ず
、

個
人
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
健
康
状
態
の
変
化
に
対
し
て
、必

要
な
デ
ー
タ
や
情
報
が
引
き
継
が
れ
な
い
と
い
う
問
題
が
発

生
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。こ
う
し
た
問
題
の
打
開
策
の

一
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
る
の
が
、個
人
属
性
に
対
応
し
た
き
め

細
か
い
予
防・医
療
対
策
で
あ
る「
個
別
化
予
防・医
療
」と
い

う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

　「
予
防
」は
、一
般
に
三
つ
の
段
階
で
整
理
さ
れ
る
。「
1
次

予
防
」は
健
常
者
に
対
し
て
病
気
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
の
予

防
措
置
、「
2
次
予
防
」は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
通
じ
て

重
症
化
を
抑
え
る
措
置
、「
3
次
予
防
」は
病
気
が
進
行
し
た

後
の
後
遺
症
治
療
・
再
発
防
止
・リ
ハ
ビ
リ・
社
会
復
帰
で
あ

る
。こ
の
う
ち
、最
も
重
要
な
対
策
は「
1
次
予
防
」に
あ
る
。

わ
が
国
で
は
、学
校
、企
業
、自
治
体
な
ど
で
必
ず
健
康
診
断

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、国
際
的
に
見
て
も
充
実
し
た
取
り
組
み

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。で
は
、な
ぜ
そ
の
取
り
組
み
が
医

療・介
護
費
用
の
削
減
に
寄
与
し
な
い
の
か
。健
康
診
断
の
受

診
率
、検
査
精
度
、検
査
結
果
の
活
用
方
法
な
ど
に
問
題
が
あ

る
こ
と
に
加
え
、あ
る
一
時
点
の
計
測
だ
け
で
健
康
状
態
を
評

価
し
て
い
る
点
、日
頃
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
検
査・指

導・治
療
が
で
き
て
い
な
い
点
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
有
効
な
の
が「
0
次
予
防

（
＝
個
別
化
予
防
）」と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。年
に
1
度

の
健
康
診
断
に
加
え
、遺
伝
的
体
質
の
把
握
、体
質
に
合
わ
せ

た
生
活
習
慣
の
改
善
と
記
録
、記
録
内
容
を
踏
ま
え
た
予
防

対
策
の
実
施
が
、中
長
期
的
な
医
療・介
護
費
用
の
削
減
を
可

能
に
す
る
。こ
れ
ま
で
は
技
術
的
な
障
壁
が
あ
っ
た
が
、ゲ
ノ
ム

解
析
技
術
や
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
装
置
の
技
術
革
新
に
よ
っ
て
、こ
の

0
次
予
防
が
実
現
さ
れ
つ
つ
あ
る
。例
え
ば
、健
康
診
断
の
検

　
少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
に
伴
い
、2
0
2
5
年
の
医
療
・

介
護
費
用
は
、現
在
の
2
倍
以
上
の
1
0
0
兆
円
に
迫
る
勢

い
に
あ
る
。今
年
6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
日
本
再
興
戦
略

2
0
1
6
」で
は「
世
界
最
先
端
の
健
康
立
国
」が
施
策
目
標

の
一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、健
康
寿
命
延
伸
、メ
タ
ボ
人
口
減

査
結
果
と
遺
伝
体
質
や
ラ
イ
フ
ロ
グ
デ
ー
タ
を
使
う
こ
と
に

よ
っ
て
、将
来
の
疾
病
発
生
を
予
測・予
見
し
、疾
病
へ
の
先
制

的
な
対
応
が
可
能
と
な
っ
て
き
た
。

　
治
療
が
困
難
な
疾
病
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
認
知
症
の
患
者

数
は
、わ
が
国
で
は
2
0
2
5
年
に
7
3
0
万
人（
厚
生
労
働

省
資
料
）、全
世
界
で
は
2
0
3
0
年
に
6
，7
5
0
万
人
、

2
0
5
0
年
に
は
1
億
1
，5
4
0
万
人（
W
H
O
推
計
値
）

に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。現
在
開
発
さ
れ
て
い
る
認
知
症
の
薬

は
、進
行
を
遅
ら
せ
る
効
果
し
か
な
く
、完
治
さ
せ
る
も
の
で

は
な
い
。こ
う
し
た
治
療
が
困
難
で
患
者
数
が
増
大
す
る
疾
病

に
は
、特
に「
先
制
的
な
対
応
」が
有
効
な
手
段
と
な
り
得
る
。

医
療
・
介
護
分
野
に
お
け
る

新
た
な
取
り
組
み
の
必
要
性

1

個
別
化
対
応
へ
の
期
待

2
個
別
化
予
防
に
よ
る
医
療
・
介
護
費
用
の
削
減

1

　
こ
れ
ま
で
の
医
療
は
、診
療
情
報（
問
診
、検
査
結
果
な
ど
）

に
基
づ
い
て
病
名
を
確
定
し
、病
名
に
応
じ
た
標
準
的
な
治
療

や
投
薬
を
提
供
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、患
者
の
遺
伝
的

体
質
な
ど
は
考
慮
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。そ
の
た
め
、治
療

や
投
薬
の
効
果
は
限
定
的
な
場
合
が
多
く
、副
作
用
も
生
じ

得
る
。こ
れ
に
対
し
て
、個
別
化
医
療
は
、個
人
の
遺
伝
子
情

報
や
健
康
状
態
、生
活
環
境
な
ど
か
ら
、最
適
な
治
療
法
を
選

択
し
、治
療
・
投
薬
の
効
果
を
最
大
限
に
高
め
る
方
法
で
あ

る
。現
在
、最
も
先
行
し
て
い
る
の
は
薬
剤
の
分
野
で
、遺
伝
子

に
適
合
し
た
医
薬
品
の
開
発（
ゲ
ノ
ム
創
薬
）に
よ
っ
て
、個
別

化
医
療
に
よ
る
治
療・投
薬
の
効
果
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　
し
か
し
、健
康・医
療・介
護
の
全
て
に
関
わ
る
社
会
的
な
コ

ス
ト
削
減
の
た
め
に
は
、個
別
化
予
防（
検
査
な
ど
）と
個
別

化
医
療（
治
療
・
投
薬
な
ど
）と
が
一
体
化
さ
れ
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
。こ
れ
ら
二
つ
を
結
び
付
け
る
た
め
に
必
要
な
も

の
が
、個
人
別
の
I
D
管
理
で
あ
る（
図
1
）。こ
れ
に
よ
り
診

療
・
介
護
情
報
の
共
有
・
相
互
運
用
、健
康
保
険
の
切
り
替
え

時
の
デ
ー
タ
連
携
・
移
行
が
容
易
に
な
り
、個
人
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
を
通
じ
た
健
康
管
理
が
可
能
と
な
る
。さ
ら
に
異
な
る

医
療
機
関
に
お
け
る
重
複
検
査
・
投
薬
も
回
避
さ
れ
る
。な

お
、地
域
医
療
連
携
用
I
D（
仮
称
。以
下
、医
療
I
D
）導
入

に
つ
い
て
は
、2
0
1
8
年
度
の
試
験
運
用
、2
0
2
0
年
度

の
本
格
運
用
を
目
指
し
て
、2
0
1
7
年
度
か
ら
シ
ス
テ
ム
開

発
が
予
定
さ
れ
て
い
る（
※
1
）。

（
※
1
）医
療
I
D
の
動
向
に
つ
い
て
は
ト
ピ
ッ
ク
ス
4
を
参
照
。

I
D
活
用
に
よ
る
予
防
と
医
療
の
一
体
化

2

し
つ
つ
あ
り
、デ
ー
タ
更
新
の
仕
組
み
や
体
制
づ
く
り
が
重
要

な
鍵
を
握
る
。

　
医
療・健
康
情
報
の
電
子
化
に
よ
る
効
率
的・効
果
的
な
医

療
に
取
り
組
ん
で
い
る
先
進
事
例
と
し
て
、エ
ス
ト
ニ
ア
の

「
e
―

H
e
a
l
t
h
」が
あ
る
。エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
、2
0
0
8

年
に
国
内
の
全
医
療
機
関
の
診
断・検
診
結
果
が
、2
0
1
0

年
に
は
処
方
箋
が
電
子
化
さ
れ
た
。そ
の
結
果
、医
師
は
担
当

患
者
の
既
往
歴
や
過
去
の
診
断
・
投
薬
履
歴
の
追
跡
が
可
能

と
な
り
、患
者
は
自
身
の
診
断・検
診
結
果
が
閲
覧
で
き
る
と

と
も
に
、I
D
カ
ー
ド
の
提
示
の
み
で
薬
の
入
手
が
可
能
と

な
っ
た
。エ
ス
ト
ニ
ア
の
仕
組
み
が
有
効
に
稼
働
し
て
い
る
の

は
、患
者
、医
療
従
事
者
の
双
方
が
e
―

H
e
a
l
t
h
の
利
便

性
を
認
識
・
理
解
し
て
お
り
、関
係
者
が
主
体
的
に
必
要
な

デ
ー
タ
を
電
子
的
に
登
録
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

　
わ
が
国
に
お
け
る
個
別
化
予
防
・
医
療
の
実
現
に
向
け
て

は
、同
一
の
デ
ー
タ
利
活
用
の
仕
組
み
を
全
国
規
模
で
普
及
促

進
す
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、患
者
や
生
活
者
、医

療
従
事
者
な
ど
の
関
係
者
が
、積
極
的
に
デ
ー
タ
提
供・更
新

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、各
立
場
に
応
じ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

（
保
険
料
負
担
の
減
免
、診
療
報
酬
上
の
加
算
な
ど
）の
付
与

に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
e
―

H
e
a
l
t
h
は
、も
と
も
と
は
確
定
申
告
の
電
子
版
、

電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
公
的
サ
ー
ビ
ス
が
基
礎
と
な
っ

て
お
り
、医
療
分
野
以
外
で
も
、運
転
免
許
証
や
E
U
域
内
で

の
パ
ス
ポ
ー
ト
、ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
店
舗
の
会
員
証
と
し
て

も
利
用
可
能
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
と
結
び

つ
い
て
い
る
。

　
個
別
化
予
防・医
療
を
持
続
的
か
つ
全
国
的
な
仕
組
み
と
し

て
い
く
た
め
に
は
、医
療
I
D
の
活
用
範
囲
を
狭
い
意
味
で
の

予
防・医
療
に
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、関
連
産
業
に
お
け
る
新

製
品・新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
が
可
能
と
な
る
よ
う
、よ
り
広
く
設

定
し
、多
様
な
生
活
関
連
産
業・事
業
者
が
容
易
に
参
入
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。医
療
I
D
を
活
用

し
た
新
製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、例
え
ば
、個
人
別
・
属

性
別
の
デ
ー
タ
と
連
動
し
た
健
康
食
品
や
化
粧
品
、遺
伝
子
情

報
・ラ
イ
フ
ロ
グ
と
連
動
し
た
保
険
商
品
開
発
や
保
健
・
生
活

指
導（
現
物
給
付
サ
ー
ビ
ス
）な
ど
が
考
え
ら
れ
る（
図
2
）。

　
医
療
I
D
を
よ
り
広
く
活
用
し
、生
活
関
連
産
業
か
ら
の

参
入
を
促
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、医
療
・
介
護
分
野
で
想
定

さ
れ
て
い
る
法
的
課
題
と
は
別
の
視
点
か
ら
の
検
討
が
必
要

と
な
る
。医
療
I
D
、個
人
情
報
保
護
法
の
改
定（
匿
名
化

デ
ー
タ
利
用
の
制
限
緩
和
）、N
D
B（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
）の
構
築・民
間
開
放
な
ど
に
お
い
て
、課
題
解
決
に
向

け
た
道
は
徐
々
に
開
き
つ
つ
あ
る
。こ
れ
を
追
い
風
に
し
て
、遺

伝
子
情
報
に
基
づ
く
商
品
・サ
ー
ビ
ス
に
関
連
し
た
訴
訟
対

応
、差
別
や
人
権
問
題
、生
命
倫
理
上
の
問
題
な
ど
、よ
り
広

範
な
視
点
か
ら
省
庁
横
断
的
に
制
度
の
見
直
し・
制
定
に
取

り
組
む
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

●医療・介護費用の削減・適正化には個別化予防・医療のアプローチが有効。

●個別化予防・医療は、ID活用を通じて社会的・経済的効果の創出に寄与。

●データ利活用のインセンティブ強化、他分野からの参入促進などが成功の鍵。

　
個
別
化
対
応
は
、患
者（
国
民
）に
対
し
て
健
康
寿
命
の
延

伸
、副
作
用
リ
ス
ク
の
減
少
、Q
O
L（
ク
オ
リ
テ
ィ・オ
ブ・ラ

イ
フ
）の
向
上
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、医
療

機
関
・
医
師
に
対
し
て
は
、適
切
か
つ
効
率
的
な
治
療
方
法
の

選
択
を
手
助
け
し
、試
行
錯
誤
に
よ
る
手
間
や
医
療
過
誤
な

ど
の
リ
ス
ク
軽
減
に
も
寄
与
す
る
。ま
た
、国
に
対
し
て
は
、社

会
コ
ス
ト
削
減
や
健
康
寿
命
延
伸
に
よ
る
労
働
生
産
性
の
向

上
と
い
っ
た
社
会
的
な
効
果
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、医
薬

品
・
医
療
機
器
の
製
品
化
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化（
コ
ス
ト
削

減
、期
間
短
縮
、成
功
確
率
向
上
な
ど
）、革
新
的
な
医
薬

品
・
医
療
機
器
の
研
究
開
発
の
促
進
、さ
ら
に
は
、他
分
野
の

産
業
へ
の
波
及
効
果
と
い
っ
た
経
済
活
性
化
へ
の
貢
献
も
期

待
さ
れ
る
。

　
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
が
完
全
解
読
さ
れ
た
2
0
0
3
年
以
降
、遺

伝
子
解
析
速
度
は
飛
躍
的
に
向
上
し
、従
来
の
1
0
0
〜

1
，0
0
0
倍
の
速
度
で
配
列
を
読
む
装
置
も
開
発
さ
れ
て
い

る
。個
別
化
予
防
・
医
療
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、解

析
技
術
な
ど
の
開
発
か
ら
I
D
管
理
や
デ
ー
タ
活
用
に
移
行

社
会
的
・
経
済
的
効
果
の
可
能
性

3
デ
ー
タ
利
活
用
の
普
及
促
進
に
向
け
た

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与

1

個
別
化
予
防
・
医
療
の
実
現
と

持
続
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り

3

［図1］個別化予防・医療の概念

出所：三菱総合研究所

治療法の選択

病気発症への先制対応

薬剤の選択

予防と医療の一体化

生活関連産業への広がり

生活者
生活改善

患者（有病者）
治療の最適化

健常者
０次予防/予測・予見

個別化対応
〈個別化予防＋医療〉

ライフスタイルなどに合う
商品・サービス選択

個
人
デ
ー
タ
（
遺
伝
子・検
査
結
果・ラ
イ
フ
ロ
グ
な
ど
）の
活
用

医
療・介
護
連
携
に
よ
る
Ｉ
Ｄ
管
理
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「大学」という知的資産の
活用チャネルの強化

経営課題解決のための
新たなパートナー確保

価値提供による社会的
プレゼンスの強化

価値提供の対価確保に
よる、財源の多様化推進

【共 創】

大学の新たな価値提供と
産学連携の新段階

科学・安全事業本部　山野 宏太郎

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
や
そ
れ
に
関
わ
る
人
材
の
育
成
・
輩

出
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
の
期
待
が
高
ま
る
中
、大
学
は
こ
れ
ま

で
に
な
い
形
で
社
会
へ
の
価
値
提
供
に
取
り
組
み
始
め
て
い

る
。こ
う
し
た
動
き
の
中
に
、以
下
の
三
つ
の
注
目
す
べ
き
方
向

性
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　一
つ
目
は
、大
学
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
企
業
の
課
題
解

決
へ
直
接
関
与
す
る
事
例
で
あ
る（
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
型
）。

技
術
面・経
営
面
で
の
助
言
な
ど
は
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
た

が
、慶
應
義
塾
大
学
ス
ト
レ
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
調
者
や
職
場（
企
業
）に
対
し
て
医
学
的
視
点
か
ら

一
歩
踏
み
込
ん
だ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
点
が
特
徴

的
で
あ
る
。

　
二
つ
目
は
、社
会
が
ま
だ
十
分
に
認
識
で
き
て
い
な
い
重
要

課
題
を
先
取
り
し
て
解
決
策
を
検
討
・
提
言
す
る
事
例
で
あ

る（
社
会
課
題
先
取
り
型
）。研
究
セ
ン
タ
ー
を
大
学
が
設
置

す
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
が
、そ
の
中
で
も
多
摩
大
学
ル
ー
ル

形
成
戦
略
研
究
所
は
、社
会
課
題
解
決
に
向
け
た
市
場
の

「
ル
ー
ル
形
成
」と
い
う
非
技
術
的
テ
ー
マ
に
絞
り
研
究・提
言

活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、外
部
有
識
者
を
主
要
メ
ン
バ
ー
と

し
て
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

　
三
つ
目
は
、教
育
の
場
を
社
会
人
が
交
流
す
る
機
会
と
し

て
も
提
供
し
て
い
る
事
例
で
あ
る（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
提
供

型
）。一
般
的
な
市
民
向
け
公
開
講
座
な
ど
と
は
異
な
っ
て
、

組
織
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ス（
ま
た
は
そ
の
候
補
者
）を
主
な
受
講

対
象
と
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
り
、東
京
大
学
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
該
当
す
る
と
い

え
よ
う
。

　
多
く
の
大
学・企
業
で「
産
学
連
携
」と
い
え
ば
、共
同・受

託
研
究
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な「
技
術
開
発・移
転
に
関
わ
る

活
動
」と
い
う
認
識
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、新
た
な
産
学
連

携
事
例
で
は
企
業
に
お
け
る
人
材
育
成
、健
康
管
理
、新
事
業

創
出
・
展
開
、社
外
人
脈
形
成
と
い
っ
た
多
様
か
つ
重
要
な
問

題
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。企
業
や
大
学
が
有
す
る
知
的

資
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る
に
は
、産
学
連
携
を
R
&
D
部

門
に
限
定
せ
ず
企
業
の
全
社
的
な
課
題
解
決
の「
場
」と
捉

え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。さ
ら
に
、企
業
が
、大
学
の
サ
ー
ビ

ス
に
対
し
て
適
切
な
対
価
を
支
払
う
一
方
で
、そ
の
質
を
厳
し

く
評
価
し
て
大
学
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
仕
組
み
が

構
築
で
き
れ
ば
、双
方
の
実
力
強
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
可
能

と
な
る
。

●大学は環境変化を受けて新たな方法による価値提供の取り組みを開始。

●非従来的領域・手法でのコンサルティング・人材交流に注力する大学も。

●産業界は、大学を多様な価値提供の場として捉え直すことが必要。

［図］大学による新たな価値提供の取り組みとその波及効果

出所：三菱総合研究所

少
、医
薬
品
の
審
査
期
間
短
縮
な
ど
が
K
P
I（
重
要
業
績

評
価
指
標
）と
し
て
設
定
さ
れ
た
。こ
の
社
会
課
題
の
解
決
に

向
け
て
、産
・
官
・
学
に
よ
る
取
り
組
み
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
。

具
体
的
に
は
、P
H
R（
パ
ー
ソ
ナ
ル
ヘ
ル
ス
レ
コ
ー
ド
）の
構
築

な
ど
、省
庁・自
治
体
に
よ
る
医
療・健
康
分
野
の
デ
ー
タ
活
用

や
実
証
事
業
、大
学
・
研
究
機
関
に
よ
る
ゲ
ノ
ム
解
析
や
バ
イ

オ
バ
ン
ク
事
業
、健
康
保
険
組
合
に
よ
る
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

策
定
、民
間
企
業
に
よ
る
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
の
新
商
品
開
発

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、限
ら
れ
た
公
的
財
源
へ
の
依
存
度
が
高
く
、地
域

で
閉
じ
た
取
り
組
み
が
多
い
た
め
、全
国
展
開
に
至
る
よ
う
な

成
功
事
例
は
少
な
く
、医
療
・
介
護
費
用
の
削
減
・
適
正
化
と

い
う
目
標
に
対
し
て
十
分
成
果
を
出
し
て
い
な
い
。ま
た
、国

民
医
療
費
約
40
兆
円
の
う
ち
2
割
程
度
を
薬
剤
費
が
占
め
て

い
る
。疾
病
別
の
薬
剤
有
効
率
は
、「
が
ん
」約
25
%
、「
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
」約
30
%
、「
鎮
痛
」約
80
%
と
い
わ
れ
、必
ず
し
も

有
効
な
治
療・投
薬
が
実
施
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
健
康・医
療・介
護
分
野
に
お
い
て
、デ
ー
タ
活
用
は
サ
ー
ビ

ス
や
事
業
の
基
盤
と
な
る
が
、民
間
事
業
者
、保
険
者
、自
治

体
、医
療
機
関
な
ど
で
十
分
に
情
報
が
共
有
さ
れ
て
お
ら
ず
、

個
人
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
健
康
状
態
の
変
化
に
対
し
て
、必

要
な
デ
ー
タ
や
情
報
が
引
き
継
が
れ
な
い
と
い
う
問
題
が
発

生
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。こ
う
し
た
問
題
の
打
開
策
の

一
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
る
の
が
、個
人
属
性
に
対
応
し
た
き
め

細
か
い
予
防・医
療
対
策
で
あ
る「
個
別
化
予
防・医
療
」と
い

う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

　「
予
防
」は
、一
般
に
三
つ
の
段
階
で
整
理
さ
れ
る
。「
1
次

予
防
」は
健
常
者
に
対
し
て
病
気
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
の
予

防
措
置
、「
2
次
予
防
」は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
通
じ
て

重
症
化
を
抑
え
る
措
置
、「
3
次
予
防
」は
病
気
が
進
行
し
た

後
の
後
遺
症
治
療
・
再
発
防
止
・リ
ハ
ビ
リ・
社
会
復
帰
で
あ

る
。こ
の
う
ち
、最
も
重
要
な
対
策
は「
1
次
予
防
」に
あ
る
。

わ
が
国
で
は
、学
校
、企
業
、自
治
体
な
ど
で
必
ず
健
康
診
断

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、国
際
的
に
見
て
も
充
実
し
た
取
り
組
み

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。で
は
、な
ぜ
そ
の
取
り
組
み
が
医

療・介
護
費
用
の
削
減
に
寄
与
し
な
い
の
か
。健
康
診
断
の
受

診
率
、検
査
精
度
、検
査
結
果
の
活
用
方
法
な
ど
に
問
題
が
あ

る
こ
と
に
加
え
、あ
る
一
時
点
の
計
測
だ
け
で
健
康
状
態
を
評

価
し
て
い
る
点
、日
頃
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
検
査・指

導・治
療
が
で
き
て
い
な
い
点
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
有
効
な
の
が「
0
次
予
防

（
＝
個
別
化
予
防
）」と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。年
に
1
度

の
健
康
診
断
に
加
え
、遺
伝
的
体
質
の
把
握
、体
質
に
合
わ
せ

た
生
活
習
慣
の
改
善
と
記
録
、記
録
内
容
を
踏
ま
え
た
予
防

対
策
の
実
施
が
、中
長
期
的
な
医
療・介
護
費
用
の
削
減
を
可

能
に
す
る
。こ
れ
ま
で
は
技
術
的
な
障
壁
が
あ
っ
た
が
、ゲ
ノ
ム

解
析
技
術
や
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
装
置
の
技
術
革
新
に
よ
っ
て
、こ
の

0
次
予
防
が
実
現
さ
れ
つ
つ
あ
る
。例
え
ば
、健
康
診
断
の
検

　
少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
に
伴
い
、2
0
2
5
年
の
医
療
・

介
護
費
用
は
、現
在
の
2
倍
以
上
の
1
0
0
兆
円
に
迫
る
勢

い
に
あ
る
。今
年
6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
日
本
再
興
戦
略

2
0
1
6
」で
は「
世
界
最
先
端
の
健
康
立
国
」が
施
策
目
標

の
一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、健
康
寿
命
延
伸
、メ
タ
ボ
人
口
減

MRI MONTHLY REVIEW MRI MONTHLY REVIEW

査
結
果
と
遺
伝
体
質
や
ラ
イ
フ
ロ
グ
デ
ー
タ
を
使
う
こ
と
に

よ
っ
て
、将
来
の
疾
病
発
生
を
予
測・予
見
し
、疾
病
へ
の
先
制

的
な
対
応
が
可
能
と
な
っ
て
き
た
。

　
治
療
が
困
難
な
疾
病
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
認
知
症
の
患
者

数
は
、わ
が
国
で
は
2
0
2
5
年
に
7
3
0
万
人（
厚
生
労
働

省
資
料
）、全
世
界
で
は
2
0
3
0
年
に
6
，7
5
0
万
人
、

2
0
5
0
年
に
は
1
億
1
，5
4
0
万
人（
W
H
O
推
計
値
）

に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。現
在
開
発
さ
れ
て
い
る
認
知
症
の
薬

は
、進
行
を
遅
ら
せ
る
効
果
し
か
な
く
、完
治
さ
せ
る
も
の
で

は
な
い
。こ
う
し
た
治
療
が
困
難
で
患
者
数
が
増
大
す
る
疾
病

に
は
、特
に「
先
制
的
な
対
応
」が
有
効
な
手
段
と
な
り
得
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
医
療
は
、診
療
情
報（
問
診
、検
査
結
果
な
ど
）

に
基
づ
い
て
病
名
を
確
定
し
、病
名
に
応
じ
た
標
準
的
な
治
療

や
投
薬
を
提
供
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、患
者
の
遺
伝
的

体
質
な
ど
は
考
慮
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。そ
の
た
め
、治
療

や
投
薬
の
効
果
は
限
定
的
な
場
合
が
多
く
、副
作
用
も
生
じ

得
る
。こ
れ
に
対
し
て
、個
別
化
医
療
は
、個
人
の
遺
伝
子
情

報
や
健
康
状
態
、生
活
環
境
な
ど
か
ら
、最
適
な
治
療
法
を
選

択
し
、治
療
・
投
薬
の
効
果
を
最
大
限
に
高
め
る
方
法
で
あ

る
。現
在
、最
も
先
行
し
て
い
る
の
は
薬
剤
の
分
野
で
、遺
伝
子

に
適
合
し
た
医
薬
品
の
開
発（
ゲ
ノ
ム
創
薬
）に
よ
っ
て
、個
別

化
医
療
に
よ
る
治
療・投
薬
の
効
果
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　
し
か
し
、健
康・医
療・介
護
の
全
て
に
関
わ
る
社
会
的
な
コ

ス
ト
削
減
の
た
め
に
は
、個
別
化
予
防（
検
査
な
ど
）と
個
別

化
医
療（
治
療
・
投
薬
な
ど
）と
が
一
体
化
さ
れ
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
。こ
れ
ら
二
つ
を
結
び
付
け
る
た
め
に
必
要
な
も

の
が
、個
人
別
の
I
D
管
理
で
あ
る（
図
1
）。こ
れ
に
よ
り
診

療
・
介
護
情
報
の
共
有
・
相
互
運
用
、健
康
保
険
の
切
り
替
え

時
の
デ
ー
タ
連
携
・
移
行
が
容
易
に
な
り
、個
人
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
を
通
じ
た
健
康
管
理
が
可
能
と
な
る
。さ
ら
に
異
な
る

医
療
機
関
に
お
け
る
重
複
検
査
・
投
薬
も
回
避
さ
れ
る
。な

お
、地
域
医
療
連
携
用
I
D（
仮
称
。以
下
、医
療
I
D
）導
入

に
つ
い
て
は
、2
0
1
8
年
度
の
試
験
運
用
、2
0
2
0
年
度

の
本
格
運
用
を
目
指
し
て
、2
0
1
7
年
度
か
ら
シ
ス
テ
ム
開

発
が
予
定
さ
れ
て
い
る（
※
1
）。

（
※
1
）医
療
I
D
の
動
向
に
つ
い
て
は
ト
ピ
ッ
ク
ス
4
を
参
照
。

し
つ
つ
あ
り
、デ
ー
タ
更
新
の
仕
組
み
や
体
制
づ
く
り
が
重
要

な
鍵
を
握
る
。

　
医
療・健
康
情
報
の
電
子
化
に
よ
る
効
率
的・効
果
的
な
医

療
に
取
り
組
ん
で
い
る
先
進
事
例
と
し
て
、エ
ス
ト
ニ
ア
の

「
e
―

H
e
a
l
t
h
」が
あ
る
。エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
、2
0
0
8

年
に
国
内
の
全
医
療
機
関
の
診
断・検
診
結
果
が
、2
0
1
0

年
に
は
処
方
箋
が
電
子
化
さ
れ
た
。そ
の
結
果
、医
師
は
担
当

患
者
の
既
往
歴
や
過
去
の
診
断
・
投
薬
履
歴
の
追
跡
が
可
能

と
な
り
、患
者
は
自
身
の
診
断・検
診
結
果
が
閲
覧
で
き
る
と

と
も
に
、I
D
カ
ー
ド
の
提
示
の
み
で
薬
の
入
手
が
可
能
と

な
っ
た
。エ
ス
ト
ニ
ア
の
仕
組
み
が
有
効
に
稼
働
し
て
い
る
の

は
、患
者
、医
療
従
事
者
の
双
方
が
e
―

H
e
a
l
t
h
の
利
便

性
を
認
識
・
理
解
し
て
お
り
、関
係
者
が
主
体
的
に
必
要
な

デ
ー
タ
を
電
子
的
に
登
録
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

　
わ
が
国
に
お
け
る
個
別
化
予
防
・
医
療
の
実
現
に
向
け
て

は
、同
一
の
デ
ー
タ
利
活
用
の
仕
組
み
を
全
国
規
模
で
普
及
促

進
す
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、患
者
や
生
活
者
、医

療
従
事
者
な
ど
の
関
係
者
が
、積
極
的
に
デ
ー
タ
提
供・更
新

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、各
立
場
に
応
じ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

（
保
険
料
負
担
の
減
免
、診
療
報
酬
上
の
加
算
な
ど
）の
付
与

に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
e
―

H
e
a
l
t
h
は
、も
と
も
と
は
確
定
申
告
の
電
子
版
、

電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
公
的
サ
ー
ビ
ス
が
基
礎
と
な
っ

て
お
り
、医
療
分
野
以
外
で
も
、運
転
免
許
証
や
E
U
域
内
で

の
パ
ス
ポ
ー
ト
、ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
店
舗
の
会
員
証
と
し
て

も
利
用
可
能
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
と
結
び

つ
い
て
い
る
。

　
個
別
化
予
防・医
療
を
持
続
的
か
つ
全
国
的
な
仕
組
み
と
し

て
い
く
た
め
に
は
、医
療
I
D
の
活
用
範
囲
を
狭
い
意
味
で
の

予
防・医
療
に
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、関
連
産
業
に
お
け
る
新

製
品・新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
が
可
能
と
な
る
よ
う
、よ
り
広
く
設

定
し
、多
様
な
生
活
関
連
産
業・事
業
者
が
容
易
に
参
入
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。医
療
I
D
を
活
用

し
た
新
製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、例
え
ば
、個
人
別
・
属

性
別
の
デ
ー
タ
と
連
動
し
た
健
康
食
品
や
化
粧
品
、遺
伝
子
情

報
・ラ
イ
フ
ロ
グ
と
連
動
し
た
保
険
商
品
開
発
や
保
健
・
生
活

指
導（
現
物
給
付
サ
ー
ビ
ス
）な
ど
が
考
え
ら
れ
る（
図
2
）。

　
医
療
I
D
を
よ
り
広
く
活
用
し
、生
活
関
連
産
業
か
ら
の

参
入
を
促
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、医
療
・
介
護
分
野
で
想
定

さ
れ
て
い
る
法
的
課
題
と
は
別
の
視
点
か
ら
の
検
討
が
必
要

と
な
る
。医
療
I
D
、個
人
情
報
保
護
法
の
改
定（
匿
名
化

デ
ー
タ
利
用
の
制
限
緩
和
）、N
D
B（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
）の
構
築・民
間
開
放
な
ど
に
お
い
て
、課
題
解
決
に
向

け
た
道
は
徐
々
に
開
き
つ
つ
あ
る
。こ
れ
を
追
い
風
に
し
て
、遺

伝
子
情
報
に
基
づ
く
商
品
・サ
ー
ビ
ス
に
関
連
し
た
訴
訟
対

応
、差
別
や
人
権
問
題
、生
命
倫
理
上
の
問
題
な
ど
、よ
り
広

範
な
視
点
か
ら
省
庁
横
断
的
に
制
度
の
見
直
し・
制
定
に
取

り
組
む
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

生
活
関
連
産
業
か
ら
の
参
入
促
進

2

法
規
制
な
ど
の
課
題
解
決

3

　
個
別
化
対
応
は
、患
者（
国
民
）に
対
し
て
健
康
寿
命
の
延

伸
、副
作
用
リ
ス
ク
の
減
少
、Q
O
L（
ク
オ
リ
テ
ィ・オ
ブ・ラ

イ
フ
）の
向
上
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、医
療

機
関
・
医
師
に
対
し
て
は
、適
切
か
つ
効
率
的
な
治
療
方
法
の

選
択
を
手
助
け
し
、試
行
錯
誤
に
よ
る
手
間
や
医
療
過
誤
な

ど
の
リ
ス
ク
軽
減
に
も
寄
与
す
る
。ま
た
、国
に
対
し
て
は
、社

会
コ
ス
ト
削
減
や
健
康
寿
命
延
伸
に
よ
る
労
働
生
産
性
の
向

上
と
い
っ
た
社
会
的
な
効
果
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、医
薬

品
・
医
療
機
器
の
製
品
化
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化（
コ
ス
ト
削

減
、期
間
短
縮
、成
功
確
率
向
上
な
ど
）、革
新
的
な
医
薬

品
・
医
療
機
器
の
研
究
開
発
の
促
進
、さ
ら
に
は
、他
分
野
の

産
業
へ
の
波
及
効
果
と
い
っ
た
経
済
活
性
化
へ
の
貢
献
も
期

待
さ
れ
る
。

　
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
が
完
全
解
読
さ
れ
た
2
0
0
3
年
以
降
、遺

伝
子
解
析
速
度
は
飛
躍
的
に
向
上
し
、従
来
の
1
0
0
〜

1
，0
0
0
倍
の
速
度
で
配
列
を
読
む
装
置
も
開
発
さ
れ
て
い

る
。個
別
化
予
防
・
医
療
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、解

析
技
術
な
ど
の
開
発
か
ら
I
D
管
理
や
デ
ー
タ
活
用
に
移
行

［図2］個別化予防・医療への参入が期待される産業の例

出所：三菱総合研究所

※イノベーション創出に関連した各種プレーヤー（民間企業、大学・公的研究機関、政府など）の活動やプレーヤー間の関係性、
　それらに影響を与える社会制度などの総体を、国全体の「システム」として捉えた概念。

■ 治療効果・副作用の事前予測（コンパニオン診断薬）　■ 新たな診断薬（バイオマーカー）

■ 新たな診断薬とセットになった医療機器開発　■ 個別化ニーズに応じた在宅医療機器

■ 医療用・研究用データベース構築　■ ビッグデータ解析・画像処理　■ セキュリティー対策

■ 半導体チップの活用（カプセル内視鏡など）　■ 新たなシーケンサー機器、周辺機器の開発（部品などを含む）

■ 遺伝子情報・ライフログと連動した保険商品開発　■ 個人に応じた保健・生活指導（現物給付サービス）

■ 新たな有効成分を活用した健康食品・サプリメント　■ アンチエイジング化粧品

■ 在庫管理・保管・運搬（試料・成分・検体など）

■ 食事療法・栄養管理の個別化　■ 簡易健康診断などを通じた販売促進・マーケティング

■ 専門人材（ライフサイエンス+インフォマティクス）の育成　■ 専門人材の確保・派遣サービス（国内・海外）

製薬・化学

医療機器

I　T

電機・電子

保　険

食品・化粧品

流　通

小売・飲食

教育・人材派遣

■ 遺伝子と疾患との関係の詳細化（遺伝子診療）　■ 特定分子を狙った標的薬

ナショナル・イノベーションシステム※における大学の役割強化
日本全体の産業競争力向上、社会課題の解決

■ R&D部門に限らない課題・
  ニーズ相談
■ 価値提供の対価

■ 非従来的な産学連携による
  価値提供・課題解決

大  学 企  業
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「大学」という知的資産の
活用チャネルの強化

経営課題解決のための
新たなパートナー確保

価値提供による社会的
プレゼンスの強化

価値提供の対価確保に
よる、財源の多様化推進

【共 創】

大学の新たな価値提供と
産学連携の新段階

科学・安全事業本部　山野 宏太郎

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
や
そ
れ
に
関
わ
る
人
材
の
育
成
・
輩

出
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
の
期
待
が
高
ま
る
中
、大
学
は
こ
れ
ま

で
に
な
い
形
で
社
会
へ
の
価
値
提
供
に
取
り
組
み
始
め
て
い

る
。こ
う
し
た
動
き
の
中
に
、以
下
の
三
つ
の
注
目
す
べ
き
方
向

性
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　一
つ
目
は
、大
学
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
企
業
の
課
題
解

決
へ
直
接
関
与
す
る
事
例
で
あ
る（
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
型
）。

技
術
面・経
営
面
で
の
助
言
な
ど
は
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
た

が
、慶
應
義
塾
大
学
ス
ト
レ
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
調
者
や
職
場（
企
業
）に
対
し
て
医
学
的
視
点
か
ら

一
歩
踏
み
込
ん
だ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
点
が
特
徴

的
で
あ
る
。

　
二
つ
目
は
、社
会
が
ま
だ
十
分
に
認
識
で
き
て
い
な
い
重
要

課
題
を
先
取
り
し
て
解
決
策
を
検
討
・
提
言
す
る
事
例
で
あ

る（
社
会
課
題
先
取
り
型
）。研
究
セ
ン
タ
ー
を
大
学
が
設
置

す
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
が
、そ
の
中
で
も
多
摩
大
学
ル
ー
ル

形
成
戦
略
研
究
所
は
、社
会
課
題
解
決
に
向
け
た
市
場
の

「
ル
ー
ル
形
成
」と
い
う
非
技
術
的
テ
ー
マ
に
絞
り
研
究・提
言

活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、外
部
有
識
者
を
主
要
メ
ン
バ
ー
と

し
て
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

　
三
つ
目
は
、教
育
の
場
を
社
会
人
が
交
流
す
る
機
会
と
し

て
も
提
供
し
て
い
る
事
例
で
あ
る（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
提
供

型
）。一
般
的
な
市
民
向
け
公
開
講
座
な
ど
と
は
異
な
っ
て
、

組
織
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ス（
ま
た
は
そ
の
候
補
者
）を
主
な
受
講

対
象
と
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
り
、東
京
大
学
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
該
当
す
る
と
い

え
よ
う
。

　
多
く
の
大
学・企
業
で「
産
学
連
携
」と
い
え
ば
、共
同・受

託
研
究
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な「
技
術
開
発・移
転
に
関
わ
る

活
動
」と
い
う
認
識
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、新
た
な
産
学
連

携
事
例
で
は
企
業
に
お
け
る
人
材
育
成
、健
康
管
理
、新
事
業

創
出
・
展
開
、社
外
人
脈
形
成
と
い
っ
た
多
様
か
つ
重
要
な
問

題
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。企
業
や
大
学
が
有
す
る
知
的

資
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る
に
は
、産
学
連
携
を
R
&
D
部

門
に
限
定
せ
ず
企
業
の
全
社
的
な
課
題
解
決
の「
場
」と
捉

え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。さ
ら
に
、企
業
が
、大
学
の
サ
ー
ビ

ス
に
対
し
て
適
切
な
対
価
を
支
払
う
一
方
で
、そ
の
質
を
厳
し

く
評
価
し
て
大
学
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
仕
組
み
が

構
築
で
き
れ
ば
、双
方
の
実
力
強
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
可
能

と
な
る
。

●大学は環境変化を受けて新たな方法による価値提供の取り組みを開始。

●非従来的領域・手法でのコンサルティング・人材交流に注力する大学も。

●産業界は、大学を多様な価値提供の場として捉え直すことが必要。

［図］大学による新たな価値提供の取り組みとその波及効果

出所：三菱総合研究所

少
、医
薬
品
の
審
査
期
間
短
縮
な
ど
が
K
P
I（
重
要
業
績

評
価
指
標
）と
し
て
設
定
さ
れ
た
。こ
の
社
会
課
題
の
解
決
に

向
け
て
、産
・
官
・
学
に
よ
る
取
り
組
み
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
。

具
体
的
に
は
、P
H
R（
パ
ー
ソ
ナ
ル
ヘ
ル
ス
レ
コ
ー
ド
）の
構
築

な
ど
、省
庁・自
治
体
に
よ
る
医
療・健
康
分
野
の
デ
ー
タ
活
用

や
実
証
事
業
、大
学
・
研
究
機
関
に
よ
る
ゲ
ノ
ム
解
析
や
バ
イ

オ
バ
ン
ク
事
業
、健
康
保
険
組
合
に
よ
る
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

策
定
、民
間
企
業
に
よ
る
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
の
新
商
品
開
発

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、限
ら
れ
た
公
的
財
源
へ
の
依
存
度
が
高
く
、地
域

で
閉
じ
た
取
り
組
み
が
多
い
た
め
、全
国
展
開
に
至
る
よ
う
な

成
功
事
例
は
少
な
く
、医
療
・
介
護
費
用
の
削
減
・
適
正
化
と

い
う
目
標
に
対
し
て
十
分
成
果
を
出
し
て
い
な
い
。ま
た
、国

民
医
療
費
約
40
兆
円
の
う
ち
2
割
程
度
を
薬
剤
費
が
占
め
て

い
る
。疾
病
別
の
薬
剤
有
効
率
は
、「
が
ん
」約
25
%
、「
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
」約
30
%
、「
鎮
痛
」約
80
%
と
い
わ
れ
、必
ず
し
も

有
効
な
治
療・投
薬
が
実
施
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
健
康・医
療・介
護
分
野
に
お
い
て
、デ
ー
タ
活
用
は
サ
ー
ビ

ス
や
事
業
の
基
盤
と
な
る
が
、民
間
事
業
者
、保
険
者
、自
治

体
、医
療
機
関
な
ど
で
十
分
に
情
報
が
共
有
さ
れ
て
お
ら
ず
、

個
人
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
健
康
状
態
の
変
化
に
対
し
て
、必

要
な
デ
ー
タ
や
情
報
が
引
き
継
が
れ
な
い
と
い
う
問
題
が
発

生
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。こ
う
し
た
問
題
の
打
開
策
の

一
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
る
の
が
、個
人
属
性
に
対
応
し
た
き
め

細
か
い
予
防・医
療
対
策
で
あ
る「
個
別
化
予
防・医
療
」と
い

う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

　「
予
防
」は
、一
般
に
三
つ
の
段
階
で
整
理
さ
れ
る
。「
1
次

予
防
」は
健
常
者
に
対
し
て
病
気
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
の
予

防
措
置
、「
2
次
予
防
」は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
通
じ
て

重
症
化
を
抑
え
る
措
置
、「
3
次
予
防
」は
病
気
が
進
行
し
た

後
の
後
遺
症
治
療
・
再
発
防
止
・リ
ハ
ビ
リ・
社
会
復
帰
で
あ

る
。こ
の
う
ち
、最
も
重
要
な
対
策
は「
1
次
予
防
」に
あ
る
。

わ
が
国
で
は
、学
校
、企
業
、自
治
体
な
ど
で
必
ず
健
康
診
断

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、国
際
的
に
見
て
も
充
実
し
た
取
り
組
み

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。で
は
、な
ぜ
そ
の
取
り
組
み
が
医

療・介
護
費
用
の
削
減
に
寄
与
し
な
い
の
か
。健
康
診
断
の
受

診
率
、検
査
精
度
、検
査
結
果
の
活
用
方
法
な
ど
に
問
題
が
あ

る
こ
と
に
加
え
、あ
る
一
時
点
の
計
測
だ
け
で
健
康
状
態
を
評

価
し
て
い
る
点
、日
頃
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
検
査・指

導・治
療
が
で
き
て
い
な
い
点
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
有
効
な
の
が「
0
次
予
防

（
＝
個
別
化
予
防
）」と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。年
に
1
度

の
健
康
診
断
に
加
え
、遺
伝
的
体
質
の
把
握
、体
質
に
合
わ
せ

た
生
活
習
慣
の
改
善
と
記
録
、記
録
内
容
を
踏
ま
え
た
予
防

対
策
の
実
施
が
、中
長
期
的
な
医
療・介
護
費
用
の
削
減
を
可

能
に
す
る
。こ
れ
ま
で
は
技
術
的
な
障
壁
が
あ
っ
た
が
、ゲ
ノ
ム

解
析
技
術
や
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
装
置
の
技
術
革
新
に
よ
っ
て
、こ
の

0
次
予
防
が
実
現
さ
れ
つ
つ
あ
る
。例
え
ば
、健
康
診
断
の
検

　
少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
に
伴
い
、2
0
2
5
年
の
医
療
・

介
護
費
用
は
、現
在
の
2
倍
以
上
の
1
0
0
兆
円
に
迫
る
勢

い
に
あ
る
。今
年
6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
日
本
再
興
戦
略

2
0
1
6
」で
は「
世
界
最
先
端
の
健
康
立
国
」が
施
策
目
標

の
一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、健
康
寿
命
延
伸
、メ
タ
ボ
人
口
減

MRI MONTHLY REVIEW MRI MONTHLY REVIEW

査
結
果
と
遺
伝
体
質
や
ラ
イ
フ
ロ
グ
デ
ー
タ
を
使
う
こ
と
に

よ
っ
て
、将
来
の
疾
病
発
生
を
予
測・予
見
し
、疾
病
へ
の
先
制

的
な
対
応
が
可
能
と
な
っ
て
き
た
。

　
治
療
が
困
難
な
疾
病
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
認
知
症
の
患
者

数
は
、わ
が
国
で
は
2
0
2
5
年
に
7
3
0
万
人（
厚
生
労
働

省
資
料
）、全
世
界
で
は
2
0
3
0
年
に
6
，7
5
0
万
人
、

2
0
5
0
年
に
は
1
億
1
，5
4
0
万
人（
W
H
O
推
計
値
）

に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。現
在
開
発
さ
れ
て
い
る
認
知
症
の
薬

は
、進
行
を
遅
ら
せ
る
効
果
し
か
な
く
、完
治
さ
せ
る
も
の
で

は
な
い
。こ
う
し
た
治
療
が
困
難
で
患
者
数
が
増
大
す
る
疾
病

に
は
、特
に「
先
制
的
な
対
応
」が
有
効
な
手
段
と
な
り
得
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
医
療
は
、診
療
情
報（
問
診
、検
査
結
果
な
ど
）

に
基
づ
い
て
病
名
を
確
定
し
、病
名
に
応
じ
た
標
準
的
な
治
療

や
投
薬
を
提
供
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、患
者
の
遺
伝
的

体
質
な
ど
は
考
慮
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。そ
の
た
め
、治
療

や
投
薬
の
効
果
は
限
定
的
な
場
合
が
多
く
、副
作
用
も
生
じ

得
る
。こ
れ
に
対
し
て
、個
別
化
医
療
は
、個
人
の
遺
伝
子
情

報
や
健
康
状
態
、生
活
環
境
な
ど
か
ら
、最
適
な
治
療
法
を
選

択
し
、治
療
・
投
薬
の
効
果
を
最
大
限
に
高
め
る
方
法
で
あ

る
。現
在
、最
も
先
行
し
て
い
る
の
は
薬
剤
の
分
野
で
、遺
伝
子

に
適
合
し
た
医
薬
品
の
開
発（
ゲ
ノ
ム
創
薬
）に
よ
っ
て
、個
別

化
医
療
に
よ
る
治
療・投
薬
の
効
果
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　
し
か
し
、健
康・医
療・介
護
の
全
て
に
関
わ
る
社
会
的
な
コ

ス
ト
削
減
の
た
め
に
は
、個
別
化
予
防（
検
査
な
ど
）と
個
別

化
医
療（
治
療
・
投
薬
な
ど
）と
が
一
体
化
さ
れ
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
。こ
れ
ら
二
つ
を
結
び
付
け
る
た
め
に
必
要
な
も

の
が
、個
人
別
の
I
D
管
理
で
あ
る（
図
1
）。こ
れ
に
よ
り
診

療
・
介
護
情
報
の
共
有
・
相
互
運
用
、健
康
保
険
の
切
り
替
え

時
の
デ
ー
タ
連
携
・
移
行
が
容
易
に
な
り
、個
人
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
を
通
じ
た
健
康
管
理
が
可
能
と
な
る
。さ
ら
に
異
な
る

医
療
機
関
に
お
け
る
重
複
検
査
・
投
薬
も
回
避
さ
れ
る
。な

お
、地
域
医
療
連
携
用
I
D（
仮
称
。以
下
、医
療
I
D
）導
入

に
つ
い
て
は
、2
0
1
8
年
度
の
試
験
運
用
、2
0
2
0
年
度

の
本
格
運
用
を
目
指
し
て
、2
0
1
7
年
度
か
ら
シ
ス
テ
ム
開

発
が
予
定
さ
れ
て
い
る（
※
1
）。

（
※
1
）医
療
I
D
の
動
向
に
つ
い
て
は
ト
ピ
ッ
ク
ス
4
を
参
照
。

し
つ
つ
あ
り
、デ
ー
タ
更
新
の
仕
組
み
や
体
制
づ
く
り
が
重
要

な
鍵
を
握
る
。

　
医
療・健
康
情
報
の
電
子
化
に
よ
る
効
率
的・効
果
的
な
医

療
に
取
り
組
ん
で
い
る
先
進
事
例
と
し
て
、エ
ス
ト
ニ
ア
の

「
e
―

H
e
a
l
t
h
」が
あ
る
。エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
、2
0
0
8

年
に
国
内
の
全
医
療
機
関
の
診
断・検
診
結
果
が
、2
0
1
0

年
に
は
処
方
箋
が
電
子
化
さ
れ
た
。そ
の
結
果
、医
師
は
担
当

患
者
の
既
往
歴
や
過
去
の
診
断
・
投
薬
履
歴
の
追
跡
が
可
能

と
な
り
、患
者
は
自
身
の
診
断・検
診
結
果
が
閲
覧
で
き
る
と

と
も
に
、I
D
カ
ー
ド
の
提
示
の
み
で
薬
の
入
手
が
可
能
と

な
っ
た
。エ
ス
ト
ニ
ア
の
仕
組
み
が
有
効
に
稼
働
し
て
い
る
の

は
、患
者
、医
療
従
事
者
の
双
方
が
e
―

H
e
a
l
t
h
の
利
便

性
を
認
識
・
理
解
し
て
お
り
、関
係
者
が
主
体
的
に
必
要
な

デ
ー
タ
を
電
子
的
に
登
録
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

　
わ
が
国
に
お
け
る
個
別
化
予
防
・
医
療
の
実
現
に
向
け
て

は
、同
一
の
デ
ー
タ
利
活
用
の
仕
組
み
を
全
国
規
模
で
普
及
促

進
す
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、患
者
や
生
活
者
、医

療
従
事
者
な
ど
の
関
係
者
が
、積
極
的
に
デ
ー
タ
提
供・更
新

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、各
立
場
に
応
じ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

（
保
険
料
負
担
の
減
免
、診
療
報
酬
上
の
加
算
な
ど
）の
付
与

に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
e
―

H
e
a
l
t
h
は
、も
と
も
と
は
確
定
申
告
の
電
子
版
、

電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
公
的
サ
ー
ビ
ス
が
基
礎
と
な
っ

て
お
り
、医
療
分
野
以
外
で
も
、運
転
免
許
証
や
E
U
域
内
で

の
パ
ス
ポ
ー
ト
、ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
店
舗
の
会
員
証
と
し
て

も
利
用
可
能
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
と
結
び

つ
い
て
い
る
。

　
個
別
化
予
防・医
療
を
持
続
的
か
つ
全
国
的
な
仕
組
み
と
し

て
い
く
た
め
に
は
、医
療
I
D
の
活
用
範
囲
を
狭
い
意
味
で
の

予
防・医
療
に
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、関
連
産
業
に
お
け
る
新

製
品・新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
が
可
能
と
な
る
よ
う
、よ
り
広
く
設

定
し
、多
様
な
生
活
関
連
産
業・事
業
者
が
容
易
に
参
入
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。医
療
I
D
を
活
用

し
た
新
製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、例
え
ば
、個
人
別
・
属

性
別
の
デ
ー
タ
と
連
動
し
た
健
康
食
品
や
化
粧
品
、遺
伝
子
情

報
・ラ
イ
フ
ロ
グ
と
連
動
し
た
保
険
商
品
開
発
や
保
健
・
生
活

指
導（
現
物
給
付
サ
ー
ビ
ス
）な
ど
が
考
え
ら
れ
る（
図
2
）。

　
医
療
I
D
を
よ
り
広
く
活
用
し
、生
活
関
連
産
業
か
ら
の

参
入
を
促
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、医
療
・
介
護
分
野
で
想
定

さ
れ
て
い
る
法
的
課
題
と
は
別
の
視
点
か
ら
の
検
討
が
必
要

と
な
る
。医
療
I
D
、個
人
情
報
保
護
法
の
改
定（
匿
名
化

デ
ー
タ
利
用
の
制
限
緩
和
）、N
D
B（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
）の
構
築・民
間
開
放
な
ど
に
お
い
て
、課
題
解
決
に
向

け
た
道
は
徐
々
に
開
き
つ
つ
あ
る
。こ
れ
を
追
い
風
に
し
て
、遺

伝
子
情
報
に
基
づ
く
商
品
・サ
ー
ビ
ス
に
関
連
し
た
訴
訟
対

応
、差
別
や
人
権
問
題
、生
命
倫
理
上
の
問
題
な
ど
、よ
り
広

範
な
視
点
か
ら
省
庁
横
断
的
に
制
度
の
見
直
し・
制
定
に
取

り
組
む
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

生
活
関
連
産
業
か
ら
の
参
入
促
進

2

法
規
制
な
ど
の
課
題
解
決

3

　
個
別
化
対
応
は
、患
者（
国
民
）に
対
し
て
健
康
寿
命
の
延

伸
、副
作
用
リ
ス
ク
の
減
少
、Q
O
L（
ク
オ
リ
テ
ィ・オ
ブ・ラ

イ
フ
）の
向
上
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、医
療

機
関
・
医
師
に
対
し
て
は
、適
切
か
つ
効
率
的
な
治
療
方
法
の

選
択
を
手
助
け
し
、試
行
錯
誤
に
よ
る
手
間
や
医
療
過
誤
な

ど
の
リ
ス
ク
軽
減
に
も
寄
与
す
る
。ま
た
、国
に
対
し
て
は
、社

会
コ
ス
ト
削
減
や
健
康
寿
命
延
伸
に
よ
る
労
働
生
産
性
の
向

上
と
い
っ
た
社
会
的
な
効
果
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、医
薬

品
・
医
療
機
器
の
製
品
化
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化（
コ
ス
ト
削

減
、期
間
短
縮
、成
功
確
率
向
上
な
ど
）、革
新
的
な
医
薬

品
・
医
療
機
器
の
研
究
開
発
の
促
進
、さ
ら
に
は
、他
分
野
の

産
業
へ
の
波
及
効
果
と
い
っ
た
経
済
活
性
化
へ
の
貢
献
も
期

待
さ
れ
る
。

　
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
が
完
全
解
読
さ
れ
た
2
0
0
3
年
以
降
、遺

伝
子
解
析
速
度
は
飛
躍
的
に
向
上
し
、従
来
の
1
0
0
〜

1
，0
0
0
倍
の
速
度
で
配
列
を
読
む
装
置
も
開
発
さ
れ
て
い

る
。個
別
化
予
防
・
医
療
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、解

析
技
術
な
ど
の
開
発
か
ら
I
D
管
理
や
デ
ー
タ
活
用
に
移
行

［図2］個別化予防・医療への参入が期待される産業の例

出所：三菱総合研究所

※イノベーション創出に関連した各種プレーヤー（民間企業、大学・公的研究機関、政府など）の活動やプレーヤー間の関係性、
　それらに影響を与える社会制度などの総体を、国全体の「システム」として捉えた概念。

■ 治療効果・副作用の事前予測（コンパニオン診断薬）　■ 新たな診断薬（バイオマーカー）

■ 新たな診断薬とセットになった医療機器開発　■ 個別化ニーズに応じた在宅医療機器

■ 医療用・研究用データベース構築　■ ビッグデータ解析・画像処理　■ セキュリティー対策

■ 半導体チップの活用（カプセル内視鏡など）　■ 新たなシーケンサー機器、周辺機器の開発（部品などを含む）

■ 遺伝子情報・ライフログと連動した保険商品開発　■ 個人に応じた保健・生活指導（現物給付サービス）

■ 新たな有効成分を活用した健康食品・サプリメント　■ アンチエイジング化粧品

■ 在庫管理・保管・運搬（試料・成分・検体など）

■ 食事療法・栄養管理の個別化　■ 簡易健康診断などを通じた販売促進・マーケティング

■ 専門人材（ライフサイエンス+インフォマティクス）の育成　■ 専門人材の確保・派遣サービス（国内・海外）

製薬・化学

医療機器

I　T

電機・電子

保　険

食品・化粧品

流　通

小売・飲食

教育・人材派遣

■ 遺伝子と疾患との関係の詳細化（遺伝子診療）　■ 特定分子を狙った標的薬

ナショナル・イノベーションシステム※における大学の役割強化
日本全体の産業競争力向上、社会課題の解決

■ R&D部門に限らない課題・
  ニーズ相談
■ 価値提供の対価

■ 非従来的な産学連携による
  価値提供・課題解決

大  学 企  業
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直結設計仕様　製品機能特性
構造情報　品質基準

MRI MONTHLY REVIEW

　
医
療
分
野
で
は
、電
子
カ
ル
テ
の
導
入
、地
域
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
、診
療
情
報
や
介
護
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

な
ど
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。し
か
し
、医
療・介
護

な
ど
の
関
係
者
間
の
相
互
運
用
性
が
十
分
確
保
さ
れ
て
お
ら

ず
、総
合
的
な
情
報
活
用
に
は
限
界
が
あ
る
。こ
う
し
た
状
況

の
も
と
、国
は
、情
報
を
異
な
る
組
織
間
で
連
携
・
活
用
す
る

た
め
、2
0
1
8
年
度
を
め
ど
に
地
域
医
療
連
携
用
I
D（
仮

称
。以
下
、医
療
I
D
）の
運
用
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
医
療
I
D
が
導
入
さ
れ
る
と
、別
々
に
管
理
さ
れ
て
い
た
情

報
を
照
合
で
き
、検
査
・
投
薬
の
重
複
防
止
や
医
療
・
介
護
連

携
の
効
率
化
な
ど
に
よ
り
、医
療
費
の
抑
制
に
資
す
る
。救
急

時
の
ア
レ
ル
ギ
ー
や
疾
患
情
報
の
共
有
、介
護
度
を
上
げ
な
い

効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、慢
性
疾
患
の
重
篤
化
予
防
な

ど
の
効
果
も
期
待
で
き
る
。さ
ら
に
、集
約
し
た
デ
ー
タ
を
匿

名
化
し
た
上
で
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
可
能

だ
。こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、国・地
域
に
お
け
る
医
療
政
策
の
立

案
や
、医
療
機
関
・
製
薬
会
社
に
お
け
る
研
究
・
創
薬
・
治
験
、

介
護
施
設
や
医
療
・
介
護
機
器
メ
ー
カ
ー・
物
流
・
食
品
な
ど

幅
広
い
利
用
と
、業
際
連
携
に
よ
る
新
市
場
創
出
も
加
速
さ

せ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
医
療
I
D
の
導
入
効
果
の
大
き
さ
を
考
え
る

と
、個
人
情
報
保
護
、不
正
利
用
防
止
、運
用
コ
ス
ト
の
低
廉

化
な
ど
、今
あ
る
課
題
の
検
討
を
進
め
な
が
ら
、同
時
に
全
国

展
開
に
向
け
た
普
及
促
進
の
た
め
の
取
り
組
み
を
急
ぐ
必
要

が
あ
る
。

　
医
療
I
D
は
、あ
ら
か
じ
め
地
域
に
合
っ
た
最
適
な
利
用
方

法
が
提
示
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、手
探
り
の
状
態
か
ら
始
め
る

た
め
、ほ
か
の
自
治
体
・
医
療
機
関
の
現
場
起
点
で
の
医
療

I
D
活
用
の
成
功
事
例
が
貴
重
な
情
報
と
な
る
。ま
ず
は
、地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
効
果
、関
連
企
業
の
新
商
品
・サ
ー

ビ
ス
、住
民
が
享
受
す
る
便
益
な
ど
に
つ
い
て
、各
関
係
者
が

お
の
お
の
の
立
場
で
積
極
的
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。次
に
、こ
れ
ら
の
情
報
を
集
約
し
関
係
者
で
共
有
で

き
る
仕
組
み
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。こ
れ
ら
の
情
報
は
、民

間
企
業
に
と
っ
て
も
、新
し
く
自
由
な
発
想
に
基
づ
く
サ
ー
ビ

ス
や
製
品
開
発
と
い
う
点
で
有
用
な
も
の
と
な
る
。

　
こ
う
し
て
国
・
自
治
体
・
医
療
機
関
・
関
連
企
業
が
一
体
感

を
醸
成
す
る
こ
と
が
、医
療
I
D
の
普
及
を
促
進
し
、新
規
ビ

ジ
ネ
ス
開
発
な
ど
を
通
じ
て
関
連
産
業
の
活
性
化
に
も
寄
与

す
る
。

【ヘルスケア】

ヘルスケア・ウェルネス事業本部　堀江 晴彦

MRI MONTHLY REVIEW

【産 業】

IoTでユーザーニーズを
引き出すものづくり

ものづくり革新事業センター　細川 卓也

　「
心
を
込
め
て
良
い
も
の
を
作
れ
ば
必
ず
誰
か
が
評
価
し
て

く
れ
る（
売
れ
る
は
ず
だ
）」と
い
う
日
本
の
伝
統
的
な
も
の
づ

く
り
の
考
え
方
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
社
会
の
中
で
は
消
極
的

と
受
け
止
め
ら
れ
、な
か
な
か
通
用
し
な
い
局
面
も
多
く
あ
る
。

　
今
や
、ユ
ー
ザ
ー
が
匠
の
技
を
理
解
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
の
で
は
な
く
、「
作
り
手
が
ど
れ
だ
け
ユ
ー
ザ
ー
の
心

を
推
し
量
れ
る
か
」が
競
争
を
勝
ち
抜
く
鍵
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
た
め
の
I
o
T
の
活
用
が
進
ん
で
い
る
。ユ
ー
ザ
ー
サ
イ

ド
か
ら
も
、自
ら
の
希
望
に
最
も
適
合
す
る
製
品
を
世
界
中
か

ら
探
し
出
し
、新
し
い
使
い
方
を
提
案
し
、そ
れ
を
S
N
S
で

発
信
す
る
な
ど
、積
極
的
な
も
の
づ
く
り
へ
の
働
き
か
け
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
建
設
機
械
大
手
の
コ
マ
ツ
は
こ
う
し
た
変
化
に
い
ち
早
く
反

応
し
た
例
で
、建
機
に
セ
ン
サ
ー
を
取
り
付
け
、得
ら
れ
た

ユ
ー
ザ
ー
ご
と
の
詳
細
な
使
用
状
況
に
合
っ
た
最
適
な
仕
様
を

個
別
に
提
案
し
、製
品
仕
様
に
も
反
映
し
て
い
る
。G
E
も

I
o
T
を
使
っ
た
同
様
の
環
境
を
あ
ら
ゆ
る
産
業
機
械
メ
ー

カ
ー
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
拡
大
し
た
共
通
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム（
P
r
e
d
i
x
）の
提
供
を
開
始
し
た
。そ
こ
で
は

把
握
さ
れ
た
ユ
ー
ザ
ー
ご
と
の
情
報
が
メ
ー
カ
ー
の
枠
を
超
え

て
複
合
的
か
つ
重
層
的
に
組
み
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
新
し
い

形
の
付
加
価
値
の
創
出
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
I
o
T
に
よ
る
こ
う
し
た
新
し
い
技
術
は
、も
の
づ
く
り
企

業
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
も
急
速
な
変
化
を
求
め
つ
つ
あ
る
。

例
え
ば
、顧
客
の
使
用
状
況
、用
途
に
最
も
合
う
仕
様
の
組
み

合
わ
せ
を
即
時
に
作
成
・
提
案
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
知
識
ベ
ー

ス
コ
ン
フ
ィ
グ
レ
ー
タ（
※
1
）と
い
う
A
I
を
活
用
し
た
技
術

で
整
い
つ
つ
あ
る
。G
E
で
は
こ
れ
を「Bid in a D

ay

（
即
日

見
積
）」と
称
し
て
複
雑
な
プ
ラ
ン
ト
装
置
に
ま
で
展
開
し
て

い
る
。ま
た
S
N
S
な
ど
で
ユ
ー
ザ
ー
が
発
信
し
て
い
る
潜
在

ニ
ー
ズ
を
そ
の
ま
ま
製
品
開
発
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
づ
く
り
も

進
ん
で
い
る
。さ
ら
に
今
後
は
、顧
客
と
企
業
が
共
同
で
そ
の

新
し
い
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
と
も
の
づ
く
り
を
結
合
し
て
い
く
動

き
が
一
層
活
発
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
も
の
づ
く
り
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
は
激
し
い
。

し
か
し
、い
つ
の
時
代
も
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
製
品
を
い

か
に
迅
速
に
提
供
で
き
る
か
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
。

（
※
1
）人
工
知
能
の
応
用
研
究
分
野
で
、複
雑
な
製
品
構
成
を
制
約
充

足
問
題
と
し
て
解
く
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
。マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

実
現
へ
の
重
要
な
ツ
ー
ル
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

●今後はどれだけユーザーの希望、使い方を推し量れるかが競争を勝ち抜く鍵。

● IoTで得られるユーザーの使用状況が総合的・重層的に分析される時代に。

●ユーザーニーズを即座に製品仕様に反映できるバリューチェーンが重要。

●2018年度に医療・介護間で個人の診療情報などを連携するID制度が創設される。

●医療・介護高度化、ウェルネス市場活性化など幅広い波及効果が期待できる。

●普及促進には、国・自治体・関連企業の一体的な取り組みが鍵。

［図］医療IDの活用イメージ

出所：三菱総合研究所

医療の未来をつくる
新しい番号制度

［図］ものづくり企業のバリューチェーン改革のイメージ

出所：三菱総合研究所
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開　発
ＡＩ

直結設計仕様　製品機能特性
構造情報　品質基準

MRI MONTHLY REVIEW

　
医
療
分
野
で
は
、電
子
カ
ル
テ
の
導
入
、地
域
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
、診
療
情
報
や
介
護
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

な
ど
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。し
か
し
、医
療・介
護

な
ど
の
関
係
者
間
の
相
互
運
用
性
が
十
分
確
保
さ
れ
て
お
ら

ず
、総
合
的
な
情
報
活
用
に
は
限
界
が
あ
る
。こ
う
し
た
状
況

の
も
と
、国
は
、情
報
を
異
な
る
組
織
間
で
連
携
・
活
用
す
る

た
め
、2
0
1
8
年
度
を
め
ど
に
地
域
医
療
連
携
用
I
D（
仮

称
。以
下
、医
療
I
D
）の
運
用
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
医
療
I
D
が
導
入
さ
れ
る
と
、別
々
に
管
理
さ
れ
て
い
た
情

報
を
照
合
で
き
、検
査
・
投
薬
の
重
複
防
止
や
医
療
・
介
護
連

携
の
効
率
化
な
ど
に
よ
り
、医
療
費
の
抑
制
に
資
す
る
。救
急

時
の
ア
レ
ル
ギ
ー
や
疾
患
情
報
の
共
有
、介
護
度
を
上
げ
な
い

効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、慢
性
疾
患
の
重
篤
化
予
防
な

ど
の
効
果
も
期
待
で
き
る
。さ
ら
に
、集
約
し
た
デ
ー
タ
を
匿

名
化
し
た
上
で
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
可
能

だ
。こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、国・地
域
に
お
け
る
医
療
政
策
の
立

案
や
、医
療
機
関
・
製
薬
会
社
に
お
け
る
研
究
・
創
薬
・
治
験
、

介
護
施
設
や
医
療
・
介
護
機
器
メ
ー
カ
ー・
物
流
・
食
品
な
ど

幅
広
い
利
用
と
、業
際
連
携
に
よ
る
新
市
場
創
出
も
加
速
さ

せ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
医
療
I
D
の
導
入
効
果
の
大
き
さ
を
考
え
る

と
、個
人
情
報
保
護
、不
正
利
用
防
止
、運
用
コ
ス
ト
の
低
廉

化
な
ど
、今
あ
る
課
題
の
検
討
を
進
め
な
が
ら
、同
時
に
全
国

展
開
に
向
け
た
普
及
促
進
の
た
め
の
取
り
組
み
を
急
ぐ
必
要

が
あ
る
。

　
医
療
I
D
は
、あ
ら
か
じ
め
地
域
に
合
っ
た
最
適
な
利
用
方

法
が
提
示
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、手
探
り
の
状
態
か
ら
始
め
る

た
め
、ほ
か
の
自
治
体
・
医
療
機
関
の
現
場
起
点
で
の
医
療

I
D
活
用
の
成
功
事
例
が
貴
重
な
情
報
と
な
る
。ま
ず
は
、地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
効
果
、関
連
企
業
の
新
商
品
・サ
ー

ビ
ス
、住
民
が
享
受
す
る
便
益
な
ど
に
つ
い
て
、各
関
係
者
が

お
の
お
の
の
立
場
で
積
極
的
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。次
に
、こ
れ
ら
の
情
報
を
集
約
し
関
係
者
で
共
有
で

き
る
仕
組
み
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。こ
れ
ら
の
情
報
は
、民

間
企
業
に
と
っ
て
も
、新
し
く
自
由
な
発
想
に
基
づ
く
サ
ー
ビ

ス
や
製
品
開
発
と
い
う
点
で
有
用
な
も
の
と
な
る
。

　
こ
う
し
て
国
・
自
治
体
・
医
療
機
関
・
関
連
企
業
が
一
体
感

を
醸
成
す
る
こ
と
が
、医
療
I
D
の
普
及
を
促
進
し
、新
規
ビ

ジ
ネ
ス
開
発
な
ど
を
通
じ
て
関
連
産
業
の
活
性
化
に
も
寄
与

す
る
。

【ヘルスケア】

ヘルスケア・ウェルネス事業本部　堀江 晴彦

MRI MONTHLY REVIEW

【産 業】

IoTでユーザーニーズを
引き出すものづくり

ものづくり革新事業センター　細川 卓也

　「
心
を
込
め
て
良
い
も
の
を
作
れ
ば
必
ず
誰
か
が
評
価
し
て

く
れ
る（
売
れ
る
は
ず
だ
）」と
い
う
日
本
の
伝
統
的
な
も
の
づ

く
り
の
考
え
方
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
社
会
の
中
で
は
消
極
的

と
受
け
止
め
ら
れ
、な
か
な
か
通
用
し
な
い
局
面
も
多
く
あ
る
。

　
今
や
、ユ
ー
ザ
ー
が
匠
の
技
を
理
解
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
の
で
は
な
く
、「
作
り
手
が
ど
れ
だ
け
ユ
ー
ザ
ー
の
心

を
推
し
量
れ
る
か
」が
競
争
を
勝
ち
抜
く
鍵
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
た
め
の
I
o
T
の
活
用
が
進
ん
で
い
る
。ユ
ー
ザ
ー
サ
イ

ド
か
ら
も
、自
ら
の
希
望
に
最
も
適
合
す
る
製
品
を
世
界
中
か

ら
探
し
出
し
、新
し
い
使
い
方
を
提
案
し
、そ
れ
を
S
N
S
で

発
信
す
る
な
ど
、積
極
的
な
も
の
づ
く
り
へ
の
働
き
か
け
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
建
設
機
械
大
手
の
コ
マ
ツ
は
こ
う
し
た
変
化
に
い
ち
早
く
反

応
し
た
例
で
、建
機
に
セ
ン
サ
ー
を
取
り
付
け
、得
ら
れ
た

ユ
ー
ザ
ー
ご
と
の
詳
細
な
使
用
状
況
に
合
っ
た
最
適
な
仕
様
を

個
別
に
提
案
し
、製
品
仕
様
に
も
反
映
し
て
い
る
。G
E
も

I
o
T
を
使
っ
た
同
様
の
環
境
を
あ
ら
ゆ
る
産
業
機
械
メ
ー

カ
ー
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
拡
大
し
た
共
通
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム（
P
r
e
d
i
x
）の
提
供
を
開
始
し
た
。そ
こ
で
は

把
握
さ
れ
た
ユ
ー
ザ
ー
ご
と
の
情
報
が
メ
ー
カ
ー
の
枠
を
超
え

て
複
合
的
か
つ
重
層
的
に
組
み
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
新
し
い

形
の
付
加
価
値
の
創
出
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
I
o
T
に
よ
る
こ
う
し
た
新
し
い
技
術
は
、も
の
づ
く
り
企

業
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
も
急
速
な
変
化
を
求
め
つ
つ
あ
る
。

例
え
ば
、顧
客
の
使
用
状
況
、用
途
に
最
も
合
う
仕
様
の
組
み

合
わ
せ
を
即
時
に
作
成
・
提
案
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
知
識
ベ
ー

ス
コ
ン
フ
ィ
グ
レ
ー
タ（
※
1
）と
い
う
A
I
を
活
用
し
た
技
術

で
整
い
つ
つ
あ
る
。G
E
で
は
こ
れ
を「Bid in a D

ay

（
即
日

見
積
）」と
称
し
て
複
雑
な
プ
ラ
ン
ト
装
置
に
ま
で
展
開
し
て

い
る
。ま
た
S
N
S
な
ど
で
ユ
ー
ザ
ー
が
発
信
し
て
い
る
潜
在

ニ
ー
ズ
を
そ
の
ま
ま
製
品
開
発
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
づ
く
り
も

進
ん
で
い
る
。さ
ら
に
今
後
は
、顧
客
と
企
業
が
共
同
で
そ
の

新
し
い
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
と
も
の
づ
く
り
を
結
合
し
て
い
く
動

き
が
一
層
活
発
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
も
の
づ
く
り
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
は
激
し
い
。

し
か
し
、い
つ
の
時
代
も
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
製
品
を
い

か
に
迅
速
に
提
供
で
き
る
か
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
。

（
※
1
）人
工
知
能
の
応
用
研
究
分
野
で
、複
雑
な
製
品
構
成
を
制
約
充

足
問
題
と
し
て
解
く
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
。マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

実
現
へ
の
重
要
な
ツ
ー
ル
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

●今後はどれだけユーザーの希望、使い方を推し量れるかが競争を勝ち抜く鍵。

● IoTで得られるユーザーの使用状況が総合的・重層的に分析される時代に。

●ユーザーニーズを即座に製品仕様に反映できるバリューチェーンが重要。

●2018年度に医療・介護間で個人の診療情報などを連携するID制度が創設される。

●医療・介護高度化、ウェルネス市場活性化など幅広い波及効果が期待できる。

●普及促進には、国・自治体・関連企業の一体的な取り組みが鍵。

［図］医療IDの活用イメージ

出所：三菱総合研究所

医療の未来をつくる
新しい番号制度

［図］ものづくり企業のバリューチェーン改革のイメージ

出所：三菱総合研究所
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MRI MONTHLY REVIEW

　
ア
ジ
ア
新
興
国
に
お
い
て
、家
計
債
務
の
対
G
D
P
比
率

が
上
昇
し
て
い
る（
図
）。2
0
1
5
年
に
は
タ
イ
で
対
G
D
P

比
67
・
9
%
、マ
レ
ー
シ
ア
で
同
68
・
3
%
と
、す
で
に
日
本

や
ド
イ
ツ
な
ど
先
進
国
の
水
準
を
上
回
っ
て
い
る
ほ
か
、中

国
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
水
準
こ
そ
低
い
が
上
昇
ペ
ー
ス
は

速
い
。

　
も
っ
と
も
状
況
は
各
国
で
異
な
る
。中
国
の
家
計
負
債
の
大

半
は
住
宅
ロ
ー
ン
だ
。中
国
で
は
結
婚
の
際
に
不
動
産
を
購
入

す
る
風
習
が
あ
り
、不
動
産
購
入
資
金
を
住
宅
ロ
ー
ン
で
賄
う

世
帯
は
多
い
。中
国
の
一
部
大
都
市
で
は
、昨
年
来
、住
宅
価

格
が
高
騰
し
て
お
り
、家
計
債
務
拡
大
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。一
方
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
タ
イ
で
は
住
宅

向
け
以
外
の
債
務
が
増
加
し
て
い
る
。こ
れ
ら
の
国
で
は
、過

去
の
高
い
イ
ン
フ
レ
期
待
か
ら
実
物
資
産
を
選
好
す
る
傾
向

が
強
く
、多
少
無
理
を
し
て
で
も
自
動
車
や
二
輪
車
な
ど
耐

久
消
費
財
を
購
入
す
る
側
面
が
あ
っ
た
。し
か
し
、近
年
は
物

価
上
昇
率
や
経
済
成
長
率
が
減
速
し
て
お
り
、過
去
に
積
み

上
げ
た
ロ
ー
ン
が
消
費
の
重
石
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、資
産
価
格
の
急
落
や
雇
用・所
得
環
境
の
急
速
な
悪

化
を
招
け
ば
、家
計
は
債
務
圧
縮
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
る
。ア

ジ
ア
新
興
国
に
進
出
し
て
い
る
日
本
企
業
と
し
て
は
、調
整
局

面
に
お
い
て
消
費
が
大
き
く
落
ち
込
み
か
ね
な
い
こ
と
は
、リ

ス
ク
と
し
て
十
分
に
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、日
本
企
業
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
。高
所

得
者
向
け
に
商
品
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
こ
と
は
、一
つ
の
選

択
肢
と
な
ろ
う
。債
務
が
家
計
を
圧
迫
し
て
い
る
の
は
主
に
中

低
所
得
者
で
あ
り
、高
所
得
者
層
は
相
対
的
に
影
響
を
受
け

に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
。国
連
の
統
計
な
ど
を
も
と
に
所
得
階

層
別
の
人
口
を
推
計
す
る
と
、ア
ジ
ア
新
興
国
に
お
い
て
、1

日
当
た
り
の
消
費
額
が
20
ド
ル
を
超
え
る
高
所
得
者
層
は
、

2
0
1
4
年
の
2
億
人
か
ら
2
0
3
0
年
に
は
10
億
人
と
、

15
年
間
で
5
倍
に
膨
れ
上
が
る
と
推
計
さ
れ
る
。

　
ア
ジ
ア
新
興
国
で
増
え
続
け
る
中
間
所
得
者
層
向
け
の
ビ

ジ
ネ
ス
は
、大
き
な
規
模
を
狙
え
る
半
面
、競
争
が
激
し
く
高

い
利
益
率
の
実
現
が
難
し
い
。消
費
者
の
将
来
の
所
得
増
加

を
見
込
み
、よ
り
高
所
得
者
向
け
の
商
品
展
開
が
成
功
す
れ

ば
、高
い
利
益
率
を
確
保
し
つ
つ
、家
計
債
務
上
昇
に
よ
る
消

費
の
落
ち
込
み
を
回
避
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

【海 外】
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【金 融】

事業性評価力の高め方
知財データの活用

経営コンサルティング事業本部　吉田 まほろ

　
地
域
金
融
機
関
に
は
、財
務
デ
ー
タ
や
担
保・保
証
に
必
要

以
上
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、企
業
の
事
業
内
容
や
成
長
可

能
性
に
着
目
し
た
事
業
性
評
価
に
基
づ
く
融
資
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。事
業
性
評
価
の
取
り
組
み
は
始
ま
っ
て
い
る
が
、金
融

庁
が
地
域
金
融
機
関
の
監
督
指
針
に
基
づ
き
毎
年
行
っ
て
い

る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、目
利
き
能
力
を
発
揮
し
、顧
客
企

業
の
事
業
性
を
評
価
す
る
能
力
が
十
分
あ
る
と
答
え
た
金
融

機
関
は
3
割
強
に
と
ど
ま
る（
※
1
）。

　
事
業
性
評
価
に
は
、財
務
デ
ー
タ
の
み
な
ら
ず
、企
業
の
成

長
可
能
性
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
非
財
務
デ
ー
タ
の
入

手
・
分
析
が
必
要
で
あ
る
。し
か
し
、経
営
者
の
資
質
や
技
術

力
な
ど
を
含
む
非
財
務
デ
ー
タ
に
は
、入
手
も
定
量
的
な
比

較
分
析
も
困
難
な
も
の
が
多
い
。

　
そ
の
中
で
知
財
デ
ー
タ
は
、特
許
庁
が
一
元
的
に
管
理
し
て

い
る
公
開
デ
ー
タ
で
あ
り
、非
財
務
デ
ー
タ
の
中
で
は
入
手
や

定
量
分
析
が
容
易
で
あ
る
。わ
が
国
に
は
技
術
力
に
強
み
を
有

す
る
企
業
が
多
く
存
在
す
る
が
、知
財
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ

り
、顧
客
企
業
が
保
有
す
る
技
術
力
を
定
量
的
に
他
社
と
比

較
し
つ
つ
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は

あ
る
が
、『
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
』（
池
井
戸
潤
著
）（
※
2
）で
は
、白

水
銀
行
が
佃
製
作
所
の
虎
の
子
の
特
許
を
分
析
し
て
い
れ
ば
、

佃
製
作
所
の
起
死
回
生
を
予
見
で
き
、取
引
解
消
を
選
択
す

る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
実
例
で
は
、千
葉
銀
行
や
山
口
銀
行
を
は
じ
め
と
し
て
、事

業
性
評
価
に
基
づ
く
融
資
に
知
財
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
事
例

が
続
々
と
登
場
し
て
い
る
。知
財
は
公
開
情
報
で
あ
る
た
め
、

顧
客
と
の
関
係
性
や
行
員
の
力
量
に
依
存
せ
ず
に
一
定
の
情

報
を
迅
速
に
収
集
す
る
こ
と
が
可
能
で
、か
つ
他
社
と
の
比
較

も
で
き
る
。当
社
が
提
供
す
る「
企
業
特
許
レ
ポ
ー
ト
」を
活

用
し
、財
務
デ
ー
タ
に
表
れ
な
い
技
術
力
に
着
目
し
、無
担
保

で
の
融
資
に
至
っ
た
案
件
も
あ
る
と
い
う
。

　
技
術
力
に
強
み
を
も
つ
企
業
の
事
業
性
評
価
に
あ
た
っ
て

は
、知
財
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
分
析
な
い
し
理
解
が
、企
業
の

事
業
性
や
成
長
性
を
判
断
す
る
た
め
に
実
効
的
な
方
法
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。た
だ
し
、知
財
デ
ー
タ
で
把
握
可
能
な
範

囲
は
事
業
の
一
部
で
あ
り
、最
終
的
に
は
総
合
的
な
視
点
で
の

評
価
が
欠
か
せ
な
い
。ま
ず
は
財
務
デ
ー
タ
と
知
財
デ
ー
タ
で

企
業
概
況
を
把
握
し
て
、そ
の
他
の
非
財
務
デ
ー
タ
で
補
完
し

て
い
く
方
法
が
有
効
で
あ
る
。

（
※
1
）金
融
庁「
地
域
金
融
機
関
の
地
域
密
着
型
金
融
の
取
組
み
等
に

対
す
る
利
用
者
等
の
評
価
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
等
の

概
要
」（
2
0
1
5
年
8
月
）。

（
※
2
）『
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
』で
は
、技
術
力
に
強
み
を
も
つ
中
小
も
の
づ
く
り

企
業「
佃
製
作
所
」が
主
取
引
先
銀
行「
白
水
銀
行
」に
足
元
の

業
績
悪
化
を
嫌
わ
れ
取
引
解
消
を
迫
ら
れ
る
。そ
の
後
、特
許
を

武
器
に
佃
製
作
所
は
再
生
を
達
成
す
る
が
、白
水
銀
行
は
一
度
崩

れ
た
関
係
性
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

●地域金融機関は事業性評価に基づいた融資を開始したが取り組みは道半ば。

●事業性評価の最大の課題は非財務データの入手と定量分析。

●入手が容易かつ他社との定量比較が容易な知財データの活用が有効。

●アジア新興国において、家計債務の対GDP比率が上昇。

●債務圧縮の過程で、消費が落ち込むリスクを認識することが必要。

●日本企業は、影響が少ない高所得者にターゲットを絞った商品展開を。

［図］家計債務の対GDP比率と1人当たりGDPとの関係

出所：三菱総合研究所

アジア新興国の家計債務が
投資リスクを拡大

［図］事業性評価項目の入手および定量分析の難易度のイメージ

出所：経済産業省ローカルベンチマークを基に三菱総合研究所作成
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ア
ジ
ア
新
興
国
に
お
い
て
、家
計
債
務
の
対
G
D
P
比
率

が
上
昇
し
て
い
る（
図
）。2
0
1
5
年
に
は
タ
イ
で
対
G
D
P

比
67
・
9
%
、マ
レ
ー
シ
ア
で
同
68
・
3
%
と
、す
で
に
日
本

や
ド
イ
ツ
な
ど
先
進
国
の
水
準
を
上
回
っ
て
い
る
ほ
か
、中

国
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
水
準
こ
そ
低
い
が
上
昇
ペ
ー
ス
は

速
い
。

　
も
っ
と
も
状
況
は
各
国
で
異
な
る
。中
国
の
家
計
負
債
の
大

半
は
住
宅
ロ
ー
ン
だ
。中
国
で
は
結
婚
の
際
に
不
動
産
を
購
入

す
る
風
習
が
あ
り
、不
動
産
購
入
資
金
を
住
宅
ロ
ー
ン
で
賄
う

世
帯
は
多
い
。中
国
の
一
部
大
都
市
で
は
、昨
年
来
、住
宅
価

格
が
高
騰
し
て
お
り
、家
計
債
務
拡
大
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。一
方
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
タ
イ
で
は
住
宅

向
け
以
外
の
債
務
が
増
加
し
て
い
る
。こ
れ
ら
の
国
で
は
、過

去
の
高
い
イ
ン
フ
レ
期
待
か
ら
実
物
資
産
を
選
好
す
る
傾
向

が
強
く
、多
少
無
理
を
し
て
で
も
自
動
車
や
二
輪
車
な
ど
耐

久
消
費
財
を
購
入
す
る
側
面
が
あ
っ
た
。し
か
し
、近
年
は
物

価
上
昇
率
や
経
済
成
長
率
が
減
速
し
て
お
り
、過
去
に
積
み

上
げ
た
ロ
ー
ン
が
消
費
の
重
石
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、資
産
価
格
の
急
落
や
雇
用・所
得
環
境
の
急
速
な
悪

化
を
招
け
ば
、家
計
は
債
務
圧
縮
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
る
。ア

ジ
ア
新
興
国
に
進
出
し
て
い
る
日
本
企
業
と
し
て
は
、調
整
局

面
に
お
い
て
消
費
が
大
き
く
落
ち
込
み
か
ね
な
い
こ
と
は
、リ

ス
ク
と
し
て
十
分
に
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、日
本
企
業
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
。高
所

得
者
向
け
に
商
品
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
こ
と
は
、一
つ
の
選

択
肢
と
な
ろ
う
。債
務
が
家
計
を
圧
迫
し
て
い
る
の
は
主
に
中

低
所
得
者
で
あ
り
、高
所
得
者
層
は
相
対
的
に
影
響
を
受
け

に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
。国
連
の
統
計
な
ど
を
も
と
に
所
得
階

層
別
の
人
口
を
推
計
す
る
と
、ア
ジ
ア
新
興
国
に
お
い
て
、1

日
当
た
り
の
消
費
額
が
20
ド
ル
を
超
え
る
高
所
得
者
層
は
、

2
0
1
4
年
の
2
億
人
か
ら
2
0
3
0
年
に
は
10
億
人
と
、

15
年
間
で
5
倍
に
膨
れ
上
が
る
と
推
計
さ
れ
る
。

　
ア
ジ
ア
新
興
国
で
増
え
続
け
る
中
間
所
得
者
層
向
け
の
ビ

ジ
ネ
ス
は
、大
き
な
規
模
を
狙
え
る
半
面
、競
争
が
激
し
く
高

い
利
益
率
の
実
現
が
難
し
い
。消
費
者
の
将
来
の
所
得
増
加

を
見
込
み
、よ
り
高
所
得
者
向
け
の
商
品
展
開
が
成
功
す
れ

ば
、高
い
利
益
率
を
確
保
し
つ
つ
、家
計
債
務
上
昇
に
よ
る
消

費
の
落
ち
込
み
を
回
避
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

【海 外】
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事業性評価力の高め方
知財データの活用

経営コンサルティング事業本部　吉田 まほろ

　
地
域
金
融
機
関
に
は
、財
務
デ
ー
タ
や
担
保・保
証
に
必
要

以
上
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、企
業
の
事
業
内
容
や
成
長
可

能
性
に
着
目
し
た
事
業
性
評
価
に
基
づ
く
融
資
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。事
業
性
評
価
の
取
り
組
み
は
始
ま
っ
て
い
る
が
、金
融

庁
が
地
域
金
融
機
関
の
監
督
指
針
に
基
づ
き
毎
年
行
っ
て
い

る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、目
利
き
能
力
を
発
揮
し
、顧
客
企

業
の
事
業
性
を
評
価
す
る
能
力
が
十
分
あ
る
と
答
え
た
金
融

機
関
は
3
割
強
に
と
ど
ま
る（
※
1
）。

　
事
業
性
評
価
に
は
、財
務
デ
ー
タ
の
み
な
ら
ず
、企
業
の
成

長
可
能
性
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
非
財
務
デ
ー
タ
の
入

手
・
分
析
が
必
要
で
あ
る
。し
か
し
、経
営
者
の
資
質
や
技
術

力
な
ど
を
含
む
非
財
務
デ
ー
タ
に
は
、入
手
も
定
量
的
な
比

較
分
析
も
困
難
な
も
の
が
多
い
。

　
そ
の
中
で
知
財
デ
ー
タ
は
、特
許
庁
が
一
元
的
に
管
理
し
て

い
る
公
開
デ
ー
タ
で
あ
り
、非
財
務
デ
ー
タ
の
中
で
は
入
手
や

定
量
分
析
が
容
易
で
あ
る
。わ
が
国
に
は
技
術
力
に
強
み
を
有

す
る
企
業
が
多
く
存
在
す
る
が
、知
財
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ

り
、顧
客
企
業
が
保
有
す
る
技
術
力
を
定
量
的
に
他
社
と
比

較
し
つ
つ
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は

あ
る
が
、『
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
』（
池
井
戸
潤
著
）（
※
2
）で
は
、白

水
銀
行
が
佃
製
作
所
の
虎
の
子
の
特
許
を
分
析
し
て
い
れ
ば
、

佃
製
作
所
の
起
死
回
生
を
予
見
で
き
、取
引
解
消
を
選
択
す

る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
実
例
で
は
、千
葉
銀
行
や
山
口
銀
行
を
は
じ
め
と
し
て
、事

業
性
評
価
に
基
づ
く
融
資
に
知
財
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
事
例

が
続
々
と
登
場
し
て
い
る
。知
財
は
公
開
情
報
で
あ
る
た
め
、

顧
客
と
の
関
係
性
や
行
員
の
力
量
に
依
存
せ
ず
に
一
定
の
情

報
を
迅
速
に
収
集
す
る
こ
と
が
可
能
で
、か
つ
他
社
と
の
比
較

も
で
き
る
。当
社
が
提
供
す
る「
企
業
特
許
レ
ポ
ー
ト
」を
活

用
し
、財
務
デ
ー
タ
に
表
れ
な
い
技
術
力
に
着
目
し
、無
担
保

で
の
融
資
に
至
っ
た
案
件
も
あ
る
と
い
う
。

　
技
術
力
に
強
み
を
も
つ
企
業
の
事
業
性
評
価
に
あ
た
っ
て

は
、知
財
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
分
析
な
い
し
理
解
が
、企
業
の

事
業
性
や
成
長
性
を
判
断
す
る
た
め
に
実
効
的
な
方
法
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。た
だ
し
、知
財
デ
ー
タ
で
把
握
可
能
な
範

囲
は
事
業
の
一
部
で
あ
り
、最
終
的
に
は
総
合
的
な
視
点
で
の

評
価
が
欠
か
せ
な
い
。ま
ず
は
財
務
デ
ー
タ
と
知
財
デ
ー
タ
で

企
業
概
況
を
把
握
し
て
、そ
の
他
の
非
財
務
デ
ー
タ
で
補
完
し

て
い
く
方
法
が
有
効
で
あ
る
。

（
※
1
）金
融
庁「
地
域
金
融
機
関
の
地
域
密
着
型
金
融
の
取
組
み
等
に

対
す
る
利
用
者
等
の
評
価
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
等
の

概
要
」（
2
0
1
5
年
8
月
）。

（
※
2
）『
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
』で
は
、技
術
力
に
強
み
を
も
つ
中
小
も
の
づ
く
り

企
業「
佃
製
作
所
」が
主
取
引
先
銀
行「
白
水
銀
行
」に
足
元
の

業
績
悪
化
を
嫌
わ
れ
取
引
解
消
を
迫
ら
れ
る
。そ
の
後
、特
許
を

武
器
に
佃
製
作
所
は
再
生
を
達
成
す
る
が
、白
水
銀
行
は
一
度
崩

れ
た
関
係
性
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

●地域金融機関は事業性評価に基づいた融資を開始したが取り組みは道半ば。

●事業性評価の最大の課題は非財務データの入手と定量分析。

●入手が容易かつ他社との定量比較が容易な知財データの活用が有効。

●アジア新興国において、家計債務の対GDP比率が上昇。

●債務圧縮の過程で、消費が落ち込むリスクを認識することが必要。

●日本企業は、影響が少ない高所得者にターゲットを絞った商品展開を。

［図］家計債務の対GDP比率と1人当たりGDPとの関係

出所：三菱総合研究所

アジア新興国の家計債務が
投資リスクを拡大

［図］事業性評価項目の入手および定量分析の難易度のイメージ
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今月の注目データ

DATA in 九州
今月は「「天然記念物」の指定数」と「2016年の猛暑日数」です。

「天然記念物」の指定数

2016年の猛暑日数

　日本には、活発な火山活動等によって起伏に富んだ地形が形成されていることや、南北に長く、気候
が亜寒帯域から亜熱帯域まで広がっていること等を背景に、多様性に富んだ自然環境が広がっていま
す。そして、その豊かな自然資源（※）のなかでも学術上の価値が特に高く重要なものとして、文化財保
護法に基づき指定されているのが「天然記念物」です。
　その天然記念物の指定数（国指定）を都道府県別に見てみると、宮崎県が全国で最も多くなってい
ます。宮崎県では観光名所としても有名な「青島」「都井岬」「高千穂峡」に加え、街中にある樹木も数
多く天然記念物に指定されています。天然記念物「去川のイチョウ」のある宮崎市高岡町では、毎年
紅葉の時期にイチョウをライトアップして観光客誘致を図るなど、天然記念物を活用した地域振興の動
きも見られています。
　天然記念物は身近なところにも数多く存在しています。これから訪れる秋の行楽シーズン、お近くの
天然記念物を訪ねてみてはいかがでしょうか。

2016
年の猛

暑日数

「天然記念物」の指定数
（特別天然記念物（※）含む）

「天然記念物」の指定数

（出所：文化庁公表データ（平成28年9月1日時点）を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）（※）特別天然記念物：天然記念物のなかでも特に重要なものとして指定されているもの

（※）天然記念物の指定対象となる自然資源：「動物（例：イリオモテヤマネコ）」、「植物（例：屋久島スギ原始林）」、「地質鉱物（例：秋吉台）」及び「保護すべき天然記念物に富んだ代表的
一定の区域（例：尾瀬）」

（※猛暑日：最高気温が35度以上の日）

2016年の猛暑日数
　今年の夏はうだるような暑さが続きましたが、9月の中旬頃からようやく過ごしやすい気候の日が増
えてきました。各地の気象観測所で観測された今年の猛暑日（※）の日数を見てみると、日田（大分県）
の38日を筆頭に、久留米（福岡県・35日）、菊池（熊本県・30日）などが上位を占めており、今年は特に
九州北部地域が猛暑に見舞われていたことが分かります（2015年に猛暑日の多かった観測所は館林
（群馬県・29日）、多治見（岐阜県・25日）等）。
　気象庁によると、7月から8月にかけて、例年中国大陸を中心に広がっている高温のチベット高気圧
が九州北部付近にまで張り出してきたこと等により、気温の高い日が続いたようです。
　この猛暑により、鉄道の線路がゆがんで運休になる等、各地で様々な影響があった一方、エアコンや
飲料水、アイスクリームの売上が伸びるなど、経済活動にとってはプラスの面も見られました。

2016年の猛暑日数（1月1日～9月25日累計）
（気象観測所別）

（出所：気象庁「過去の気象データ」を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）
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経 済 動 向 〈福岡県〉

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 持ち直しの動きがみられる
福岡県の景気は、持ち直しの動きがみられます。
住宅建設及び公共工事は前年を下回ったものの、生産活動は熊本地震の影響からほぼ回復し、海外向け新型

車の生産開始等により四輪自動車の生産が増加した輸送機械が上昇する等、持ち直しの動きがみられます。ま
た個人消費についても、夏のクリアランスセールが好調だったほか、猛暑日が続いた影響により、夏物商品を中
心とした衣料品が前年を上回りました。　

（諸隈 あきこ）

1.生産活動 持ち直しの動きがみられる
６月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は111.0と前月比3.5％上昇しました。
熊本地震の影響からほぼ回復し、海外向け新型車

の生産開始等により四輪自動車の生産が増加した輸
送機械が上昇する等、生産は持ち直しの動きがみら
れます。

3.住宅建設

７月の新設住宅着工戸数は、前年同月比6.8％減の
3,168戸となりました。
「持家」「分譲（戸建）」が前年を上回ったものの、｢貸
家」「分譲（マンション）」が前年を下回り、全体でも２ヵ
月連続で前年を下回りました。

4.公共工事 ２ヵ月ぶりに前年を下回る
７月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比4.9％増の773件、金額が同5.5％減の401億円と
なりました。
発注者別では、スポーツ施設改築工事の大型案件

があった「県」等が前年を上回りましたが、「独立行政
法人等」が前年を大きく下回り、全体でも２ヵ月ぶりに
前年を下回りました。

5.企業倒産 倒産件数、負債総額ともに前年を下回る

2.個人消費 持ち直しの動きがみられる
７月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
1.7％増の624億円となりました。
消費マインドは震災の影響がほぼ解消され、夏の

クリアランスセールが好調だったほか、猛暑日が続い
た影響により、夏物商品を中心とした衣料品が前年を
上回る等、個人消費は持ち直しの動きがみられます。

F u k u o k a

２ヵ月連続で前年を下回る

経 済 動 向 〈福岡県〉

国土交通省出所■福岡県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

西日本建設業保証出所■福岡県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

８月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比14 .3％減の24件、負債総額は同
40.2％減の約21億円となりました。
食肉加工業で５億円の倒産が発生しましたが、倒産

件数、負債総額ともに前年を下回りました。

■福岡県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
福岡県、九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気

熊本県の景気は、熊本地震の影響からほぼ回復し、持ち直しの動きがみられます。
公共工事は２ヵ月ぶりに前年を下回ったものの、生産活動は熊本地震で被災した工場の復旧が進んだことに

より、特殊産業機械が増産となったはん用・生産用機械が上昇する等、持ち直しの動きがみられます。また個人
消費も、主力の衣料品が前年を上回る等、持ち直しの動きがみられるほか、住宅建設についても３ヵ月ぶりに前
年を上回りました。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動

６月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は121.3と前月比29.6％上昇しました。
特殊産業機械が増産となったはん用・生産用機械

や、医薬品の生産が増加した化学が上昇する等、熊本
地震で被災した工場の復旧が進んだこと等により、生
産は持ち直しの動きがみられます。

3.住宅建設

７月の新設住宅着工戸数は、前年同月比13.8％増
の1,122戸となりました。
「分譲（マンション）」が前年を下回ったものの、「持
家」「貸家」「分譲（戸建）」が前年を上回り、全体でも
３ヵ月ぶりに前年を上回りました。

国土交通省出所■熊本県の新設住宅着工戸数

4.公共工事

７月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比27.9％減の379件、金額が同41.5％減の142億
円となりました。
発注者別では、震災復旧工事があった「国」等が前

年を上回りましたが、「県」「市町村」「その他公共的団
体」が前年を下回り、全体でも２ヵ月ぶりに前年を下回
りました。

西日本建設業保証出所■熊本県の公共工事請負高

5.企業倒産

８月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比62.5％減の３件、負債総額は同79.3％
減の約８千万円となりました。
倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制されてい

ます。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

７月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
2.5％増の147億円となりました。
主力の衣料品が前年を上回ったほか、熊本地震の

復興支援に対するお礼としてギフト商品が増える等、
地震からの復興需要等を背景に、個人消費は持ち直
しの動きがみられます。

熊本地震の影響からほぼ回復し、持ち直しの動きがみられる

持ち直しの動きがみられる

３ヵ月ぶりに前年を上回る

２ヵ月ぶりに前年を下回る

倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制

持ち直しの動きがみられる
■熊本県の百貨店・スーパー販売額（前年比）

九州経済産業局、経済産業省出所

■熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
熊本県、九州経済産業局、経済産業省出所
熊本県 全国 九州７県

熊本県 全国 九州8県
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気

熊本県の景気は、熊本地震の影響からほぼ回復し、持ち直しの動きがみられます。
公共工事は２ヵ月ぶりに前年を下回ったものの、生産活動は熊本地震で被災した工場の復旧が進んだことに

より、特殊産業機械が増産となったはん用・生産用機械が上昇する等、持ち直しの動きがみられます。また個人
消費も、主力の衣料品が前年を上回る等、持ち直しの動きがみられるほか、住宅建設についても３ヵ月ぶりに前
年を上回りました。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動

６月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は121.3と前月比29.6％上昇しました。
特殊産業機械が増産となったはん用・生産用機械

や、医薬品の生産が増加した化学が上昇する等、熊本
地震で被災した工場の復旧が進んだこと等により、生
産は持ち直しの動きがみられます。

3.住宅建設

７月の新設住宅着工戸数は、前年同月比13.8％増
の1,122戸となりました。
「分譲（マンション）」が前年を下回ったものの、「持
家」「貸家」「分譲（戸建）」が前年を上回り、全体でも
３ヵ月ぶりに前年を上回りました。

国土交通省出所■熊本県の新設住宅着工戸数

4.公共工事

７月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比27.9％減の379件、金額が同41.5％減の142億
円となりました。
発注者別では、震災復旧工事があった「国」等が前

年を上回りましたが、「県」「市町村」「その他公共的団
体」が前年を下回り、全体でも２ヵ月ぶりに前年を下回
りました。

西日本建設業保証出所■熊本県の公共工事請負高

5.企業倒産

８月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比62.5％減の３件、負債総額は同79.3％
減の約８千万円となりました。
倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制されてい

ます。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

７月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
2.5％増の147億円となりました。
主力の衣料品が前年を上回ったほか、熊本地震の

復興支援に対するお礼としてギフト商品が増える等、
地震からの復興需要等を背景に、個人消費は持ち直
しの動きがみられます。

熊本地震の影響からほぼ回復し、持ち直しの動きがみられる

持ち直しの動きがみられる

３ヵ月ぶりに前年を上回る

２ヵ月ぶりに前年を下回る

倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制

持ち直しの動きがみられる
■熊本県の百貨店・スーパー販売額（前年比）

九州経済産業局、経済産業省出所

■熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
熊本県、九州経済産業局、経済産業省出所
熊本県 全国 九州７県

熊本県 全国 九州8県
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2015

長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気

長崎県の景気は、弱含んでいます。
生産活動は半導体集積回路の生産が減少した電子部品・デバイスが低下する等、弱含んでおり、個人消費に

ついても主力の衣料品や飲食料品が前年を下回る等、弱含んでいます。また、住宅建設及び公共工事も前年を
下回りました。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動 弱含んでいる
６月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は72.5と前月比4.5％上昇しました。
主要業種では、修繕船が増産となった輸送機械は

上昇したものの、半導体集積回路の生産が減少した
電子部品・デバイスが低下する等、生産は弱含んでい
ます。
　

3.住宅建設 ３ヵ月連続で前年を下回る
７月の新設住宅着工戸数は、前年同月比5.6％減の
575戸となりました。
「分譲（戸建）」が前年を上回ったものの、「持家」「貸
家」「分譲（マンション）」が前年を下回り、全体でも３ヵ
月連続で前年を下回りました。

4.公共工事 ４ヵ月ぶりに前年を下回る
７月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比10.0％減の505件、金額が同3.7％減の198億円
となりました。
発注者別では、防災設備工事の大型案件があった

「市町村」が前年を上回りましたが、「国」「独立行政法
人等」「県」「その他公共的団体」が前年を下回り、全体
でも４ヵ月ぶりに前年を下回りました。

西日本建設業保証出所■長崎県の公共工事請負高

5.企業倒産 負債総額は前月を上回る
８月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比25.0％減の３件、負債総額は同63.9％
減の約９億円となりました。
経営コンサルタント業で８億円の倒産が発生する

など、前月と比較すると負債総額は上回りました。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 弱含んでいる
７月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
1.3％減の102億円となりました。
消費マインドは震災の影響がほぼ解消したものの、

主力の衣料品や飲食料品が前年を下回る等、個人消
費は弱含んでいます。

弱含んでいる

■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

国土交通省出所■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲
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九州経済産業局、経済産業省出所

■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
長崎県、九州経済産業局、経済産業省出所
長崎県 全国 九州７県

長崎県 全国 九州8県

120

100

110

70

60

90

80

20.0

10.0

15.0

5.0

0.0

▲5.0

▲15.0

▲10.0

（%）

経 済 動 向 〈長崎県〉
N a g a s a k i

700

800

500

400

300

200

100

0

100

50

0

▲50

（％）

600

（戸）

0

150

2011

2011

2015

前年比

前年比

倒産件数

2015

負債総額

2112
2016

1110987 43 5 6 7

2112
2016

1110987 43 5 6 7

3
2016

121110 1 298 54 6 7 8

2012 2013 2014 20162015

2012 2013 2014 2015 2016

440

0

54FFG MONTHLY SURVEY Vol.95



2015

長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気

長崎県の景気は、弱含んでいます。
生産活動は半導体集積回路の生産が減少した電子部品・デバイスが低下する等、弱含んでおり、個人消費に

ついても主力の衣料品や飲食料品が前年を下回る等、弱含んでいます。また、住宅建設及び公共工事も前年を
下回りました。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動 弱含んでいる
６月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は72.5と前月比4.5％上昇しました。
主要業種では、修繕船が増産となった輸送機械は

上昇したものの、半導体集積回路の生産が減少した
電子部品・デバイスが低下する等、生産は弱含んでい
ます。
　

3.住宅建設 ３ヵ月連続で前年を下回る
７月の新設住宅着工戸数は、前年同月比5.6％減の
575戸となりました。
「分譲（戸建）」が前年を上回ったものの、「持家」「貸
家」「分譲（マンション）」が前年を下回り、全体でも３ヵ
月連続で前年を下回りました。

4.公共工事 ４ヵ月ぶりに前年を下回る
７月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比10.0％減の505件、金額が同3.7％減の198億円
となりました。
発注者別では、防災設備工事の大型案件があった

「市町村」が前年を上回りましたが、「国」「独立行政法
人等」「県」「その他公共的団体」が前年を下回り、全体
でも４ヵ月ぶりに前年を下回りました。

西日本建設業保証出所■長崎県の公共工事請負高

5.企業倒産 負債総額は前月を上回る
８月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比25.0％減の３件、負債総額は同63.9％
減の約９億円となりました。
経営コンサルタント業で８億円の倒産が発生する

など、前月と比較すると負債総額は上回りました。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 弱含んでいる
７月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
1.3％減の102億円となりました。
消費マインドは震災の影響がほぼ解消したものの、

主力の衣料品や飲食料品が前年を下回る等、個人消
費は弱含んでいます。

弱含んでいる

■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

国土交通省出所■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲
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■長崎県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
長崎県、九州経済産業局、経済産業省出所
長崎県 全国 九州７県

長崎県 全国 九州8県
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経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気

佐賀県の景気は、持ち直しの動きがみられます。
生産活動は化学や輸送機械が上昇する等、持ち直しの動きがみられ、個人消費についても、夏のクリアランス

セール等が好調で、主力の飲食料品が前年を上回りました。また、住宅建設及び公共工事も２ヵ月ぶりに前年を
上回りました。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動

６月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は98.7と前月比6.4％上昇しました。
熊本地震の影響からほぼ回復し、化学や輸送機械

が上昇する等、生産は持ち直しの動きがみられます。

3.住宅建設

７月の新設住宅着工戸数は、前年同月比43.9％増
の656戸となりました。
｢分譲（マンション）」を除く全ての項目で前年を上

回り、全体でも２ヵ月ぶりに前年を上回りました。

国土交通省出所■佐賀県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

７月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比3.4％増の240件、金額が同6.3％増の84億円とな
りました。
発注者別では、農地防災工事があった「国」や、河川

改修工事があった「県」等が前年を上回り、全体でも
２ヵ月ぶりに前年を上回りました。

西日本建設業保証出所■佐賀県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

８月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比25.0％減の３件、負債総額は同47.6％
減の約２億円となりました。
倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制されてい

ます。

■佐賀県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

７月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
4.0％増の58億円となりました。
夏のクリアランスセール等が好調で、主力の飲食

料品が前年を上回る等、個人消費は持ち直しの動き
がみられます。

持ち直しの動きがみられる

持ち直しの動きがみられる

２ヵ月ぶりに前年を上回る

２ヵ月ぶりに前年を上回る

倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制

持ち直しの動きがみられる
■佐賀県の百貨店・スーパー販売額（前年比）

九州経済産業局、経済産業省出所

■佐賀県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
佐賀県、九州経済産業局、経済産業省出所
佐賀県 全国 九州７県

佐賀県 全国 九州8県
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経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気

佐賀県の景気は、持ち直しの動きがみられます。
生産活動は化学や輸送機械が上昇する等、持ち直しの動きがみられ、個人消費についても、夏のクリアランス

セール等が好調で、主力の飲食料品が前年を上回りました。また、住宅建設及び公共工事も２ヵ月ぶりに前年を
上回りました。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動

６月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は98.7と前月比6.4％上昇しました。
熊本地震の影響からほぼ回復し、化学や輸送機械

が上昇する等、生産は持ち直しの動きがみられます。

3.住宅建設

７月の新設住宅着工戸数は、前年同月比43.9％増
の656戸となりました。
｢分譲（マンション）」を除く全ての項目で前年を上

回り、全体でも２ヵ月ぶりに前年を上回りました。

国土交通省出所■佐賀県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

７月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比3.4％増の240件、金額が同6.3％増の84億円とな
りました。
発注者別では、農地防災工事があった「国」や、河川

改修工事があった「県」等が前年を上回り、全体でも
２ヵ月ぶりに前年を上回りました。

西日本建設業保証出所■佐賀県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

８月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比25.0％減の３件、負債総額は同47.6％
減の約２億円となりました。
倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制されてい

ます。

■佐賀県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

７月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
4.0％増の58億円となりました。
夏のクリアランスセール等が好調で、主力の飲食

料品が前年を上回る等、個人消費は持ち直しの動き
がみられます。

持ち直しの動きがみられる

持ち直しの動きがみられる

２ヵ月ぶりに前年を上回る

２ヵ月ぶりに前年を上回る

倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制

持ち直しの動きがみられる
■佐賀県の百貨店・スーパー販売額（前年比）

九州経済産業局、経済産業省出所

■佐賀県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
佐賀県、九州経済産業局、経済産業省出所
佐賀県 全国 九州７県

佐賀県 全国 九州8県
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経 済 動 向 〈大分県〉
O i t a

大分県の景気

大分県の景気は、底堅く推移しています。
住宅建設は３ヵ月ぶりに前年を下回ったものの、生産活動は農薬の生産が増加した化学・石油製品が上昇する

等、底堅く推移しており、個人消費についても、熊本地震の復興需要等を背景に、夏のクリアランスセールが好
調で、主力の衣料品や飲食料品が前年を上回る等、持ち直しの動きがみられます。また、公共工事も４ヵ月ぶりに
前年を上回りました。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動

６月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は95.1と前月比3.4％上昇しました。
主要業種では、半導体集積回路が減産となった電

子部品・デバイスは低下したものの、農薬の生産が増
加した化学・石油製品が上昇する等、生産は底堅く推
移しています。

3.住宅建設

７月の新設住宅着工戸数は、前年同月比38.9％減
の618戸となりました。
「給与」を除く全ての項目で前年を下回り、全体で
も３ヵ月ぶりに前年を下回りました。

国土交通省出所■大分県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

７月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比13.5％増の337件、金額が同24.0％増の138億
円となりました。
発注者別では、ダム建設工事の大型案件があった

「国」が前年を大きく上回り、全体でも４ヵ月ぶりに前
年を上回りました。

西日本建設業保証出所■大分県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

８月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比33.3％減の２件、負債総額は同68.2％
増の約２億円となりました。
倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制されてい

ます。

■大分県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

７月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
4.1％増の105億円となりました。　
熊本地震の復興需要等を背景に、夏のクリアラン

スセールが好調で、主力の衣料品や飲食料品が前年
を上回る等、個人消費は持ち直しの動きがみられま
す。

底堅く推移している

底堅く推移している

３ヵ月ぶりに前年を下回る

４ヵ月ぶりに前年を上回る

倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制

持ち直しの動きがみられる
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■大分県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■大分県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
大分県、九州経済産業局、経済産業省出所
大分県 全国 九州７県

大分県 全国 九州8県
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経 済 動 向 〈大分県〉
O i t a

大分県の景気

大分県の景気は、底堅く推移しています。
住宅建設は３ヵ月ぶりに前年を下回ったものの、生産活動は農薬の生産が増加した化学・石油製品が上昇する

等、底堅く推移しており、個人消費についても、熊本地震の復興需要等を背景に、夏のクリアランスセールが好
調で、主力の衣料品や飲食料品が前年を上回る等、持ち直しの動きがみられます。また、公共工事も４ヵ月ぶりに
前年を上回りました。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動

６月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は95.1と前月比3.4％上昇しました。
主要業種では、半導体集積回路が減産となった電

子部品・デバイスは低下したものの、農薬の生産が増
加した化学・石油製品が上昇する等、生産は底堅く推
移しています。

3.住宅建設

７月の新設住宅着工戸数は、前年同月比38.9％減
の618戸となりました。
「給与」を除く全ての項目で前年を下回り、全体で
も３ヵ月ぶりに前年を下回りました。

国土交通省出所■大分県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

７月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比13.5％増の337件、金額が同24.0％増の138億
円となりました。
発注者別では、ダム建設工事の大型案件があった

「国」が前年を大きく上回り、全体でも４ヵ月ぶりに前
年を上回りました。

西日本建設業保証出所■大分県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

８月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比33.3％減の２件、負債総額は同68.2％
増の約２億円となりました。
倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制されてい

ます。

■大分県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

７月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
4.1％増の105億円となりました。　
熊本地震の復興需要等を背景に、夏のクリアラン

スセールが好調で、主力の衣料品や飲食料品が前年
を上回る等、個人消費は持ち直しの動きがみられま
す。

底堅く推移している

底堅く推移している

３ヵ月ぶりに前年を下回る

４ヵ月ぶりに前年を上回る

倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制

持ち直しの動きがみられる
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■大分県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■大分県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
大分県、九州経済産業局、経済産業省出所
大分県 全国 九州７県

大分県 全国 九州8県
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2015

経 済 動 向 〈宮崎県〉
M i y a z a k i

宮崎県の最近の経済動向

宮崎県の景気 弱含みの兆しがみられる

1.生産活動 底堅く推移している
６月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は98.1と前月比0.4％低下しました。
主要業種では、化学が低下したものの、食料品が上

昇する等、生産は底堅く推移しています。
　

3.住宅建設 ２ヵ月ぶりに前年を上回る
７月の新設住宅着工戸数は、前年同月比3.3％増の
560戸となりました。
「貸家」「分譲（戸建）」が前年を下回ったものの、「持
家」が前年を上回り、全体でも２ヵ月ぶりに前年を上回
りました。

■宮崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 ７ヵ月ぶりに前年を下回る
７月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比2.3％減の388件、金額が同5.4％減の117億円と
なりました。
発注者別では、トンネル新設工事があった「国」等が

前年を上回りましたが、「独立行政法人等」「県」「市町
村」が前年を下回り、全体でも７ヵ月ぶりに前年を下回
りました。

■宮崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制
８月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比33.3％減の２件、負債総額は同49.8％
減の約１億円となりました。
倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制されてい

ます。

■宮崎県の倒産状況

2.個人消費 弱含みの兆しがみられる
７月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
2.1％減の66億円となりました。
消費マインドは震災の影響がほぼ解消したものの、

主力の衣料品や飲食料品が前年を下回る等、個人消
費は弱含みの兆しがみられます。

宮崎県の景気は、弱含みの兆しがみられます。
生産活動は、食料品が上昇する等底堅く推移しており、住宅建設についても２ヵ月ぶりに前年を上回りました。

一方で、個人消費は主力の衣料品や飲食料品が前年を下回ったほか、公共工事が７ヵ月ぶりに前年を下回りまし
た。

（諸隈 あきこ）

■宮崎県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■宮崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
宮崎県、九州経済産業局、経済産業省出所
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2015

経 済 動 向 〈宮崎県〉
M i y a z a k i

宮崎県の最近の経済動向

宮崎県の景気 弱含みの兆しがみられる

1.生産活動 底堅く推移している
６月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は98.1と前月比0.4％低下しました。
主要業種では、化学が低下したものの、食料品が上

昇する等、生産は底堅く推移しています。
　

3.住宅建設 ２ヵ月ぶりに前年を上回る
７月の新設住宅着工戸数は、前年同月比3.3％増の
560戸となりました。
「貸家」「分譲（戸建）」が前年を下回ったものの、「持
家」が前年を上回り、全体でも２ヵ月ぶりに前年を上回
りました。

■宮崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 ７ヵ月ぶりに前年を下回る
７月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比2.3％減の388件、金額が同5.4％減の117億円と
なりました。
発注者別では、トンネル新設工事があった「国」等が

前年を上回りましたが、「独立行政法人等」「県」「市町
村」が前年を下回り、全体でも７ヵ月ぶりに前年を下回
りました。

■宮崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制
８月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比33.3％減の２件、負債総額は同49.8％
減の約１億円となりました。
倒産件数、負債総額ともに低水準に抑制されてい

ます。

■宮崎県の倒産状況

2.個人消費 弱含みの兆しがみられる
７月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
2.1％減の66億円となりました。
消費マインドは震災の影響がほぼ解消したものの、

主力の衣料品や飲食料品が前年を下回る等、個人消
費は弱含みの兆しがみられます。

宮崎県の景気は、弱含みの兆しがみられます。
生産活動は、食料品が上昇する等底堅く推移しており、住宅建設についても２ヵ月ぶりに前年を上回りました。

一方で、個人消費は主力の衣料品や飲食料品が前年を下回ったほか、公共工事が７ヵ月ぶりに前年を下回りまし
た。

（諸隈 あきこ）

■宮崎県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■宮崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
宮崎県、九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈鹿児島県〉
K a g o s h i m a

鹿児島県の最近の経済動向

鹿児島県の景気 底堅く推移している
鹿児島県の景気は、底堅く推移しています。
公共工事は６ヵ月ぶりに前年を下回ったものの、生産活動は、窯業・土石製品が上昇する等、底堅く推移してい

ます。また、個人消費についても、夏のクリアランスセール等が好調で、主力の衣料品や飲食料品が前年を上
回ったほか、住宅建設が４ヵ月ぶりに前年を上回りました。

（諸隈 あきこ）

1.生産活動 底堅く推移している
６月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は85.4と前月比0.2％上昇しました。
主要業種では、食料品が低下したものの、窯業・土

石製品が上昇する等、生産は底堅く推移しています。

3.住宅建設 ４ヵ月ぶりに前年を上回る
７月の新設住宅着工戸数は、前年同月比15.6％増
の1,067戸となりました。
「貸家」を除く全ての項目で前年を上回り、全体で
も４ヵ月ぶりに前年を上回りました。

国土交通省出所■鹿児島県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 ６ヵ月ぶりに前年を下回る
７月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比4.1％減の709件、金額が同15.7％減の188億円
となりました。
発注者別では、空港事務所改修工事があった「国」

が前年を上回りましたが、「独立行政法人等」が前年
を大きく下回り、全体でも６ヵ月ぶりに前年を下回りま
した。

西日本建設業保証出所■鹿児島県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 ２ヵ月ぶりに前年を上回る
８月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比20.0％増の６件、負債総額は約184億
円となりました。
ゴルフ場経営で約167億円の大型倒産が発生する

など、倒産件数、負債総額ともに前年を上回りました。

■鹿児島県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 底堅く推移している
７月の百貨店・スーパー販売額は、前年同月比
0.8％増の144億円となりました。
消費マインドは震災の影響がほぼ解消されたほ

か、夏のクリアランスセール等が好調で、主力の衣料
品や飲食料品が前年を上回る等、個人消費は底堅く
推移しています。
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■鹿児島県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■鹿児島県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済、2010年=100）
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鹿児島県 全国 九州8県

110

80

100

90

2011

20.0

10.0

15.0

5.0

0.0

▲5.0

▲15.0

▲10.0

（%）

前年比

2011

184

2012 2013 2014 2015 2016

2012 2013 2014 2015 2016

負債総額

倒産件数

2112
2016

1110987 43 5 6 7

112
2016

1110987 2 3 4 5 6 7

前年比

63 FFG MONTHLY SURVEY Vol.95



出所 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注）

厚生労働省 総務省 東京商工リサーチ 日本銀行

軽乗用車販売台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍 ％前年比（％） 件 前年比（％） 百億円 前年比（％） 百億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

完全
失業率

2.8
3.2
3.2
3.4
3.8
3.7
3.4
3.6
3.3
3.2
3.5
2.9
2.8
2.9
2.7
2.4
2.3

43,320
44,704
46,130
45,015
45,085
45,133
45,587
45,376
45,624
46,130
46,014
45,884
46,456
46,038
46,010
46,080
46,126

4.5
3.1
2.7
3.9
4.5
4.1
3.5
4.0
3.5
2.7
2.9
3.9
4.1
6.0
5.5
5.4
5.6

63,879
65,833
67,577
67,609
67,104
67,069
67,411
67,034
67,705
67,577
67,441
68,483
70,151
71,170
71,281
71,240
70,847

▲10.5
▲10.4
▲8.3
▲4.7
▲10.8
▲13.1
▲18.6
▲7.3
▲3.4
1.9
▲6.4
4.5

▲13.2
▲7.1
▲19.5
▲7.4
▲9.5

10,855
9,731
8,922
824
787
632
673
742
711
699
675
723
746
695
671
763
712

4.0
3.6
0.0
3.4
3.3
3.4
3.4
3.1
3.3
3.3
3.2
3.3
3.2
3.2
3.2
3.1
3.0

0.93
1.09
1.20
1.19
1.21
1.22
1.23
1.24
1.26
1.27
1.28
1.28
1.30
1.34
1.36
1.37
1.37

319,170
318,755
315,379
293,042
314,788
317,195
298,733
309,761
294,905
340,474
312,331
297,662
334,609
338,001
306,721
276,602
302,422

426,132
423,541
427,270
581,279
472,058
391,352
338,098
404,876
345,012
751,540
355,700
394,411
369,306
388,135
313,379
589,676
468,137

1,690,171
1,733,988
1,511,404
125,348
110,212
90,536
139,945
108,582
111,038
103,532
118,610
142,705
185,674
84,688
81,614
96,023
103,947

1.7
▲0.1
▲1.1
▲0.9
1.0
3.7
▲1.6
▲2.0
▲3.7
▲4.8
▲2.6
2.2
▲4.9
1.1
▲3.3
▲5.6
▲3.9

0.3
▲0.6
0.9
2.2
5.3
2.1
▲1.1
0.0
▲2.1
▲2.9
▲0.9
▲3.0
1.3
0.9
▲4.4
1.4
▲0.8

8.5
2.6

▲12.8
▲16.5
▲21.7
▲12.6
▲14.3
▲10.7
▲18.3
▲36.1
▲13.0
▲12.8
▲19.4
▲9.1
▲17.3
▲23.4
▲5.7

出所 国土交通省 経済産業省総務省 日本自動車販売協会連合会日本銀行

項目

年月 台 前年比（％）
▲4.8
▲0.4
▲5.5
4.6
▲2.0
1.7
▲3.2
▲0.1
▲0.6
3.0
1.1
▲4.0
▲2.6
8.3
7.3
3.6
▲0.5

2,865,354
2,854,078
2,697,940
239,161
245,165
180,459
259,262
205,907
201,947
203,571
209,395
239,060
346,357
184,247
193,463
247,878
243,833

億円 前年比（％）
0.6
1.7
1.3
0.6
3.2
2.6
2.6
4.0
▲0.8
0.9
2.1
3.3
▲0.2
▲0.1
▲1.9
▲0.7
0.9

190,957
194,298
196,732
15,788
17,056
16,056
15,114
16,072
16,491
20,924
16,913
14,886
16,460
15,456
15,978
15,675
17,210

指数 前年比（％）
0.4
▲0.8
0.8
0.4
0.2
0.2
0.0
0.3
0.3
0.2
▲0.1
0.2
0.0
▲0.3
▲0.5
▲0.4
▲0.4

101.9
105.1
102.7
103.6
103.2
102.6
102.1
101.4
101.3
101.0
100.0
99.7
99.6
99.2
99.3
99.2
99.2

100.0
99.2
100.0
100.2
100.1
100.2
100.3
100.2
99.9
99.8
99.5
99.6
99.7
99.9
100.0
99.9
99.6

指数 前年比（％）

企業物価指数
（2010年 =100）

消費者物価指数
（2015年 =100）

百貨店・スーパー
販売額

乗用車

1.3
3.2
▲2.3
▲2.4
▲3.2
▲3.7
▲4.0
▲3.8
▲3.7
▲3.5
▲3.2
▲3.4
▲3.8
▲4.2
▲4.3
▲4.2
▲3.9

前年比（％）
6.9

▲10.0
1.6
31.3
▲9.0
2.6

▲10.1
▲9.5
2.5
▲3.5
▲5.7
9.6
26.0
9.0
7.9

▲15.2
9.1

11.8
1.7
4.6
14.6
18.7
17.7
13.3
▲2.6
2.6
3.9
5.3
12.5
1.1
16.0
15.0
3.7
11.1

前年比（％）前年比（％）
13.9
▲19.6
▲0.7
7.2
8.0
4.1
2.4
2.4
3.5
▲5.4
▲0.1
0.8
4.3
1.2
4.3
1.1
6.0

前年比（％）戸
分譲 乗用車新規登録台数貸家持家

11.0
▲9.0
1.9
16.3
7.4
8.8
2.6
▲2.5
1.7
▲1.3
0.2
7.8
8.4
9.0
9.8
▲2.5
8.9

980,025
892,261
909,299
88,118
78,263
80,255
77,872
77,153
79,697
75,452
67,815
72,831
75,744
82,398
78,728
85,953
85,208

出所 経済産業省 内閣府 財務省 西日本建設業保証 国土交通省

生産指数

合計

項目 鉱工業指数（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

季調値年月 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前月（年）比（％）前年比（％） 前年比（％） 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
出荷指数 在庫指数

貿易

輸出金額 輸入金額

機械受注金額
（船舶・電力を
除く民需）

公共工事
保証請負金額

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

19.3
5.4
3.3
▲8.7
18.1
4.8
▲7.9
▲16.1
8.5
17.9
1.5
▲1.4
28.8
▲35.2
12.8
16.0
▲25.8

95,027
100,195
103,454
8,877
9,864
8,210
7,544
8,872
7,749
7,973
7,571
8,526
8,511
8,294
9,988
10,295
7,318

12.8
4.6
▲5.8
▲1.8
▲10.1
▲1.3
▲10.9
▲4.8
3.3
▲9.6
▲2.6
▲2.2
5.0
10.6
1.4
▲1.8
▲6.9

141,492
147,940
139,365
15,564
14,632
11,132
12,461
12,530
8,720
8,086
6,535
6,968
13,395
20,301
11,453
15,278
13,618

14.9
5.7
▲8.7
▲2.9
▲3.3
▲3.2
▲11.0
▲13.4
▲10.2
▲18.0
▲18.0
▲14.2
▲14.9
▲23.3
▲13.9
▲18.9
▲24.7

9.5
4.8
3.5
9.5
7.6
3.1
0.5
▲2.2
▲3.4
▲8.0
▲12.9
▲4.0
▲6.8
▲10.1
▲11.3
▲7.4
▲14.0

5.2
4.0
4.8
▲6.6
▲3.0
▲2.9
5.9
6.4
▲9.7
1.0
15.0
▲9.2
5.5

▲11.0
▲1.4
8.3
4.9

▲2.7
2.0
3.2
3.9
2.7
1.9
2.0
0.2
▲0.4
0.0
0.2
▲0.9
1.8
0.1
0.8
0.0
▲1.8

▲0.6
1.3
▲1.3
1.7
▲1.0
0.7
▲2.0
▲0.8
0.7
▲2.5
▲5.4
▲1.6
▲0.7
▲3.4
▲1.0
▲1.7
▲4.0

97.0
99.0
97.8
98.3
97.4
96.7
97.0
98.2
97.1
95.9
98.3
93.2
96.7
97.2
94.7
96.9
96.5

107.4
109.5
113.0
113.9
113.2
113.4
113.3
111.9
112.3
112.7
112.4
112.2
115.4
113.4
113.9
113.9
111.2

96.9
98.2
96.9
96.8
96.2
96.4
96.1
98.6
96.2
94.9
96.8
92.8
94.5
96.0
93.5
95.1
95.8

▲0.8
2.1
▲1.2
2.1
▲0.6
▲0.9
▲1.2
▲1.6
1.4
▲2.1
▲4.2
▲1.2
0.2
▲3.3
▲0.4
▲1.5
▲4.2

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
北九州・福岡 大都市圏

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

3.7
4.1
4.2
5.2
5.1
5.0
4.2
4.6
4.6
4.2
4.7
3.9
4.3
4.2
4.0
3.9
3.7

157,877
164,399
171,225
166,518
167,470
167,832
168,392
169,350
170,011
171,225
172,098
172,274
174,282
173,336
173,208
173,043
173,638

4.4
3.3
2.6
3.7
3.6
2.5
3.3
3.5
1.8
2.6
3.0
2.2
2.3
3.3
1.7
2.1
3.4

199,612
206,173
211,519
209,590
208,125
209,096
208,221
209,150
209,130
211,519
211,524
211,613
213,976
216,398
213,985
214,014
215,155

▲7.9
▲6.3
7.6
45.2
13.0
40.0
▲8.0
▲38.9
25.0
▲14.3
▲5.9
▲10.0
▲10.7
▲27.0
0.0

▲42.2
26.9

351
329
354
45
26
28
23
22
30
24
32
27
25
27
27
26
33

0.79
0.96
1.12
1.09
1.13
1.13
1.16
1.18
1.19
1.21
1.20
1.24
1.26
1.28
1.30
1.33
1.32

307,009
305,204
319,738
297,711
320,742
320,270
292,484
355,451
297,909
348,450
321,486
296,061
333,932
332,752
289,176
283,681
302,959

409,344
395,716
386,647
531,050
374,224
354,500
322,320
379,815
324,689
698,728
338,400
376,235
368,095
400,040
352,756
543,304
529,919

113,170
115,376
106,139
9,222
9,326
7,292
10,326
8,124
7,908
8,639
8,392
9,754
13,510
6,940
7,347
9,623
9,914

▲1.8
▲0.6
4.8
3.0
10.0
14.2
0.3
11.1
3.7
10.9
▲2.0
8.1
▲6.2
1.9
▲9.4
▲4.7
▲5.5

▲0.1
▲3.3
▲2.3
▲5.4
▲15.8
▲2.6
1.4
▲1.7
▲1.6
12.1
6.0
5.9
14.3
11.0
18.6
2.3
41.6

▲3.7
1.9
▲8.0
5.1
▲4.8
1.7
▲0.5
▲0.9
1.2
6.8
1.7
▲5.7
▲1.2
10.0
9.4
4.3
6.3

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
68,478
70,311
60,246
5,070
4,219
3,607
5,767
3,951
4,307
3,987
4,610
5,914
7,406
3,360
3,190
3,575
4,227

9.2
2.7

▲14.3
▲13.6
▲27.1
▲17.2
▲9.4
▲15.2
▲15.3
▲19.7
▲18.5
▲14.2
▲20.2
▲9.8
▲15.8
▲29.5
0.2

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）
1.3
1.7
0.5
▲0.1
4.0
2.2
3.7
1.7
▲4.1
▲0.7
0.5
1.6
▲2.2
▲2.6
▲1.9
▲2.1
1.7

665,355
676,846
680,278
52,723
61,356
55,739
51,535
55,331
55,729
75,282
57,703
50,061
56,546
51,401
54,278
51,616
62,427

指数 前年比（％）
▲0.0
▲1.5
1.9
1.6
1.5
1.3
1.4
1.8
1.5
1.0
1.0
1.5
1.0
0.5
0.1
0.1
▲0.1

99.6
98.1
100.0
100.2
100.3
100.3
100.9
100.6
100.2
100.1
99.9
100.5
100.4
100.4
100.4
100.3
100.2

消費者物価指数
（2015年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）
36.4
▲10.5
3.9

▲35.9
16.4
▲33.0
▲22.9
11.2
▲49.8
44.2
▲54.0
38.7
8.2

▲25.3
15.3
35.9
▲2.9

3,855
3,450
3,585
205
290
228
222
329
195
369
162
470
387
303
338
279
282

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
28.5
▲1.4
▲8.4
8.7

▲13.4
▲11.9
▲23.6
▲8.6
▲8.0
▲24.0
▲20.6
▲38.3
▲30.6
▲3.7
▲1.7
49.6
▲5.5

13.6
4.7
▲0.8
6.8
2.6
▲2.0
▲3.8
▲2.6
▲6.9
▲9.6
▲17.8
▲18.6
▲12.8
▲19.5
▲14.3
▲18.8
▲30.4

6.6
5.8
5.9
12.2
11.5
2.4
2.2
7.9
▲3.7
▲4.7
▲16.3
▲7.8
▲8.7
▲19.2
▲12.7
▲8.0
▲7.0

4,742
4,674
4,283
419
424
340
442
432
256
216
168
161
319
467
332
627
401

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
27.6
▲20.6
16.3
59.5
13.0
9.3
12.8
75.2
98.1
4.9

▲59.4
75.8
▲26.5
▲12.7
83.9
▲69.3
▲2.6

前年比（％）
8.5
0.0
8.9
20.7
65.5
▲6.3
▲2.8
▲29.1
58.5
21.1
6.9
41.1
25.4
2.9
15.0
23.2
▲14.5

前年比（％）
12.9
▲17.5
2.1
11.3
3.0
1.1
▲4.6
4.2
12.6
1.7
▲3.1
3.3
8.6
7.1
11.7
▲7.3
4.7

前年比（％）戸
分譲 福岡市貸家持家

14.5
▲10.4
9.1
28.7
34.9
▲1.1
▲0.5
▲5.2
55.2
11.3
▲9.8
39.5
7.0
0.8
23.7
▲10.4
▲6.8

41,335
37,035
40,415
4,630
3,399
2,949
3,145
3,056
4,254
3,405
2,723
3,820
3,594
3,472
3,731
4,149
3,168

出所 福岡県調査統計課

総合 鉄鋼 食料品・たばこ はん用・生産用機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）
7.7
▲2.3
6.4
4.1
13.6
13.8
7.7
6.9
5.6
3.3
0.7
▲0.6
7.3
▲6.2
▲7.3
▲10.8

141.4
138.2
147.0
150.8
156.4
156.8
149.0
145.9
143.7
142.0
140.0
138.0
153.4
139.4
137.2
134.6

季調値 前年比（％）
▲3.2
0.8
4.0
5.9
9.8
0.1
4.6
3.2
6.3
5.1
▲7.4
▲1.3
▲0.2
▲7.9
0.6
2.8

105.1
105.9
110.1
110.0
110.0
105.8
108.7
111.9
111.6
110.9
107.4
105.3
106.2
101.7
109.7
113.1

季調値 前年比（％）
▲5.6
▲3.1
9.0
13.5
21.9
2.3
15.2
9.0
17.0
13.2
▲14.7
▲4.8
▲1.2
▲22.3
0.8
8.8

119.6
115.9
126.4
124.8
130.3
112.0
119.7
128.1
128.0
130.8
120.3
110.6
115.3
101.2
122.5
135.8

季調値 前年比（％）
0.2
12.0
3.4
▲2.9
14.1
▲5.6
25.2
▲6.4
2.9
1.5
▲3.3
▲3.4
▲4.9
▲6.5
6.3
▲1.9

100.9
113.0
116.8
116.8
123.4
114.4
119.0
115.1
117.6
114.1
112.9
108.3
106.2
116.9
120.0
114.5

季調値 前年比（％）
▲4.6
▲7.2
3.1
0.9
5.4
4.4
6.9
3.4
3.5
3.6
1.2
4.0
7.9
2.8
1.5
0.7

96.5
89.5
92.3
91.4
92.8
92.8
93.8
94.1
92.9
93.0
95.9
90.1
93.8
94.6
90.9
92.0

季調値 前年比（％）
▲2.0
2.1
1.2
▲0.8
▲2.5
2.9
▲2.1
▲6.8
▲6.9
▲0.4
▲1.8
▲5.2
▲7.8
▲3.8
▲6.6
▲7.2

89.1
91.0
92.1
92.0
91.2
93.1
92.5
88.1
89.0
92.8
94.9
88.3
86.2
89.1
86.1
85.3

季調値 前年比（％）
▲3.1
0.7
4.4
5.9
10.8
0.7
7.1
3.2
6.6
4.5
▲8.1
▲2.3
▲0.4
▲9.2
0.9
1.7

103.9
104.6
109.2
109.1
109.8
104.2
108.3
110.0
110.2
109.3
106.6
102.3
105.3
101.1
107.2
111.0

経済指標全国経済指標 福岡 Fukuoka

鉱工業指数は、前年同期比の値と年間の指数は原数値、月間の指数は季節調整値。機械受注金額は、年間は前年比、月間は前月比。百貨店・スーパー販売額は、調査対象事業所見直し（2010年
7月、2013年7月及び2015年7月）に伴うギャップを調整するリンク係数で処理した数値。家計消費支出の前年比は、名目値の前年比。可処分所得・消費支出は、２人以上の世帯のうち勤労者
世帯（農林漁家世帯を含む）。有効求人倍率は、年間は実数値、月間は季節調整値。新規学卒を除きパートタイムを含む。完全失業率は季節調整値。
預貸金残高は年末、月末残高。都市銀行、地方銀行、第二地方銀行、信託銀行の合計、ただし、特別国際金融取引勘定を含まない。 
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出所 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注）

厚生労働省 総務省 東京商工リサーチ 日本銀行

軽乗用車販売台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍 ％前年比（％） 件 前年比（％） 百億円 前年比（％） 百億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

完全
失業率

2.8
3.2
3.2
3.4
3.8
3.7
3.4
3.6
3.3
3.2
3.5
2.9
2.8
2.9
2.7
2.4
2.3

43,320
44,704
46,130
45,015
45,085
45,133
45,587
45,376
45,624
46,130
46,014
45,884
46,456
46,038
46,010
46,080
46,126

4.5
3.1
2.7
3.9
4.5
4.1
3.5
4.0
3.5
2.7
2.9
3.9
4.1
6.0
5.5
5.4
5.6

63,879
65,833
67,577
67,609
67,104
67,069
67,411
67,034
67,705
67,577
67,441
68,483
70,151
71,170
71,281
71,240
70,847

▲10.5
▲10.4
▲8.3
▲4.7
▲10.8
▲13.1
▲18.6
▲7.3
▲3.4
1.9
▲6.4
4.5

▲13.2
▲7.1
▲19.5
▲7.4
▲9.5

10,855
9,731
8,922
824
787
632
673
742
711
699
675
723
746
695
671
763
712

4.0
3.6
0.0
3.4
3.3
3.4
3.4
3.1
3.3
3.3
3.2
3.3
3.2
3.2
3.2
3.1
3.0

0.93
1.09
1.20
1.19
1.21
1.22
1.23
1.24
1.26
1.27
1.28
1.28
1.30
1.34
1.36
1.37
1.37

319,170
318,755
315,379
293,042
314,788
317,195
298,733
309,761
294,905
340,474
312,331
297,662
334,609
338,001
306,721
276,602
302,422

426,132
423,541
427,270
581,279
472,058
391,352
338,098
404,876
345,012
751,540
355,700
394,411
369,306
388,135
313,379
589,676
468,137

1,690,171
1,733,988
1,511,404
125,348
110,212
90,536
139,945
108,582
111,038
103,532
118,610
142,705
185,674
84,688
81,614
96,023
103,947

1.7
▲0.1
▲1.1
▲0.9
1.0
3.7
▲1.6
▲2.0
▲3.7
▲4.8
▲2.6
2.2
▲4.9
1.1
▲3.3
▲5.6
▲3.9

0.3
▲0.6
0.9
2.2
5.3
2.1
▲1.1
0.0
▲2.1
▲2.9
▲0.9
▲3.0
1.3
0.9
▲4.4
1.4
▲0.8

8.5
2.6

▲12.8
▲16.5
▲21.7
▲12.6
▲14.3
▲10.7
▲18.3
▲36.1
▲13.0
▲12.8
▲19.4
▲9.1
▲17.3
▲23.4
▲5.7

出所 国土交通省 経済産業省総務省 日本自動車販売協会連合会日本銀行

項目

年月 台 前年比（％）
▲4.8
▲0.4
▲5.5
4.6
▲2.0
1.7
▲3.2
▲0.1
▲0.6
3.0
1.1
▲4.0
▲2.6
8.3
7.3
3.6
▲0.5

2,865,354
2,854,078
2,697,940
239,161
245,165
180,459
259,262
205,907
201,947
203,571
209,395
239,060
346,357
184,247
193,463
247,878
243,833

億円 前年比（％）
0.6
1.7
1.3
0.6
3.2
2.6
2.6
4.0
▲0.8
0.9
2.1
3.3
▲0.2
▲0.1
▲1.9
▲0.7
0.9

190,957
194,298
196,732
15,788
17,056
16,056
15,114
16,072
16,491
20,924
16,913
14,886
16,460
15,456
15,978
15,675
17,210

指数 前年比（％）
0.4
▲0.8
0.8
0.4
0.2
0.2
0.0
0.3
0.3
0.2
▲0.1
0.2
0.0
▲0.3
▲0.5
▲0.4
▲0.4

101.9
105.1
102.7
103.6
103.2
102.6
102.1
101.4
101.3
101.0
100.0
99.7
99.6
99.2
99.3
99.2
99.2

100.0
99.2
100.0
100.2
100.1
100.2
100.3
100.2
99.9
99.8
99.5
99.6
99.7
99.9
100.0
99.9
99.6

指数 前年比（％）

企業物価指数
（2010年 =100）

消費者物価指数
（2015年 =100）

百貨店・スーパー
販売額

乗用車

1.3
3.2
▲2.3
▲2.4
▲3.2
▲3.7
▲4.0
▲3.8
▲3.7
▲3.5
▲3.2
▲3.4
▲3.8
▲4.2
▲4.3
▲4.2
▲3.9

前年比（％）
6.9

▲10.0
1.6
31.3
▲9.0
2.6

▲10.1
▲9.5
2.5
▲3.5
▲5.7
9.6
26.0
9.0
7.9

▲15.2
9.1

11.8
1.7
4.6
14.6
18.7
17.7
13.3
▲2.6
2.6
3.9
5.3
12.5
1.1
16.0
15.0
3.7
11.1

前年比（％）前年比（％）
13.9
▲19.6
▲0.7
7.2
8.0
4.1
2.4
2.4
3.5
▲5.4
▲0.1
0.8
4.3
1.2
4.3
1.1
6.0

前年比（％）戸
分譲 乗用車新規登録台数貸家持家

11.0
▲9.0
1.9
16.3
7.4
8.8
2.6
▲2.5
1.7
▲1.3
0.2
7.8
8.4
9.0
9.8
▲2.5
8.9

980,025
892,261
909,299
88,118
78,263
80,255
77,872
77,153
79,697
75,452
67,815
72,831
75,744
82,398
78,728
85,953
85,208

出所 経済産業省 内閣府 財務省 西日本建設業保証 国土交通省

生産指数

合計

項目 鉱工業指数（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

季調値年月 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前月（年）比（％）前年比（％） 前年比（％） 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
出荷指数 在庫指数

貿易

輸出金額 輸入金額

機械受注金額
（船舶・電力を
除く民需）

公共工事
保証請負金額

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

19.3
5.4
3.3
▲8.7
18.1
4.8
▲7.9
▲16.1
8.5
17.9
1.5
▲1.4
28.8
▲35.2
12.8
16.0
▲25.8

95,027
100,195
103,454
8,877
9,864
8,210
7,544
8,872
7,749
7,973
7,571
8,526
8,511
8,294
9,988
10,295
7,318

12.8
4.6
▲5.8
▲1.8
▲10.1
▲1.3
▲10.9
▲4.8
3.3
▲9.6
▲2.6
▲2.2
5.0
10.6
1.4
▲1.8
▲6.9

141,492
147,940
139,365
15,564
14,632
11,132
12,461
12,530
8,720
8,086
6,535
6,968
13,395
20,301
11,453
15,278
13,618

14.9
5.7
▲8.7
▲2.9
▲3.3
▲3.2
▲11.0
▲13.4
▲10.2
▲18.0
▲18.0
▲14.2
▲14.9
▲23.3
▲13.9
▲18.9
▲24.7

9.5
4.8
3.5
9.5
7.6
3.1
0.5
▲2.2
▲3.4
▲8.0
▲12.9
▲4.0
▲6.8
▲10.1
▲11.3
▲7.4
▲14.0

5.2
4.0
4.8
▲6.6
▲3.0
▲2.9
5.9
6.4
▲9.7
1.0
15.0
▲9.2
5.5

▲11.0
▲1.4
8.3
4.9

▲2.7
2.0
3.2
3.9
2.7
1.9
2.0
0.2
▲0.4
0.0
0.2
▲0.9
1.8
0.1
0.8
0.0
▲1.8

▲0.6
1.3
▲1.3
1.7
▲1.0
0.7
▲2.0
▲0.8
0.7
▲2.5
▲5.4
▲1.6
▲0.7
▲3.4
▲1.0
▲1.7
▲4.0

97.0
99.0
97.8
98.3
97.4
96.7
97.0
98.2
97.1
95.9
98.3
93.2
96.7
97.2
94.7
96.9
96.5

107.4
109.5
113.0
113.9
113.2
113.4
113.3
111.9
112.3
112.7
112.4
112.2
115.4
113.4
113.9
113.9
111.2

96.9
98.2
96.9
96.8
96.2
96.4
96.1
98.6
96.2
94.9
96.8
92.8
94.5
96.0
93.5
95.1
95.8

▲0.8
2.1
▲1.2
2.1
▲0.6
▲0.9
▲1.2
▲1.6
1.4
▲2.1
▲4.2
▲1.2
0.2
▲3.3
▲0.4
▲1.5
▲4.2

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
北九州・福岡 大都市圏

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

3.7
4.1
4.2
5.2
5.1
5.0
4.2
4.6
4.6
4.2
4.7
3.9
4.3
4.2
4.0
3.9
3.7

157,877
164,399
171,225
166,518
167,470
167,832
168,392
169,350
170,011
171,225
172,098
172,274
174,282
173,336
173,208
173,043
173,638

4.4
3.3
2.6
3.7
3.6
2.5
3.3
3.5
1.8
2.6
3.0
2.2
2.3
3.3
1.7
2.1
3.4

199,612
206,173
211,519
209,590
208,125
209,096
208,221
209,150
209,130
211,519
211,524
211,613
213,976
216,398
213,985
214,014
215,155

▲7.9
▲6.3
7.6
45.2
13.0
40.0
▲8.0
▲38.9
25.0
▲14.3
▲5.9
▲10.0
▲10.7
▲27.0
0.0

▲42.2
26.9

351
329
354
45
26
28
23
22
30
24
32
27
25
27
27
26
33

0.79
0.96
1.12
1.09
1.13
1.13
1.16
1.18
1.19
1.21
1.20
1.24
1.26
1.28
1.30
1.33
1.32

307,009
305,204
319,738
297,711
320,742
320,270
292,484
355,451
297,909
348,450
321,486
296,061
333,932
332,752
289,176
283,681
302,959

409,344
395,716
386,647
531,050
374,224
354,500
322,320
379,815
324,689
698,728
338,400
376,235
368,095
400,040
352,756
543,304
529,919

113,170
115,376
106,139
9,222
9,326
7,292
10,326
8,124
7,908
8,639
8,392
9,754
13,510
6,940
7,347
9,623
9,914

▲1.8
▲0.6
4.8
3.0
10.0
14.2
0.3
11.1
3.7
10.9
▲2.0
8.1
▲6.2
1.9
▲9.4
▲4.7
▲5.5

▲0.1
▲3.3
▲2.3
▲5.4
▲15.8
▲2.6
1.4
▲1.7
▲1.6
12.1
6.0
5.9
14.3
11.0
18.6
2.3
41.6

▲3.7
1.9
▲8.0
5.1
▲4.8
1.7
▲0.5
▲0.9
1.2
6.8
1.7
▲5.7
▲1.2
10.0
9.4
4.3
6.3

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
68,478
70,311
60,246
5,070
4,219
3,607
5,767
3,951
4,307
3,987
4,610
5,914
7,406
3,360
3,190
3,575
4,227

9.2
2.7

▲14.3
▲13.6
▲27.1
▲17.2
▲9.4
▲15.2
▲15.3
▲19.7
▲18.5
▲14.2
▲20.2
▲9.8
▲15.8
▲29.5
0.2

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）
1.3
1.7
0.5
▲0.1
4.0
2.2
3.7
1.7
▲4.1
▲0.7
0.5
1.6
▲2.2
▲2.6
▲1.9
▲2.1
1.7

665,355
676,846
680,278
52,723
61,356
55,739
51,535
55,331
55,729
75,282
57,703
50,061
56,546
51,401
54,278
51,616
62,427

指数 前年比（％）
▲0.0
▲1.5
1.9
1.6
1.5
1.3
1.4
1.8
1.5
1.0
1.0
1.5
1.0
0.5
0.1
0.1
▲0.1

99.6
98.1
100.0
100.2
100.3
100.3
100.9
100.6
100.2
100.1
99.9
100.5
100.4
100.4
100.4
100.3
100.2

消費者物価指数
（2015年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）
36.4
▲10.5
3.9

▲35.9
16.4
▲33.0
▲22.9
11.2
▲49.8
44.2
▲54.0
38.7
8.2

▲25.3
15.3
35.9
▲2.9

3,855
3,450
3,585
205
290
228
222
329
195
369
162
470
387
303
338
279
282

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
28.5
▲1.4
▲8.4
8.7

▲13.4
▲11.9
▲23.6
▲8.6
▲8.0
▲24.0
▲20.6
▲38.3
▲30.6
▲3.7
▲1.7
49.6
▲5.5

13.6
4.7
▲0.8
6.8
2.6
▲2.0
▲3.8
▲2.6
▲6.9
▲9.6
▲17.8
▲18.6
▲12.8
▲19.5
▲14.3
▲18.8
▲30.4

6.6
5.8
5.9
12.2
11.5
2.4
2.2
7.9
▲3.7
▲4.7
▲16.3
▲7.8
▲8.7
▲19.2
▲12.7
▲8.0
▲7.0

4,742
4,674
4,283
419
424
340
442
432
256
216
168
161
319
467
332
627
401

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
27.6
▲20.6
16.3
59.5
13.0
9.3
12.8
75.2
98.1
4.9

▲59.4
75.8
▲26.5
▲12.7
83.9
▲69.3
▲2.6

前年比（％）
8.5
0.0
8.9
20.7
65.5
▲6.3
▲2.8
▲29.1
58.5
21.1
6.9
41.1
25.4
2.9
15.0
23.2
▲14.5

前年比（％）
12.9
▲17.5
2.1
11.3
3.0
1.1
▲4.6
4.2
12.6
1.7
▲3.1
3.3
8.6
7.1
11.7
▲7.3
4.7

前年比（％）戸
分譲 福岡市貸家持家

14.5
▲10.4
9.1
28.7
34.9
▲1.1
▲0.5
▲5.2
55.2
11.3
▲9.8
39.5
7.0
0.8
23.7
▲10.4
▲6.8

41,335
37,035
40,415
4,630
3,399
2,949
3,145
3,056
4,254
3,405
2,723
3,820
3,594
3,472
3,731
4,149
3,168

出所 福岡県調査統計課

総合 鉄鋼 食料品・たばこ はん用・生産用機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）
7.7
▲2.3
6.4
4.1
13.6
13.8
7.7
6.9
5.6
3.3
0.7
▲0.6
7.3
▲6.2
▲7.3
▲10.8

141.4
138.2
147.0
150.8
156.4
156.8
149.0
145.9
143.7
142.0
140.0
138.0
153.4
139.4
137.2
134.6

季調値 前年比（％）
▲3.2
0.8
4.0
5.9
9.8
0.1
4.6
3.2
6.3
5.1
▲7.4
▲1.3
▲0.2
▲7.9
0.6
2.8

105.1
105.9
110.1
110.0
110.0
105.8
108.7
111.9
111.6
110.9
107.4
105.3
106.2
101.7
109.7
113.1

季調値 前年比（％）
▲5.6
▲3.1
9.0
13.5
21.9
2.3
15.2
9.0
17.0
13.2
▲14.7
▲4.8
▲1.2
▲22.3
0.8
8.8

119.6
115.9
126.4
124.8
130.3
112.0
119.7
128.1
128.0
130.8
120.3
110.6
115.3
101.2
122.5
135.8

季調値 前年比（％）
0.2
12.0
3.4
▲2.9
14.1
▲5.6
25.2
▲6.4
2.9
1.5
▲3.3
▲3.4
▲4.9
▲6.5
6.3
▲1.9

100.9
113.0
116.8
116.8
123.4
114.4
119.0
115.1
117.6
114.1
112.9
108.3
106.2
116.9
120.0
114.5

季調値 前年比（％）
▲4.6
▲7.2
3.1
0.9
5.4
4.4
6.9
3.4
3.5
3.6
1.2
4.0
7.9
2.8
1.5
0.7

96.5
89.5
92.3
91.4
92.8
92.8
93.8
94.1
92.9
93.0
95.9
90.1
93.8
94.6
90.9
92.0

季調値 前年比（％）
▲2.0
2.1
1.2
▲0.8
▲2.5
2.9
▲2.1
▲6.8
▲6.9
▲0.4
▲1.8
▲5.2
▲7.8
▲3.8
▲6.6
▲7.2

89.1
91.0
92.1
92.0
91.2
93.1
92.5
88.1
89.0
92.8
94.9
88.3
86.2
89.1
86.1
85.3

季調値 前年比（％）
▲3.1
0.7
4.4
5.9
10.8
0.7
7.1
3.2
6.6
4.5
▲8.1
▲2.3
▲0.4
▲9.2
0.9
1.7

103.9
104.6
109.2
109.1
109.8
104.2
108.3
110.0
110.2
109.3
106.6
102.3
105.3
101.1
107.2
111.0

経済指標全国経済指標 福岡 Fukuoka

鉱工業指数は、前年同期比の値と年間の指数は原数値、月間の指数は季節調整値。機械受注金額は、年間は前年比、月間は前月比。百貨店・スーパー販売額は、調査対象事業所見直し（2010年
7月、2013年7月及び2015年7月）に伴うギャップを調整するリンク係数で処理した数値。家計消費支出の前年比は、名目値の前年比。可処分所得・消費支出は、２人以上の世帯のうち勤労者
世帯（農林漁家世帯を含む）。有効求人倍率は、年間は実数値、月間は季節調整値。新規学卒を除きパートタイムを含む。完全失業率は季節調整値。
預貸金残高は年末、月末残高。都市銀行、地方銀行、第二地方銀行、信託銀行の合計、ただし、特別国際金融取引勘定を含まない。 
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省九州経済産業局

（注） 全国と共通の指標については全国の注釈参照。漁業水揚金額は、長崎、佐世保、平戸、松浦の４市場の合計。
観光施設入場者数は、グラバー園、島原城、雲仙仁田道、西海パールシーリゾート、平戸城、堂崎天主堂の合計、ただし、雲仙仁田道は自動車の通行台数。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車百貨店・スーパー
販売額

項目 家計消費支出（勤労者世帯）
長崎市

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効
求人
倍率

5.0
3.4
3.0
3.1
2.9
2.7
3.2
3.1
2.6
3.0
2.6
2.4
3.3
3.9
4.5
4.5
4.3

24,639
25,473
26,243
25,523
25,678
25,683
25,823
25,852
25,887
26,243
26,129
26,126
26,678
26,217
26,705
26,669
26,779

4.6
2.9
1.5
3.0
1.8
1.9
1.5
1.8
0.8
1.5
1.2
0.1
1.5
2.5
1.2
0.9
1.6

45,357
46,661
47,340
48,119
47,358
47,592
47,131
47,061
47,051
47,340
47,256
47,144
48,388
48,847
48,411
48,552
48,120

▲35.5
30.6
▲37.5
0.0
0.0

▲50.0
▲75.0
▲70.0
▲33.3
▲25.0
▲33.3
▲75.0
▲33.3
33.3
0.0

▲80.0
200.0

49
64
40
5
2
4
1
3
2
3
4
1
2
4
4
1
6

0.73
0.83
0.97
0.97
0.98
0.98
0.99
1.01
1.02
1.03
1.04
1.06
1.11
1.13
1.12
1.16
1.16

308,148
309,296
287,211
268,023
273,021
252,501
261,487
344,194
314,655
299,792
308,981
322,763
357,676
337,414
294,193
251,335
408,365

391,917
358,973
365,908
504,335
327,729
340,833
288,751
342,594
319,937
627,194
355,184
385,405
399,793
289,057
312,711
484,537
468,151

21,657
22,094
19,805
1,612
1,756
1,349
2,020
1,471
1,357
1,492
1,672
1,806
2,626
1,417
1,420
1,848
1,881

11.9
0.4
▲7.1
▲2.9
▲1.9
▲20.0
▲33.0
28.9
17.5
▲22.1
3.8
26.0
24.4
2.5
12.1
▲6.2
49.6

17.6
▲8.4
1.9
27.5
▲9.1
5.7
▲2.6
▲6.7
▲3.4
▲22.0
1.2
4.6
25.5
▲6.4
6.8
▲3.9
42.8

▲6.9
2.0

▲10.4
▲1.3
▲9.8
▲3.0
6.8
▲8.1
▲10.2
▲4.5
▲2.2
▲9.5
2.7
15.2
13.0
14.6
7.1

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
26,688
27,163
22,030
2,144
1,749
1,266
1,845
1,462
1,504
1,489
1,667
1,803
2,549
1,301
1,207
1,372
1,518

7.8
1.8

▲18.9
▲14.6
▲17.3
▲25.8
▲31.5
▲27.5
▲34.2
▲38.6
▲21.7
▲22.2
▲19.8
▲8.9
▲20.5
▲36.0
▲13.2

百万円 前年比（％）
2.4
▲1.5
▲1.7
▲1.5
1.3
▲0.7
▲0.7
▲1.7
▲6.7
▲2.7
▲0.7
0.4
▲5.4
▲3.6
▲2.3
▲2.7
▲1.2

出所 西日本建設業保証県内主要4魚市場財務省 長崎県観光振興推進本部 総務省国土交通省

項目

年月 指数 前年比（％）
0.2
▲0.7
1.1
0.6
0.6
0.5
0.4
0.8
0.9
0.4
0.5
0.8
0.1
0.0
▲0.4
0.0
0.1

99.7
98.9
100.0
100.1
99.9
100.1
100.4
100.6
100.0
99.9
99.9
100.1
99.9
100.1
100.1
100.1
100.0

千人 前年比（％）
9.3
1.4
8.3
7.2
21.5
16.3
27.5
28.6
▲3.0
8.1
2.1
19.3
▲1.1
▲16.5
▲35.4
▲32.6
▲17.9

2,181
2,211
2,396
154
181
285
232
244
223
156
111
162
213
138
191
104
149

消費者物価指数
（2015年 =100）

億円 前年比（％）
▲14.3
53.0
▲21.4
31.2
▲17.2
▲64.9
▲63.3
171.8
89.0
26.5
▲28.7
47.1
▲37.5
▲60.9
▲42.8
▲3.5
▲17.1

688
1,052
826
64
51
31
35
158
95
42
42
35
28
51
53
62
42

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

観光施設
入場者数

（主要6施設合計）
億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

23.2
▲2.7
▲11.4
▲32.7
0.8

▲14.5
▲14.0
▲15.8
14.5
▲10.0
▲11.6
▲39.7
▲16.5
114.2
106.7
10.4
▲3.7

9.9
▲1.2
▲17.7
▲24.1
▲1.0
▲6.2
▲38.4
▲29.6
▲30.1
▲1.8
▲17.3
▲3.1
▲21.8
▲42.7
▲39.4
▲42.3
▲38.4

▲8.6
14.2
▲12.2
▲30.3
201.4
▲38.9
▲45.6
▲68.2
272.1
▲67.3
3.7

▲23.1
262.8
90.3
68.2
20.4
▲46.1

1,973
1,920
1,701
149
205
187
161
143
105
81
79
59
174
440
142
165
198

公共工事
保証請負金額

百万円 前年比（％）
▲6.8
▲6.6
7.5
▲0.4
▲14.1
▲0.3
13.6
16.8
7.4
16.3
▲27.0
▲5.3
0.8
14.5
▲15.6
▲7.6
4.3

60,044
56,060
60,239
4,412
3,866
4,146
4,904
5,035
5,125
6,407
4,295
4,875
5,640
5,541
4,114
4,076
4,033

漁業水揚金額貿易

前年比（％）
1.1
14.3
▲37.5
▲5.9
▲63.6
▲72.3
▲10.3
335.7
▲25.5
▲37.0
172.7
273.7
▲16.7
125.0
▲71.6
12.5
▲25.3

前年比（％）
9.8

▲12.2
14.8
69.3
2.6
17.8
▲69.3
21.2
93.7
18.4
1.8

▲41.7
▲39.1
96.8
▲1.2
▲23.6
▲4.4

前年比（％）
2.8
▲5.5
▲1.1
10.4
6.4
▲4.3
▲2.0
25.4
2.2
23.4
12.1
▲9.2
▲3.2
4.6

▲11.9
2.0
▲4.0

前年比（％）戸
分譲 長崎市貸家持家

5.0
▲5.7
▲0.3
37.0
▲15.4
▲8.3
▲37.4
24.9
30.8
10.8
37.1
▲11.0
▲22.3
54.8
▲14.0
▲12.2
▲5.6

6,661
6,283
6,262
641
609
499
366
447
616
493
772
412
527
619
419
563
575

出所 長崎県統計課 日本銀行長崎支店

総合 はん用・生産用機械 食料品 電子部品 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 電子部品
生産高

新設住宅着工戸数

年月 前年比（％）
▲21.7
▲12.6
1.0
1.1
13.1
▲4.4
▲1.5
5.9
▲1.4
28.8
▲12.6
7.3
58.7
83.8
9.9
24.4

季調値
93.7
81.9
82.7
81.2
80.4
75.3
72.7
84.6
79.6
103.4
87.1
86.8
130.7
138.8
86.7
100.6

前年比（％）
▲39.5
▲6.9
▲27.2
▲28.1
▲41.3
▲22.0
▲31.5
▲29.9
▲29.3
▲20.1
1.0
▲5.2
▲9.8
5.7

▲11.6
▲28.2

季調値
49.2
45.8
33.3
31.7
27.2
30.1
30.3
31.1
34.0
33.2
43.2
42.9
32.5
36.8
28.9
22.3

前年比（％）
4.1
▲2.2
4.1
7.7
11.1
2.2
0.7
4.1
1.7
▲2.1
▲34.6
6.9
1.3
▲6.7
▲9.4
▲6.8

季調値
109.1
106.7
111.1
113.8
117.8
110.2
110.8
109.9
107.5
106.4
73.4
113.5
108.7
110.0
103.1
105.1

前年比（％）
30.7
45.7
▲9.6
0.6
10.2
1.2
▲1.4
▲21.8
▲38.4
▲36.6
▲30.8
▲26.4
▲19.0
▲48.1
▲47.9
▲41.0

季調値
84.9
123.6
111.7
139.3
136.9
115.1
111.3
93.6
72.7
76.3
75.0
63.0
91.8
71.9
78.0
78.5

前年比（％）
▲9.3
0.2
▲4.4
▲2.9
2.6
▲1.7
▲4.1
▲7.0
▲16.8
▲6.9
▲21.8
▲2.9
13.2
2.7

▲19.5
▲10.0

季調値
84.4
84.6
80.9
81.1
80.6
71.7
75.0
76.7
73.9
80.1
75.1
74.0
95.4
89.1
69.4
72.5

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
熊本市

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

2.8
4.0
4.4
4.2
4.5
4.3
4.2
4.0
4.3
4.4
4.2
3.9
3.5
3.8
4.5
4.9
5.5

32,621
33,937
35,424
34,431
34,601
34,555
35,060
34,739
34,899
35,424
35,120
35,134
35,732
35,163
35,931
36,127
36,503

2.8
1.8
▲0.7
1.9
2.5
1.9
2.2
3.6
3.1
4.2
3.3
2.8
2.0
3.7
9.1
7.9
9.4

54,720
55,705
55,300
57,606
56,786
56,590
56,167
56,545
56,869
58,030
57,127
56,871
57,202
58,372
61,573
62,141
62,141

▲26.5
▲9.7
9.2

▲14.3
50.0
60.0
40.0
16.7
▲33.3
▲25.0
▲16.7
100.0
▲77.8
50.0
▲40.0
▲50.0
▲66.7

72
65
71
6
9
8
7
7
4
3
5
10
2
3
3
3
3

0.85
1.00
1.12
1.11
1.12
1.14
1.15
1.17
1.16
1.14
1.15
1.18
1.21
1.27
1.30
1.30
1.33

299,637
309,347
319,388
294,030
331,687
349,496
321,021
317,143
334,587
342,031
275,864
269,751
284,927
216,390
261,644
239,011
339,314

397,409
389,589
409,766
512,079
483,701
383,738
356,926
430,998
359,308
715,283
349,516
422,335
363,626
338,036
308,514
396,652
518,949

35,900
36,838
33,186
2,637
3,107
2,172
3,388
2,495
2,395
2,669
2,553
3,103
4,293
1,560
2,592
3,148
3,355

▲4.7
3.2
3.2
1.6
8.2
19.3
4.5
▲3.7
19.8
▲5.1
▲5.0
▲4.4
▲14.6
▲36.8
▲11.1
▲18.7
2.3

0.2
▲2.0
5.2
3.5
5.9
4.1
▲0.1
6.4
2.8
▲1.8
9.0
12.1
8.5
▲2.8
4.7

▲22.5
7.3

▲5.4
2.6
▲9.9
▲5.2
0.7
▲5.2
5.2
0.9
▲3.8
12.7
1.4
▲7.3
2.4

▲25.9
20.0
19.4
8.0

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
33,820
34,373
29,751
2,512
2,152
1,906
2,917
1,945
2,285
2,140
2,153
2,888
3,443
1,447
1,445
1,816
2,274

6.4
1.6

▲13.4
▲23.0
▲21.9
▲15.8
▲13.5
▲13.7
▲12.2
▲37.4
▲15.6
▲13.3
▲17.6
▲22.8
▲26.2
▲27.7
5.7

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）
0.9
4.2
▲1.4
▲4.5
▲0.8
▲2.6
▲0.3
▲0.0
▲6.9
▲3.4
▲5.3
▲9.4
1.7

▲33.7
▲22.2
0.7
2.5

155,042
161,557
159,301
11,909
14,383
12,831
11,637
12,888
12,757
18,293
13,515
11,341
13,290
8,070
9,777
11,994
14,743

指数 前年比（％）
0.0
▲0.0
0.9
0.3
0.6
0.2
0.4
0.8
0.5
0.6
0.9
1.0
0.7
0.0
▲0.1
0.6
0.5

99.1
99.1
100.0
100.0
100.2
100.2
100.6
100.7
100.3
100.4
99.8
99.9
100.1
100.1
100.2
100.6
100.7

消費者物価指数
（2015年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）
13.6
▲5.5
▲8.0
4.1
10.3
1.8
95.9
▲43.4
▲2.6
▲47.6
▲44.6
▲51.8
▲55.2
75.9
178.5
▲0.4
9.2

1,183
1,118
1,029
99
104
78
135
78
49
50
46
62
43
148
117
98
113

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
42.6
▲20.0
▲11.4
▲24.5
1.5
▲4.1
▲12.4
▲23.4
6.5
8.9
4.9
▲9.4
8.8
44.1
▲6.2
31.4
▲41.5

4.9
6.5
0.1

▲26.1
43.9
45.6
▲1.3
▲13.0
▲10.0
▲24.7
▲10.4
▲15.0
▲32.6
▲41.5
▲27.8
11.3
▲43.9

47.1
▲0.5
8.4
18.8
14.9
▲3.7
15.2
▲7.7
6.9

▲19.1
▲10.1
▲5.3
▲1.6
▲15.7
▲35.3
13.6
▲23.5

2,575
2,060
1,825
132
242
166
219
202
167
134
117
67
197
151
85
173
142

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
▲19.7
30.0
▲12.3
12.2
▲1.7
101.1
▲41.3
43.2
▲10.4
▲42.7
▲7.5
23.3
133.8
101.5
9.3

▲12.0
▲50.3

前年比（％）
1.7
▲7.9
▲12.8
63.4
▲8.6
5.4
▲3.1
3.1

▲29.2
▲32.5
▲14.9
64.5
▲10.5
40.3
▲18.2
▲3.0
75.6

前年比（％）
19.3
▲15.4
0.8
24.0
▲3.8
6.8
▲1.4
21.2
▲4.9
0.3

▲10.2
▲2.9
28.4
2.3

▲19.6
▲22.2
14.5

前年比（％）戸
分譲 熊本市貸家持家

4.8
▲6.7
▲4.8
40.0
▲4.0
17.4
▲7.9
14.1
▲15.7
▲21.9
▲13.4
28.3
7.4
22.1
▲10.8
▲9.9
13.8

12,078
11,267
10,723
1,015
986
1,004
823
1,077
672
844
744
1,007
1,042
999
776
915
1,122

出所 熊本県統計調査課

総合 食料品 電子部品 はん用・生産用機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）
▲7.0
▲3.7
4.3
20.5
9.9
2.4
▲6.2
▲4.0
▲5.0
▲4.6
▲5.1
▲4.8
▲10.8
▲14.6
▲14.2
▲22.8

91.6
88.2
92.0
103.2
93.2
88.4
88.2
87.2
87.6
87.2
92.3
84.7
83.5
83.2
80.0
79.6

季調値 前年比（％）
▲0.1
6.4
4.8
18.4
4.4
3.8
6.3
1.2
▲1.8
▲11.5
▲8.0
▲2.9
9.1

▲18.8
▲23.5
▲1.9

100.7
107.1
112.2
119.2
111.5
110.2
117.3
120.1
108.7
99.7
112.1
100.2
111.5
96.8
88.7
117.0

季調値 前年比（％）
▲10.9
▲0.1
▲6.9
▲12.2
▲21.2
4.2
▲2.7
2.4
2.3
14.5
9.7
18.7
17.0
▲9.9
▲47.4
▲20.7

87.3
87.2
81.2
76.8
68.5
74.4
80.4
87.1
90.8
93.8
95.9
93.0
92.3
75.7
37.0
60.9

季調値 前年比（％）
2.7
8.9
5.9
96.6
36.8
13.2
10.2
▲6.7
18.5
▲27.1
▲41.1
▲11.7
45.1
▲33.6
13.9
▲11.4

104.0
113.2
119.9
196.7
132.2
109.5
119.0
119.8
130.8
90.5
89.0
89.8
132.8
80.1
97.0
174.4

季調値 前年比（％）
6.1
20.6
11.7
21.8
2.8
6.2
10.3
14.1
▲19.0
▲40.4
▲25.4
▲15.3
12.3
▲9.5
▲17.0
22.8

141.0
170.1
190.1
183.6
184.1
200.3
212.8
213.9
157.3
124.8
158.2
136.7
196.1
196.8
197.7
225.4

季調値 前年比（％）
▲0.3
▲3.7
▲0.0
3.7
▲1.5
▲4.4
4.2
▲1.6
1.2
▲1.7
▲0.5
3.9
1.5

▲25.4
▲32.6
▲30.1

100.2
96.5
96.5
99.7
95.9
93.7
97.8
97.7
98.5
93.6
94.3
94.3
95.9
74.5
64.2
69.7

季調値 前年比（％）
1.3
6.1
3.7
18.9
4.6
1.1
4.3
0.4
▲3.9
▲14.0
▲12.0
▲4.8
10.9
▲22.2
▲20.0
▲2.0

104.9
111.3
115.4
123.8
116.2
113.4
118.7
120.9
109.1
100.1
110.8
101.4
117.3
96.7
93.6
121.3

経済指標熊本 Kumamoto経済指標 長崎 Nagasaki

115,478
113,734
111,843
8,708
10,367
9,450
8,347
8,881
9,074
12,269
9,257
8,171
8,927
8,408
8,917
8,472
10,241

前年比（％）
▲2.3
0.0
0.0
0.8
11.4
2.4

▲21.2
▲13.4
0.8
0.8

▲15.0
▲7.5
3.1
5.5
0.6

▲12.8
▲13.2

2015 年
2014 年
2013 年

2015. 6

5
4

2
2016. 1

7
8
9

11
10

12

3

6
7
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5
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2
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6
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6
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省九州経済産業局

（注） 全国と共通の指標については全国の注釈参照。漁業水揚金額は、長崎、佐世保、平戸、松浦の４市場の合計。
観光施設入場者数は、グラバー園、島原城、雲仙仁田道、西海パールシーリゾート、平戸城、堂崎天主堂の合計、ただし、雲仙仁田道は自動車の通行台数。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車百貨店・スーパー
販売額

項目 家計消費支出（勤労者世帯）
長崎市

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高
有効
求人
倍率

5.0
3.4
3.0
3.1
2.9
2.7
3.2
3.1
2.6
3.0
2.6
2.4
3.3
3.9
4.5
4.5
4.3

24,639
25,473
26,243
25,523
25,678
25,683
25,823
25,852
25,887
26,243
26,129
26,126
26,678
26,217
26,705
26,669
26,779

4.6
2.9
1.5
3.0
1.8
1.9
1.5
1.8
0.8
1.5
1.2
0.1
1.5
2.5
1.2
0.9
1.6

45,357
46,661
47,340
48,119
47,358
47,592
47,131
47,061
47,051
47,340
47,256
47,144
48,388
48,847
48,411
48,552
48,120

▲35.5
30.6
▲37.5
0.0
0.0

▲50.0
▲75.0
▲70.0
▲33.3
▲25.0
▲33.3
▲75.0
▲33.3
33.3
0.0

▲80.0
200.0

49
64
40
5
2
4
1
3
2
3
4
1
2
4
4
1
6

0.73
0.83
0.97
0.97
0.98
0.98
0.99
1.01
1.02
1.03
1.04
1.06
1.11
1.13
1.12
1.16
1.16

308,148
309,296
287,211
268,023
273,021
252,501
261,487
344,194
314,655
299,792
308,981
322,763
357,676
337,414
294,193
251,335
408,365

391,917
358,973
365,908
504,335
327,729
340,833
288,751
342,594
319,937
627,194
355,184
385,405
399,793
289,057
312,711
484,537
468,151

21,657
22,094
19,805
1,612
1,756
1,349
2,020
1,471
1,357
1,492
1,672
1,806
2,626
1,417
1,420
1,848
1,881

11.9
0.4
▲7.1
▲2.9
▲1.9
▲20.0
▲33.0
28.9
17.5
▲22.1
3.8
26.0
24.4
2.5
12.1
▲6.2
49.6

17.6
▲8.4
1.9
27.5
▲9.1
5.7
▲2.6
▲6.7
▲3.4
▲22.0
1.2
4.6
25.5
▲6.4
6.8
▲3.9
42.8

▲6.9
2.0

▲10.4
▲1.3
▲9.8
▲3.0
6.8
▲8.1
▲10.2
▲4.5
▲2.2
▲9.5
2.7
15.2
13.0
14.6
7.1

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
26,688
27,163
22,030
2,144
1,749
1,266
1,845
1,462
1,504
1,489
1,667
1,803
2,549
1,301
1,207
1,372
1,518

7.8
1.8

▲18.9
▲14.6
▲17.3
▲25.8
▲31.5
▲27.5
▲34.2
▲38.6
▲21.7
▲22.2
▲19.8
▲8.9
▲20.5
▲36.0
▲13.2

百万円 前年比（％）
2.4
▲1.5
▲1.7
▲1.5
1.3
▲0.7
▲0.7
▲1.7
▲6.7
▲2.7
▲0.7
0.4
▲5.4
▲3.6
▲2.3
▲2.7
▲1.2

出所 西日本建設業保証県内主要4魚市場財務省 長崎県観光振興推進本部 総務省国土交通省

項目

年月 指数 前年比（％）
0.2
▲0.7
1.1
0.6
0.6
0.5
0.4
0.8
0.9
0.4
0.5
0.8
0.1
0.0
▲0.4
0.0
0.1

99.7
98.9
100.0
100.1
99.9
100.1
100.4
100.6
100.0
99.9
99.9
100.1
99.9
100.1
100.1
100.1
100.0

千人 前年比（％）
9.3
1.4
8.3
7.2
21.5
16.3
27.5
28.6
▲3.0
8.1
2.1
19.3
▲1.1
▲16.5
▲35.4
▲32.6
▲17.9

2,181
2,211
2,396
154
181
285
232
244
223
156
111
162
213
138
191
104
149

消費者物価指数
（2015年 =100）

億円 前年比（％）
▲14.3
53.0
▲21.4
31.2
▲17.2
▲64.9
▲63.3
171.8
89.0
26.5
▲28.7
47.1
▲37.5
▲60.9
▲42.8
▲3.5
▲17.1

688
1,052
826
64
51
31
35
158
95
42
42
35
28
51
53
62
42

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

観光施設
入場者数

（主要6施設合計）
億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

23.2
▲2.7
▲11.4
▲32.7
0.8

▲14.5
▲14.0
▲15.8
14.5
▲10.0
▲11.6
▲39.7
▲16.5
114.2
106.7
10.4
▲3.7

9.9
▲1.2
▲17.7
▲24.1
▲1.0
▲6.2
▲38.4
▲29.6
▲30.1
▲1.8
▲17.3
▲3.1
▲21.8
▲42.7
▲39.4
▲42.3
▲38.4

▲8.6
14.2
▲12.2
▲30.3
201.4
▲38.9
▲45.6
▲68.2
272.1
▲67.3
3.7

▲23.1
262.8
90.3
68.2
20.4
▲46.1

1,973
1,920
1,701
149
205
187
161
143
105
81
79
59
174
440
142
165
198

公共工事
保証請負金額

百万円 前年比（％）
▲6.8
▲6.6
7.5
▲0.4
▲14.1
▲0.3
13.6
16.8
7.4
16.3
▲27.0
▲5.3
0.8
14.5
▲15.6
▲7.6
4.3

60,044
56,060
60,239
4,412
3,866
4,146
4,904
5,035
5,125
6,407
4,295
4,875
5,640
5,541
4,114
4,076
4,033

漁業水揚金額貿易

前年比（％）
1.1
14.3
▲37.5
▲5.9
▲63.6
▲72.3
▲10.3
335.7
▲25.5
▲37.0
172.7
273.7
▲16.7
125.0
▲71.6
12.5
▲25.3

前年比（％）
9.8

▲12.2
14.8
69.3
2.6
17.8
▲69.3
21.2
93.7
18.4
1.8

▲41.7
▲39.1
96.8
▲1.2
▲23.6
▲4.4

前年比（％）
2.8
▲5.5
▲1.1
10.4
6.4
▲4.3
▲2.0
25.4
2.2
23.4
12.1
▲9.2
▲3.2
4.6

▲11.9
2.0
▲4.0

前年比（％）戸
分譲 長崎市貸家持家

5.0
▲5.7
▲0.3
37.0
▲15.4
▲8.3
▲37.4
24.9
30.8
10.8
37.1
▲11.0
▲22.3
54.8
▲14.0
▲12.2
▲5.6

6,661
6,283
6,262
641
609
499
366
447
616
493
772
412
527
619
419
563
575

出所 長崎県統計課 日本銀行長崎支店

総合 はん用・生産用機械 食料品 電子部品 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 電子部品
生産高

新設住宅着工戸数

年月 前年比（％）
▲21.7
▲12.6
1.0
1.1
13.1
▲4.4
▲1.5
5.9
▲1.4
28.8
▲12.6
7.3
58.7
83.8
9.9
24.4

季調値
93.7
81.9
82.7
81.2
80.4
75.3
72.7
84.6
79.6
103.4
87.1
86.8
130.7
138.8
86.7
100.6

前年比（％）
▲39.5
▲6.9
▲27.2
▲28.1
▲41.3
▲22.0
▲31.5
▲29.9
▲29.3
▲20.1
1.0
▲5.2
▲9.8
5.7

▲11.6
▲28.2

季調値
49.2
45.8
33.3
31.7
27.2
30.1
30.3
31.1
34.0
33.2
43.2
42.9
32.5
36.8
28.9
22.3

前年比（％）
4.1
▲2.2
4.1
7.7
11.1
2.2
0.7
4.1
1.7
▲2.1
▲34.6
6.9
1.3
▲6.7
▲9.4
▲6.8

季調値
109.1
106.7
111.1
113.8
117.8
110.2
110.8
109.9
107.5
106.4
73.4
113.5
108.7
110.0
103.1
105.1

前年比（％）
30.7
45.7
▲9.6
0.6
10.2
1.2
▲1.4
▲21.8
▲38.4
▲36.6
▲30.8
▲26.4
▲19.0
▲48.1
▲47.9
▲41.0

季調値
84.9
123.6
111.7
139.3
136.9
115.1
111.3
93.6
72.7
76.3
75.0
63.0
91.8
71.9
78.0
78.5

前年比（％）
▲9.3
0.2
▲4.4
▲2.9
2.6
▲1.7
▲4.1
▲7.0
▲16.8
▲6.9
▲21.8
▲2.9
13.2
2.7

▲19.5
▲10.0

季調値
84.4
84.6
80.9
81.1
80.6
71.7
75.0
76.7
73.9
80.1
75.1
74.0
95.4
89.1
69.4
72.5

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車項目 家計消費支出（勤労者世帯）
熊本市

台年月 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率

2.8
4.0
4.4
4.2
4.5
4.3
4.2
4.0
4.3
4.4
4.2
3.9
3.5
3.8
4.5
4.9
5.5

32,621
33,937
35,424
34,431
34,601
34,555
35,060
34,739
34,899
35,424
35,120
35,134
35,732
35,163
35,931
36,127
36,503

2.8
1.8
▲0.7
1.9
2.5
1.9
2.2
3.6
3.1
4.2
3.3
2.8
2.0
3.7
9.1
7.9
9.4

54,720
55,705
55,300
57,606
56,786
56,590
56,167
56,545
56,869
58,030
57,127
56,871
57,202
58,372
61,573
62,141
62,141

▲26.5
▲9.7
9.2

▲14.3
50.0
60.0
40.0
16.7
▲33.3
▲25.0
▲16.7
100.0
▲77.8
50.0
▲40.0
▲50.0
▲66.7

72
65
71
6
9
8
7
7
4
3
5
10
2
3
3
3
3

0.85
1.00
1.12
1.11
1.12
1.14
1.15
1.17
1.16
1.14
1.15
1.18
1.21
1.27
1.30
1.30
1.33

299,637
309,347
319,388
294,030
331,687
349,496
321,021
317,143
334,587
342,031
275,864
269,751
284,927
216,390
261,644
239,011
339,314

397,409
389,589
409,766
512,079
483,701
383,738
356,926
430,998
359,308
715,283
349,516
422,335
363,626
338,036
308,514
396,652
518,949

35,900
36,838
33,186
2,637
3,107
2,172
3,388
2,495
2,395
2,669
2,553
3,103
4,293
1,560
2,592
3,148
3,355

▲4.7
3.2
3.2
1.6
8.2
19.3
4.5
▲3.7
19.8
▲5.1
▲5.0
▲4.4
▲14.6
▲36.8
▲11.1
▲18.7
2.3

0.2
▲2.0
5.2
3.5
5.9
4.1
▲0.1
6.4
2.8
▲1.8
9.0
12.1
8.5
▲2.8
4.7

▲22.5
7.3

▲5.4
2.6
▲9.9
▲5.2
0.7
▲5.2
5.2
0.9
▲3.8
12.7
1.4
▲7.3
2.4

▲25.9
20.0
19.4
8.0

軽乗用車販売台数

台 前年比（％）
33,820
34,373
29,751
2,512
2,152
1,906
2,917
1,945
2,285
2,140
2,153
2,888
3,443
1,447
1,445
1,816
2,274

6.4
1.6

▲13.4
▲23.0
▲21.9
▲15.8
▲13.5
▲13.7
▲12.2
▲37.4
▲15.6
▲13.3
▲17.6
▲22.8
▲26.2
▲27.7
5.7

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）
0.9
4.2
▲1.4
▲4.5
▲0.8
▲2.6
▲0.3
▲0.0
▲6.9
▲3.4
▲5.3
▲9.4
1.7

▲33.7
▲22.2
0.7
2.5

155,042
161,557
159,301
11,909
14,383
12,831
11,637
12,888
12,757
18,293
13,515
11,341
13,290
8,070
9,777
11,994
14,743

指数 前年比（％）
0.0
▲0.0
0.9
0.3
0.6
0.2
0.4
0.8
0.5
0.6
0.9
1.0
0.7
0.0
▲0.1
0.6
0.5

99.1
99.1
100.0
100.0
100.2
100.2
100.6
100.7
100.3
100.4
99.8
99.9
100.1
100.1
100.2
100.6
100.7

消費者物価指数
（2015年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）
13.6
▲5.5
▲8.0
4.1
10.3
1.8
95.9
▲43.4
▲2.6
▲47.6
▲44.6
▲51.8
▲55.2
75.9
178.5
▲0.4
9.2

1,183
1,118
1,029
99
104
78
135
78
49
50
46
62
43
148
117
98
113

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）
42.6
▲20.0
▲11.4
▲24.5
1.5
▲4.1
▲12.4
▲23.4
6.5
8.9
4.9
▲9.4
8.8
44.1
▲6.2
31.4
▲41.5

4.9
6.5
0.1

▲26.1
43.9
45.6
▲1.3
▲13.0
▲10.0
▲24.7
▲10.4
▲15.0
▲32.6
▲41.5
▲27.8
11.3
▲43.9

47.1
▲0.5
8.4
18.8
14.9
▲3.7
15.2
▲7.7
6.9

▲19.1
▲10.1
▲5.3
▲1.6
▲15.7
▲35.3
13.6
▲23.5

2,575
2,060
1,825
132
242
166
219
202
167
134
117
67
197
151
85
173
142

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）
▲19.7
30.0
▲12.3
12.2
▲1.7
101.1
▲41.3
43.2
▲10.4
▲42.7
▲7.5
23.3
133.8
101.5
9.3

▲12.0
▲50.3

前年比（％）
1.7
▲7.9
▲12.8
63.4
▲8.6
5.4
▲3.1
3.1

▲29.2
▲32.5
▲14.9
64.5
▲10.5
40.3
▲18.2
▲3.0
75.6

前年比（％）
19.3
▲15.4
0.8
24.0
▲3.8
6.8
▲1.4
21.2
▲4.9
0.3

▲10.2
▲2.9
28.4
2.3

▲19.6
▲22.2
14.5

前年比（％）戸
分譲 熊本市貸家持家

4.8
▲6.7
▲4.8
40.0
▲4.0
17.4
▲7.9
14.1
▲15.7
▲21.9
▲13.4
28.3
7.4
22.1
▲10.8
▲9.9
13.8

12,078
11,267
10,723
1,015
986
1,004
823
1,077
672
844
744
1,007
1,042
999
776
915
1,122

出所 熊本県統計調査課

総合 食料品 電子部品 はん用・生産用機械 輸送機械

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）
▲7.0
▲3.7
4.3
20.5
9.9
2.4
▲6.2
▲4.0
▲5.0
▲4.6
▲5.1
▲4.8
▲10.8
▲14.6
▲14.2
▲22.8

91.6
88.2
92.0
103.2
93.2
88.4
88.2
87.2
87.6
87.2
92.3
84.7
83.5
83.2
80.0
79.6

季調値 前年比（％）
▲0.1
6.4
4.8
18.4
4.4
3.8
6.3
1.2
▲1.8
▲11.5
▲8.0
▲2.9
9.1

▲18.8
▲23.5
▲1.9

100.7
107.1
112.2
119.2
111.5
110.2
117.3
120.1
108.7
99.7
112.1
100.2
111.5
96.8
88.7
117.0

季調値 前年比（％）
▲10.9
▲0.1
▲6.9
▲12.2
▲21.2
4.2
▲2.7
2.4
2.3
14.5
9.7
18.7
17.0
▲9.9
▲47.4
▲20.7

87.3
87.2
81.2
76.8
68.5
74.4
80.4
87.1
90.8
93.8
95.9
93.0
92.3
75.7
37.0
60.9

季調値 前年比（％）
2.7
8.9
5.9
96.6
36.8
13.2
10.2
▲6.7
18.5
▲27.1
▲41.1
▲11.7
45.1
▲33.6
13.9
▲11.4

104.0
113.2
119.9
196.7
132.2
109.5
119.0
119.8
130.8
90.5
89.0
89.8
132.8
80.1
97.0
174.4

季調値 前年比（％）
6.1
20.6
11.7
21.8
2.8
6.2
10.3
14.1
▲19.0
▲40.4
▲25.4
▲15.3
12.3
▲9.5
▲17.0
22.8

141.0
170.1
190.1
183.6
184.1
200.3
212.8
213.9
157.3
124.8
158.2
136.7
196.1
196.8
197.7
225.4

季調値 前年比（％）
▲0.3
▲3.7
▲0.0
3.7
▲1.5
▲4.4
4.2
▲1.6
1.2
▲1.7
▲0.5
3.9
1.5

▲25.4
▲32.6
▲30.1

100.2
96.5
96.5
99.7
95.9
93.7
97.8
97.7
98.5
93.6
94.3
94.3
95.9
74.5
64.2
69.7

季調値 前年比（％）
1.3
6.1
3.7
18.9
4.6
1.1
4.3
0.4
▲3.9
▲14.0
▲12.0
▲4.8
10.9
▲22.2
▲20.0
▲2.0

104.9
111.3
115.4
123.8
116.2
113.4
118.7
120.9
109.1
100.1
110.8
101.4
117.3
96.7
93.6
121.3

経済指標熊本 Kumamoto経済指標 長崎 Nagasaki

115,478
113,734
111,843
8,708
10,367
9,450
8,347
8,881
9,074
12,269
9,257
8,171
8,927
8,408
8,917
8,472
10,241

前年比（％）
▲2.3
0.0
0.0
0.8
11.4
2.4

▲21.2
▲13.4
0.8
0.8

▲15.0
▲7.5
3.1
5.5
0.6

▲12.8
▲13.2

2015 年
2014 年
2013 年

2015. 6

5
4

2
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7
8
9

11
10

12

3

6
7
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
大分市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2015年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 大分市貸家持家

出所 大分県統計調査課

総合 鉄鋼 はん用･生産用機械 電子部品 化学

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）
3.0
3.7
▲3.2
24.0
17.0
20.8
23.9
25.5
26.4
▲1.7
5.8
11.3
8.7
6.3

▲20.8
▲8.1

102.7
106.5
103.1
127.0
122.6
125.5
132.4
127.5
127.9
124.1
120.4
129.1
128.2
123.2
107.6
116.6

1.0
▲2.4
▲0.5
0.1
▲2.6
▲1.7
▲4.6
▲1.1
▲4.0
6.3
▲2.1
6.1
▲8.5
▲7.6
▲3.1
▲3.3

97.3
96.6
99.6
102.0
99.6
98.7
97.1
98.4
94.4
95.9
98.4
100.3
98.6
99.8
92.0
95.1

▲2.6
▲0.7
3.1
11.3
6.1
4.6
▲1.3
1.6
▲2.6
▲2.7
▲5.0
1.3
▲5.2
▲3.7
▲10.6
▲6.8

106.1
103.6
103.1
104.6
103.0
102.6
100.9
103.5
99.7
106.5
100.0
102.0
94.9
99.2
106.2
101.1

84.8
83.5
103.1
89.7
92.4
86.8
68.8
86.9
82.3
81.3
82.5
83.0
72.7
89.1
91.5
80.2

▲23.7
▲1.5
23.4
4.4
15.6
11.0
▲19.4
2.3
▲1.8
1.7
▲9.5
▲6.6
▲18.8
▲5.2
1.6

▲10.6

106.6
96.5
103.1
114.8
103.1
104.2
105.4
99.0
97.3
100.8
101.3
96.8
100.3
101.3
82.9
94.5

10.4
▲9.4
6.8
50.4
8.3
0.5
▲4.6
▲4.4
▲9.7
▲0.1
▲5.5
▲3.5
▲14.9
▲9.4
▲30.3
▲17.7

95.5
93.5
93.1
96.7
93.2
91.4
89.7
91.1
86.2
86.3
91.0
96.4
94.7
94.5
87.9
87.1

▲3.8
▲2.1
▲0.4
8.6
3.3
0.5
▲6.9
▲1.4
▲9.2
▲9.2
▲8.4
1.2
▲4.2
▲3.8
▲8.0
▲10.0

104.0
93.7
95.8
96.4
97.4
98.7
95.1
95.2
92.8
94.8
97.5
94.3
90.8
92.3
92.5
92.4

1.6
▲9.9
2.2
9.8
7.0
1.6
4.0
1.7
▲1.1
3.4
4.2
1.3
▲1.8
▲5.2
▲8.0
▲4.2

21.5
▲16.3
▲4.7
22.3
30.5
▲11.2
▲12.7
▲18.9
▲25.1
▲38.5
▲21.3
▲1.8
▲29.3
▲13.9
▲42.1
▲35.1
▲26.7

22.3
5.4

▲28.7
▲7.7
▲37.6
▲20.8
▲38.6
▲39.9
▲45.6
▲43.4
▲36.6
▲21.2
▲43.6
▲42.9
▲36.2
▲47.8
▲35.8

1,732
1,403
1,331
94
111
105
165
142
67
63
79
60
113
148
48
58
138

24.1
▲19.0
▲5.1
▲38.4
▲17.5
▲1.3
▲17.1
▲13.4
36.1
▲21.5
▲15.8
15.7
47.4
▲44.4
▲49.3
▲38.2
24.0

1,006
700
848
86
129
43
74
41
46
102
44
123
63
56
74
61
49

58.5
▲30.5
21.2
12.2
50.1
▲20.4
▲8.8
▲32.0
▲47.5
75.0
6.4
97.0
▲19.5
22.4
▲24.2
▲28.5
▲61.6

7,431
6,165
7,254
629
1,011
398
587
583
713
595
462
448
637
428
777
791
618

11.4
▲17.0
17.7
13.1
80.9
8.2

▲25.9
7.4
84.2
26.9
▲18.9
▲29.1
18.8
▲10.6
49.1
25.8
▲38.9

21.9
▲10.8
17.5
20.7
81.4
57.1
▲4.5
2.6
78.5
56.7
▲25.4
▲49.6
12.4
78.8
76.4
65.8
▲45.1

16.0
▲18.9
3.2

▲18.3
40.2
15.9
▲12.4
▲5.1
29.7
2.6

▲12.4
▲11.2
8.2

▲25.0
16.1
19.5
▲12.9

▲18.8
▲27.1
59.6
157.4
156.1
▲58.8
▲83.0
139.4
409.1
21.6
▲15.9
10.6
86.8
▲52.9
▲31.7
▲64.5
▲62.0

100.1
99.0
100.0
100.1
100.2
100.3
100.4
100.5
100.2
100.0
99.5
99.8
99.7
100.1
100.4
100.3
100.0

0.2
▲1.1
1.0
0.4
0.5
0.5
0.5
0.4
0.8
0.6
0.3
0.7
0.2
0.2
▲0.1
0.2
▲0.1

113,980
113,025
110,621
8,238
10,067
9,007
8,130
9,039
9,082
12,836
9,335
8,237
9,420
8,180
8,605
8,447
10,483

▲1.0
▲0.8
▲2.1
▲3.4
0.3
▲1.4
▲0.6
▲0.4
▲5.4
1.2
▲0.1
▲0.7
▲1.5
▲2.1
▲0.6
2.5
4.1

24,796
25,450
23,101
1,987
2,040
1,653
2,189
1,623
1,663
1,614
1,762
2,187
3,008
1,575
1,647
2,118
2,257

▲3.8
2.6
▲9.2
5.7
▲5.6
0.3
▲3.2
▲13.9
▲8.1
▲5.7
▲9.1
▲6.6
▲0.7
1.5
12.0
6.6
10.6

22,690
25,200
20,343
1,656
1,574
1,251
1,840
1,390
1,528
1,321
1,521
1,879
3,011
1,099
1,014
1,175
1,333

6.3
11.1
▲19.3
▲17.0
▲27.1
▲14.4
▲21.9
▲5.4
▲17.1
▲50.9
▲24.9
▲17.7
5.6

▲14.5
▲24.2
▲29.0
▲15.3

448,318
424,746
426,416
492,299
497,175
385,992
315,571
403,261
337,755
804,497
373,032
423,294
326,558
397,461
304,653
614,623
408,101

▲3.6
▲5.3
0.4

▲20.7
16.2
3.5

▲11.1
1.9

▲14.8
2.9
6.4
1.3
▲6.4
4.8

▲20.7
24.8
▲17.9

342,834
316,410
314,339
320,132
277,458
270,701
262,785
271,716
407,769
314,162
275,368
280,567
296,002
323,669
303,265
392,327
295,980

0.3
▲7.7
▲0.7
17.1
▲3.3
▲5.7
▲12.8
▲21.4
34.1
▲5.3
▲18.9
▲15.0
▲15.7
▲5.5
6.7
22.6
6.7

0.78
0.90
1.05
1.07
1.06
1.06
1.08
1.09
1.10
1.11
1.06
1.08
1.09
1.12
1.13
1.15
1.23

▲13.4
▲27.6
45.2
▲50.0
500.0
▲25.0
－　
100.0
400.0
▲50.0
▲28.6
▲57.1
▲28.6
0.0

▲33.3
▲33.3
33.3

58
42
61
3
6
3
6
6
5
2
5
3
5
6
2
2
8

34,726
35,354
36,029
35,985
35,428
35,578
35,438
35,664
35,428
36,029
35,746
35,664
36,365
36,555
36,424
36,916
36,743

3.0
1.8
1.9
2.1
2.0
1.6
2.6
3.5
1.0
1.9
1.9
1.3
2.0
2.9
1.7
2.6
3.7

21,712
22,620
23,415
22,836
22,926
22,914
23,113
23,091
23,122
23,415
23,309
23,405
23,519
23,420
23,437
23,514
23,548

2.2
4.2
3.5
4.9
4.5
4.0
4.1
4.4
3.5
3.5
3.1
3.0
3.2
3.6
3.4
3.0
2.7

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
佐賀市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月

項目

年月

項目

年月

百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2015年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 佐賀市貸家持家

出所 佐賀県統計分析課

総合 一般機械 電子部品 化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）

経済指標佐賀 Saga

▲36.6
4.6
▲2.5
0.6
▲1.0
▲0.4
▲0.2
▲8.3
▲0.7
▲11.1
▲22.2
3.7
3.4
▲3.4
7.7
3.6

47.1
49.3
48.1
49.1
46.1
52.6
47.8
49.4
47.0
46.2
42.6
48.8
49.5
45.2
51.8
50.8

▲27.7
0.8
▲0.4
5.4
7.5

▲26.9
28.8
▲18.6
▲21.8
4.5
▲3.3
▲13.1
2.1
7.9

▲22.5
4.8

92.4
95.4
94.3
93.2
97.3
95.1
103.3
95.7
91.6
94.4
96.5
89.7
90.4
87.2
92.8
98.7

▲3.9
3.2
▲1.2
▲0.8
1.3
▲2.3
3.9
▲1.7
▲2.5
4.6
▲4.1
3.1
▲6.6
0.4
0.7
5.9

72.4
73.0
72.7
67.4
76.8
58.2
106.1
57.7
59.4
64.3
85.9
64.4
93.8
55.9
70.8
70.6

92.2
97.0
96.5
99.0
102.2
93.9
102.9
97.0
91.7
94.8
90.3
94.6
106.8
83.1
84.4
116.5

▲9.4
5.2
▲0.5
11.2
11.7
▲4.7
2.5
▲6.9
▲6.0
7.8

▲20.4
18.1
▲2.7
▲8.1
14.6
17.6

96.3
93.9
94.2
91.3
99.1
91.2
92.2
92.2
89.7
114.5
90.4
91.8
99.7
99.1
98.1
99.2

▲4.3
▲2.5
0.3
1.8
▲0.5
▲4.5
▲2.7
▲3.8
0.2
21.0
1.7
5.9
1.1
5.9
5.8
8.7

96.1
98.1
97.0
96.0
98.6
97.3
104.5
99.0
94.7
92.9
98.5
96.5
90.3
90.1
95.9
100.8

3.3
2.1
▲1.1
▲1.3
0.1
▲2.7
4.2
0.4
▲3.3
▲5.8
▲3.2
▲3.5
▲6.1
▲0.2
1.4
5.0

92.8
78.0
84.7
83.1
81.3
90.3
92.7
88.0
81.2
84.3
82.0
83.9
86.5
88.2
83.3
81.1

▲8.8
▲15.9
8.6
15.3
12.6
16.6
18.0
3.4
4.6
11.7
3.0
3.0
▲3.1
0.7
0.5
▲2.4

11.7
5.0
▲8.4
▲91.4
1,014.2
54.5
▲19.3
▲96.4
1,804.7
991.4
8.4
80.1
▲33.8
44.8
11.9
410.0
▲46.9

▲2.1
21.5
▲12.0
▲5.5
1.9

▲10.3
▲20.4
▲11.0
28.2
▲46.0
▲15.3
▲29.1
▲15.5
▲18.0
▲5.8
▲39.9
▲2.2

1,178
1,127
1,012
84
79
131
77
79
66
61
41
44
65
151
82
81
84

9.4
▲4.3
▲10.2
▲30.2
▲33.2
46.6
▲30.0
▲45.9
▲19.3
▲23.2
▲54.2
▲24.7
6.9

▲14.6
63.3
▲3.1
6.3

684
753
702
136
65
98
46
20
60
63
19
29
43
85
26
50
69

14.6
10.2
▲6.7
116.2
81.0
97.5
▲10.9
▲71.7
36.4
▲25.7
▲31.8
▲27.6
26.7
▲8.0
31.1
▲63.5
6.1

5,568
4,830
4,941
520
456
479
475
442
503
296
399
340
479
304
595
360
656

23.1
▲13.3
2.3
7.9
5.3
50.2
63.2
11.1
48.8
▲46.0
5.8

▲10.8
105.6
▲18.1
45.8
▲30.8
43.9

23.4
▲20.0
▲3.2
5.7
0.0
32.5
1.7

▲13.4
▲5.5
▲32.9
25.2
9.0
▲4.3
▲18.9
43.6
▲5.4
56.4

13.5
▲9.1
26.3
19.2
▲8.1
76.4
220.0
29.8
133.1
▲63.3
▲11.8
▲38.5
420.0
▲20.2
47.7
▲51.7
64.5

71.2
▲3.0
▲48.3
▲26.2
132.4
0.0
17.2
91.7
70.0
36.4
52.0
100.0
204.8
4.3
39.1
▲20.8
▲40.5

99.4
99.1
100.0
100.1
100.1
100.2
100.3
100.7
100.2
100.0
99.7
99.8
99.9
100.0
100.3
100.1
100.1

0.2
▲0.3
1.0
0.6
0.5
0.3
0.4
0.6
0.3
0.5
0.4
0.7
0.3
0.0
0.0
0.0
0.0

63,512
62,431
64,345
5,031
5,604
5,618
5,014
5,403
5,420
7,254
5,697
4,912
5,164
5,013
5,223
5,068
5,827

▲1.1
▲1.7
3.1
3.2
2.8
4.7
9.6
8.4
3.5
5.4
11.0
7.0
▲0.3
0.6
2.1
0.7
4.0

15,018
15,393
14,071
1,191
1,261
913
1,356
1,056
1,022
1,053
1,274
1,339
1,826
922
1,032
1,324
1,270

▲5.9
2.5
▲8.6
3.2
▲0.9
▲0.8
3.7

▲10.3
▲4.3
4.9
6.2
▲7.3
0.8
9.9
11.7
11.2
0.7

16,696
17,270
14,437
1,248
1,059
876
1,199
1,099
1,036
975
1,238
1,332
1,723
856
740
831
1,019

7.3
3.4

▲16.4
▲14.9
▲35.5
▲22.5
▲24.9
▲13.1
▲35.6
▲41.2
▲5.6
▲12.0
▲22.2
▲6.1
▲25.5
▲33.4
▲3.8

436,794
436,905
456,886
694,333
488,828
446,684
371,394
454,807
383,284
776,748
336,293
437,978
292,962
386,304
271,510
567,869
493,414

1.4
0.0
4.6
7.7
13.1
14.9
▲1.3
8.2
4.6
2.6
▲5.0
2.1

▲14.6
▲7.4
▲16.0
▲18.2
0.9

320,917
300,942
298,373
294,933
268,232
301,881
271,003
303,080
243,979
319,037
293,204
272,800
284,728
308,952
263,693
261,723
279,424

▲0.6
▲6.2
▲0.9
9.9

▲21.1
2.2
▲1.3
8.0

▲16.1
▲3.0
▲12.5
▲11.2
▲17.0
4.1

▲11.0
▲11.3
4.2

0.78
0.89
0.93
0.91
0.92
0.95
0.97
0.99
0.99
1.02
1.01
1.03
1.04
1.10
1.11
1.13
1.13

51
37
35
2
2
4
3
7
5
1
2
2
2
4
4
7
5

▲10.5
▲27.5
▲5.4
▲50.0
0.0

100.0
0.0
75.0
25.0
▲50.0
▲33.3
▲33.3
100.0
100.0
100.0
250.0
150.0

22,454
22,662
23,158
23,205
23,065
23,048
22,825
22,943
22,919
23,158
23,137
22,832
23,500
23,629
23,569
23,579
23,499

3.8
0.9
2.2
2.2
2.2
1.7
2.5
3.3
2.0
2.2
2.1
0.4
0.8
2.3
1.8
1.6
1.9

11,621
12,130
12,618
12,329
12,393
12,447
12,429
12,443
12,477
12,618
12,634
12,643
12,680
12,641
12,629
12,678
12,746

3.2
4.4
4.0
4.8
4.8
4.5
4.4
4.7
4.3
4.0
4.6
4.4
3.4
4.1
2.3
2.8
2.8

経済指標 大分 Oita

2015 年
2014 年
2013 年

2015. 6

5
4

2
2016. 1

7
8
9

11
10

12

3

6
7

2015 年
2014 年
2013 年

2015. 6

5
4

2
2016. 1

7
8
9

11
10

12

3

6
7

2015 年
2014 年
2013 年

2015. 6

5
4

2
2016. 1

7
8
9

11
10

12

3

6
7

2015 年
2014 年
2013 年

2015. 6

5
4

2
2016. 1

7
8
9

11
10

12

3

6
7

2015 年
2014 年
2013 年

2015. 6

5
4

2
2016. 1

7
8
9

11
10

12

3

6
7

2015 年
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
大分市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2015年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 大分市貸家持家

出所 大分県統計調査課

総合 鉄鋼 はん用･生産用機械 電子部品 化学

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）
3.0
3.7
▲3.2
24.0
17.0
20.8
23.9
25.5
26.4
▲1.7
5.8
11.3
8.7
6.3

▲20.8
▲8.1

102.7
106.5
103.1
127.0
122.6
125.5
132.4
127.5
127.9
124.1
120.4
129.1
128.2
123.2
107.6
116.6

1.0
▲2.4
▲0.5
0.1
▲2.6
▲1.7
▲4.6
▲1.1
▲4.0
6.3
▲2.1
6.1
▲8.5
▲7.6
▲3.1
▲3.3

97.3
96.6
99.6
102.0
99.6
98.7
97.1
98.4
94.4
95.9
98.4
100.3
98.6
99.8
92.0
95.1

▲2.6
▲0.7
3.1
11.3
6.1
4.6
▲1.3
1.6
▲2.6
▲2.7
▲5.0
1.3
▲5.2
▲3.7
▲10.6
▲6.8

106.1
103.6
103.1
104.6
103.0
102.6
100.9
103.5
99.7
106.5
100.0
102.0
94.9
99.2
106.2
101.1

84.8
83.5
103.1
89.7
92.4
86.8
68.8
86.9
82.3
81.3
82.5
83.0
72.7
89.1
91.5
80.2

▲23.7
▲1.5
23.4
4.4
15.6
11.0
▲19.4
2.3
▲1.8
1.7
▲9.5
▲6.6
▲18.8
▲5.2
1.6

▲10.6

106.6
96.5
103.1
114.8
103.1
104.2
105.4
99.0
97.3
100.8
101.3
96.8
100.3
101.3
82.9
94.5

10.4
▲9.4
6.8
50.4
8.3
0.5
▲4.6
▲4.4
▲9.7
▲0.1
▲5.5
▲3.5
▲14.9
▲9.4
▲30.3
▲17.7

95.5
93.5
93.1
96.7
93.2
91.4
89.7
91.1
86.2
86.3
91.0
96.4
94.7
94.5
87.9
87.1

▲3.8
▲2.1
▲0.4
8.6
3.3
0.5
▲6.9
▲1.4
▲9.2
▲9.2
▲8.4
1.2
▲4.2
▲3.8
▲8.0
▲10.0

104.0
93.7
95.8
96.4
97.4
98.7
95.1
95.2
92.8
94.8
97.5
94.3
90.8
92.3
92.5
92.4

1.6
▲9.9
2.2
9.8
7.0
1.6
4.0
1.7
▲1.1
3.4
4.2
1.3
▲1.8
▲5.2
▲8.0
▲4.2

21.5
▲16.3
▲4.7
22.3
30.5
▲11.2
▲12.7
▲18.9
▲25.1
▲38.5
▲21.3
▲1.8
▲29.3
▲13.9
▲42.1
▲35.1
▲26.7

22.3
5.4

▲28.7
▲7.7
▲37.6
▲20.8
▲38.6
▲39.9
▲45.6
▲43.4
▲36.6
▲21.2
▲43.6
▲42.9
▲36.2
▲47.8
▲35.8

1,732
1,403
1,331
94
111
105
165
142
67
63
79
60
113
148
48
58
138

24.1
▲19.0
▲5.1
▲38.4
▲17.5
▲1.3
▲17.1
▲13.4
36.1
▲21.5
▲15.8
15.7
47.4
▲44.4
▲49.3
▲38.2
24.0

1,006
700
848
86
129
43
74
41
46
102
44
123
63
56
74
61
49

58.5
▲30.5
21.2
12.2
50.1
▲20.4
▲8.8
▲32.0
▲47.5
75.0
6.4
97.0
▲19.5
22.4
▲24.2
▲28.5
▲61.6

7,431
6,165
7,254
629
1,011
398
587
583
713
595
462
448
637
428
777
791
618

11.4
▲17.0
17.7
13.1
80.9
8.2

▲25.9
7.4
84.2
26.9
▲18.9
▲29.1
18.8
▲10.6
49.1
25.8
▲38.9

21.9
▲10.8
17.5
20.7
81.4
57.1
▲4.5
2.6
78.5
56.7
▲25.4
▲49.6
12.4
78.8
76.4
65.8
▲45.1

16.0
▲18.9
3.2

▲18.3
40.2
15.9
▲12.4
▲5.1
29.7
2.6

▲12.4
▲11.2
8.2

▲25.0
16.1
19.5
▲12.9

▲18.8
▲27.1
59.6
157.4
156.1
▲58.8
▲83.0
139.4
409.1
21.6
▲15.9
10.6
86.8
▲52.9
▲31.7
▲64.5
▲62.0

100.1
99.0
100.0
100.1
100.2
100.3
100.4
100.5
100.2
100.0
99.5
99.8
99.7
100.1
100.4
100.3
100.0

0.2
▲1.1
1.0
0.4
0.5
0.5
0.5
0.4
0.8
0.6
0.3
0.7
0.2
0.2
▲0.1
0.2
▲0.1

113,980
113,025
110,621
8,238
10,067
9,007
8,130
9,039
9,082
12,836
9,335
8,237
9,420
8,180
8,605
8,447
10,483

▲1.0
▲0.8
▲2.1
▲3.4
0.3
▲1.4
▲0.6
▲0.4
▲5.4
1.2
▲0.1
▲0.7
▲1.5
▲2.1
▲0.6
2.5
4.1

24,796
25,450
23,101
1,987
2,040
1,653
2,189
1,623
1,663
1,614
1,762
2,187
3,008
1,575
1,647
2,118
2,257

▲3.8
2.6
▲9.2
5.7
▲5.6
0.3
▲3.2
▲13.9
▲8.1
▲5.7
▲9.1
▲6.6
▲0.7
1.5
12.0
6.6
10.6

22,690
25,200
20,343
1,656
1,574
1,251
1,840
1,390
1,528
1,321
1,521
1,879
3,011
1,099
1,014
1,175
1,333

6.3
11.1
▲19.3
▲17.0
▲27.1
▲14.4
▲21.9
▲5.4
▲17.1
▲50.9
▲24.9
▲17.7
5.6

▲14.5
▲24.2
▲29.0
▲15.3

448,318
424,746
426,416
492,299
497,175
385,992
315,571
403,261
337,755
804,497
373,032
423,294
326,558
397,461
304,653
614,623
408,101

▲3.6
▲5.3
0.4

▲20.7
16.2
3.5

▲11.1
1.9

▲14.8
2.9
6.4
1.3
▲6.4
4.8

▲20.7
24.8
▲17.9

342,834
316,410
314,339
320,132
277,458
270,701
262,785
271,716
407,769
314,162
275,368
280,567
296,002
323,669
303,265
392,327
295,980

0.3
▲7.7
▲0.7
17.1
▲3.3
▲5.7
▲12.8
▲21.4
34.1
▲5.3
▲18.9
▲15.0
▲15.7
▲5.5
6.7
22.6
6.7

0.78
0.90
1.05
1.07
1.06
1.06
1.08
1.09
1.10
1.11
1.06
1.08
1.09
1.12
1.13
1.15
1.23

▲13.4
▲27.6
45.2
▲50.0
500.0
▲25.0
－　
100.0
400.0
▲50.0
▲28.6
▲57.1
▲28.6
0.0

▲33.3
▲33.3
33.3

58
42
61
3
6
3
6
6
5
2
5
3
5
6
2
2
8

34,726
35,354
36,029
35,985
35,428
35,578
35,438
35,664
35,428
36,029
35,746
35,664
36,365
36,555
36,424
36,916
36,743

3.0
1.8
1.9
2.1
2.0
1.6
2.6
3.5
1.0
1.9
1.9
1.3
2.0
2.9
1.7
2.6
3.7

21,712
22,620
23,415
22,836
22,926
22,914
23,113
23,091
23,122
23,415
23,309
23,405
23,519
23,420
23,437
23,514
23,548

2.2
4.2
3.5
4.9
4.5
4.0
4.1
4.4
3.5
3.5
3.1
3.0
3.2
3.6
3.4
3.0
2.7

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
佐賀市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月

項目

年月

項目

年月

百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2015年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 佐賀市貸家持家

出所 佐賀県統計分析課

総合 一般機械 電子部品 化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）

経済指標佐賀 Saga

▲36.6
4.6
▲2.5
0.6
▲1.0
▲0.4
▲0.2
▲8.3
▲0.7
▲11.1
▲22.2
3.7
3.4
▲3.4
7.7
3.6

47.1
49.3
48.1
49.1
46.1
52.6
47.8
49.4
47.0
46.2
42.6
48.8
49.5
45.2
51.8
50.8

▲27.7
0.8
▲0.4
5.4
7.5

▲26.9
28.8
▲18.6
▲21.8
4.5
▲3.3
▲13.1
2.1
7.9

▲22.5
4.8

92.4
95.4
94.3
93.2
97.3
95.1
103.3
95.7
91.6
94.4
96.5
89.7
90.4
87.2
92.8
98.7

▲3.9
3.2
▲1.2
▲0.8
1.3
▲2.3
3.9
▲1.7
▲2.5
4.6
▲4.1
3.1
▲6.6
0.4
0.7
5.9

72.4
73.0
72.7
67.4
76.8
58.2
106.1
57.7
59.4
64.3
85.9
64.4
93.8
55.9
70.8
70.6

92.2
97.0
96.5
99.0
102.2
93.9
102.9
97.0
91.7
94.8
90.3
94.6
106.8
83.1
84.4
116.5

▲9.4
5.2
▲0.5
11.2
11.7
▲4.7
2.5
▲6.9
▲6.0
7.8

▲20.4
18.1
▲2.7
▲8.1
14.6
17.6

96.3
93.9
94.2
91.3
99.1
91.2
92.2
92.2
89.7
114.5
90.4
91.8
99.7
99.1
98.1
99.2

▲4.3
▲2.5
0.3
1.8
▲0.5
▲4.5
▲2.7
▲3.8
0.2
21.0
1.7
5.9
1.1
5.9
5.8
8.7

96.1
98.1
97.0
96.0
98.6
97.3
104.5
99.0
94.7
92.9
98.5
96.5
90.3
90.1
95.9
100.8

3.3
2.1
▲1.1
▲1.3
0.1
▲2.7
4.2
0.4
▲3.3
▲5.8
▲3.2
▲3.5
▲6.1
▲0.2
1.4
5.0

92.8
78.0
84.7
83.1
81.3
90.3
92.7
88.0
81.2
84.3
82.0
83.9
86.5
88.2
83.3
81.1

▲8.8
▲15.9
8.6
15.3
12.6
16.6
18.0
3.4
4.6
11.7
3.0
3.0
▲3.1
0.7
0.5
▲2.4

11.7
5.0
▲8.4
▲91.4
1,014.2
54.5
▲19.3
▲96.4
1,804.7
991.4
8.4
80.1
▲33.8
44.8
11.9
410.0
▲46.9

▲2.1
21.5
▲12.0
▲5.5
1.9

▲10.3
▲20.4
▲11.0
28.2
▲46.0
▲15.3
▲29.1
▲15.5
▲18.0
▲5.8
▲39.9
▲2.2

1,178
1,127
1,012
84
79
131
77
79
66
61
41
44
65
151
82
81
84

9.4
▲4.3
▲10.2
▲30.2
▲33.2
46.6
▲30.0
▲45.9
▲19.3
▲23.2
▲54.2
▲24.7
6.9

▲14.6
63.3
▲3.1
6.3

684
753
702
136
65
98
46
20
60
63
19
29
43
85
26
50
69

14.6
10.2
▲6.7
116.2
81.0
97.5
▲10.9
▲71.7
36.4
▲25.7
▲31.8
▲27.6
26.7
▲8.0
31.1
▲63.5
6.1

5,568
4,830
4,941
520
456
479
475
442
503
296
399
340
479
304
595
360
656

23.1
▲13.3
2.3
7.9
5.3
50.2
63.2
11.1
48.8
▲46.0
5.8

▲10.8
105.6
▲18.1
45.8
▲30.8
43.9

23.4
▲20.0
▲3.2
5.7
0.0
32.5
1.7

▲13.4
▲5.5
▲32.9
25.2
9.0
▲4.3
▲18.9
43.6
▲5.4
56.4

13.5
▲9.1
26.3
19.2
▲8.1
76.4
220.0
29.8
133.1
▲63.3
▲11.8
▲38.5
420.0
▲20.2
47.7
▲51.7
64.5

71.2
▲3.0
▲48.3
▲26.2
132.4
0.0
17.2
91.7
70.0
36.4
52.0
100.0
204.8
4.3
39.1
▲20.8
▲40.5

99.4
99.1
100.0
100.1
100.1
100.2
100.3
100.7
100.2
100.0
99.7
99.8
99.9
100.0
100.3
100.1
100.1

0.2
▲0.3
1.0
0.6
0.5
0.3
0.4
0.6
0.3
0.5
0.4
0.7
0.3
0.0
0.0
0.0
0.0

63,512
62,431
64,345
5,031
5,604
5,618
5,014
5,403
5,420
7,254
5,697
4,912
5,164
5,013
5,223
5,068
5,827

▲1.1
▲1.7
3.1
3.2
2.8
4.7
9.6
8.4
3.5
5.4
11.0
7.0
▲0.3
0.6
2.1
0.7
4.0

15,018
15,393
14,071
1,191
1,261
913
1,356
1,056
1,022
1,053
1,274
1,339
1,826
922
1,032
1,324
1,270

▲5.9
2.5
▲8.6
3.2
▲0.9
▲0.8
3.7

▲10.3
▲4.3
4.9
6.2
▲7.3
0.8
9.9
11.7
11.2
0.7

16,696
17,270
14,437
1,248
1,059
876
1,199
1,099
1,036
975
1,238
1,332
1,723
856
740
831
1,019

7.3
3.4

▲16.4
▲14.9
▲35.5
▲22.5
▲24.9
▲13.1
▲35.6
▲41.2
▲5.6
▲12.0
▲22.2
▲6.1
▲25.5
▲33.4
▲3.8

436,794
436,905
456,886
694,333
488,828
446,684
371,394
454,807
383,284
776,748
336,293
437,978
292,962
386,304
271,510
567,869
493,414

1.4
0.0
4.6
7.7
13.1
14.9
▲1.3
8.2
4.6
2.6
▲5.0
2.1

▲14.6
▲7.4
▲16.0
▲18.2
0.9

320,917
300,942
298,373
294,933
268,232
301,881
271,003
303,080
243,979
319,037
293,204
272,800
284,728
308,952
263,693
261,723
279,424

▲0.6
▲6.2
▲0.9
9.9

▲21.1
2.2
▲1.3
8.0

▲16.1
▲3.0
▲12.5
▲11.2
▲17.0
4.1

▲11.0
▲11.3
4.2

0.78
0.89
0.93
0.91
0.92
0.95
0.97
0.99
0.99
1.02
1.01
1.03
1.04
1.10
1.11
1.13
1.13

51
37
35
2
2
4
3
7
5
1
2
2
2
4
4
7
5

▲10.5
▲27.5
▲5.4
▲50.0
0.0

100.0
0.0
75.0
25.0
▲50.0
▲33.3
▲33.3
100.0
100.0
100.0
250.0
150.0

22,454
22,662
23,158
23,205
23,065
23,048
22,825
22,943
22,919
23,158
23,137
22,832
23,500
23,629
23,569
23,579
23,499

3.8
0.9
2.2
2.2
2.2
1.7
2.5
3.3
2.0
2.2
2.1
0.4
0.8
2.3
1.8
1.6
1.9

11,621
12,130
12,618
12,329
12,393
12,447
12,429
12,443
12,477
12,618
12,634
12,643
12,680
12,641
12,629
12,678
12,746

3.2
4.4
4.0
4.8
4.8
4.5
4.4
4.7
4.3
4.0
4.6
4.4
3.4
4.1
2.3
2.8
2.8

経済指標 大分 Oita

2015 年
2014 年
2013 年

2015. 6

5
4

2
2016. 1

7
8
9

11
10

12

3

6
7

2015 年
2014 年
2013 年

2015. 6

5
4

2
2016. 1

7
8
9

11
10

12

3

6
7

2015 年
2014 年
2013 年

2015. 6

5
4

2
2016. 1

7
8
9

11
10

12

3

6
7

2015 年
2014 年
2013 年

2015. 6

5
4

2
2016. 1

7
8
9

11
10

12

3

6
7

2015 年
2014 年
2013 年

2015. 6

5
4

2
2016. 1

7
8
9

11
10

12

3

6
7

2015 年
2014 年
2013 年

2015. 6

5
4

2
2016. 1

7
8
9

11
10

12

3

6
7
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
宮崎市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2015年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 宮崎市貸家持家

出所 宮崎県総合政策部統計調査課

総合 電気･情報通信化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）

経済指標宮崎 Miyazaki

▲7.1
8.1
0.9
5.0
5.5
2.2
▲7.0
▲4.9
5.9

▲18.2
▲11.2
8.1
▲8.9
▲6.8
34.3
▲36.7

94.4
102.1
103.1
104.5
101.9
100.3
96.4
96.9
107.6
85.5
93.6
98.5
94.0
95.1
122.6
66.2

8.1
11.3
21.9
28.4
26.0
15.8
4.6

▲20.0
▲3.1
▲7.1
▲7.9
▲0.7
▲9.7
▲18.6
▲19.2
▲16.2

98.2
102.0
101.1
103.0
103.3
100.9
98.3
97.7
102.7
97.0
100.0
98.5
99.0
99.9
98.5
98.1

0.0
3.9
▲0.9
2.5
4.6
▲0.4
▲5.1
▲6.8
0.9
▲6.4
▲5.6
▲0.4
▲3.2
0.2
▲2.2
▲4.8

76.0
84.5
103.1
102.3
101.4
97.1
90.5
79.3
94.1
94.5
96.1
97.4
90.3
88.9
80.6
85.8

131.9
135.6
127.5
127.7
124.0
123.8
122.1
124.6
122.3
126.0
125.4
120.4
120.0
122.0
119.8
127.8

8.0
2.8
▲6.0
▲6.7
▲6.5
▲9.9
▲8.6
▲7.8
▲10.0
▲5.9
▲5.4
▲7.2
▲8.7
▲5.9
▲5.3
0.1

104.2
108.3
103.3
107.1
117.7
103.8
104.8
104.6
103.7
102.9
103.2
101.4
104.4
110.3
105.2
113.4

▲0.1
3.9
▲4.6
▲4.4
10.1
▲2.4
▲3.4
▲2.5
▲2.9
▲1.5
▲2.1
3.3
4.5
19.7
3.0
5.8

105.5
104.9
105.0
111.2
105.0
103.3
104.0
111.4
105.5
104.1
108.3
105.8
101.0
105.9
99.0
101.1

2.6
▲0.6
0.1
7.4
0.6
▲0.9
▲2.4
6.2
1.1
▲1.9
2.5
9.4
1.7
▲0.5
▲3.8
▲9.1

109.0
116.2
122.8
124.2
122.7
121.6
121.8
120.4
122.7
120.0
119.0
117.6
118.0
119.5
120.5
121.1

▲6.4
6.6
5.7
4.1
3.6
2.2
2.1
0.7
2.6
▲1.6
▲3.1
▲2.8
▲6.2
▲4.8
▲3.7
▲2.5

22.1
6.9
8.6
38.4
15.9
9.8
▲4.0
3.8
▲1.1
▲17.7
▲14.2
▲25.6
▲26.9
▲1.0
▲20.8
▲21.6
▲25.1

0.6
22.9
0.9
▲4.9
2.0
▲6.5
▲13.7
▲12.7
10.1
▲21.0
▲35.2
40.0
▲32.1
▲21.6
▲17.3
▲23.1
▲20.4

1,695
1,479
1,097
91
124
107
125
141
83
58
110
72
152
107
113
97
117

24.2
▲12.8
▲25.9
▲45.9
▲22.6
6.3

▲23.9
▲10.3
6.5

▲33.6
35.0
29.9
50.8
61.0
81.6
6.6
▲5.4

735
619
637
42
41
54
34
42
49
34
114
22
21
21
70
43
65

41.2
▲15.8
3.0
16.8
▲45.2
▲24.8
▲37.7
▲42.4
▲23.4
30.2
465.7
▲79.2
▲77.0
▲77.2
123.7
1.0
59.5

7,869
6,440
6,443
579
542
689
659
544
519
483
409
580
631
708
594
503
560

16.5
▲18.2
0.0
32.2
▲1.8
11.3
26.5
▲0.5
▲19.5
16.4
▲2.2
27.5
68.3
▲0.4
26.7
▲13.1
3.3

16.6
▲15.8
0.1
10.0
▲5.5
23.6
▲14.4
8.7
20.3
20.7
2.5
▲2.5
28.2
▲4.5
9.0
▲6.4
24.2

14.7
▲18.5
0.1
79.0
15.2
29.3
59.2
▲38.4
▲49.1
▲5.0
13.8
99.2
150.0
▲9.2
10.9
▲16.4
▲12.1

30.9
▲24.6
▲0.9
53.3
▲38.8
▲50.9
133.3
235.3
▲33.3
24.4
▲37.5
13.4
75.5
95.6
176.6
▲31.9
▲3.8

100.1
99.1
100.0
100.1
100.0
100.3
100.6
100.5
100.0
99.9
99.5
99.6
99.7
99.7
100.2
100.3
100.3

0.2
▲1.0
0.9
0.8
0.3
0.1
▲0.1
0.4
0.4
0.3
0.1
0.4
0.0
▲0.3
▲0.1
▲0.1
0.4

74,743
73,975
74,458
5,538
6,709
6,360
5,412
6,048
6,121
8,786
5,920
5,189
5,756
5,503
6,029
5,524
6,565

▲0.8
▲1.0
0.7
▲2.1
3.8
1.7
0.1
1.9
▲4.6
3.5
▲1.5
▲2.2
▲5.5
▲6.7
▲2.5
▲0.2
▲2.1

▲9.2
1.1
▲9.5
▲9.3
3.5
▲0.3
1.0
3.7
1.9
5.1
0.9
▲8.4
▲6.8
22.6
12.4
14.6
▲3.7

21,773
22,004
19,924
1,571
1,857
1,507
1,901
1,588
1,462
1,407
1,629
1,767
2,330
1,502
1,533
1,801
1,788

21,911
23,607
19,053
1,584
1,431
1,090
1,814
1,385
1,300
1,221
1,379
1,639
2,333
911
972
1,018
1,197

4.9
7.7

▲19.3
▲19.5
▲20.9
▲29.8
▲11.9
▲10.8
▲27.7
▲38.2
▲23.6
▲24.6
▲10.3
▲31.3
▲26.4
▲35.7
▲16.4

367,510
327,618
367,971
480,832
319,482
314,848
305,602
331,947
298,064
838,245
321,178
346,533
316,800
369,384
305,462
550,385
423,167

12.5
▲10.9
12.3
▲10.6
▲4.0
11.4
13.6
4.4
19.4
77.8
25.5
▲2.2
2.8
8.8
13.7
14.5
32.5

293,817
276,273
267,725
233,857
257,721
275,592
239,855
250,536
239,160
352,664
362,596
277,343
407,450
367,077
323,512
301,035
297,129

11.6
▲6.0
▲3.1
▲26.4
▲2.4
11.0
4.7
13.2
▲16.2
20.9
43.9
10.2
35.0
33.0
14.7
28.7
15.3

0.77
0.93
0.94
1.01
1.04
1.06
1.08
1.09
1.10
1.10
1.07
1.09
1.13
1.18
1.23
1.26
1.26

38
42
39
3
3
3
4
5
3
5
2
1
1
3
1
5
2

▲44.1
10.5
▲7.1
▲50.0
200.0
0.0

100.0
0.0
50.0
150.0
100.0
▲50.0
0.0

▲40.0
▲75.0
66.7
▲33.3

27,246
28,395
29,666
29,337
28,994
29,091
29,163
29,110
29,212
29,666
29,260
29,766
29,908
29,872
29,743
30,091
29,728

5.0
4.2
4.5
4.8
4.8
4.7
4.7
4.9
4.6
4.5
3.7
4.7
3.4
2.8
2.1
2.6
2.5

19,859
21,550
23,138
21,775
21,932
21,977
22,369
22,490
22,532
23,138
22,979
23,067
23,315
23,164
23,068
23,166
23,222

7.8
8.5
7.4
8.3
8.3
7.8
7.5
8.8
7.3
7.4
7.3
7.1
6.6
7.0
5.4
6.4
5.9

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
鹿児島市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月

項目

年月

項目

年月

百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2015年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 鹿児島市貸家持家

出所 鹿児島県統計課

総合 電気･情報通信 電子部品 窯業・土石製品 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）
▲19.4
▲8.0
4.0
11.9
1.9
8.5
4.4

▲10.4
▲11.6
▲19.7
▲16.8
▲14.8
▲20.6
▲16.5
▲7.5
▲5.2

49.8
45.8
47.6
47.7
44.9
43.9
46.2
42.4
43.1
41.9
46.9
42.7
42.2
44.2
44.5
45.3

13.4
▲15.7
▲15.9
▲26.4
▲17.8
▲36.2
▲17.8
▲14.3
20.8
11.4
12.2
8.2
35.9
1.0
3.3
10.2

87.5
88.6
86.3
86.1
88.3
83.0
83.6
87.0
85.5
80.9
86.1
85.6
82.3
84.0
85.2
85.4

▲1.4
1.3
▲2.6
▲2.0
▲0.8
▲1.5
▲5.5
▲2.8
▲3.2
▲8.1
▲6.0
▲0.4
▲6.9
▲5.5
▲1.5
▲0.9

120.3
101.4
85.2
85.1
85.5
69.0
85.3
89.3
92.8
87.7
94.0
97.2
101.3
93.3
95.1
93.8

89.7
92.2
91.9
96.9
85.9
81.2
72.2
74.9
82.6
83.6
99.9
104.2
95.3
97.0
93.2
103.5

14.5
2.8
▲0.3
12.3
▲0.8
▲12.6
▲18.9
▲21.1
▲16.8
▲12.3
▲13.1
▲0.8
▲12.5
▲8.2
▲8.6
6.8

102.9
104.4
101.6
104.9
109.1
104.3
95.9
104.5
99.6
95.0
97.5
99.8
97.9
96.4
99.0
94.7

1.3
1.5
▲2.6
1.5
3.0
2.7
▲4.6
1.0
▲2.4
▲7.9
▲6.5
3.0
▲6.0
▲2.9
▲1.0
▲9.7

91.6
90.5
88.9
83.7
90.2
87.1
88.3
90.2
88.8
86.8
90.3
90.1
85.9
89.9
88.5
90.0

▲2.8
▲1.2
▲1.8
▲5.2
▲0.5
▲0.5
▲3.5
▲1.4
0.0
▲2.5
▲3.8
0.9
▲3.6
▲0.5
▲0.5
7.5

121.0
131.7
142.8
157.5
157.6
162.4
154.4
147.1
139.8
135.5
139.0
137.8
136.8
131.4
131.1
134.7

13.7
8.8
8.4
12.4
17.2
20.9
22.2
14.8
8.7
2.5
2.0
4.5
4.7
▲1.6
▲0.2
▲14.5

81.1
4.6

▲15.0
19.3
▲0.1
23.8
▲35.6
▲3.3
1.2
18.4
▲3.9
11.7
3.4
9.1
▲9.5
▲47.8
▲17.7

21.6
▲3.2
▲31.7
▲33.2
▲40.2
▲32.6
▲28.9
▲24.7
▲34.1
▲44.9
▲53.2
▲37.3
▲46.6
▲39.0
▲27.0
▲20.5
▲15.0

2,494
2,322
1,982
175
223
183
234
234
146
170
81
106
173
158
150
224
188

5.0
▲6.9
▲14.6
1.1

▲12.2
▲17.6
▲8.7
▲9.3
▲14.3
13.9
▲22.0
9.7
14.8
8.6
23.5
28.1
▲15.7

1,075
965
864
92
82
80
53
95
49
52
144
45
60
113
71
74
98

1.1
▲10.2
▲10.5
41.1
35.9
23.2
▲36.8
▲36.7
▲53.3
7.0

149.1
▲21.2
▲15.4
▲0.2
17.7
▲19.5
19.2

11,307
9,980
10,578
1,157
923
947
841
942
964
837
831
849
1,123
883
760
1,099
1,067

16.6
▲11.7
6.0
30.3
72.5
▲1.9
▲4.6
3.0

▲12.8
▲15.1
21.7
7.7
45.8
▲4.7
▲4.9
▲5.0
15.6

20.2
▲21.0
0.8
0.8
19.8
▲1.0
1.0
10.2
▲8.3
▲7.6
▲5.9
▲10.4
14.5
▲10.6
12.6
9.7
10.4

17.5
▲6.1
14.9
40.0
161.8
▲3.5
2.0
1.4
▲7.7
▲12.7
37.3
▲2.2
▲53.3
▲8.3
▲5.3
2.6

▲17.0

1.4
12.4
▲7.7
97.6
69.4
0.0

▲48.7
▲1.1
▲41.7
▲40.2
52.3
129.8
736.2
101.8
▲35.7
▲59.0
313.1

99.4
98.8
100.0
100.1
100.3
100.4
100.5
100.6
100.1
99.9
99.5
99.6
99.8
99.9
100.1
99.9
100.0

0.1
▲0.6
1.2
1.1
1.2
1.0
0.8
0.6
0.8
0.4
0.2
0.5
0.2
▲0.1
▲0.1
▲0.1
▲0.3

156,589
156,274
155,844
11,526
14,300
12,958
11,345
13,066
13,441
18,110
12,311
11,108
12,647
11,998
12,771
11,341
14,326

▲0.0
▲0.2
▲0.3
▲0.9
2.5
1.8
0.8
2.0
▲3.0
▲1.1
0.5
3.8
▲3.5
▲1.9
▲0.3
▲1.6
0.8

30,442
31,427
28,786
2,321
2,630
2,092
2,876
2,183
2,228
2,254
1,956
2,495
3,706
1,937
1,881
2,507
2,760

▲5.6
3.2
▲8.4
▲1.8
▲11.0
▲4.6
5.6
▲1.6
▲5.6
▲0.8
▲11.5
▲1.1
▲2.7
4.0
4.6
8.0
4.9

27,432
29,256
24,252
1,853
1,846
1,658
2,187
1,613
1,613
1,527
2,067
2,146
3,710
1,277
1,331
1,494
1,710

4.6
6.6

▲17.1
▲16.6
▲19.5
▲13.9
▲11.8
▲13.3
▲21.4
▲46.5
▲15.4
▲20.0
7.2

▲23.5
▲21.6
▲19.4
▲7.4

465,539
435,987
446,776
570,554
517,374
443,711
330,466
451,544
309,057
779,390
347,676
426,068
331,626
343,744
290,162
599,482
411,516

6.2
▲6.3
2.5
▲6.0
7.1
9.5

▲14.1
6.5

▲14.9
4.4
▲6.7
2.6

▲20.4
▲11.7
▲20.6
5.1

▲20.5

338,203
327,504
311,771
311,587
320,520
434,829
280,729
289,030
251,192
302,114
306,910
271,855
294,534
342,756
293,128
336,882
321,975

2.2
▲3.2
▲4.8
5.8
▲5.5
46.8
▲9.1
▲12.7
▲15.1
▲14.2
5.9
▲2.0
▲8.6
5.3

▲12.8
8.1
0.5

0.71
0.75
0.87
0.86
0.87
0.88
0.87
0.89
0.91
0.92
0.93
0.94
0.93
0.97
1.00
1.04
1.03

76
75
64
5
6
5
5
2
4
4
7
7
6
4
4
6
7

5.6
▲1.3
▲14.7
▲28.6
20.0
▲16.7
▲37.5
▲60.0
▲42.9
100.0
▲12.5
75.0
0.0

▲50.0
▲42.9
20.0
16.7

41,032
42,403
43,634
43,515
42,818
43,308
42,893
43,052
43,352
43,634
43,190
43,641
43,225
44,519
44,173
44,414
44,077

4.5
3.3
2.9
4.0
3.6
3.5
2.9
3.7
3.7
2.9
2.4
2.4
1.1
1.6
1.5
2.1
2.9

29,574
31,603
33,074
31,814
31,998
32,094
32,275
32,427
32,716
33,074
33,092
33,151
33,646
33,540
33,542
33,667
33,891

5.0
6.9
4.7
5.9
5.9
5.6
5.4
5.0
4.6
4.7
4.9
4.8
6.0
6.1
5.8
5.8
5.9

経済指標 鹿児島 Kagoshima

電子部品

鉱工業生産指数（2010年 =100）
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出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
宮崎市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月 百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2015年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 宮崎市貸家持家

出所 宮崎県総合政策部統計調査課

総合 電気･情報通信化学 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業生産指数（2010年 =100） 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）

経済指標宮崎 Miyazaki

▲7.1
8.1
0.9
5.0
5.5
2.2
▲7.0
▲4.9
5.9

▲18.2
▲11.2
8.1
▲8.9
▲6.8
34.3
▲36.7

94.4
102.1
103.1
104.5
101.9
100.3
96.4
96.9
107.6
85.5
93.6
98.5
94.0
95.1
122.6
66.2

8.1
11.3
21.9
28.4
26.0
15.8
4.6

▲20.0
▲3.1
▲7.1
▲7.9
▲0.7
▲9.7
▲18.6
▲19.2
▲16.2

98.2
102.0
101.1
103.0
103.3
100.9
98.3
97.7
102.7
97.0
100.0
98.5
99.0
99.9
98.5
98.1

0.0
3.9
▲0.9
2.5
4.6
▲0.4
▲5.1
▲6.8
0.9
▲6.4
▲5.6
▲0.4
▲3.2
0.2
▲2.2
▲4.8

76.0
84.5
103.1
102.3
101.4
97.1
90.5
79.3
94.1
94.5
96.1
97.4
90.3
88.9
80.6
85.8

131.9
135.6
127.5
127.7
124.0
123.8
122.1
124.6
122.3
126.0
125.4
120.4
120.0
122.0
119.8
127.8

8.0
2.8
▲6.0
▲6.7
▲6.5
▲9.9
▲8.6
▲7.8
▲10.0
▲5.9
▲5.4
▲7.2
▲8.7
▲5.9
▲5.3
0.1

104.2
108.3
103.3
107.1
117.7
103.8
104.8
104.6
103.7
102.9
103.2
101.4
104.4
110.3
105.2
113.4

▲0.1
3.9
▲4.6
▲4.4
10.1
▲2.4
▲3.4
▲2.5
▲2.9
▲1.5
▲2.1
3.3
4.5
19.7
3.0
5.8

105.5
104.9
105.0
111.2
105.0
103.3
104.0
111.4
105.5
104.1
108.3
105.8
101.0
105.9
99.0
101.1

2.6
▲0.6
0.1
7.4
0.6
▲0.9
▲2.4
6.2
1.1
▲1.9
2.5
9.4
1.7
▲0.5
▲3.8
▲9.1

109.0
116.2
122.8
124.2
122.7
121.6
121.8
120.4
122.7
120.0
119.0
117.6
118.0
119.5
120.5
121.1

▲6.4
6.6
5.7
4.1
3.6
2.2
2.1
0.7
2.6
▲1.6
▲3.1
▲2.8
▲6.2
▲4.8
▲3.7
▲2.5

22.1
6.9
8.6
38.4
15.9
9.8
▲4.0
3.8
▲1.1
▲17.7
▲14.2
▲25.6
▲26.9
▲1.0
▲20.8
▲21.6
▲25.1

0.6
22.9
0.9
▲4.9
2.0
▲6.5
▲13.7
▲12.7
10.1
▲21.0
▲35.2
40.0
▲32.1
▲21.6
▲17.3
▲23.1
▲20.4

1,695
1,479
1,097
91
124
107
125
141
83
58
110
72
152
107
113
97
117

24.2
▲12.8
▲25.9
▲45.9
▲22.6
6.3

▲23.9
▲10.3
6.5

▲33.6
35.0
29.9
50.8
61.0
81.6
6.6
▲5.4

735
619
637
42
41
54
34
42
49
34
114
22
21
21
70
43
65

41.2
▲15.8
3.0
16.8
▲45.2
▲24.8
▲37.7
▲42.4
▲23.4
30.2
465.7
▲79.2
▲77.0
▲77.2
123.7
1.0
59.5

7,869
6,440
6,443
579
542
689
659
544
519
483
409
580
631
708
594
503
560

16.5
▲18.2
0.0
32.2
▲1.8
11.3
26.5
▲0.5
▲19.5
16.4
▲2.2
27.5
68.3
▲0.4
26.7
▲13.1
3.3

16.6
▲15.8
0.1
10.0
▲5.5
23.6
▲14.4
8.7
20.3
20.7
2.5
▲2.5
28.2
▲4.5
9.0
▲6.4
24.2

14.7
▲18.5
0.1
79.0
15.2
29.3
59.2
▲38.4
▲49.1
▲5.0
13.8
99.2
150.0
▲9.2
10.9
▲16.4
▲12.1

30.9
▲24.6
▲0.9
53.3
▲38.8
▲50.9
133.3
235.3
▲33.3
24.4
▲37.5
13.4
75.5
95.6
176.6
▲31.9
▲3.8

100.1
99.1
100.0
100.1
100.0
100.3
100.6
100.5
100.0
99.9
99.5
99.6
99.7
99.7
100.2
100.3
100.3

0.2
▲1.0
0.9
0.8
0.3
0.1
▲0.1
0.4
0.4
0.3
0.1
0.4
0.0
▲0.3
▲0.1
▲0.1
0.4

74,743
73,975
74,458
5,538
6,709
6,360
5,412
6,048
6,121
8,786
5,920
5,189
5,756
5,503
6,029
5,524
6,565

▲0.8
▲1.0
0.7
▲2.1
3.8
1.7
0.1
1.9
▲4.6
3.5
▲1.5
▲2.2
▲5.5
▲6.7
▲2.5
▲0.2
▲2.1

▲9.2
1.1
▲9.5
▲9.3
3.5
▲0.3
1.0
3.7
1.9
5.1
0.9
▲8.4
▲6.8
22.6
12.4
14.6
▲3.7

21,773
22,004
19,924
1,571
1,857
1,507
1,901
1,588
1,462
1,407
1,629
1,767
2,330
1,502
1,533
1,801
1,788

21,911
23,607
19,053
1,584
1,431
1,090
1,814
1,385
1,300
1,221
1,379
1,639
2,333
911
972
1,018
1,197

4.9
7.7

▲19.3
▲19.5
▲20.9
▲29.8
▲11.9
▲10.8
▲27.7
▲38.2
▲23.6
▲24.6
▲10.3
▲31.3
▲26.4
▲35.7
▲16.4

367,510
327,618
367,971
480,832
319,482
314,848
305,602
331,947
298,064
838,245
321,178
346,533
316,800
369,384
305,462
550,385
423,167

12.5
▲10.9
12.3
▲10.6
▲4.0
11.4
13.6
4.4
19.4
77.8
25.5
▲2.2
2.8
8.8
13.7
14.5
32.5

293,817
276,273
267,725
233,857
257,721
275,592
239,855
250,536
239,160
352,664
362,596
277,343
407,450
367,077
323,512
301,035
297,129

11.6
▲6.0
▲3.1
▲26.4
▲2.4
11.0
4.7
13.2
▲16.2
20.9
43.9
10.2
35.0
33.0
14.7
28.7
15.3

0.77
0.93
0.94
1.01
1.04
1.06
1.08
1.09
1.10
1.10
1.07
1.09
1.13
1.18
1.23
1.26
1.26

38
42
39
3
3
3
4
5
3
5
2
1
1
3
1
5
2

▲44.1
10.5
▲7.1
▲50.0
200.0
0.0

100.0
0.0
50.0
150.0
100.0
▲50.0
0.0

▲40.0
▲75.0
66.7
▲33.3

27,246
28,395
29,666
29,337
28,994
29,091
29,163
29,110
29,212
29,666
29,260
29,766
29,908
29,872
29,743
30,091
29,728

5.0
4.2
4.5
4.8
4.8
4.7
4.7
4.9
4.6
4.5
3.7
4.7
3.4
2.8
2.1
2.6
2.5

19,859
21,550
23,138
21,775
21,932
21,977
22,369
22,490
22,532
23,138
22,979
23,067
23,315
23,164
23,068
23,166
23,222

7.8
8.5
7.4
8.3
8.3
7.8
7.5
8.8
7.3
7.4
7.3
7.1
6.6
7.0
5.4
6.4
5.9

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省

（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。

厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行

乗用車新規登録台数

乗用車 家計消費支出（勤労者世帯）
鹿児島市

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 倍前年比（％） 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）
可処分所得 消費支出

倒産件数 預金残高 貸金残高有効求人
倍率軽乗用車販売台数

台 前年比（％）

出所 西日本建設業保証財務省 九州経済産業局総務省国土交通省

項目

年月

項目

年月

項目

年月

百万円 前年比（％）指数 前年比（％）

消費者物価指数
（2015年 =100） 百貨店・スーパー

販売額

億円 前年比（％）

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

億円 前年比（％）前年比（％）前年比（％）

公共工事
保証請負金額

貿易

前年比（％）前年比（％）前年比（％）前年比（％）戸
分譲 鹿児島市貸家持家

出所 鹿児島県統計課

総合 電気･情報通信 電子部品 窯業・土石製品 食料品

合計輸出金額 輸入金額

項目 鉱工業出荷指数
（2010年 =100）

鉱工業在庫指数
（2010年 =100）

新設住宅着工戸数

年月 季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）季調値 前年比（％）
▲19.4
▲8.0
4.0
11.9
1.9
8.5
4.4

▲10.4
▲11.6
▲19.7
▲16.8
▲14.8
▲20.6
▲16.5
▲7.5
▲5.2

49.8
45.8
47.6
47.7
44.9
43.9
46.2
42.4
43.1
41.9
46.9
42.7
42.2
44.2
44.5
45.3

13.4
▲15.7
▲15.9
▲26.4
▲17.8
▲36.2
▲17.8
▲14.3
20.8
11.4
12.2
8.2
35.9
1.0
3.3
10.2

87.5
88.6
86.3
86.1
88.3
83.0
83.6
87.0
85.5
80.9
86.1
85.6
82.3
84.0
85.2
85.4

▲1.4
1.3
▲2.6
▲2.0
▲0.8
▲1.5
▲5.5
▲2.8
▲3.2
▲8.1
▲6.0
▲0.4
▲6.9
▲5.5
▲1.5
▲0.9

120.3
101.4
85.2
85.1
85.5
69.0
85.3
89.3
92.8
87.7
94.0
97.2
101.3
93.3
95.1
93.8

89.7
92.2
91.9
96.9
85.9
81.2
72.2
74.9
82.6
83.6
99.9
104.2
95.3
97.0
93.2
103.5

14.5
2.8
▲0.3
12.3
▲0.8
▲12.6
▲18.9
▲21.1
▲16.8
▲12.3
▲13.1
▲0.8
▲12.5
▲8.2
▲8.6
6.8

102.9
104.4
101.6
104.9
109.1
104.3
95.9
104.5
99.6
95.0
97.5
99.8
97.9
96.4
99.0
94.7

1.3
1.5
▲2.6
1.5
3.0
2.7
▲4.6
1.0
▲2.4
▲7.9
▲6.5
3.0
▲6.0
▲2.9
▲1.0
▲9.7

91.6
90.5
88.9
83.7
90.2
87.1
88.3
90.2
88.8
86.8
90.3
90.1
85.9
89.9
88.5
90.0

▲2.8
▲1.2
▲1.8
▲5.2
▲0.5
▲0.5
▲3.5
▲1.4
0.0
▲2.5
▲3.8
0.9
▲3.6
▲0.5
▲0.5
7.5

121.0
131.7
142.8
157.5
157.6
162.4
154.4
147.1
139.8
135.5
139.0
137.8
136.8
131.4
131.1
134.7

13.7
8.8
8.4
12.4
17.2
20.9
22.2
14.8
8.7
2.5
2.0
4.5
4.7
▲1.6
▲0.2
▲14.5

81.1
4.6

▲15.0
19.3
▲0.1
23.8
▲35.6
▲3.3
1.2
18.4
▲3.9
11.7
3.4
9.1
▲9.5
▲47.8
▲17.7

21.6
▲3.2
▲31.7
▲33.2
▲40.2
▲32.6
▲28.9
▲24.7
▲34.1
▲44.9
▲53.2
▲37.3
▲46.6
▲39.0
▲27.0
▲20.5
▲15.0

2,494
2,322
1,982
175
223
183
234
234
146
170
81
106
173
158
150
224
188

5.0
▲6.9
▲14.6
1.1

▲12.2
▲17.6
▲8.7
▲9.3
▲14.3
13.9
▲22.0
9.7
14.8
8.6
23.5
28.1
▲15.7

1,075
965
864
92
82
80
53
95
49
52
144
45
60
113
71
74
98

1.1
▲10.2
▲10.5
41.1
35.9
23.2
▲36.8
▲36.7
▲53.3
7.0

149.1
▲21.2
▲15.4
▲0.2
17.7
▲19.5
19.2

11,307
9,980
10,578
1,157
923
947
841
942
964
837
831
849
1,123
883
760
1,099
1,067

16.6
▲11.7
6.0
30.3
72.5
▲1.9
▲4.6
3.0

▲12.8
▲15.1
21.7
7.7
45.8
▲4.7
▲4.9
▲5.0
15.6

20.2
▲21.0
0.8
0.8
19.8
▲1.0
1.0
10.2
▲8.3
▲7.6
▲5.9
▲10.4
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■
地
域
に
密
着
し
た
店
舗
で

　『あ
な
た
の
い
ち
ば
ん
に
。』を
体
現

　
親
和
銀
行
は
、平
成
28
年
8
月
22
日（
月
）、本
原
支
店

を
隣
接
地
へ
建
替
え
、リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
新
店
舗
は
、当
行
の
ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン『
あ
な
た
の
い

ち
ば
ん
に
。』を
お
客
様
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

外
壁
の
一
部
に
地
元
の
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
浦
上
天

主
堂
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
レ
ン
ガ
調
の
タ
イ
ル
を
使
用
し
て

い
る
ほ
か
、多
目
的
ト
イ
レ
や
車
椅
子
対
応
窓
口
な
ど
の

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
」を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、ロ
ビ
ー

の
一
角
に
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
る

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
」も
新
た
に
設
け
る

な
ど
、地
域
の
お
客
様
に
と
っ
て
よ
り
親
し
み
や
す
く
利
用

し
や
す
い
店
舗
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

■
よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る

　
F
F
G
は
今
後
も『
あ
な
た
の
い
ち
ば
ん
に
。』を
追
求

し
、お
客
様
に
と
っ
て
の
利
便
性
が
よ
り
高
ま
る
よ
う
、店

舗
の
機
能
向
上
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充
を
図
る
な
ど
、よ

り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。行
員

一
同
、皆
様
の
ご
来
店
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

外観

■ 親和銀行本原支店

住所

TEL
自動サービスコーナー

設備

親
和
銀
行「
本
原
支
店
」が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

平
成
28
年
8
月
、
親
和
銀
行
は「
本
原
支
店
」（
長
崎
県
長
崎
市
扇
町
）を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

今
回
は
新
店
舗
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

〒852-8132
長崎県長崎市扇町2番20号
（現在と変更ございません）
095-847-2412（現在と変更ございません）
8：00～21：00（平日・土日・祝日）
車椅子対応窓口、多目的トイレ、
ギャラリー／イベントスペース 等

●ガソリンスタンド

●浦上警察署本原交番
うみのほし幼稚園●

ジョイフルサン●

●ローソン

本
原
通
り

ア
ン
ジ
ェ
ラ
ス
通
り

〈新店舗〉
本原支店

ロビー

ギャラリー/イベントスペース

ふくおかフィナンシャルグループ
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FFG Watching

見つけたアジア
File.21

(c) minowa studio /amanaimages

［Data］
中華人民共和国 基礎データ

面　　積　約960万平方キロメートル（日本の約26倍）
人　　口　約13.76億人
首　　都　北京
G　D　P　約10兆9,828億ドル（2015年、IMF）
総貿易額　輸出：2兆2,735億ドル  輸入：1兆6,800億ドル
主要貿易相手国・地域
　輸出：米国、EU、香港、ASEAN、日本
　輸入：EU、ASEAN、韓国、米国、日本

中華料理の代表的な秋の逸品 上海蟹
　中国では毎年9月下旬から上海蟹の季節が始まります。
　生きたまま売られる上海蟹は、暴れないように縄で十字にしばって竹の籠に
入れて出荷されます。
　上海蟹は繁殖期を迎えた10月～12月が旬とされていて、旨みがぎっしり詰
まった卵や濃厚な蟹味噌が醍醐味で、脂が乗り切った滋味豊かな味わいが堪
能できます。

上海駐在員事務所　平田

中国
上海
中国
上海

じ 　 み
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p ro f i l e

世
界
で
結
果
を
残
す

　
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
チ
ー
ム
は
、リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
4
強
入
り
を
果
た
し
た
。チ
ー
ム

を
牽
引
し
た
キ
ャ
プ
テ
ン
が
桑
水
流
選
手
だ
。

　「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
メ
ダ
ル
獲
得
が
目
標
で
し
た
。

残
念
な
が
ら
メ
ダ
ル
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

メ
ン
バ
ー
全
員
の
力
と
た
く
さ
ん
の
人
の
応
援
が

あ
っ
た
か
ら
ベ
ス
ト
4
に
入
れ
ま
し
た
」

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
帰
国
後
、興
奮
冷
め
や
ら
ぬ

中
、ト
ッ
プ
リ
ー
グ
が
始
ま
っ
た
。

　「
今
は
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
で
一
戦
一
戦
、全
力
で
戦
っ

て
い
き
た
い
。そ
の
先
に
、2
0
1
9
年
の
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、翌
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
見

え
て
き
ま
す
」

　
戦
い
の
先
に
勝
者
だ
け
が
手
に
す
る
世
界
が
あ
る
。

頑張るあなたを紹介するコーナーです

九州の達人

24

Master of Kyushu

リオ オリンピック ラグビー日本代表キャプテン

リオ オリンピック ラグビー日本代表キャプテン
所属 コカ・コーラレッドスパークス
勤務 コカ・コーラ ウエスト株式会社（福岡市東区）

KUWAZURU YUSAKU

桑水流 裕策

午前中は会社員として業務を行い、午後はラグビーの練習。年中を通して多忙な日々を送る。午前中は会社員として業務を行い、午後はラグビーの練習。年中を通して多忙な日々を送る。
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FFG調査月報95号 2016年10月20日／㈱FFGビジネスコンサルティング
福岡市中央区大手門１丁目８番３号 
TEL 092（723）2576　http://www.fukuoka-fg.com/

制作・印刷／久野印刷㈱

We look into  your  eye s ,  lend a n  ea r  to  you,  a nd engage  w it h  you.

中野　計雄 氏　福岡地下街開発 株式会社　代表取締役社長
前田　佳良子 氏　セブンフーズ 株式会社　代表取締役
梶原　正雄 氏　株式会社 新長崎製作所　代表取締役社長

あなたは天神ビッグバンをご存知ですか？


